
 

 知覧・麓川  

九州の社会資本整備 
―戦後70年の歩みをたどる ― 

九州大学名誉教授 樗木 武 

 矢部川大橋 

竜門ダム 知覧・麓川 



 

 

 
 



 

 

 

目 
 

次 
ま
え
が
き 

 

１ 

社
会
に
共
通
の
社
会
資
本 

 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

１ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

第
３
セ
ク
タ
ー
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
指
定
管
理
者
制
度 

⒉ 

復
活
果
し
た
鉄
道
新
幹
線 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

５ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

新
幹
線
以
外
の
在
来
鉄
道 

⒊ 

戦
後
に
築
い
た
高
速
道
路 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
 

９ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

Ｉ
Ｃ
、
Ｊ
Ｃ
Ｔ
、
Ｓ
Ａ
な
ど 

⒋ 

都
市
高
速
道
と
都
市
鉄
道 

 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

１
３ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

奮
闘
す
る
路
面
電
車 

⒌ 

暮
し
を
支
え
る
一
般
道
路 

 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

１
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

有
明
海
沿
岸
道
路
の
整
備 

⒍ 

空
の
時
代
の
空
港
の
整
備 

 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

２
１ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

福
岡
空
港
の
整
備
問
題 

⒎ 

時
代
を
越
え
躍
動
の
港
湾 

 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

２
５ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

苦
境
を
乗
り
越
え
進
化
す
る
海
上
交
通 

 

⒏ 

川
、
海
を
越
え
る
道
路
橋 
 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
２
９ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
考 

高
低
差
克
服
の
ル
ー
プ
橋 

⒐ 

難
所
克
服
の
道
路
ト
ン
ネ
ル 

 
 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

３
３ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
考 

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
湧
水 

⒑ 

水
流
れ
、
水
系
な
す
河
川 

 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

３
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
考 

多
自
然
川
づ
く
り
の
推
進 

⒒ 

治
水
利
水
の
た
め
の
ダ
ム 

 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

４
１ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
考 

ダ
ム
事
業
の
再
評
価 

 

    

⒓ 

苦
闘
の
戦
後
都
市
づ
く
り 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

４
５ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

分
類
し
て
都
市
を
知
る 

⒔ 

大
切
な
都
市
水
シ
ス
テ
ム 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

４
９ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

異
常
豪
雨
に
備
え
た
雨
水
貯
留
施
設 

⒕ 

市
民
が
憩
う
都
市
の
公
園 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

５
３ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

優
れ
た
景
観
の
自
然
公
園 

⒖ 

海
・
陸
の
土
地
造
成
事
業 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

５
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発 

⒗ 

世
代
を
繋
ぎ
開
い
た
干
拓 

 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

６
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
考 

平
成
の
諫
早
湾
干
拓
事
業 

⒘ 

重
要
な
地
域
資
産
・
棚
田 

 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

６
５ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
考 

新
し
い
公
共
に
つ
い
て 

⒙ 

社
会
資
本
の
維
持
管
理 

 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

６
９ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考 

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

 

あ
と
が
き 

 

資
料 

 

九
州
の
地
図
（
本
島
・
島
な
ど
） 

九
州
の
市
町
村
名 

    



 

 

人
々
は
、
日
々
の
暮
ら
し
や
活
動
の
上
で
多
彩
な
基
盤
施
設
を
利
用
す
る
が
、
そ
れ

ら
は
民
間
所
有
の
資
本
と
社
会
共
通
の
資
本
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
後
者
は
、
誰

も
が
利
活
用
す
る
社
会
共
通
の
施
設
の
こ
と
で
あ
る
。
道
路
、
港
湾
、
鉄
道
、
公
園
、
上

下
水
道
な
ど
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
学
校
、
病
院
、
介
護
施
設
、
公
民
館
な
ど
も
。
こ
れ

ら
は
、
社
会
や
経
済
の
発
展
、
あ
る
い
は
生
活
の
礎
と
な
り
、
地
域
づ
く
り
と
そ
の
運
営

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。 

一
方
、
見
方
を
替
え
れ
ば
、
企
業
や
個
人
な
ど
民
間
に
よ
る
供
給
が
難
し
く
、
市
民
が

互
い
に
負
担
し
合
う
意
味
で
、
公
共
投
資
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
施
設
を
社
会
資
本
と
も

呼
ぶ
。
民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
に
任
せ
、
そ
う
で
な
く
、
公
共
の
福
祉
や
社
会
の
安

全
に
関
わ
る
も
の
が
公
共
投
資
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
２
つ
の
見
方
か
ら
、

「
公
共
投
資
の
対
象
と
も
な
る
社

会
基
盤
施
設
」
が
社
会
資
本
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
整
備

目
的
や
資
金
調
達
法
、
事
業
手

法
、
利
活
用
の
あ
り
方
な
ど
の
違
い
で
、
同
じ
施
設
で
も
社
会
資
本
に
も
な
れ
ば
、
民
間

資
本
に
も
な
る
。 

た
と
え
ば
、
学
校
や
病
院
は
公
立
も
あ
れ
ば
私
立
も
あ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
、

社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
公
共
の
道
路
が
あ
る
一
方
で
、
観
光
や
企
業
活
動
を
目
的
に

民
間
所
有
の
道
路
も
あ
る
。 

さ
ら
に
は
、
棚
田
や
森
林
は
本
来
個
人
の
所
有
だ
が
、
自
然
環
境
を
維
持
す
る
、
人
々

が
築
き
上
げ
た
文
化
を
伝
え
る
、
景
観
を
守
る
な
ど
か
ら
、
国
土
概
念
の
も
と
で
国
や

自
治
体
が
、
管
理
の
上
で
深
く
関
わ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。 

つ
ま
り
、
施
設
の
種
類
や
公
共
投
資
、
使
い
方
と
い
う
だ
け
で
社
会
資
本
の
定
義
は

難
し
い
。
と
は
い
え
、
人
々
の
暮
ら
し
と
活
動
を
支
え
る
交
通
基
盤
、
治
水
・
利
水
目
的

の
河
川
や
ダ
ム
、
さ
ら
に
国
土
保
全
施
設
な
ど
を
典
型
的
な
社
会
資
本
と
す
る
こ
と
に

異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
公
共
の
福
祉
の
向
上
、
暮
ら
し
の
安
全
の
確
保
を

目
的
に
、
国
や
地
方
自
治
体
な
ど
が
直
接
的
、
間
接
的
に
関
わ
っ
て
整
備
し
、
管
理
し
て

い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
先
の
太
平
洋
戦
争
で
九
州
の
町
々
は
焦
土
と
化
し
、
手
入
れ
は
行
き
届

か
ず
、
農
村
は
疲
弊
、
山
は
荒
廃
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
資
本
は
戦
災
で
こ
と
ご
と

く
喪
失
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
戦
後
は
そ
れ
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
始
ま
り
、
再
構
築

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
年
が
ち
ょ
う
ど
７
０
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
私
達
の
九

州
は
、
安
全
で
持
続
可
能
な
地
域
発
展
を
悲
願
に
、
社
会
資
本
の
充
実
を
と
必
死
の
努

力
を
払
い
続
け
て
き
た
。 

そ
の
結
果
、
現
在
の
成
熟
社
会
の
到
来
の
中
に
あ
っ
て
、
社
会
資
本
は
あ
る
程
度
の

蓄
積
を
見
る
に
至
り
、
そ
の
上
で
の
今

後
の
整
備
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い

る
。
同
時
に
、
異
常
気
象
や
高
齢
社
会

へ
の
対
応
、
社
会
資
本
の
維
持
管
理
や

更
新
、
技
術
革
新
へ
の
新
た
な
施
策
の

展
開
な
ど
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
に
応
え
る
に
は
、
社

会
資
本
整
備
の
意
義
と
経
緯
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

本
書
は
、
社
会
基
盤
施
設
に
加
え
て
、
そ
の
基
本
要
素
で
あ
る
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
ダ
ム

な
ど
に
つ
い
て
基
本
事
項
を
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
土
台
と
す
る

防
災
の
国
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
、
都
市
開
発
、
土
地
造
成
な
ど
の
戦
後
７
０
年
の
歩

み
を
た
ど
る
も
の
で
あ
る
。
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
資
本
の
最
大
の
利
活
用
者
で

あ
る
市
民
が
、
土
木
工
学
の
知
識
が
な
く
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
と
工
夫
を
し
、
ま

た
項
目
ご
と
の
読
み
き
り
と
し
た
。
折
々
に
興
味
あ
る
と
こ
ろ
を
一
読
し
、
少
し
で
も

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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1 

 

社
会
（
共
通
）
資
本
と
は 

  

国
土
保
全
や
防
災
施
設
、
あ
る
い
は
、
交

通
基
盤
（
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
、
空
港
な
ど
）。

さ
ら
に
、
生
活
・
公
益
関
連
施
設
（
上
下
水

道
、
電
気
・
ガ
ス
、
公
立
病
院
、
公
立
学
校

な
ど
）。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
国
土
を
保
全

し
、
人
々
の
暮
ら
し
や
産
業
経
済
活
動
の
円

滑
化
に
必
須
の
社
会
基
盤
で
あ
る
。
英
語
で

はin
fra

stru
ctu

re

と
い
う
。 

 

実
は
、
こ
の
社
会
基
盤
の
こ
と
を
わ
が
国

で
は
社
会
資
本
と
も
呼
ぶ
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
ま
ま
英
訳
す
れ
ばso

cia
l ca

p
ita

l

と
な

り
、
そ
の
意
味
は
「
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

お
け
る
人
々
の
繋
が
り
や
信
頼
関
係
」
の
意

味
に
な
る
。
人
々
の
関
係
が
、
そ
の
行
動
に

お
け
る
協
調
性
を
活
発
に
し
、
社
会
制
度
や

社
会
活
動
の
効
率
性
を
高
め
る
。so

cia
l 

ca
p

ita
l

は
こ
の
こ
と
を
表
し
、
正
し
く
は

社
会
関
係
．
．
資
本
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

一
方
、
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
資
本
の
意

味
は
、
社
会
全
体
で
共
通
に
管
理
運
営
す
る

国
土
と
社
会
の
基
盤
施
設
の
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
正
確
に
は
社
会
共
通
．
．
資
本
で

あ

り

、

英

語

で

は

so
cia

l 
o
v
e
rh

e
a
d

 

ca
p

ita
l

と
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
日
本
語
と
英
語
で
社
会
資

本
と
い
う
言
葉
の
使
い
方
が
異
な
る
が
、
む

ろ
ん
本
書
は
わ
が
国
の
そ
れ
に
従
う
。 

 

さ
て
社
会
資
本
は
、
施
設
規
模
が
大
き
く
、

整
備
な
ど
の
た
め
に
投
下
し
た
資
金
の
割

に
収
益
が
少
な
い
。
こ
の
た
め
多
く
は
民
業

に
よ
る
こ
と
が
難
し
い
。 

あ
る
い
は
、
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
は
み
ん

な
が
共
通
し
て
そ
の
取
得
を
望
む
が
、
利
用

は
個
人
、
個
人
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
社

会
資
本
は
、
そ
の
整
備
を
多
く
の
人
々
が
共

通
し
て
望
む
こ
と
に
加
え
、
市
民
が
同
じ
も

の
を
共
同
し
て
利
用
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
か
ら
社
会
資
本
の
多
く
は
、
国
や

地
方
自
治
体
で
税
を
徴
収
し
、
そ
れ
を
用
い

て
整
備
さ
れ
管
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
、
社
会
資
本
は
公
共
投
資
に
よ
る
社
会
共

通
の
財
産
（
公
共
財
）
で
あ
る
。 

道
路
法
な
ど
の
社
会
資
本
に
関
わ
る
法

律
の
多
く
で
、
そ
の
第
１
条
（
法
の
目
的
）

に
〝
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
〟
と

記
さ
れ
て
い
る
。
社
会
的
に
他
と
競
合
が
な

い
中
で
、
対
価
の
支
払
い
に
関
係
が
な
く
、

大
多
数
の
市
民
が
互
い
に
便
益
を
享
受
す

る
狙
い
を
も
つ
こ
と
の
記
述
で
あ
る
。
当
該

施
設
が
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
社

会
、
産
業
、
経
済
、
文
化
の
諸
活
動
や
生
活

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。 

そ
れ
に
し
て
も
限
度
が
あ
る
。
同
じ
道
路

で
も
、
車
を
保
有
す
る
特
定
の
人
々
に
便
益

が
偏
る
高
速
道
路
な
ど
は
、
利
用
者
に
も
応

分
の
負
担
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

学
校
や
病
院
、
福
祉
施
設
な
ど
も
同
様
で
あ

る
。
そ
の
便
益
は
、
公
共
的
な
も
の
か
ら
私

的
な
も
の
ま
で
幅
広
い
。 

 

つ
ま
り
、
同
じ
社
会
資
本
で
も
、
そ
の
便

益
に
保
有
や
利
用
の
仕
方
に
よ
る
公
・
私
が

混
在
す
る
。
ま
た
、
管
理
方
式
も
、
公
共
、

民
間
、
そ
の
中
間
組
織
や
、
公
共
と
民
間
が

協
働
す
る
な
ど
が
あ
り
、
公
的
、
私
的
管
理

の
双
方
へ
の
広
が
り
が
あ
る
。 

社
会
資
本
整
備
の
経
緯 

 

道
路
、
港
湾
、
空
港
な
ど
、
重
要
な
社
会

資
本
の
あ
り
方
に
関
し
、
従
来
は
５
年
ご
と

の
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
整
備
が
図
ら
れ

表 1 総合開発計画などと社会資本の整備計画一覧 

年
総合開
発計画
など

道路整
備計画

交通安全施
設等整備事

業計画

空港
整備
計画

港湾
整備
計画

都市公
園等整
備計画

下水道
整備計

画

治山
事業
計画

治水
事業
計画

急傾斜地
崩壊対策

事業

海岸事
業計画

’53
’54 第1次
’55
’56
’57
’58 第2次
’59
’60 第1次 第1次
’61 第3次
’62 第1次 第1次
’63 （全総） 第1次
’64 第4次
’65 第2次 第2次 第2次
’66 （3箇年1次）
’67 第5次 第2次
’68 第3次 第3次
’69 第2次 （３箇年2次） 第1次 第3次
’70 （新全総）第6次
’71 第1次 第3次 第1次
’72 第2次 第4次 第1次 第4次 第4次
’73 第7次
’74
’75
’76 第2次 第3次 第5次 第2次 第4次 第2次
’77 第3次 第5次 第5次
’78 （三全総）第8次
’79
’80
’81 第3次 第4次 第6次 第3次 第5次 第3次
’82 第6次 第6次
’83 第9次 第1次
’84
’85
’86 第4次 第5次 第7次 第4次 第6次 第4次
’87 第4次 第7次 第7次
’88 （四全総）第10次 第2次
’89
’90
’91 第5次 第6次 第8次 第5次 第7次 第5次
’92 第8次 第8次
’93 第11次 第3次
’94
’95
’96 第6次 第7次 第9次 第6次 第8次 第6次
’97 第9次 第9次
’98 第5次 第12次 第4次
’99 （21世紀の国土のグランドデザイン）
’00
’01
’02
’03
’04
’05
’06
’07
’08 国土形成計画 　　　　第2次社会資本整備重点計画
’09 （全国計画、広域地方計画）
’10
’11 　　　(東日本大震災)
’12
’13
’14

第3次社会資本整備重点計画

第1次社会資本整備重点計画

（計画年を延期） (延期）

(2016)

社
会
に
共
通
の
社
会
資
本 

1 
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て
き
た
。
つ
ま
り
、
社
会
資
本
の
計
画
的
整

備
で
あ
り
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
状
況
か
ら
脱

し
、
国
の
発
展
に
寄
与
し
、
公
共
の
福
祉
の

増
進
に
邁
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
に
個
別
の
社
会
資
本
を
当
面
ど
う
整
備

す
る
か
、
そ
の
目
標
と
方
針
を
明
ら
か
に
し
、

実
施
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。 

 

表
１
に
、
全
国
総
合
開
発
計
画
と
、
社
会

資
本
諸
内
容
の
整
備
計
画
の
経
緯
を
示
す
。

戦
後
も
昭
和
３
０
年
頃
に
な
る
と
、
漸
く
戦

後
復
興
か
ら
経
済
発
展
段
階
へ
と
さ
し
か

か
り
、
主
要
な
社
会
資
本
の
整
備
が
求
め
ら

れ
る
に
至
っ
た
。
１
９
５
６
年
の
経
済
白
書

で
、
そ
の
結
び
に
〝
も
は
や
戦
後
で
は
な
い

〟
と
述
べ
ら
れ
、
流
行
語
に
も
な
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
を
受
け
る
よ
う
に
、
道
路
な
ど
、

個
々
の
社
会
資
本
に
つ
い
て
、
長
期
（
概
ね

５
箇
年
）
計
画
が
立
案
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
従

い
予
算
の
確
保
が
図
ら
れ
、
整
備
が
進
め
ら

れ
た
。 

 

つ
づ
く
１
９
６
２
年
に
、
全
国
総
合
開
発

計
画
が
初
め
て
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
国

土
総
合
開
発
法
（
１
９
５
０
年
）
に
も
と
づ

き
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
施
策
の
総
合
的

な
計
画
を
立
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
土
の

利
用
、
開
発
お
よ
び
保
全
に
関
す
る
計
画
で
、

防
災
や
住
宅
、
都
市
、
道
路
そ
の
他
の
交
通

基
盤
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
長
期
的
な

整
備
の
方
向
が
定
め
ら
れ
た
。 

 

以
来
、
常
に
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
願

い
、
１
９
６
０
年
代
、
７
０
年
代
の
第
２
次
、

３
次
、
さ
ら
に
は
８
０
年
代
の
第
４
次
総
合

開
発
計
画
の
策
定
と
そ
の
実
行
が
あ
っ
た
。

表
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
も
と
で
社
会
資
本

整
備
計
画
が
繰
り
返
し
定
め
ら
れ
、
推
進
さ

れ
た
。
大
変
な
苦
労
だ
っ
た
と
推
察
す
る
が
、

そ
の
結
果
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
、
空
港
と

い
っ
た
高
速
交
通
体
系
が
全
国
展
開
さ
れ
、

国
土
の
利
便
性
が
著
し
く
向
上
し
た
。
ま
た
、

高
度
経
済
成
長
が
あ
り
成
果
が
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
１
９
７
３
年
の
第
１
次
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
、
２
０
０
０
年
の
初
め

に
か
け
て
の
３
次
に
わ
た
る
石
油
危
機
が

あ
っ
た
。
は
て
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
で
、

１
９
９
１
年
か
ら
２
０
１
２
年
に
か
け
て

「
失
わ
れ
た
２
０
年
」
と
呼
ば
れ
る
長
期
景

気
低
迷
に
悩
ま
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
１

９
９
８
年
策
定
の
全
国
総
合
開
発
計
画
は
、

第
５
次
と
い
わ
ず
、
抜
本
的
見
直
し
の
意
味

を
込
め
、
「
２
１
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
と
し
、
新
世
紀
を
め
ざ
す
新
た

な
多
軸
型
国
土
の
形
成
が
提
唱
さ
れ
た
。 

こ
れ
を
受
け
、
社
会
資
本
も
従
来
の
個
別

ば
ら
ば
ら
の
計
画
で
な
く
、
全
体
を
ま
と
め

総
合
的
に
考
え
る
体
制
へ
と
移
行
し
た
。
そ

れ
が
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
（
２
０
０

３
年
）
の
制
定
で
あ
り
、
同
年
の
第
１
次
社

会
資
本
整
備
重
点
計
画
の
策
定
で
あ
る
。
道

路
、
交
通
安
全
施
設
、
鉄
道
、
空
港
、
港
湾
、

航
路
標
識
、
公
園
・
緑
地
、
下
水
道
、
河
川
、

砂
防
、
地
す
べ
り
、
急
傾
斜
地
お
よ
び
海
岸

を
網
羅
し
、
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
整
備
を

促
す
と
の
考
え
で
あ
る
。 

一
方
、
全
国
総
合
開
発
計
画
も
、
そ
れ
ま

で
の
開
発
中
心
か
ら
の
転
換
が
図
ら
れ
た
。

成
熟
社
会
の
計
画
と
す
る
た
め
、
計
画
の
対

象
事
項
を
見
直
し
、
国
土
総
合
開
発
法
は
国

土
形
成
計
画
法
に
改
め
ら
れ
た
。 

そ
し
て
２
０
０
８
年
、
国
と
地
方
の
協
働

に
よ
る
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
全

国
計
画
、
広
域
地
方
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

同
時
に
、
第
２
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

が
定
め
ら
れ
た
。 

 

第
３
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画 

２
０
１
１
年
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。

全
く
予
期
す
ら
し
な
か
っ
た
観
測
史
上
最

大
規
模
の
災
害
と
な
っ
た
。
津
波
の
発
生
が

あ
り
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
の
ま

ち
が
こ
と
ご
と
く
流
さ
れ
た
。
ま
た
、
福
島

第
１
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
が
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
し
、
建
屋
爆
発
と
い
う
最
悪
の
事
故

が
発
生
し
た
。 

こ
れ
ら
を
受
け
、
第
２
次
社
会
資
本
整
備

重
点
計
画
は
１
年
前
倒
し
に
さ
れ
、
２
０
１

２
年
に
第
３
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

が
策
定
さ
れ
た
。
表
２
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。 

人
口
減
少
、
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
み
、

そ
の
一
方
で
、
社
会
資
本
の
老
朽
化
に
よ
る

災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り
が
あ
る
。
ま
た
、
国

際
競
争
を
克
服
す
る
た
め
の
社
会
資
本
の

整
備
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
整
備
の
重
点
目
標
は
、
災
害
リ
ス
ク
の

低
減
、
産
業
・
経
済
の
基
盤
や
そ
の
国
際
競

争
力
の
強
化
、
活
力
あ
る
国
土
・
地
域
づ
く

表 2 第 3 次社会資本整備重点計画(平成 24 年度～28 年度)の概要 

１．社会資本整備事業を巡る現状とその対応
〇厳しい財政状況 〇既存ストックの老朽化 〇人口減少、少子高齢化 
〇グローバルな競争の進展 〇災害リスクの高まり

２．社会資本整備のあるべき姿
視点１　安全・安心な生活、地域等の維持　

①国土の保全 ②暮らしの安全の確保 ③地域の活性化
視点２　国や地球規模の大きな環境変化、人口構造等の変化への対応

④ 地球環境問題への対応 ⑤ 急激な少子高齢化への対処 ⑥ 人口減少への対処
視点３　新たな成長や価値を創造する国家戦略・地域戦略の実現　

⑦ 快適な暮らしと環境の確保 ⑧ 交流の促進、文化・産業振興 ⑨ 国際競争力の確保

○社会資本整備の方向性を実現するための事業・施策（18のプログラム）

３．計画期間における重点目標（「選択と集中」の基準）と事業の概要
重点目標１ 大規模又は広域的な災害リスクを低減させる

1-1 大規模地震の発生に備えた耐震化やソフト対策の推進
1-2 大規模又は広域的な津波災害が想定される地域における津波対策及び
　　　人口・資産が集中する海面下に位置する地域等における高潮・侵食対策の強化
1-3 人口・資産が集中する地域や近年甚大な被害が発生した地域等における治水対策
　　の強化及び大規模土砂災害対策の推進
1-4 災害発生時のリスクの低減のための危機管理対策の強化

重点目標２ 我が国産業・経済の基盤や国際競争力を強化する
2-1 世界的な競争に打ち勝てる大都市や国際拠点空港・港湾の機能拡充・強化とアク
　　　セス性の向上や、官民連携による海外プロジェクトの推進
2-2 それぞれの地域が持つ魅力や強みを引き出すことによる地域の活力の維持・向上

重点目標３ 持続可能で活力ある国土・地域づくりを実現する
3-1 持続可能でエネルギー効率の良い暮らしのモデルの形成と国内外への普及・展開
3-2 少子・高齢化社会においても誰もが安全・安心して暮らすことができる社会への転換
3-3 失われつつある自然環境の保全・再生

重点目標４ 社会資本の適確な維持管理・更新を行う

４．計画の実効性を確保する方策
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り
、
適
切
な
維
持
管
理
と
さ
れ
た
。 

災
害
に
つ
い
て
は
、
九
州
で
も
特
に
南
海

ト
ラ
フ
の
地
震
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
の
も
と
に
ゲ

リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
も
と
で
、
減
災
の
た
め

の
防
災
施
設
や
防
災
制
度
の
構
築
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
循
環
型
高
速
道
に
加

え
る
九
州
横
断
の
高
速
道
路
、
九
州
新
幹
線

長
崎
ル
ー
ト
、
福
岡
空
港
の
整
備
に
よ
る
広

域
的
・
国
際
的
高
速
交
通
体
系
の
充
実
に
よ

る
国
際
競
争
力
の
強
化
、
地
域
の
創
生
と
活

性
化
が
期
待
さ
れ
る
。 

あ
る
い
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
人
口
減
少
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
公
共
交
通
の
利
用
・

維
持
を
は
か
り
な
が
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
概
念
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
が
望
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
口

減
の
中
で
、
市
街
地
の
拡
大
で
な
く
、
拠
点

エ
リ
ア
を
中
心
に
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

さ
ら
に
は
、
古
代
か
ら
の
歴
史
が
息
づ
く

九
州
こ
そ
、
そ
の
歴
史
的
価
値
を
踏
ま
え
、

老
朽
化
し
た
社
会
資
本
の
維
持
管
理
・
更
新

を
、
よ
り
一
層
慎
重
か
つ
計
画
的
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
と
も
考
え
る
。 

 新
し
い
社
会
資
本
の
概
念
を 

 

先
に
挙
げ
た
社
会
資
本
に
限
ら
ず
、
ま
ち

や
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
あ
ら
た
め
て

概
観
す
れ
ば
、
住
宅
な
ど
私
的
に
利
活
用
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
公
共
交

通
施
設
と
い
っ
た
公
的
な
も
の
、
さ
ら
に
は

両
者
の
中
間
が
あ
る
。 

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
諸
施
設
の
公
開
状
況
を

踏
ま
え
れ
ば
、
公
共
性
が
強
く
、
市
民
の
誰

も
が
利
用
す
る
も
の
か
ら
、
私
的
利
用
に
限

ら
れ
る
も
の
ま
で
が
あ
り
、
そ
う
し
た
展
開

軸
に
沿
い
個
々
の
施
設
を
並
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。 

他
方
、
社
会
資
本
に
関
し
、
そ
の
利
活
用

の
空
間
的
広
が
り
を
考
え
れ
ば
こ
れ
ま
た

多
様
で
あ
る
。
不
特
定
で
包
括
的
と
も
い
え

る
広
範
な
範
囲
の
市
民
利
用
か
ら
、
局
所
的

な
地
域
や
特
定
の
人
た
ち
の
利
用
に
限
ら

れ
る
も
の
ま
で
多
々
あ
る
。 

こ
れ
ら
利
活
用
の
公
共
性
と
広
域
・
不
特

定
性
と
を
横
軸
、
縦
軸
に
し
て
諸
施
設
を
プ

ロ
ッ
ト
と
す
れ
ば
図
示
の
と
お
り
だ
。
第
１

象
限
は
公
共
的
で
、
広
域
の
人
々
の
利
用
が

多
い
施
設
で
あ
り
、
ま
さ
に
従
来
型
の
社
会

資
本
が
該
当
す
る
。
逆
に
、
第
３
象
限
は
私

的
な
目
的
で
、
特
定
の
層
や
地
域
の
人
々
の

利
用
に
限
ら
れ
る
性
格
の
施
設
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
市
民
の
価
値
観
が
多
様
化
し
、

ま
た
、
人
口
減
少
で
過
疎
化
す
る
集
落
の
存

在
を
考
え
、
あ
る
い
は
環
境
問
題
の
深
刻
化

を
踏
ま
え
る
と
、
第
１
象
限
の
施
設
ば
か
り

が
社
会
資
本
で
は
な
い
。
福
祉
・
介
護
施
設

や
防
災
の
た
め
の
避
難
路
・
避
難
場
所
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
公
民
館
な
ど
は
、
見
方

に
よ
っ
て
は
公
共
施
設
で
あ
る
。
暮
ら
し
の

安
全
・
安
心
を
最
低
限
保
障
す
る
社
会
資
本

と
も
い
え
よ
う
。 

ま
た
、
棚
田
や
溜
池
は
、
本
来
は
個
人
や

特
定
団
体
の
所
有
だ
が
、
そ
れ
が
も
た
ら
す

景
観
や
環
境
維
持
へ
の
寄
与
を
踏
ま
え
る

と
公
共
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
み
ん
な
が
守

り
た
い
歴
史
遺
産
、
社
寺
、
優
れ
た
風
景
、

街
並
み
、
貴
重
な
自
然
遺
産
も
ま
た
地
域
の

宝
で
あ
り
、
社
会
資
本
と
も
い
え
る
。 

要
す
る
に
、
こ
れ
ら
は
、
地
域
資
源
を
生

か
し
、
ゆ
と
り
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
と
、

活
発
な
交
流
社
会
の
形
成
の
上
で
求
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
含

む
も
の
を
「
広
義
の
社
会
資
本
」
と
す
れ
ば
、

同
じ
内
容
で
も
公
共
性
の
強
い
も
の
か
ら

個
人
所
有
ま
で
が
あ
り
、
こ
の
点
は
道
路
も

棚
田
も
同
じ
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
行
政
や
地
域
の
グ
ル
ー
プ

と
個
人
の
観
点
で
整
理
し
、
公
共
性
、
広
域

性
を
幅
広
く
と
ら
え
る
中
で
社
会
的
基
盤

施
設
を
み
ん
な
で
ど
う
整
備
・
維
持
し
保
全

す
る
か
が
問
わ
れ
る
。 

こ
の
時
、
従
来
と
異
な
る
社
会
資
本
の
定

義
と
な
る
。
全
て
で
は
な
い
が
図
中
点
線
の

右
上
に
あ
る
も
の
の
多
く
が
新
し
い
社
会

資
本
の
包
括
範
囲
と
み
な
せ
る
。
そ
の
上
で
、

利
活
用
や
管
理
の
実
態
を
踏
ま
え
て
社
会

資
本
か
否
か
が
峻
別
さ
れ
、
整
備
、
管
理
の

各
々
が
公
に
よ
る
か
、
民
に
よ
る
か
が
判
断

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

公共的
大衆的

区画街路、緑道

幹線街路

補助幹線街路

重要幹線街路

私的駐車場、私道

街区公園、緑地

地区公園

広域公園

運動公園

寺社境内

上水道、中水道、下水道

集会所、公民館など

福祉施設、学校施設

港湾・空港

高速バス・鉄道

地下鉄

市内路線バス

国土保全

大河川

中河川

小川

ごみ ・ 廃棄物処理

エネルギー供給施設

公共駐車場

広域景観、風景

ため池、水路

私的
個人的

コミュニティバス

住宅、庭園

市民センター、体育館

高齢社会における
社会資本（広義）

防災施設

通信基盤
広 域 的
不 特 定

局 所 的
特 定 的

駐車場案内システム

自然保全

老人施設

農地

地域DB、情報基盤

企業関連施設 公開型バリアフリー施設

工業施設

業務施設

商業施設

災害時救急システム

新交通システム

屋上緑化など

保全農地・棚田

局所景観

まちなみ

歴史遺産、古代遺跡

資源リサイクルシステム

公開空地

路地

避難路・避難場所

ポケットパーク

公共駐輪場

図 利活用における公共性と広域性から見た諸施設 

注）網掛けは、特に追加的に検討が必要な社会資本

の内容 
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参
考 

第
３
セ
ク
タ
ー
、
Ｐ 

Ｆ
Ｉ
、
指
定
管
理
者
制
度 

  

社
会
資
本
の
整
備
や
管
理
は
、
多
く
の
場

合
、
行
政
の
責
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
速

道
路
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
各
社
や
鉄
道
の
Ｊ
Ｒ

各
社
が
あ
る
よ
う
に
、
典
型
的
な
社
会
資
本

と
目
さ
れ
る
も
の
で
も
民
間
企
業
に
よ
る

も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
資
本
の

管
理
を
行
政
に
依
存
す
る
必
然
が
な
い
こ

と
を
意
味
す
る
。
財
政
が
ひ
っ
迫
す
る
中
で

施
設
内
容
に
応
じ
適
正
な
制
度
を
つ
く
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
主
た
る

工
夫
と
し
て
第
３
セ
ク
タ
ー
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
お
よ

び
指
定
管
理
者
制
度
が
あ
り
、
紹
介
し
よ
う
。 

第
３
セ
ク
タ
ー 

 

国
や
地
方
公
共
団
体
を
第
１
セ
ク
タ
ー
、

民
間
企
業
の
こ
と
を
第
２
セ
ク
タ
ー
と
い

う
。
こ
の
と
き
、
こ
れ
ら
両
者
以
外
の
組
織

体
が
第
３
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
に
も
２
通
り
が
あ
る
。
一

つ
は
、
行
政
、
企
業
に
対
す
る
３
つ
目
と
し

て
の
市
民
セ
ク
タ
ー
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団

体
な
ど
の
非
営
利
団
体
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
は
国
や
地
方
公
共
団
体
と
民

間
企
業
の
双
方
が
出
資
し
て
作
り
上
げ
た

組
織
で
あ
る
。 

わ
が
国
で
、
第
３
セ
ク
タ
ー
と
い
え
ば
多

く
は
後
者
を
意
味
し
、
半
官
半
民
の
組
織
だ

が
、
そ
れ
も
商
法
上
の
法
人
（
会
社
な
ど
）

と
民
法
上
の
法
人
（
財
団
、
社
団
法
人
）
か

ら
な
る
。
国
有
鉄
道
の
民
営
化
に
際
し
ロ
ー

カ
ル
線
を
引
き
受
け
て
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
る
多
く
の
第
３
セ
ク
タ
ー
鉄
道
会
社

が
前
者
の
典
型
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
都
市

開
発
、
観
光
、
農
林
業
、
マ
リ
ー
ナ
、
情
報

な
ど
の
各
分
野
で
、
前
者
、
後
者
に
よ
る
第

３
セ
ク
タ
ー
方
式
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。 

第
３
セ
ク
タ
ー
は
、
特
に
、
１
９
８
０
年

代
後
半
に
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
都
市
開
発
な

ど
に
関
し
、
官
と
民
と
の
双
方
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
す
と
し
て
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
。

２
０
０
８
年
の
自
治
省
（
現
総
務
省
）
調
べ

で
は
、
地
方
公
共
団
体
が
２
５
％
以
上
を
出

資
す
る
法
人
だ
け
で
も
１
万
を
超
え
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
し
、
官
民
の
役
割
分
担
が
不
明
確
な

こ
と
か
ら
、
も
た
れ
合
い
の
放
漫
経
営
で
破

綻
し
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
九
州
で
は
、

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
㈱
、
㈱
ネ
イ
ブ
ル

ラ
ン
ド
、
㈱
都
市
未
来
ふ
く
お
か
、
黒
崎
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
な
ど
が
例
示
で
き
る
。 

Ｐ
Ｆ
Ｉ 

１
９
９
９
年
、
「
民
間
資
金
等
の
活
用
に

よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
略
が
Ｐ

Ｆ
Ｉ
（P

riv
a

te
 F

in
a
n

ce
 In

itia
tiv

e

）
法

で
あ
る
。
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、

運
営
な
ど
を
、
民
間
部
門
が
持
つ
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
や
資
金
を
活
用
し
て
、
低
廉
か
つ
良
質

の
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
す
る
事
業
展
開
で
あ

り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
は
そ
の
枠
組
み
を
定
め
た
も

の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
、
橋
や
ト
ン

ネ
ル
、
鉄
道
、
病
院
、
学
校
な
ど
の
整
備
や

再
開
発
な
ど
に
導
入
さ
れ
、
そ
れ
が
わ
が
国

に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。 

法
２
条
に
よ
れ
ば
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
公
共
施

設
（
道
路
、
鉄
道
、
公
園
、
水
道
な
ど
）、
公

用
施
設
（
庁
舎
、
宿
舎
な
ど
）
、
公
益
施
設
（
教

育
文
化
施
設
、
廃
棄
物
処
理
施
設
、
医
療
施

設
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
）、
そ
の
他
（
情
報

通
信
施
設
、
熱
供
給
施

設
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
、

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
、 

観

光
施
設
、
研
究
施
設
）
へ

の
適
用
が
可
能
で
あ

る
。 こ

れ
ら
は
、
本
来
、
国

や
地
方
公
共
団
体
、
公

共
法
人
に
よ
る
事
業
だ

が
、
そ
う
し
た
施
設
の

整
備
と
管
理
運
営
に
当

た
り
、
リ
ス
ク
（
事
故
や

需
要
変
化
、
物
価
変
動

な
ど
）
に
配
慮
し
、
官
民

の
適
切
な
役
割
分
担
に

基
づ
く
新
た
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
も

の
で
あ
る
。 

事
業
の
進
め
方
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
、
主
な
も

の
を
下
表
に
示
す
。
現

実
は
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
が
よ

く
用
い
ら
れ
、
つ
い
で

Ｂ
Ｏ
Ｔ
が
多
い
。 

具
体
例
に
、
九
州
大

学
（
独
立
行
政
法
人
）
の

移
転
に
伴
う
研
究
施
設

や
学
生
支
援
施
設
が
あ

げ
ら
れ
る
。
地
方
公
共

団
体
で
は
、
福
岡
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
、
長

崎
市
の
市
立
病
院
や
図
書
館
、
熊
本
市
の
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

北
九
州
市
の
ス
タ
ジ
ア
ム
、
大
分
市
の
複
合

文
化
交
流
施
設
、
鹿
児
島
市
の
新
鴨
池
公
園

水
泳
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

指
定
管
理
者
制
度 

 

従
来
、
公
共
施
設
等
の
管
理
運
営
は
、

地
方
公
共
団
体
と
そ
の
外
郭
団
体
が
行

な
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
、
株
式
会
社
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
財
団
・
社
団
、
市
民
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
広
く
開
放
し
委
ね
る
制
度
が
導
入

さ
れ
た
。
そ
れ
が
指
定
管
理
者
制
度
で
あ

る
。 地

方
公
共
団
体
が
定
め
た
条
例
に
従

い
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
や
総
合
評
価
方

式
な
ど
で
、
施
設
の
指
定
管
理
者
の
候
補

を
選
ぶ
。
そ
の
上
で
、
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
決
を
経
て
最
終
的
な
管
理
者

を
定
め
、
管
理
運
営
を
委
託
し
て
い
る
。 

 

本
制
度
は
、
ど
う
か
す
る
と
無
駄
が
多

い
公
共
施
設
の
管
理
を
、
民
間
手
法
を
用

い
て
弾
力
的
か
つ
柔
軟
に
運
営
し
、
効
率

化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。 

本
制
度
に
よ
っ
て
、
利
用
時
間
の
延
長

な
ど
施
設
運
営
面
で
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

が
期
待
で
き
、
管
理
運
営
費
を
削
減
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
他
方
、
施
設
利
用

の
料
金
を
徴
収
す
る
場
合
、
そ
の
収
入
を

地
方
公
共
団
体
と
の
協
定
の
範
囲
内
で

管
理
者
の
収
入
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

指
定
管
理
者
制
度
の
適
用
対
象
に
は
、

プ
ー
ル
、
体
育
館
、
市
民
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
あ
る
。
公
園
、
霊
園
、
植
物
園
、

動
物
園
、
水
族
館
、
図
書
館
、
博
物
館
、

美
術
館
、
市
民
ホ
ー
ル
が
あ
る
。 

さ
ら
に
、
公
立
病
院
や
特
定
機
能
病
院
、

高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施
設
、
保
育
所
、
保

養
所
、
福
祉
作
業
所
、
下
水
道
、
斎
場
、
駐

車
場
、
駐
輪
場
、
林
間
学
校
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
実
に
多
種
多
様
で
あ

る
。 

表 ＰＦＩの主な事業方式 

具体的な内容

BOO Bui ld Own Operate 民が建設、維持・管理及び運営. 事業終了時点で民が施設を解体・撤去

BOT Buid Operate Transfer 民が建設、維持・管理及び運営. 事業終了後に公管に施設所有権を移転

BTO Bui ld Transfer Opereate 民が建設し、施設完成直後に公管に所有権を移転. 民が維持・管理及び運営

RO Rehabi l i tate Operate 民が改修、管理運営. 所有権の移転はない（改修費は年賦で民に支払う）

民：民間事業者。  　公管：公共施設等の管理者等

事業方式
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世
界
初
の
高
速
鉄
道
「
新
幹
線
」 

  

全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
の
第
二
条
に

よ
れ
ば
、「
新
幹
線
と
は
、
主
な
区
間
を
２
０

０
㎞
毎
時
以
上
の
高
速
度
で
走
行
で
き
る

幹
線
鉄
道
」
と
の
定
め
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
の
在
来
鉄
道
は
、

地
形
に
合
わ
せ
た
厳
し
い
曲
線
区
間
や
勾

配
区
間
が
あ
り
、
ま
た
、
軌
間
１
０
６
７
㎜

の
狭
軌
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
車
両
の
開

発
だ
け
で
、
高
速
鉄
道
、
つ
ま
り
新
幹
線
は

実
現
し
な
い
。
高
速
車
両
と
高
速
化
が
可
能

な
線
路
の
両
者
が
そ
ろ
っ
て
は
じ
め
て
実

現
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
者
を
新
規
に

開
発
・
整
備
し
、
高
速
鉄
道
の
実
現
を
図
る

必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
新
幹
線
で
あ
る
。 

１
９
６
４
年
、
第
１
８
回
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
直
前
に
、
東
京
駅
～
新
大
阪
駅
間

(

５
１
５
㎞)

が
、
標
準
軌(

１
４
３
５
㎜)

で

在
来
線
と
は
別
に
建
設
さ
れ
、
最
高
時
速
２

１
０
㎞(

現
在
は
２
７
０
㎞
／
時)

で
開
通
し

た
。
こ
れ
が
東
海
道
新
幹
線
で
あ
り
、
世
界

最
初
の
高
速
鉄
道
で
あ
る
。 

当
時
、
わ
が
国
の
鉄
道
を
経
営
す
る
日
本

国
有
鉄
道
（
公
社
）
は
赤
字
続
き
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
航
空
路
の
発
達
が
あ
り
、
高
速
道

路
の
整
備
が
始
ま
り
、
鉄
道
は
も
は
や
斜
陽

と
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
を
機
に
、
起
死
回
生
に
と
在
来
鉄
道
に
代

わ
る
新
幹
線
が
登
場
し
た
。
現
在
で
は
６
路

線
（
東
海
道
、
山
陽
、
上
越
、
東
北
、
北
陸
、

九
州
）
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
九
州
に
関

わ
る
も
の
は
山
陽
新
幹
線
と
九
州
新
幹
線

の
２
つ
で
あ
る
。 

ま
た
、
日
本
を
皮
切
り
に
、
二
十
一
世
紀

の
今
日
は
、
高
速
鉄
道
の
時
代
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
、
そ
の
整
備
が
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
（
高
速
列
車
を
Ｔ
Ｇ
Ｖ
、
高
速
新

線
を
Ｌ
Ｇ
Ｖ
と
い
う
）、
ド
イ
ツ
（
高
速
列
車

Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
高
速
新
線
Ｎ
Ｂ
Ｓ
）
な
ど
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
、
台
湾
、
韓
国
、
中
国
な

ど
の
ア
ジ
ア
の
地
域
・
諸
国
で
新
幹
線
の
整

備
が
進
み
つ
つ
あ
る
。 

 

九
州
に
初
め
て
登
場
の
新
幹
線 

  

東
海
道
新
幹
線
に
続
い
た
の
が
山
陽
新

幹
線
（
２
５
０
㎞
／
ｈ
で
計
画
。
現
在
の
最

高
速
度
は
３
０
０
㎞
／
ｈ
）
で
あ
る
。
新
大

阪
～
岡
山(
１
６
１
㎞)

と
岡
山
～
博
多
（
３

９
３
㎞
）
の
二
区
間
に
分
け
て
建
設
さ
れ
、

前
者
は
１
９
７
２
年
に
開
業
し
た
。 

後
者
は
そ
れ
よ
り
３
年
遅
れ
の
１
９
７

５
年
の
開
業
だ
が
、
そ
の
中
に
九
州
に
関
わ

る
区
間
、
新
関
門
ト
ン
ネ
ル
～
博

多
駅
の
約
７
０
㎞
が
含
ま
れ
て

い
る
。
九
州
で
初
め
て
と
な
る
新

幹
線
の
登
場
で
あ
る
。 

同
区
間
の
最
大
の
構
造
物
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
長
さ
１
万
８

７
１
３
ｍ
の
新
関
門
ト
ン
ネ
ル

で
あ
る
。
海
底
区
間
は
８
８
０
ｍ
、

最
深
部
は
海
面
下
６
６
ｍ
、
最
少

土
被
り
２
４
ｍ
で
あ
る
。
現
在
は

国
内
第
６
位
の
長
さ
の
鉄
道
ト

ン
ネ
ル
だ
が
、
む
ろ
ん
当
時
は
日

本
最
長
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
表
に
示
す
よ
う
に
、
山

陽
新
幹
線
の
最
急
こ
う
配
の
基

準
は
１
５
‰
で
あ
る
。
し
か
し
、

新
関
門
ト
ン
ネ
ル
区
間
は
、
経
済

性
を
踏
ま
え
少
し
で
も
短
く
す

る
た
め
に
と
特
例
的
に
取
付
け

勾
配
は
１
８
‰
で
設
計
さ
れ
た
。 

山
陽
新
幹
線
は
博
多
駅
ま
で

だ
が
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
南
へ
約

９
㎞
、
福
岡
市
隣
接
の
那
珂
川
町

に
博
多
総
合
車
両
所
が
設
け
ら

れ
た
。 

こ
の
博
多
駅
～
車
両
基
地
間
は
、
本
来
、

回
送
車
の
み
の
走
行
で
あ
る
。
し
か
し
、
地

元
の
強
い
要
望
を
受
け
、
回
送
車
を
利
用
し

た
営
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が

博
多
南
線
で
あ
る
。
施
設
は
「
新
幹
線
鉄
道

に
お
け
る
車
両
運
行
の
安
全
を
妨
げ
る
行

為
の
処
罰
に
関
す
る
特
例
法
」
（
新
幹
線
特

例
法
）
の
対
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
在
来
線

と
し
て
運
行
さ
れ
、
那
珂
川
町
か
ら
福
岡
都

心
部
へ
の
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
の
足

と
し
て
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

年
'69
'70 着工
'71
'72
'73
'74
'75 開業
'76
'77
'78
'79
'80
'81
'82
'83
'84 九州新幹線鹿児島ルート　（軌間1.435ｍｍ、最小曲線半径4000ｍ、
'85 最急こう配35‰、最高速度260ｋｍ/ｈ）
'86
'87
'88
'89
'90
'91 着工
'92
'93
'94
'95
'96
'97
'98 着工
'99
'00
'01 着工
'02
'03
'04 開業
'05
'06
'07
'08
'09
'10
'11
'12

工事区間とその概要工事期間

表　　九州における新幹線の整備

八
代
～
西
鹿
児
島

船
小
屋
～
新
八
代

博
多
～
船
小
屋

新八代駅～鹿児島中央駅 127.6㎞

駅：新八代、新水俣、出水、川内、鹿児島中央
主な橋梁（B)

球磨川B 307m、米ノ津B 260m、川内川B 338m

主なトンネル（T）
第2今泉T 4680m、田上T 6988ｍ、吉尾T 6040ｍ

新津奈木T5160ｍ、第3紫尾山T 9987m

塩鶴T 4175m

博多駅～新八代駅 130㎞ うち工事区間121.1㎞

駅：博多、新鳥栖、久留米、筑後船小屋、新大牟田
新玉名、熊本

主な橋梁（B)

筑後川B 411m、松原線路橋 1158m、菊池川B 400m
緑川B 306m、境目線路橋 250m、大野川B 286m

氷川B 400m

主なトンネル（T）

筑紫T 11935m、三池T 5360m、玉名T6800m

0% 20% 40% 60% 80% 100%

博多・新八代

新八代・鹿児島中

央
路盤 橋梁 高架橋 トンネル

開業

岡
山
～
博
多

山陽新幹線 （軌間1.435ｍｍ、最小曲線半径4000ｍ、最急こう配15‰、

最高速度300ｋｍ/ｈ）

岡山駅～博多駅 393㎞ . うち下関駅～博多駅間は77㎞

駅：小倉、博多

主な橋(B) 遠賀川B 481m

主なトンネル（T)

新関門T 18713m、北九州T 11747m、福岡T 8488m

復
活
果
し
た
鉄
道
新
幹
線 

2 

Ⓣ 
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待
ち
に
待
っ
た
九
州
新
幹
線
鹿
児

島
ル
ー
ト
の
開
業 

  

山
陽
新
幹
線
に
続
い
て
、
い
よ
い
よ
次

は
九
州
新
幹
線
の
出
番
と
期
待
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
現
実
は
、
上
越
、
北
陸
、
東
北

の
各
新
幹
線
に
遅
れ
を
取
り
、
容
易
に
進

ま
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
財
源
問
題
と
九
州

各
県
の
間
の
合
意
が
難
し
か
っ
た
こ
と
に

起
因
す
る
。
し
か
し
、
１
９
８
９
年
、
漸
く

に
難
工
事
区
間
、
第
三
紫
尾
山
ト
ン
ネ
ル
の

先
行
着
工
と
な
り
、
１
９
９
１
年
に
八
代
駅

～
西
鹿
児
島
駅
（
現
在
の
鹿
児
島
中
央
駅
）

間
が
本
格
着
工
し
た
。 

ま
た
、
１
９
９
８
年
の
新
八
代
駅
～
船
小

屋
信
号
所
（
現
在
の
筑
後
船
小
屋
駅
）
間
の

着
工
、
２
０
０
１
年
の
舩
小
屋
信
号
所
～
博

多
駅
間
の
着
工
が
あ
り
、
鹿
児
島
ル
ー
ト
全

線
が
建
設
の
運
び
と
な
っ
た
。 

 

開
業
は
、
新
八
代
駅
～
鹿
児
島
中
央
駅
間

（
第
一
期
）
と
博
多
駅
～
新
八
代
間(

第
二

期)

の
２
区
間
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
２
０

０
４
年
で
あ
る
。
後
者
は
２
０
１
１
年
の
３

月
１
２
日
で
、
３
・
１
１
東
日
本
大
震
災
の

翌
日
で
あ
る
。
す
べ
て
の
祝
賀
行
事
を
取
り

や
め
る
自
粛
ム
ー
ド
の
中
の
開
業
と
な
り
、

鉄
道
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
沿
線
住
民
に
と

っ
て
も
異
例
づ
く
め
で
忘
れ
ら
れ
な
い
も

の
と
な
っ
た
。 

 

九
州
新
幹
線
の
整
備
で
特

記
す
る
こ
と
は
、
需
要
が
小

さ
く
、
ま
た
山
陽
新
幹
線
と

つ
な
が
ら
な
い
一
期
区
間
を

先
行
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
需
要
優
先
の
考

え
か
ら
す
れ
ば
あ
り
え
な

い
。
そ
れ
で
も
九
州
新
幹
線

の
全
線
開
業
を
確
実
に
す
る

と
の
地
元
関
係
者
の
強
い
決

意
の
表
れ
が
あ
っ
た
。 

結
果
は
、
予
測
を
大
幅
に

超
え
る
開
業
実
績
（
対
前
年

比
２
．
３
倍
）
と
な
り
、
ま
た
、

以
後
も
需
要
は
増
加
し
、
二
期
目

開
業
時
も
順
調
に
実
績
を
伸
ば
し
た
。 

つ
ま
り
、
地
元
の
熱
意
と
そ
れ
に
応
え
る

政
治
判
断
が
優
先
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
期
目
の
実
績
に
加
え
、
二
期
目
も

先
行
区
間
で
順
調
な
需
要
増
だ
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
手
順
も
、
社
会
資
本

整
備
の
戦
略
と
し
て
十
分
に
あ
り
え
る
こ

と
を
証
明
し
た
。
つ
ま
り
、
計
画
に
、
目
先

の
経
済
性
よ
り
も
明
確
な
目
標
が
ま
た
大

切
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
る
。 

 

鹿
児
島
ル
ー
ト
の
主
要
な
構
造
物 

  

一
期
区
間
の
構
造
物
は
、
ト
ン
ネ
ル
６

９
％
、
高
架
橋
１
２
％
、
橋
梁
７
％
で
、
ト

ン
ネ
ル
が
大
半
を
占
め
る
（
表
）
。
そ
の
中
で

最
も
長
大
な
ト
ン
ネ
ル
は
第
三
紫
尾
山
ト

ン
ネ
ル
の
約
１
０
㎞
で
あ
る
。
一
期
の
本
格

着
工
に
先
立
つ
１
９
８
９
年
に
工
事
を
開

始
。
地
山
の
亀
裂
、
湧
水
に
大
き
く
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
約
１
０
年
の
歳
月
を
経
て
よ
う

や
く
に
貫
通
し
た
。 

ま
た
、
鹿
児
島
県
下
の
地
質
は
シ
ラ
ス
と

称
す
る
特
殊
土
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ト
ン

ネ
ル
区
間
の
路
盤
と
し
て
、
強
度
は
大
丈
夫

か
、
噴
泥
現
象
（
地
中
の
泥
が
軌
道
に
噴
出

し
、
隙
間
を
ふ
さ
ぎ
弾
力
性
が
損
な
わ
れ
る

現
象
）
に
問
題
な
い
か
が
心
配
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
か
ら
、
鉱
砕
ス
ラ
グ
と
セ
メ
ン
ト
に
よ

る
透
水
性
路
盤
が
工
夫
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し

土
木
学
会
か
ら
技
術
賞
が
授
与
さ
れ
て
い

る
。 橋

梁
は
、
川
内
川
橋
梁
の
３
３
８
ｍ
が
最

長
で
、
そ
の
構
造
は
Ｐ
Ｃ
斜
版
橋
で
あ
る
。

本
構
造
は
、
当
時
、
在
来
線
鉄
道
橋
と
し
て

の
例
は
あ
っ
た
が
、
新
幹
線
は
初
め
て
で
あ

る
。
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｐ

Ｃ
） 

橋
の
一
種
、
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド

（
主
桁
の
外
に
補
強
さ
れ
た
と
の
意
味
）
橋

写真１ 山陽・九州新幹線（鹿児島ルート）を走る車両

N７００系 新８００系

図 山陽・九州新幹線 

大野川（エクストラドーズド橋） 

川内川（PC 斜版橋） 

写真 2 川内川橋梁と大野川橋梁 
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に
お
い
て
、
主
塔
と
斜
材
で
主
桁
を
支
え
る

外
ケ
ー
ブ
ル
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
も

の
で
あ
る(

写
真
２)

。
斜
張
橋
と
桁
橋
の
中

間
の
構
造
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
桁
橋

に
近
い
性
質
を
持
つ
。
橋
全
体
の
剛
性
を
高

め
、
た
わ
み
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
斜
材
が
Ｐ
Ｃ
部
材
と
な
り
鋼
材
の
応

力
変
動
幅
を
小
さ
く
で
き
、
疲
労
へ
の
影
響

が
少
な
い
。
こ
れ
ら

か
ら
、
新
幹
線
に
よ

る
高
速
走
行
に
好

都
合
と
の
判
断
で

採
用
さ
れ
た
。 

 

二
期
区
間
の
構

造
物
は
、
一
期
と
は

逆
で
、
ト
ン
ネ
ル
３

０
％
、
橋
梁
１
４
％
、

高
架
橋
５
１
％
で

あ
る
。 

高
架
橋
が
約
半

分
を
占
め
る
が
、
そ

の
代
表
的
な
も
の

に
松
原
線
路
橋
が

あ
る
。
本
線
路
橋
は
、

在
来
線
を
縦
断
す

る
国
内
最
長
の
も

の
で
、
総
延
長
１
２

４
３
ｍ
で
あ
る
（
写

真
３
）
。
加
え
て
、

狭
隘
な
市
街
地
で
、

ス
パ
ン
２
５
ｍ
の

門
型
橋
脚
を
施
工

す
る
に
あ
た
り
横

梁
を
回
転
さ
せ
て

施
行
す
る
工
法
が

工
夫
さ
れ
た
。
こ
れ

が
評
価
さ
れ
土
木
学
会
田
中
賞
が
授
け
ら

れ
て
い
る
。 

 

ト
ン
ネ
ル
は
、
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー

ト
で
最
長
の
筑
紫
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
（
写
真

４
）。
博
多
駅
～
新
鳥
栖
駅
間
、
全
長
１
万
１

８
６
５
ｍ
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
に
よ
り
５
年

の
歳
月
を
か
け
掘
削
さ
れ
た
。 

最
急
こ
う
配
は
３
５
‰
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
そ
れ
ま
で
の
東
海
道
・
山
陽
新
幹
線
車

両
の
走
行
は
無
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
新
た

に
山
陽
・
九
州
新
幹
線
の
た
め
に
８
両
編
成

の
Ｎ
７
０
０
系
（
７
０
０
０
、
８
０
０
０
番

台
。
写
真
１
左
）
が
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
と

一
期
の
開
業
時
か
ら
投
入
さ
れ
九
州
管
内

を
走
る
６
両
編
成
の
８
０
０
系
、
そ
れ
を
マ

イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
し
た
新
８
０
０
系
が
運

行
さ
れ
て
い
る
。 

 

鹿
児
島
ル
ー
ト
は
、
全
部
で
１
２
駅
あ
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
徹
底
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
が
あ
り
、
各
駅
各
様

の
外
観
を
な
す
。
頭
端
駅
と
し
て
は
珍
し
く

在
来
線
の
上
空
を
ま
た
い
で
作
ら
れ
た
鹿

児
島
中
央
駅
、
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
推

進
賞
を
受
け
た
新
水
俣
駅
。
ま
た
、
熊
本
城

が
持
つ
和
イ
メ
ー
ジ
の
熊
本
駅
、
森
の
中
の

駅
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
新
玉
名
駅
。
さ
ら
に
、

公
園
の
中
の
筑
後
船
小
屋
駅
、
美
し
い
ア
ー

チ
屋
根
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
よ
る
芸
術

性
豊
か
な
自
由
通
路
を
も
つ
久
留
米
駅
、
ブ

ル
ネ
ル
賞
に
輝
い
た
鳥
イ
メ
ー
ジ
の
新
鳥

栖
駅
な
ど
。 

加
え
て
、
博
多
駅
の
改
築
は
九
州
新
幹
線

駅
整
備
の
上
で
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。

駅
舎
と
駅
前
広
場
を
抜
本
的
に
作
り
直
し

て
集
客
施
設
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
を
建
設
し
、

２
極
を
な
す
福
岡
都
心
の
一
方
の
極
の
役

割
を
果
た
す
に
至
っ
て
い
る
。 

 
な
お
、
九
州
新
幹
線
は
、
鹿
児
島
中
央
駅

～
新
八
代
駅
、
お
よ
び
新
八
代
駅
～
博
多
駅

区
間
の
各
々
の
開
業
時
に
、
総
合
的
に
技
術

評
価
さ
れ
、
土
木
学
会
か
ら
技
術
賞
を
授
与

さ
れ
た
。
関
係
者
に
は
無
上
の
喜
び
と
な
っ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

長
崎
ル
ー
ト
の
着
工 

 

九
州
新
幹
線
に
は
、
鹿
児
島
ル
ー
ト
に
加

え
長
崎
（
西
九
州
）
ル
ー
ト
が
あ
る
。
本
ル

ー
ト
は
、
博
多
駅
～
新
鳥
栖
駅
間
（
２
６
㎞
）

を
鹿
児
島
ル
ー
ト
と
共
用
し
た
上
で
、
在
来

線
活
用
区
間
を
新
鳥
栖
～
肥
前
山
口
駅
（
３

７
㎞
）
、
複
線
化
区
間
を
肥
前
山
口
～
武
雄

温
泉
駅
間
（
１
４
㎞
）
と
し
、
武
雄
温
泉
～

長
崎
駅
間
（
６
６
㎞
）
を
フ
ル
規
格
と
し
て

建
設
す
る
全
長
１
４
３
㎞
の
計
画
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
線
路
整
備
に
加
え
、
フ
リ
ー
ゲ

ー
ジ
ト
レ
イ
ン
（
軌
間
可
変
電
車
）
の
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

長
い
間
、
新
幹
線
建
設
に
関
し
、
肥
前
山

口
～
諫
早
間
の
長
崎
本
線
沿
線
自
治
体
で

反
対
運
動
が
あ
っ
た
。
特
に
、
佐
賀
県
鹿
島

市
な
ど
で
は
、
新
幹
線
が
別
ル
ー
ト
と
な
り
、

現
在
の
長
崎
本
線
の
特
急
が
な
く
な
る
と

の
思
い
か
ら
強
力
な
反
対
運
動
が
続
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
並
行
在
来
線
区
間
を
当
分
の

間
Ｊ
Ｒ
九
州
が
運
行
す
る
こ
と
で
決
着
が

つ
き
、
着
工
条
件
の
一
つ
経
営
分
離
の
地
元

同
意
が
不
要
と
な
っ
た
。 

こ
れ
で
、
２
０
０
８
年
、
よ
う
や
く
に
武

雄
温
泉
駅
～
諫
早
駅
間
を
着
工
。
ま
た
、
２

０
１
２
年
、
諫
早
駅
～
長
崎
駅
間
が
追
加
着

工
と
な
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
６
１
％(

新
長
崎

ト
ン
ネ
ル
７
４
８
０
ｍ
な
ど)

、
高
架
橋
２

２
％
、
橋
梁
９
％
、
土
工
９
％
で
あ
る
。
長

崎
ル
ー
ト
の
整
備
が
大
き
く
進
み
出
し
、
２

０
２
２
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
完

成
す
れ
ば
、
長
年
の
夢
で
あ
る
空
港
、
新
幹

線
、
高
速
道
路
３
身
１
体
の
高
速
交
通
体
系

確
立
の
悲
願
が
成
就
で
き
、
そ
れ
だ
け
に
地

元
の
期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。 

写真 5 JR博多シティ(博多駅)（左)と新鳥栖駅(直行する手前の駅は長崎本線)(右) 

写真 4 筑紫トンネルの鳥栖側坑口 写真3 鹿児島本線を縦にまたぐ松原線路橋 
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参
考 

新
幹
線
以
外
の
在
来
鉄
道 

  

本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
新
幹
線
は
２
０

０
㎞
毎
時
以
上
の
高
速
幹
線
鉄
道
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旧
国
鉄
（
現
Ｊ

Ｒ
各
社
）
が
運
行
す
る
そ
れ
以
外
の
鉄
道
を

在
来
線
と
呼
ぶ
。
こ
れ
を
拡
大
解
釈
し
、
新

幹
線
以
外
を
「
在
来
鉄
道
」
と
呼
べ
ば
、
Ｊ

Ｒ
九
州
の
在
来
線
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
鉄
道
、

私
鉄
の
３
者
が
あ
る
。
現
在
営
業
中
お
よ
び

１
９
８
０
年
代
か
ら
今
日
ま
で
に
廃
止
さ

れ
た
在
来
鉄
道
の
す
べ
て
を
一
覧
に
す
れ

ば
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

旧
国
鉄
の
在
来
線
は
、
１
９
８
０
年
代
に
、

当
時
の
国
鉄
の
合
理
化
・
民
営
化
を
検
討
す

る
中
で
、
幹
線
と
地
方
交
通
線
に
分
け
ら
れ

た
。
つ
ま
り
、
例
外
も
あ
り
厳
密
で
な
い
が
、

主
要
都
市
を
相
互
に
連
絡
し
、
一
定
以
上
の

営
業
キ
ロ
お
よ
び
輸
送
量
を
持
つ
主
要
な

線
路
を
幹
線
、
そ
れ
以
外
を
地
方
交
通
線
と

分
け
た
。 

な
お
、
高
速
鉄
道
は
標
準
軌
で
、
か
つ
踏

切
も
な
く
、
高
速
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
在
来

線
の
幹
線
に
並
行
す
る
新
し
い
幹
線
の
意

味
で
、
新
幹
線
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
が
そ
の

ま
ま
今
に
用
い
ら
れ
、
わ
が
国
の
高
速
鉄
道

の
呼
び
名
に
な
っ
て
い
る
。 

 

旧
国
鉄
の
各
路
線
は
、
九
州
で
は
Ｊ
Ｒ
九

州
（
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
）
な
ど
に
引

き
継
が
れ
民
営
化
さ
れ
た
。
そ
の
在
来
線
は
、

表
の
よ
う
に
、
山
陽
本
線
の
一
部
を
含
め
て

２
１
路
線
が
あ
る
。
総
営
業
キ
ロ
は
１
９
８

４
㎞
、
駅
総
数
は
５
６
２
で
あ
る
。
う
ち
幹

線
は
８
路
線
、
１
０
４
３
㎞
、
地
方
交
通
線

は
１
３
路
線
、
９
４
１
㎞
で
あ
る
。 

な
お
、
新
幹
線
の

回
送
線
を
利
用
し

た
博
多
南
線
は
在

来
線
扱
い
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
九

州
内
で
完
結
す
る

鉄
道
で
あ
り
な
が

ら
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が

運
行
し
て
お
り
、
特

異
で
あ
る
。 

九
州
の
私
鉄
（
私

企
業
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
る
鉄

道
）
に
は
７
路
線
が

あ
る
。
そ
の
う
ち
四

本
が
福
岡
都
市
圏

の
近
郊
線
で
あ
る
。

ま
た
、
残
り
も
、
島

原
鉄
道
を
除
け
ば
、

政
令
都
市
圏
の
近

郊
線
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
地
方

交
通
線
は
、
旧
国
鉄

の
合
理
化
に
際
し
、

輸
送
密
度
が
４
０

０
０
人
／
㎞
未
満

で
、
バ
ス
へ
の
転
換

な
ど
が
適
当
で
あ

る
路
線
を
さ
ら
に

選
定
し
、
こ
れ
を
特

定
地
方
交
通
線
と
し

た
。
こ
の
特
定
地
方

交
通
線
は
、
鉄
道
と

し
て
の
存
続
が
極

め
て
厳
し
い
も
の

を
第
１
次
、
２
次
、

３
次
と
指
定
し
、
廃
止
対
象
路
線
の
検
討
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
一
覧
を
同
表
右
に
示
す
。

全
部
で
２
３
路
線
が
あ
り
、
６
７
８
㎞
に
達

す
る
。
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
約
２
．
６

倍
に
達
す
る
延
長
で
あ
る
。 

ま
た
、
新
幹
線
整
備
に
際
し
、
建
設
着
工

す
る
区
間
で
並
行
す
る
在
来
線
は
、
開
業
時

に
Ｊ
Ｒ
の
経
営
か
ら
分
離
す
る
こ
と
が
政

府
・
与
党
の
申
し
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
並
行
在
来
線
で
あ
り
、
経
営
が
難
し
く
、

Ｊ
Ｒ
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
を
避
け
る
措

置
で
あ
る
。
表
の
鹿
児
島
本
線
八
代
駅
～
川

内
駅
間(

１
１
７
㎞)

は
、
本
線
で
あ
り
な
が

ら
も
こ
の
こ
と
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
九
州
の
路
線

か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。 

特
定
地
方
交
通
線
お
よ
び
分
離
さ
れ
た

並
行
在
来
線
の
扱
い
に
２
通
り
あ
る
。
一
つ

は
バ
ス
路
線
に
転
換
し
、
路
線
を
廃
止
し
た

も
の
で
、
１
５
路
線
が
該
当
す
る
。
廃
止
後

の
線
路
用
地
は
、
道
路
や
歩
行
者
自
転
車
道
、

公
園
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。 

い
ま
一
つ
は
、
沿
線
自
治
体
と
民
間
が
共

同
出
資
し
て
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
会
社

を
立
ち
上
げ
、
鉄
道
事
業
を
経
営
す
る
も
の

で
あ
る
。
九
州
で
は
、
１
９
８
６
年
の
甘
木

線
お
よ
び
南
阿
蘇
鉄
道
が
最
初
だ
が
、
以
後

開
設
が
増
え
、
一
時
は
７
路
線
と
な
っ
た
。 

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
う
ち
高
千
穂
鉄
道
は
、

２
０
０
５
年
の
台
風
１
４
号
に
よ
る
豪
雨

災
害
を
受
け
、
運
転
休
止
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
費
用
の
問
題
か
ら
そ
の
後
の
復
旧
が
見

込
め
ず
、
２
０
０
８
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
し

た
が
っ
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
鉄
道
は
、
現

在
６
路
線
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
営
業
キ
ロ
の

総
計
は
３
１
７
㎞
で
あ
る
。 

 

営業km 備考(愛称名など) 路線名 営業㎞ 廃止年 第三セクタ―鉄道
山陽本線 下関 門司 6.3 下関駅以東はＪＲ西日本 宮原線 恵良 肥後小国 26.6 1984
鹿児島本線 門司港 八代 232.3 妻線 佐土原 杉安 19.3 1984

川内 鹿児島 49.3 香月線 中間 香月 3.5 1985
篠栗線 桂川 吉塚 25.1 福北ゆたか線 勝田線 吉塚 筑前勝田 13.8 1985
長崎本線 鳥栖 長崎 125.3 添田線 香原 添田 12.1 1985

喜々津 浦上 23.5 旧線（長与線） 室木線 遠賀川 室木 11.2 1985
筑肥線 姪浜 唐津 42.6 矢部線 羽犬塚 黒木 19.7 1985

山本 伊万里 25.7 甘木線 基山 甘木 14.0 1986 甘木鉄道
佐世保線 肥前山口 佐世保 48.8 高森線 立野 高森 17.7 1986 南阿蘇鉄道
日豊本線 小倉 鹿児島 462.6 宮崎・南宮崎は空港線と、 漆生線 下鴨生 下山田 7.9 1986

小倉・西小倉は鹿児島本線と重複 宮之城線 川内 薩摩大口 66.1 1987
宮崎空港線 田吉 宮崎空港 1.4 空港線　 大隅線 志布志 国分 98.3 1987
香椎線 西戸崎 宇美 25.4 海の中道線 志布志線 西都城 志布志 38.6 1987
三角線 宇土 三角 25.6 あまくさみすみ線 佐賀線 佐賀 瀬高 24.1 1987
肥薩線 八代 隼人 124.2 えびの高原線（八代・吉松） 山野線 水俣 栗野 55.7 1988
指宿枕崎線 鹿児島中央 枕崎 87.8 松浦線 有田 佐世保 93.9 1988 松浦鉄道
唐津線 久保田 西唐津 42.5 上山田線 飯塚 豊前川崎 25.9 1988
大村線 早岐 諌早 47.6 高千穂線 延岡 高千穂 50.1 1989 高千穂鉄道：2008年廃止

久大本線 久留米 大分 141.5 ゆふ高原線 糸田線 金田 田川後藤寺 6.9 1989
豊肥本線 大分 熊本 148.0 阿蘇高原線 田川線 行橋 田川伊田 26.3 1989
日田彦山線 城野 夜明 68.7 伊田線 直方 田川伊田 16.2 1989
日南線 南宮崎 志布志 88.9 空港線南（南宮崎・田吉） 湯前線 人吉 湯前 24.9 1989 くま川鉄道
吉都線 吉松 都城 61.6 えびの高原線 宮田線 勝野 筑前宮田 5.3 1989
筑豊本線 若松 原田 66.1 若松線、福北ゆたか線、原田線 鹿児島本線 八代 川内 116.9 2004 肥薩おれんじ鉄道

後藤寺線 田川後藤寺 新飯塚 13.3 西鉄福岡 大牟田 74.8

JR西日本 計 1984.1 西鉄二日市太宰府 2.4

博多南線 博多 博多南 8.5 施設は新幹線特例法の対象 貝塚 西鉄新宮 11.0

注）　福北ゆたか線：鹿児島本線黒崎～折尾と吉塚～博多、篠栗線全線、　 甘木 宮の陣 17.9

筑豊本線折尾～桂川の総称。 黒崎駅前 筑豊直方 16.0

　えびの高原線：肥薩線八代～吉松と吉都線全線の総称 諫早 島原外港 43.2

　空港線：宮崎（日豊本線）～南宮崎（日南線）～田吉～宮崎空港の愛称 上熊本 御代志 10.8

3
次

特
定
地
方
交
通
線

熊本電気鉄道菊池線

西日本鉄道

筑豊電気鉄道

島原鉄道

並 行

2
次

1
次

　　両者間に肥薩おれんじ鉄道

地
方
交
通
線

　　平成筑豊鉄道

区間始終端駅名

私
 

鉄

西鉄天神大牟田線

西鉄大宰府線

西鉄貝塚線

西鉄甘木線

熊本電気鉄道

　　唐津線唐津駅で接続

区間始終端駅名

幹
 

線

JR九州

筑豊電気鉄道線

島原鉄道線
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高
速
道
路
網
は
歴
史
上
の
三
大
道
路

網
の
一
つ
で
あ
る 

 

道
の
歴
史
は
人
類
と
と
も
に
あ
る
が
、
振

り
返
れ
ば
、
わ
が
国
の
道
路
網
整
備
に
３
つ

の
エ
ポ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。 

 

一
つ
は
、
七
、
八
世
紀
の
律
令
国
家
時
代

の
七
道
駅
路
で
あ
る
。
当
時
、
わ
が
国
は
、

畿
内
を
五
畿
、
地
方
を
七
道
に
分
け
、
畿
内

か
ら
七
道
に
至
る
駅
路
が
整
備
さ
れ
た
。
そ

の
中
で
、
九
州
（
西
海
道
と
呼
ば
れ
た
）
に

つ
い
て
見
れ
ば
図
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
山

陽
道
が
下
関
か
ら
太
宰
府
へ
至
り
（
太
宰
府

路
）、
大
宰
府
を
起
点
に
、
道
路
と
し
て
の
西

海
道
が
東
路
、
西
路
と
周
回
し
た
。 

こ
の
西
海
道
は
、
七
道
の
う
ち
た
だ
一
つ

畿
内
と
直
接
繋
が
ら
な
い
道
で
あ
る
。
必
ず

し
も
集
落
を
結
ぶ
の
で
な
く
、
豊
後
路
、
壱

岐
・
対
馬
路
、
肥
前
路
な
ど
を
加
え
、
九
州

各
地
の
国
府
を
結
ぶ
も
の
で
、
比
較
的
真
直

ぐ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
然
災
害
へ
の

配
慮
や
軍
事
上
か
ら
、
集
落
を
結
ぶ
の
で
な

く
山
沿
い
ル
ー
ト
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
る
。 

 

二
つ
目
は
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
幕
府
の

開
設
に
伴
っ
て
五
街
道
と
支
線
の
脇
街
道

に
よ
る
道
路
網
の
整
備
が
あ
っ
た
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
状
況
を
図
２
に
示
す
。
九
州
に

は
、
五
街
道
は
な
い
が
重
要
な
脇
街
道
と
し

て
長
崎
街
道
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
唐
津
街

道
、
日
田
往
還
、
豊
後
街
道
、
薩
摩
街
道
、

日
向
街
道
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
街

と
街
を
結
び
、
旅
人
、
商
人
が
行
き
か
い
、

大
名
の
参
勤
交
代
で
賑
わ
っ
た
。 

 

三
つ
目
は
現
代
の
高
速
道
路
網
で
あ
る
。

１
９
５
６
年
に
名
神
高
速
道
路
の
建
設
資

金
を
世
界
銀
行
か
ら
借
款
す
る
た
め
に
ワ

ト
キ
ン
ス
調
査
団
が
招
か
れ
た
。
そ
の
報
告

で
、
「
日
本
の
道
路
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

悪
い
。
工
業
国
に
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
道
路
網

を
完
全
に
無
視
し
て
き
た
国
は
日
本
の
他

に
な
い
」
と
酷
評
さ
れ
た
。 

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
街
道
以
降
、
太
平

洋
戦
争
後
に
至
る
ま
で
道
路
整
備
が
そ
れ

ほ
ど
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
我
が
国
の
道
路
網
を
新
た
な
視
点
で

整
備
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
工
業
国
と
し
て

の
発
展
を
め
ざ
し
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車

道
建
設
法
お
よ
び
高
速
自
動
車
国
道
法
の

下
に
、
高
速
道
路
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
が
促
進
さ
れ
た
。 

 

図
３
は
、
今
後
の
予
定
を
含
む
九
州
の
高

速
道
路
網
で
あ
る
。
本
図
と
図
１
の
七
道
駅

路
と
を
対
比
す
れ
ば
、
互
い
が
比
較
的
似
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
高

速
道
路
も
、
七
道
駅
路
と
同
様
に
地
域
間
を

最
短
で
結
び
、
か
つ
用
地
取
得
を
容
易
に
す

る
た
め
に
市
街
地
を
避
け
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。 

 

国
幹
道
と
一
般
国
道
自
専
道
が
混
在

す
る
高
速
道
路
網 

  

高
速
道
路
は
高
速
自
動
車
国
道
（
Ａ
路
線
）

と
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
か
ら
な

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
前
者
は
、
国
道
開
発

幹
線
自
動
車
道
（
国
幹
道
）
建
設
法
に
予
定

路
線
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
基
本
計
画
が
決
定

さ
れ
、
政
令
で
高
速
自
動
車
国
道
と
し
て
指

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

九
州
で
は
九
州
縦
貫
、
九
州
横
断
お
よ
び

東
九
州
の
３
自
動
車
道
が
あ
る
（
表
１
）。
ま

た
、
こ
れ
に
国
幹
道
以
外
の
高
速
自
動
車
国

道
と
し
て
建
設
さ
れ
た
関
門
自
動
車
道
が

加
え
ら
れ
る
。 

 

後
者
は
２
通
り
あ
る
。
一
つ
は
、
必
ず
し

も
全
区
間
を
高
速
自
動
車
国
道
と
し
て
整

備
す
る
必
要
は
な
い
が
、
混
雑
解
消
や
山
間

部
の
隘
路
解
消
の
た
め
に
一
般
国
道
の
整

備
が
急
務
で
、
平
行
し
た
一
部
区
間
を
先
行

整
備
す
る
道
路
で
あ
る
。
東
九
州
自
動
車
道

の
椎
田
道
路
や
宇
佐
別
府
道
路
な
ど
が
該

当
す
る
。
ま
た
、
九
州
横
断
自
動
車
道
延
岡

線
の
北
方
延
岡
道
路
で
も
こ
う
し
た
考
え

に
よ
る
区
間
が
あ
る
。 

 

い
ま
一
つ
は
、
道
路
法
４
８
条
の
二
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
未
供
用
区
間
で
、
交
通
の

円
滑
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
国
土

交
通
大
臣
が
自
動
車
専
用
道
路(

自
専
道
、

Ｂ
路
線)

を
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
九

州
自
動
車
道
（
国
道
４
９
７
号
指
定
）
や
、

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
（
一
般
国
道
３
号

の
バ
イ
パ
ス
、
南
九
州
自
動
車
道
）
が
あ
り
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

要
す
る
に
、
同
じ
高
速
道
路
で
も
、
九
州

は
複
雑
な
整
備
体
系
を
な
す
。
こ
れ
は
、
需

要
面
で
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
区
間
が
存

在
す
る
こ
と
、
そ
の
反
面
、
地
域
間
を
結
ぶ

高
速
交
通
体
系
の
必
要
性
を
加
味
し
て
高

速
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
す
る
必

然
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。 

つ
ま
り
、
受
益
者
負
担
の
有
料
道
路
と
し

て
の
高
速
自
動
車
道
路
と
、
必
要
最
小
限
の

有
料
、
無
料
の
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路

を
組
み
合
わ
せ
て
高
速
交
通
体
系
を
整
備

戦
後
に
築
い
た
高
速
道
路 

3 

Ⓣ 
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す
る
工
夫
を
し
た
結
果
で
あ
る
。 

高
速
道
路
の
整
備
経
過 

 

１
９
６
３
年
、
名
神
高
速
道
路
の
栗
東
Ｉ

Ｃ
～
尼
崎
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
た
。
我
が
国
初

め
て
の
高
速
道
路
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
れ
か

ら
８
年
後
の
１
９
７
１
年
に
、
九
州
自
動
車

道
の
植
木
Ｉ
Ｃ
～
熊
本
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
、

九
州
の
高
速
道
路
時
代
の
幕
開
け
と
な
っ

た
。 

 

以
来
、
表
２
の
よ
う
に
、
１
９
７
０
年
代

か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
高
速
自
動
車
道
網

の
整
備
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
を
概
観

す
れ
ば
３
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第
１
期

は
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
８
０
年

代
の
期
間
で
、
九
州
自
動
車
道
先
行
整

備
の
時
代
で
あ
っ
た
。 

第
２
期
は
、
１
９
８
０
年
中
頃
か
ら

２
０
０
５
年
頃
に
至
る
期
間
だ
。
横
断

道
や
東
九
州
道
、
西
九
州
道
、
南
九
州

道
が
加
わ
り
、
高
速
道
整
備
の
全
面
的

な
展
開
が
図
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。 

そ
し
て
第
３
期
が
、
２
０
０
５
年
頃

以
降
で
あ
る
。
九
州
自
動
車
道
お
よ
び

横
断
自
動
車
道
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
残
る

東
九
州
お
よ
び
西
九
州
、
南
九
州
の
３

高
速
道
の
整
備
へ
と
移
行
し
た
段
階

で
あ
る
。 

こ
れ
ら
を
詳
し
く
見
れ
ば
、
ま
ず
は

関
門
、
九
州
お
よ
び
宮
崎
と
九
州
横
断

の
自
動
車
道
の
整
備
が
先
行
し
た
。
１

９
７
３
年
関
門
自
動
車
道
が
開
通
。
つ

い
で
１
９
８
１
年
宮
崎
自
動
車
道
が

開
業
し
た
。
さ
ら
に
、
１
９
９
５
年
九

州
自
動
車
道
、
１
９
９
６
年
大
分
自
動

車
道
、
そ
し
て
２
０
０
４
年
長
崎
自
動

車
道
が
そ
れ
ぞ
れ
全
線
開
通
。
こ
れ
で
、

九
州
は
、
し
ば
ら
く
の
間
十
文
字
の
高

速
道
網
が
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

一
方
、
東
九
州
や
西
九
州
、
南
九
州

西
回
り
の
自
動
車
道
の
整
備
は
遅
れ

た
。
１
９
８
３
年
に
二
丈
浜
玉
道
路
、

１
９
８
８
年
に
国
道
３
号
の
バ
イ
パ
ス
と

し
て
鹿
児
島
道
路
鹿
児
島
西
Ｉ
Ｃ
～
鹿
児

島
Ｉ
Ｃ
間
、
１
９
９
０
年
に
国
道
１
０
号
の

バ
イ
パ
ス
と
し
て
延
岡
南
道
路(

暫
定
２
車

線)

が
開
通
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
高
速
道

路
の
整
備
は
い
ま
だ
全
線
開
通
と
は
い
か

ず
、
よ
う
や
く
に
東
九
州
自
動
車
道
が
開
通

の
見
通
し
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の

遅
れ
は
、
同
沿
線
地
域
の
開
発
の
遅
れ
を
招

き
、
東
西
問
題
や
南
北
問
題
と
も
い
え
る
九

州
内
の
地
域
格
差
を
助
長
し
て
い
る
。 

 

先
に
、
高
速
自
動
車
国
道
に
平
行
す
る
一

部
を
一
般
国
道
バ
イ
パ
ス
扱
い
で
先
行
整

備
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
ア
イ
デ

ィ
ア
は
、
元
宮
崎
県
知
事
松
形
祐
堯
に
よ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
、
宮
崎
県
や
大
分

県
は
高
速
道
路
の
整
備
が
大
幅
に
遅
れ
、
道

路
網
が
貧
弱
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
打

開
策
に
と
提
唱
さ
れ
た
方
式
だ
。
表
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
本
手
法
の
高
速
道
路
の
整
備

が
東
九
州
に
多
い
の
も
そ
の
せ
い
で
あ
る
。 

 

高
速
道
路
の
主
な
構
造
物 

 
 

 

主
な
構
造
物
と
し
て
、
関
門
自
動
車
道
で

は
関
門
橋
が
あ
り
、
橋
長
１
０
６
８
ｍ
で
あ

る
。
１
９
７
３
年
の
開
通
で
、
当
時
は
日
本

最
長
で
あ
り
、
本
四
架
橋
の
先
駆
け
と
な
っ

た
。
主
塔
の
高
さ
は
海
面
か
ら
１
４
１
ｍ
で
、

響
灘
と
周
防
灘
を
結
ぶ
関
門
海
峡
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
で
あ
る
。 

 

他
方
、
九
州
自
動
車
道
で
は
、
特
に
八
代

～
え
び
の
間
に
ト
ン
ネ
ル
が
続
き
、
八
代
～

人
吉
間
２
３
本
、
八
代
～
え
び
の
間
１
本
、

合
計
２
４
本
が
並
ぶ
。
そ
の
中
で
、
熊
本
県

内
に
肥
後
ト
ン
ネ
ル
（
６
３
４
０
ｍ
）
が
、

熊
本
・
鹿
児
島
の
県
境
に
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル

（
６
２
６
０
ｍ
）
が
互
い
に
近
接
し
て
存
在

す
る
。
両
者
は
、
道
路
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
九

州
１
、
２
位
の
長
さ
だ
が
、
我
が
国
の
道
路

ト
ン
ネ
ル
と
し
て
は
１
１
、
１
２
番
目
で
あ

る
。 肥

後
ト
ン
ネ
ル
は
、
石
灰
岩
の
地
山
で
、

空
洞
の
存
在
と
湧
水
に
悩
む
難
工
事
だ
っ

た
。
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
は
、
噴
出
源
、
時
期

を
異
に
し
た
火
砕
流
が
幾
重
に
も
堆
積
し
、

そ
れ
ら
の
層
境
か
ら
の
湧
水
が
工
事
を
難

し
く
し
た
。 

い
ま
一
つ
、
珍
し
い
構
造
物
に
鳥
栖
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
ク
ロ
ー
バ
ー
の
形
を

し
た
４
枝
交
差
で
あ
る
。
１
９
７
５
年
の
九

州
自
動
車
道
、
１
９
８
５
年
の
長
崎
自
動
車

道
、
１
９
８
７
年
の
大
分
自
動
車
道
の
開
通

に
合
わ
せ
て
順
次
整
備
が
進
み
四
葉
の
形

が
完
成
し
た
。 

な
お
、
本
タ
イ
プ
は
、
車
の
出
入
り
箇
所

で
そ
の
走
行
軌
跡
が
ク
ロ
ス
す
る
た
め
、
交

通
処
理
上
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

後
に
、
交
通
量
が
多
い
九
州
自
動
車
道
北
九

州
方
面
か
ら
長
崎
自
動
車
道
へ
通
ず
る
ラ

ン
プ
（
サ
ガ
ン
ク
ロ
ス
橋
）
が
追
加
さ
れ
た

（
２
０
０
１
年
）。 

 

長
崎
自
動
車
道
で
特
記
す
る
構
造
物
と

し
て
俵
坂
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。
本
ト
ン
ネ
ル

は
、
延
長
２
６
１
０
ｍ
だ
が
、
大
村
側
の
出

入
口
で
地
山
の
変
状
が
観
測
さ
れ
、
地
滑
り

な
ど
の
土
砂
崩
壊
対
策
が
施
さ
れ
た
。
他
方
、

大
村
湾
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は
、
大
村
湾
の

夕
日
を
眺
望
す
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

 

大
分
自
動
車
道
で
特
徴
あ
る
構
造
物
は
、

湯
布
院
Ｉ
Ｃ
と
別
府
Ｉ
Ｃ
間
に
あ
る
別
府

明
礬
橋(

１
９
８
９
年
。、
写
真)

で
あ
る
。
上

起点 主たる経過地 終点 営業路線名 起点 終点 延長

国土開発幹線自動車道（国幹道）の予定路線のうち指定されたもの

鹿児島線 福岡、、熊本、えびのＪ 鹿児島市 九州自動車道 門司ＩＣ 鹿児島ＩＣ 346㎞

宮崎線
上記の重複区間以外
では小林、都城、田野

宮崎市
宮崎自動車道（重複
区間を除く）

えびのＪ 宮崎ＩＣ 81㎞

佐賀、鳥栖Ｊ 長崎自動車道 長崎ＩＣ 鳥栖Ｊ 120㎞

鳥栖Ｊ、日田 大分自動車道 鳥栖Ｊ 大分米良ＩＣ 138㎞

延岡線 御船町 高千穂 延岡市 九州中央自動車道

北九州市 大分,宮崎,日南,志布志 鹿児島市 東九州自動車道 北九州Ｊ 鹿児島ＩＣ 436㎞

高速自動車国道として建設予定路線（国幹道を除く）から指定されたもの

下関市 関門橋 門司区 関門自動車道 下関ＩＣ 門司ＩＣ 9㎞

（Ａ’路線） 高速自動車国道に平行する一般国道自動車専用道路

九州横断自動車道延岡線 高千穂日之影、北方延岡の各道路

東九州自動車道 椎田、宇佐別府、延岡、延岡南、隼人の各道路

（Ｂ路線）　国土交通大臣指定にもとづく高規格幹線道路（一般国道の自動車専用道路）

　表１　　九州の高規格幹線道路（高速道路）
路線名

高

速
自
動

車
国
道

(

A
路

線

)

大分市

東九州自動車道

関門自動車道

九州縦貫
自動車道

北九州市

長崎大分線九州横断

自動車道

長崎市

鹿児島市八代市
八代日奈久、日奈久芦北、芦北出水、出水阿久根、阿
久根、川内阿久根、川内隈之城、川内,鹿児島の各道路

福岡前原有料、今宿、唐津、唐津伊万里、伊万里、伊

万里松浦、佐々佐世保、佐世保、武雄佐世保の各道路
武雄市福岡市 （国道497号）　西九州自動車道

　南九州西回り自動車道 （国道3号）
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路
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ア
ー
チ
橋
で
、

橋
長
４
１
１
ｍ
で
あ
る
。
ア
ー
チ
支
間
２
３

５
ｍ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ア
ー
チ
橋
と
し
て

我
が
国
最
長
で
あ
る
。
美
し
い
ア
ー
チ
が
周

辺
の
環
境
に
調
和
し
、
い
ま
や
別
府
八
湯
の

一
つ
明
礬
（
み
ょ
う
ば
ん
）
温
泉
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
別
府
湾
が
一
望
で
き
る
別
府
湾
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
、
上
下
線
を
行
き
来
で
き
、

先
の
大
村
に
劣
ら
ず
眺
め
に
す
ぐ
れ
た
わ

が
国
有
数
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
あ
る
。
加

え
て
、
別
府
Ｉ
Ｃ
と
大
分
米
良
（
め
ら
）
Ｉ

Ｃ
間
の
高
崎
山
裏
手
区
間
に
「
お
さ
る
の
橋
」

が
あ
る
。
高
崎
山
の
サ
ル
を
は
じ
め
動
物
た

ち
が
高
速
道
路
を
横
断
で
き
る
よ
う
に
し

た
も
の
で
あ
る
。 

 

別府明礬大橋 

関門自動車道 九州自動車道 長崎自動車道 大分自動車道 宮崎自動車道 東九州自動車道 西九州自動車道 南九州自動車道

起終 下関～門司 門司～鹿児島 鳥栖J～長崎 鳥栖J～大分米良 えびのJ～宮崎 北九州J～鹿児島 福重J～武雄J 八代J～鹿児島

延長 9.4㎞ 346.4㎞ 120.4㎞ 137.8㎞ 80.7㎞ 436㎞ 約150㎞ 140㎞

年

'68 関門橋起工
'69
'70
'71 植木～熊本

'72 南関～植木

'73 (下関～門司) 鳥栖～南関 鳥栖～南関

全線4,6車線 加治木～薩摩吉田鳥栖～鳥栖J

'74

'75 古賀～鳥栖J

'76 えびのJ～高原

熊本～御船

溝辺鹿児島空港～加治木

'77 若宮～古賀

薩摩吉田～鹿児島北

'78 御船～松橋

'79 八幡～若宮

'80 松橋～八代

栗野～溝部鹿児島空港

'81 えびのJ～栗野 高原～都城

都城～宮崎

全線４車線

'82 長崎多良見～大村

'83 二丈浜玉道路

'84 門司～小倉東

'85 佐賀大和～鳥栖

'86

'87 武雄北方～佐賀大和鳥栖J～朝倉

'88 鹿児島北～鹿児島

小倉東～八幡

'89 八代～人吉仮出入口 湯布院～別府 波佐見有田～武雄南

'90 大村～武雄北方朝倉～日田 延岡南～門川 武雄南～武雄J

(国10延岡南道路）

'91 豊津～椎田南

(国10椎田道路）

'92 別府～大分 隼人東～加治木

(国10隼人道路)

'93 院内～速見 周船寺～東交差点

（国10宇佐別府道路）

'94 日出J－速見 宇佐～院内

(国10宇佐別府道路)

'95 人吉仮出入り口～えびの 日田～玖珠

（全線開通）

（青森～鹿児島間2170㎞が結ばれる）

'96 玖珠～湯布院

大分～大分米良

(全線開通)

'97

鳥栖～久留米・6車化

'98 杷木～日田・4車化

壱六町～周船寺 八代J～八代南

'99 大分米良～大分宮河内

'00 日田～玖珠・4車化 国分～隼人東

宮崎西～清武J

'01 西都～宮崎西 福重J～壱六町 八代南～日奈久

大分宮河内～津久見

'02 人吉～えびの・4車化 末吉財部～国分 市来～伊集院

(加久籐Ｔを除く)

'03 福重J～壱六町・4車化

'04

全線4車線 （全線開通）

'05 玖珠～水分P・4車化 延岡～延岡南 浜玉～唐津 日奈久～田浦

全線4車線 （国10延岡道路） 串木野～市来

'06 北九州～苅田北九州空港

'07

'08 津久見～佐伯

'09 二丈鹿家～浜玉 田浦～芦北

'10

高鍋～西都

門川～日向

'11 佐々～相浦中里

'12 須美～延岡

'13 都農～高鍋

　注2）全線4車線、全線4,6車線：計画された4車線、 蒲江～北浦

'14 清武J～清武南

'15 北波多～南波多 芦北～津奈木

北代久原～今福 野田～阿久根北
薩摩川内高江～都

北浦～須美江,日向～都農

苅田北九空～みやこ豊津

豊前～宇佐、佐伯～蒲江

　注1）（全線開通）：暫定2車線区間を含む状態で全線が開通。

(凡例　国：一般国道、　車化：車線化、　Ｊ：ジャンクション、　Ｔ：トンネル、
P：パーキング．　なお、区間の地名はインターチェンジ．）

　　　　　　　　　　または4、6車線で前線が開通。

唐津～唐津千賀山田

                表2 　　九州の高速自動車道路の整備経過

佐世保みなと～
佐世保大塔

佐世保大塔～波
佐見

人吉～えびの・全
線4車化

長崎～長崎多
良見(暫定2車)

湯布院～日出J・4
車化

水分P～湯布院・4
車化

八代～人吉・4車
化(肥後Tを除く)

えびのP～えびの・
4車化

東そのぎ～嬉
野・4車化

鳥栖J改築（サ
ガンクロス橋）

伊集院～鹿児島
西

鹿児島西～鹿児
島

曽於や五郎～末
吉財部

相浦中里～佐世
保みなと

えびのＩＣ/JＣＴ
～高原

唐津千賀山田～
北波多

薩摩川内水引～
薩摩川内高江

薩摩川内都～串
木野

別府明礬橋 
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参
考
Ｉ
Ｃ
、
Ｊ
Ｃ
Ｔ
、
Ｓ
Ａ
な
ど 

 
 

  

高
速
道
路
に
関
す
る
標
識
や
案
内
図
を

見
る
と
、
Ｉ
Ｃ
、
Ｊ
Ｃ
Ｔ
、
Ｓ
Ａ
、
Ｐ
Ａ
な

ど
の
表
示
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
い
う

ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
英
語

の
略
記
で
あ
る
。 

 

高
速
道
路
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

先
行
し
た
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
で
２
０
世

紀
初
頭
に
建
設
が
始
ま
り
、
発
展
し
た
。
そ

し
て
、
わ
が
国
は
戦
後
の
１
９
６
３
年
か
ら

の
導
入
で
あ
り
、
そ
の
技
術
を
ア
メ
リ
カ
に

学
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
高
速
道
路
に
関
わ
る

施
設
な
ど
の
呼
称
に
英
語
が
そ
の
ま
ま
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

Ｉ
Ｃ
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
、
Ｓ
Ｉ
Ｃ
、
Ｔ
Ｂ 

 

Ｉ
Ｃ
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
略
で
あ

る
。
一
般
道
路
か
ら
高
速
道
路
に
出
入
り
す

る
と
こ
ろ
で
、
ラ
ン
プ(

斜
路)

を
設
け
、
立

体
的
に
つ
な
ぐ
施
設
で
あ
る
。
高
速
道
路
に

入
る
方
を
オ
ン
ラ
ン
プ
、
出
る
方
を
オ
フ
ラ

ン
プ
と
い
う
。 

つ
な
ぐ
形
式
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
多
い
の

は
、
高
速
道
路
の
本
線
か
ら
料
金
所
へ
Ｔ
字

型
で
、
か
つ
立
体
的
に
出
入
り
す
る
形
式
で
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
型
と
い
う
（
図
）
。
他
に
も
、

ハ
ー
ト
型
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型
な
ど
が
あ

る
。 高

速
道
路
の
利
用
を
便
利
に
す
る
に
は
、

一
般
道
路
の
ど
こ
か
ら
で
も
入
れ
る
よ
う

に
短
い
間
隔
で
Ｉ
Ｃ
を
設
置
す
る
こ
と
だ
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
箇
所
で
、
車
が
車
線
変
更
し

て
割
り
込
み
進
入
す
る
こ
と
か
ら
、
間
隔
が

短
い
と
本
線
走
行
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
や
経
済
性
か
ら
適
正
な

間
隔
と
し
て
、
建
設
当
初
は
１
０
～
２
０
㎞

で
予
定
さ
れ
る
例
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
事
情
で
追
加
が
あ
る
。
地
域
振
興
（
開

発
型
）
や
高
速
道
路
の
有
効
活
用
（
地
域
活

性
化
型
）
目
的
の
Ｉ
Ｃ
整
備
で
あ
る
。
九
州

自
動
車
道
で
は
、
新
門
司
、
筑
紫
野
、
広
川
、

益
城
熊
本
空
港
の
各
Ｉ
Ｃ
が
開
発
型
、
鞍
手
、

み
や
ま
柳
川
が
地
域
活
性
化
型
で
あ
る
。 

ま
た
、
従
来
、
料
金
収
受
は
人
手
で
行
わ

れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
料
金
所
で
激
し
い

渋
滞
が
あ
っ
た
が
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い
、
車

載
器
と
料
金
所
シ
ス
テ
ム
間
の
無
線
で
、
走

り
な
が
ら
自
動
収
受
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
改
善
が
進
ん
だ
。
本
シ
ス
テ
ム
を
Ｅ

Ｔ

Ｃ

（
E

le
ctro

n
ic 

T
o
ll 

C
o
lle

ctio
n

 

S
y
ste

m
）
と
呼
ぶ
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
用
い
れ
ば
、

料
金
所
の
ブ
ー
ス
が
少
な
く
、
用
地
が
さ
ほ

ど
必
要
で
な
く
、
人
手
も
不
要
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
み
の
Ｉ
Ｃ
に
す

る
と
、
簡
単
に
設
置
で
き
、
こ
れ
を
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）
と
呼
ぶ
。
九
州
自
動
車

道
で
は
宮
田
、
須
惠
、
北
熊
本
な

ど
が
Ｓ
Ｉ
Ｃ
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
は
追

加
さ
れ
、
変
化
す
る
。
因

み
に
九
州
自
動
車

道
の
Ｉ
Ｃ
、
Ｓ
Ｉ

Ｃ
、
Ｔ
Ｂ
（
後
述
）

は
、
現
状
で
４

０
箇
所
あ
る
。

こ
れ
で
総
延
長

を
割
れ
ば
平
均

Ｉ
Ｃ
等
の
間
隔

は
８
．
７
㎞
と

な
る
。 

都
市
高
速
道
路

（
福
岡
、
北
九
州
）

で
は
、
均
一
料
金

で
、
高
速
道
路
に
入

る
と
こ
ろ
で
の
徴

収
で
済
む
。
ま
た
、

出
入
り
箇
所
の
間

隔
が
短
い
（
表
）
こ

と
か
ら
徴
収
ブ
ー

ス
は
少
な
い
。
こ
の

た
め
料
金
所
と
出

入
り
ラ
ン
プ
の
一

体
化
が
可
能
で
、
こ

れ
を
Ｉ
Ｃ
で
な
く

ラ
ン
プ
と
呼
ぶ
。 

 

ま
た
、
高
速
道
路

の
始
終
端
や
有
料

道
路
で
は
、
本
線
上

で
料
金
を
徴
収
す

る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
が
本
線
料
金
所

で
あ
る
。
英
語
のT

o
ll B

a
rrie

r

を
用
い
、

Ｔ
Ｂ
と
略
記
す
る
（
宮
崎
自
動
車
道
の
宮
崎

Ｔ
Ｂ
）
。 

Ｊ
Ｃ
Ｔ 

 

２
つ
の
高
速
道
路
が
交
差
ま
た
は
分
岐

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
立
体
的
に

分
離
し
て
走
行
自
動
車
の
受
け
渡
し
が
で

き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
が

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｔ

と
略
さ
れ
る
。 

九
州
自
動
車
道
か
ら
東
自
動
車

道
に
分
岐
す
る
北
九
州
Ｊ
Ｃ
Ｔ

（
Ｔ
字
型
）、
九
州
自
動
車
道
と
長

崎
・
大
分
自
動
車
道
が
交
差
す
る

鳥
栖
Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
ク
ロ
ー
バ
ー
型
）、
福

岡
都
市
高
速
道
路
の
千
鳥
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ

（
Ｔ
字
型
）
な
ど
が
あ
る
。
加
治
木

は
Ｊ
Ｃ
Ｔ
と
Ｉ
Ｃ
一
体
型
で
あ
る
。 

Ｓ
Ａ
、
Ｐ
Ａ 

高
速
道
路
の
車
道
や
路
肩
は
、
車

の
走
行
安
全
上
の
必
要
空
間
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
外
側
を
こ
ぶ
状
に
拡
幅

し
て
休
憩
施
設
が
設
け
ら
れ
る
。
こ

れ
が
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）、
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
で
あ
る
。 

Ｐ
Ａ
は
、
駐
車
場
と
ト
イ
レ
と
い

っ
た
基
本
的
な
も
の
を
主
に
設
置
さ

れ
た
施
設
で
あ
る
。
Ｓ
Ａ
は
そ
れ
ら

に
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
や
飲
食

店
、
物
販
店
、
給
油
所
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
最
近
で
は
Ｐ
Ａ
に
も
、

規
模
は
と
も
か
く
Ｓ
Ａ
同
様
の
諸
施

設
が
追
加
さ
れ
、
Ｓ
Ａ
、
Ｐ
Ａ
の
区
別
が
あ

い
ま
い
な
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
Ｓ
Ａ
、
Ｐ

Ａ
に
も
変
わ
り
種
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
長

崎
自
動
車
道
の
金
立
Ｓ
Ａ
。
Ｓ
Ａ
機
能
に
加

え
周
辺
の
公
園
や
憩
い
の
広
場
な
ど
に
出

て
散
策
で
き
、
こ
れ
を
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ

ス
（
Ｈ
Ｗ
Ｏ
ま
た
は
Ｈ
Ｏ
）
と
い
う
。 

あ
る
い
は
、
通
常
、
Ｓ
Ａ
、
Ｐ
Ａ
は
、
上

り
線
、
下
り
線
の
別
に
設
置
さ
れ
る
。
し
か

し
、
連
絡
通
路
を
設
け
て
互
い
に
行
き
来
で

き
る
よ
う
に
し
た
も
の
、
近
く
の
道
の
駅
と

連
携
を
図
っ
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｉ

Ｃ
を
付
設
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
九
州
自
動

車
道
の
須
惠
や
大
分
自
動
車
道
の
別
府
湾

Ｓ
Ａ
／
Ｓ
Ｉ
Ｃ
な
ど
）
。 

一般道路

トランペット型 IC 

自動車道
総延長 L

㎞

IC+SIC

+TB

平均IC等

間隔㎞
JCT SA PA

平均SA・

PA間隔㎞
九州自動車道 346.4 40 8.7 6 6 13 17.3
長崎自動車道 120.4 12 10.0 2 2 6 13.4
大分自動車道 137.8 14 9.8 2 2 5 17.2
宮崎自動車道 80.7 6 13.5 2 2 3 13.5

東九州自動車道 436.6 57 7.7 6 2 5 54.6

都市高速道
総延長L

㎞
オンR

平均間隔

㎞
（オフR） JCT

福岡都市高速 56.8 34 1.7 34 5
北九州都市高速 49.5 25 2.0 26 4

また、平均SA・PA間隔はL/(SA+PA+1)として求めた。

注）平均IC等間隔は、L/（IC+SIC+TB)またはL/オンR数として求めた。

（2015年現在）

西九州道、南九州

道は省いた



 

13 

 

車
社
会
時
代
の
都
市
交
通
問
題 

  

都
市
で
は
、
都
心
に
行
政
や
業
務
、
商
業

な
ど
の
機
能
が
集
積
し
、
そ
の
周
辺
市
街
地

に
市
民
が
居
住
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
で
、

二
〇
世
紀
後
半
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
進
展
し
、
交
通
手
段
と
し
て
自
動
車
が
広

く
普
及
し
た
。
そ
の
際
、
進
展
が
急
だ
っ
た

た
め
、
都
市
で
は
１
９
７
０
年
頃
か
ら
車
交

通
に
よ
る
深
刻
な
社
会
問
題
が
発
生
し
た
。

都
心
部
に
加
え
、
郊
外
と
都
心
を
結
ぶ
道
路

で
の
激
し
い
交
通
渋
滞
。
深
刻
な
健
康
被
害

を
及
ぼ
し
た
大
気
汚
染
や
騒
音
（
交
通
公

害
）
。
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
た
交
通
事
故
の

多
発
。
そ
れ
ら
が
車
社
会
の
三
大
課
題
と
な

っ
た
。 

 

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
処
す
る
交
通
体
系
を

整
備
す
る
観
点
で
都
市
の
総
合
的
な
交
通

政
策
が
展
開
さ
れ
た
。
車
交
通
へ
の
直
接
的

な
対
策
と
し
て
、
幹
線
道
路
や
バ
イ
パ
ス
道

路
の
整
備
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
大
量

の
交
通
需
要
の
処
理
に
都
市
鉄
道
の
高
架

化
や
地
下
鉄
、
モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
の
導
入
が

あ
っ
た
。 

 

諸
都
市
に
お
け
る
基
幹
交
通
体
系 

  

と
こ
ろ
で
、
九
州
の
諸
都
市
に
お
い
て
、

県
庁
所
在
都
市
と
北
九
州
市
の
８
都
市
を

取
り
上
げ
れ
ば
、
人
口
２
０
万
～
１
５
０
万

人
の
規
模
で
あ
り
、
巨
大
都
市
は
存
在
し
な

い
が
、
大
と
中
小
都
市
が
あ
る
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
交
通
体
系
の
上
で
分

類
す
れ
ば
、
福
岡
市
と
北
九
州
市
（
タ
イ
プ

１
）
、
熊
本
市
、
鹿
児
島
市
お
よ
び
長
崎
市

（
タ
イ
プ
２
）
、
上
記
以
外
（
タ
イ
プ
３
）
と

な
る
。 

 

タ
イ
プ
１
は
、
立
体
的
な
基
幹
交
通
の
体

系
を
確
立
し
た
都
市
で
あ
る
。
バ
イ
パ
ス
の

整
備
だ
け
で
な
く
、
交
通
手
段
を
立
体
的
に

分
離
し
、
都
市
高
速
道
路
の
整
備
、
既
存
の

鉄
道
網
に
加
え
て
、
高
架
鉄
道
、
地
下
鉄
、

モ
ノ
レ
ー
ル
の
導
入
が
図
ら
れ
た
。
全
国
で

み
て
も
、
同
規
模
以
上
の
大
都
市
で
類
し
た

交
通
体
系
を
な
し
て
い
る
。 

タ
イ
プ
２
は
、
バ
イ
パ
ス
や
幹
線
道
路
を

整
備
す
る
一
方
で
、
既
存
の
鉄
道
網
の
活
用

や
踏
切
の
立
体
化
が
あ
り
、
加
え
て
路
面
電

車
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る
都
市
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
人
口
４
０
万
～
７
０
万
人
程
度

の
都
市
の
交
通
体
系
と
い
っ
て
よ
い
。 

タ
イ
プ
３
は
、
人
口
４
０
万
人
程
度
ま
た

は
そ
れ
以
下
の
宮
崎
、
大
分
、
佐
賀
市
が
該

当
す
る
。
道
路
を
基
本
に
基
幹
交
通
が
組
み

立
て
ら
れ
、
鉄
道
が
あ
れ
ば
踏
切
を
改
善
し

な
が
ら
も
公
共
交
通
は
路
線
バ
ス
に
依
存

し
て
い
る
。 

な
お
、
例
示
し
た
都
市
以
外
の
中
小
都
市

も
、
基
幹
交
通
の
点
で
は
タ
イ
プ
３
に
同
質

で
あ
る
。 

要
す
る
に
、
都
市
は
人
口
規
模
に
応
じ
た

空
間
構
造
と
交
通
需
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
も

と
づ
き
３
タ
イ
プ
の
交
通
体
系
が
組
み
立

て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
以
下
に
タ
イ

プ
１
の
福
岡
市
お
よ
び
北
九
州
市
の
基
幹

交
通
の
整
備
を
概
観
し
よ
う
。 

 

福
岡
市
の
交
通
施
設
は
地
下
鉄
と
都

市
高
速
道
が
基
本
で
あ
る 

  

福
岡
市
は
路
面
電
車
（
西
鉄
福
岡
市
内
線
）

が
中
心
市
街
地
を
網
羅
す
る
ほ
ど
に
普
及

し
て
い
た
。
１
９
１
０
年
の
貫
線
（
大
学
病

院
前
～
西
公
園
）
を
皮
切
り
に
、
そ
の
延
伸

が
あ
り
、
循
環
線
、
城
南
線
、
呉
服
町
線
、

貝
塚
線
、
吉
塚
線
、
築
港
線
（
貨
物
）
が
整

備
さ
れ
た
。
全
盛
期
は
総
延
長
３
２
㎞
、
駅

数
７
６
に
及
ん
だ
。
し
か
し
、
１
９
６
３
年

に
国
鉄
博
多
臨
港
線
の
開
業
で
築
港
線
が
、

１
９
７
３
年
に
国
道
２
０
１
号
（
当
時
）
の

交
通
渋
滞
策
と
し
て
吉
塚
線
が
廃
止
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
１
９
７
５
年
と
１
９
７
９
年

の
２
段
階
で
地
下
鉄
工
事
の
た
め
全
線
が

廃
止
と
な
っ
た
。 

 

路
面
電
車
に
代
わ
っ
た
の
が
地
下
鉄
で

あ
る
。
１
９
７
５
年
に
１
号
線
（
空
港
線
）

お
よ
び
２
号
線
（
箱
崎
線
）
の
工
事
が
始
ま

り
、
１
９
８
１
年
、
１
号
線
室
見
～
天
神
間

が
完
工
し
た
。
以
降
、
表
に
示
す
よ
う
に
、

１
９
８
０
年
代
に
１
、
２
号
線
の
各
区
間
が
、

１
９
９
３
年
に
博
多
～
空
港
間
が
開
通
し

て
、
全
線
開
業
と
な
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
１
９
９
７
年
に
３
号
線
（
七
隈

線
）
の
天
神
南
～
橋
本
間
が
着
工
と
な
り
、

 

図１ 福岡市の地下鉄網 

都
市
高
速
道
と
都
市
鉄
道 
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２
０
０
５
年
に
竣
工
し
た
。
そ
し
て
、
２
０

１
３
年
に
、
天
神
南
～
博
多
駅
の
延
伸
区
間

が
着
工
に
至
っ
た
。
完
成
す
れ
ば
全
長
は
３

１
㎞
と
な
り
、
路
面
電
車
全
盛
期
に
匹
敵
す

る
地
下
鉄
の
路
線
延
長
と
な
る
。 

福
岡
市
の
地
下
鉄
は
、
１
９
８
４
年
、
わ

が
国
で
初
め
て
ワ
ン
マ
ン
運
転
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
３
号
線
は
、
そ
の
ト
ー
タ
ル
デ

ザ
イ
ン
が
日
本
デ
ザ
イ
ン
協
会
や
土
木
学

会
か
ら
評
価
さ
れ
賞
が
授
け
ら
れ
た
。
加
え

て
、
１
、
２
号
線
の
１
０
０
０
系
、
３
号
線

の
３
０
０
０
系
電
車
が
デ
ザ
イ
ン
、
技
術
を

評
価
さ
れ
、
ロ
ー
レ
ル
賞(

鉄
道
友
の
会
制

定
の
賞)

が
授
与
さ
れ
た
。 

 

 

一
方
、
都
市
高
速
道
路
は
、
１
９
８
０
年

に
香
椎
～
東
浜
間
が
開
通
、
１
９
８
０
年
代
、

９
０
年
代
を
通
じ
て
１
、
２
、
４
号
線
が
お

お
む
ね
完
成
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
続

く
よ
う
に
外
環
状
線
（
５
号
線
）
の
整
備
が

進
み
、
２
０
１
２
年
の
福
重
渡
線
の
完
成
で
、

予
定
延
長
５
７
㎞
の
全
て
が
開
通
し
た
。 

 

整
備
に
あ
た
り
、
大
町
団
地
で
騒
音
問
題

に
よ
る
激
し
い
反
対
運
動
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

海
浜
と
の
関
係
か
ら
シ
ー
サ
イ
ド
百
道
地

区
の
地
下
化
と
海
面
と
の
関
係
、
室
見
川
架

橋
で
眺
望
に
関
わ
る
景
観
論
争
が
あ
っ
た
。 

な
お
、
天
神
北
～
西
公
園
間
の
漁
港
入
口

に
架
か
る
荒
津
大
橋
は
、
橋
長
３
４
５
ｍ
、

高
さ
３
９
ｍ
の
斜
張
橋
で
あ
り
、
い
ま
や
博

多
港
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。 

要
す
る
に
、
地
下
鉄
や
鉄
道
は
、
市
街
地

を
貫
通
し
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
九
州
、
西
鉄
線
と
結

び
つ
く
放
射
方
向
の
展
開
が
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
都
市
高
速
道
路
は
、
市
街
地
を
周
回

す
る
環
状
線
を
基
本
と
し
、
外
縁
部
で
九
州

自
動
車
道
、
西
九
州
自
動
車
道
に
つ
な
が
る
。

市
街
地
で
鉄
道
網
と
高
速
道
路
網
と
が
機

能
的
に
役
割
分
担
し
て
い
る
構
図
で
あ
る
。 

 

五
市
合
併
の
絆
を
結
ぶ
北
九
州
市
の

都
市
交
通
施
設 

 

北
九
州
市
は
、
１
９
６
３
年
、
門
司
、
小

倉
、
戸
畑
、
八
幡
、
若
松
の
５
市
が
合
併
し

た
都
市
で
あ
り
、
合
併
時
の
人
口
は
１
０
３

万
人
で
あ
る
。
九
州
は
も
と
よ
り
、
３
大
都

市
圏
以
外
で
初
め
て
指
定
都
市
と
な
っ
た
。 

こ
う
し
た
北
九
州
は
早
く
か
ら
工
業
都
市

と
し
て
発
展
。
５
市
を
結
ぶ
在
来
鉄
道
網
が

発
達
し
、
ま
た
、
当
時
の
都
市
交
通
の
要
と

し
て
路
面
電
車
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
後
者
で
は
、
門
司
、
小
倉
、
八

幡
の
市
街
地
を
東
西
に
貫
通
す
る
北
九
州

本
線
（
１
９
１
１
～
１
４
年
の
開
業
）
を
基

軸
に
、
戸
畑
線
、
枝
光
線
、
北
方
線
が
敷
設

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
総
延
長
は
４
４
㎞

で
、
駅
数
は
８
６
に
及
び
、
福
岡
市
を
凌
ぐ

も
の
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
の
鉄
鋼
不
況
や

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、
８
０
年
代

の
Ｊ
Ｒ
九
州
に
よ
る
在
来
線
強
化
か
ら
、
路

面
電
車
の
需
要
が
減
少
。
こ
の
た
め
、
１
９

８
０
年
の
北
方
線
を
皮
切
り
に
順
次
廃
止

さ
れ
、
２
０
０
０
年
に
は
北
九
州
本
線
が
廃

止
さ
れ
、
全
廃
と
な
っ
た
。 

廃
止
さ
れ
た
路
面
電
車
に
代
わ
り
、
多
く

で
は
Ｊ
Ｒ
九
州
の
鉄
道
路
線
が
あ
り
、
新
た

な
交
通
機
関
の
整
備
を
要
し
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
都
心
部
の
北
方
線
に
代

わ
っ
た
の
が
モ
ノ
レ
ー
ル
で
あ
る
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
は
１
９
７
８
年
に
着
工
。
１

９
８
５
年
に
開
業
し
た
。
そ
の
際
、
当
初
は

小
倉
駅
の
北
側
と
企
救
丘
（
き
く
が
お
か
）

の
間
の
整
備
が
計
画
さ
れ
た
。
し
か
し
、
山

陽
新
幹
線
を
横
断
す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、

景
観
問
題
、
商
業
へ
の
弊
害
の
懸
念
に
端
を

発
し
た
地
元
商
店
街
の
猛
反
対
か
ら
、
小
倉

駅
に
乗
り
入
れ
が
で
き
ず
、
一
つ
手
前
の
平

和
通
駅
ま
で
の
開
業
と
な
っ
た
。 

そ
の
後
、
モ
ノ
レ
ー
ル
と
Ｊ
Ｒ
九
州
の
在

来
鉄
道
お
よ
び
新
幹
線
と
の
乗
り
換
え
に

対
す
る
利
用
者
の
不
満
が
大
き
く
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
の
改
築
を
機

に
乗
り
入
れ
が
実
現
し
た
（
１
９
９
８
年
）
。 

北
九
州
市
の
都
市
高
速
道
路
は
福
岡
市

の
そ
れ
と
異
な
る
整
備
展
開
で
あ
る
。
１
９

５
８
年
に
関
門
道
路
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、

そ
こ
か
ら
の
国
道
３
号
バ
イ
パ
ス
と
し
て

北
九
州
道
路
（
春
日
～
黒
崎
間
の
自
専
道
）

が
建
設
さ
れ
た
。 

１
９
５
８
年
の
春
日
～
大
里
の
開
通
を

は
じ
め
、
１
９
７
３
年
ま
で
に
全
線
が
開
通

し
た
。
ま
た
１
９
７
９
年
に
、
国
道
２
０
０

号
バ
イ
パ
ス
と
し
て
北
九
州
直
方
道
路
（
黒

崎
～
馬
場
山
、
自
専
道
）
が
開
業
し
た
。 

こ
れ
ら
二
つ
の
有
料
道
路
は
、
い
わ
ば
合

併
以
前
の
諸
都
市
を
繋
い
だ
が
、
１
９
８
８

年
の
九
州
自
動
車
道
門
司
～
八
幡
間
の
開

業
で
役
割
を
失
い
、
１
９
９
１
年
に
北
九
州

高
速
４
号
線
と
し
て
、
福
岡
北
九
州
高
速
道

路
公
社
に
譲
渡
さ
れ
た
。 

４
号
線
以
外
は
、
最
初
か
ら
都
市
高
速
道

路
と
し
て
の
整
備
で
あ
る
。
１
９
８
０
年
か

ら
１
９
９
０
年
の
間
で
整
備
が
進
ん
だ
。
加

え
て
、
２
０
０
０
年
代
に
５
号
線
が
建
設
さ

れ
、
２
０
１
２
年
に
と
り
あ
え
ず
の
整
備
を

終
え
た
状
態
に
あ
る
。 

北
九
州
市
の
都
市
高
速
道
路
は
、
１
、
２
、

３
号
と
４
号
線
が
十
文
字
に
市
街
地
を
貫

通
し
、
そ
れ
に
バ
イ
パ
ス
な
ど
が
放
射
方
向

に
展
開
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
合
併
都

市
の
絆
を
結
ぶ
構
図
が
先
に
あ
り
、
そ
の
た

め
既
存
鉄
道
と
の
競
合
も
多
く
、
こ
の
点
、

福
岡
市
と
は
異
な
る
。 

福岡地下鉄１ 号

線 

図２ 福岡市、北九州市の都市高速道網 
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福岡都市高速道路 北九州高速鉄道

（モノレール） 1号線
小倉駅～企救丘

8.8ｋｍ 2号線
'58 春日～大里
'59 3号線
'60
'61 大里～冨野
'62
'63
'64
'65
'66
'67
'68
'69
'70 大谷～黒崎
'71 紫川～大谷
'72
'73 冨野～紫川
'74
'75 1,2号線着工
'76
'77
'78 小倉線着工
'79 黒崎～馬場山

北九州直方道路（自専道）
'80 香椎～東浜

'81 1号室見～天神
'82 貝塚出口 1号天神～中洲川端

2号中洲川端～呉服町
'83 東港出入口 東浜～築港、貝塚入口

'84 篠崎南出口
'85 小倉線開通

（平和通～企救丘）
'86 2号馬出九大病院前　　

'87 築港～天神北
'88 愛宕ＪＣＴ～下到津 天神北～西公園
'89 日明～戸畑 西公園～百道

呉服～榎田
豊JCT～空港通

'90 小倉駅～東港ＪＣＴ
戸畑～若戸

'91
４号線に移譲

'92
'93 香椎東～香椎 1号博多～福岡空港
'94 榎田～月隈
'95 山路出入口
'96
'97 3号線着工
'98 小倉駅乗り入れ
'99 月隈～月隈ＪＣＴ

月隈～水城・太宰府IC
貝塚～糟屋

'00 長野～横代
'01 大谷ＪＣＴ 枝光～大谷 百道∼福重JCT,粕屋∼福岡IC
'02
'03 月隈ＪＣＴ～板付
'04 板付～野多目
'05 金剛出口 3号橋本～天神南
'06 金剛入口 野多目～堤
'07
'08 堤～野芥
'09
'10
'11 東田出入口 野芥～福重・福重ＪＣＴ

'12 若戸トンネルと接続 福重渡線完成

'13 注)　自専道：自動車専用道路 3号延伸着工

5号線
2.4㎞

27ランプ、50㎞

1号線
9.2㎞

2号線
4.3㎞

3号線
1.8㎞

4号線
31.8㎞年

表　　福岡市および北九州市の都市高速道路と都市鉄道の整備

2号呉服町∼九大病院
前,博多仮∼博多

愛宕ＪＣＴ～
篠崎北

東港ＪＣＴ～
日明

北九州都市高速道路 福岡市地下鉄

愛宕ＪＣＴ～
東港ＪＣＴ

姪浜～福岡空
港　13.1ｋｍ
中洲川端～貝
塚 　4.7ｋｍ
橋本～天神南
12.0ｋｍ

環状線、1～4号、33
ランプ、５７㎞

東田ﾗﾝﾌﾟ国道3号直結

千鳥橋ＪＣＴ～呉服町

1号姪浜∼室見、中洲
川端∼博多（仮）

篠崎北～
若園

～箱崎九大前～貝塚
横代～若
園篠崎南

上記２つの自専道を

北
九
州
道
路

（
自
専
道
）

北九州モノレール 

福岡都市高速道 

福岡市地下鉄 
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参
考 

奮
闘
す
る
路
面
電
車 

 
レ
ー
ル
、
枕
木
、
道
床
な
ど
か
ら
な
る

構
造
物
を
軌
道
と
い
う
。
こ
の
軌
道
上
を

走
る
交
通
機
関
と
し
て
、
わ
が
国
で
は
鉄

道
事
業
法
に
よ
る
鉄
道
と
、
軌
道
法
に
よ

る
軌
道
の
２
通
り
が
あ
る
。
前
者
は
、
道

路
以
外
の
空
間
に
軌
道
を
敷
設
し
事
業
を

行
う
も
の
で
、
新
幹
線
や
在
来
鉄
道
、
地

方
鉄
道
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
本
文
に
述

べ
た
福
岡
市
の
地
下
鉄
も
該
当
す
る
。 

一
方
、
後
者
は
、
道
路
の
敷
地
内
に
軌

道
を
付
設
し
て
電
車
な
ど
を
走
ら
せ
る
事

業
で
あ
り
、
路
面
電
車
が
そ
の
代
表
例
で

あ
る
。
た
だ
、
路
面
電
車
も
、
道
路
上
の

軌
道
（
こ
れ
を
併
用
軌
道
と
い
う
）
だ
け

で
な
く
、
専
用
の
軌
道
区
間
も
あ
る
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
扱

い
は
、
鉄
道
、
軌
道
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
鉄
道
事
業
法
の
鉄

道
で
あ
り
、
北
九
州
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
軌

道
法
に
よ
る
軌
道
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
道

路
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
ど
ち
ら
の
事
業

と
し
て
免
許
を
受
け
た
か
に
よ
る
。
北
九

州
の
場
合
、
道
路
事
業
の
中
で
計
画
さ
れ
、

道
路
空
間
に
敷
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
軌
道

扱
い
で
あ
る
。 

さ
て
、
路
面
電
車
だ
が
、
か
つ
て
は
主

要
な
都
市
の
公
共
交
通
と
し
て
、
わ
が
国

の
各
都
市
に
導
入
が
図
ら
れ
た
。
最
盛
期

は
１
９
３
２
年
で
あ
り
、
６
５
都
市
で
整

備
さ
れ
た
。
８
２
事
業
者
に
よ
る
１
４
７

９
㎞
の
軌
道
が
敷
設
さ
れ
、
都
市
公
共
交

通
の
重
責
を
果
た
し
て
き
た
。 

し
か
し
、
戦
後
に
な
り
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
進
展
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

路
面
電
車
も
交
通
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、

乗
降
客
が
減
少
し
、
経
営
が
悪
化
し
た
。 

大
都
市
で
は
地
下
鉄
や
モ
ノ
レ
ー
ル
に

置
き
換
え
ら
れ
、
ま
た
一
部
は
廃
止
さ
れ
、

バ
ス
へ
と
転
換
さ
れ
た
。
先
に
述
べ
た
福

岡
市
や
北
九
州
市
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。 

そ
の
中
で
、
今
も
走
る
路
面
電
車
が
あ

る
。
長
崎
市
、
熊
本
市
、
鹿
児
島
市
の
そ

れ
ら
で
あ
り
、
現
在
も
都
市
内
幹
線
公
共

交
通
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

❶
長
崎
市
の
路
面
電
車
は
、
九
州
唯
一
の

民
間
事
業
者
に
よ
る
経
営
で
あ
る
。
１
９

１
５
年
、
病
院
下
～
筑
町
間
の
開
業
を
皮

切
り
に
路
線
を
順
次
拡
大
。
し
か
し
、
１

９
４
５
年
８
月
に
原
爆
投
下
で
ま
ち
全
体

が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
全
線
不
通
と
な

っ
た
。
そ
の
中
か
ら
、
必
死
の
努
力
で
、

同
年
１
１
月
に
運
行
を
再
開
し
、
１
９
７

０
年
ご
ろ
ま
で
路
線
の
拡
大
が
続
い
た
。 

以
後
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響

で
部
分
的
に
廃
止
し
た
区
間
も
あ
る
が
、

ほ
ぼ
同
じ
路
線
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
長
崎
市
が
斜
面
都
市
で
、
狭
い
谷
底

地
形
の
平
地
部
に
交
通
が
集
中
し
、
路
面

電
車
が
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
、

観
光
客
に
人
気
で
観
光
交
通
の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
現
在
は
、
１
１
．

５
㎞
、
５
路
線
４
系
統
の
運
行
で
あ
る

（
表
）
。 

❷
熊
本
市
で
は
、
１
９
２
４
年
に
幹
線
熊

本
駅
前
～
浄
行
寺
、
水
前
寺
線
水
道
町
～

水
前
寺
間
が
開
業
。
そ
の
後
も
順
次
整
備

さ
れ
た
。
あ
る
い
は
、
１
９
４
５
年
に
民

間
の
熊
本
電
気
鉄
道
を
買
収
す
る
な
ど
し

て
、
ほ
ぼ
市
街
地
を
カ
バ
ー
す
る
路
線
網

が
構
築
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
１
９
６
０
年
頃
か
ら
７
０
年

代
に
か
け
て
、
他
都
市
と
同
様
に
不
採
算

路
線
を
廃
止
し
て
縮
小
さ
れ
、
現
在
の
状

況
と
な
っ
た
（
表
）
。
総
延
長
１
２
．
１
㎞
、

５
路
線
２
系
統
の
運
行
で
あ
る
。
１
９
９

７
年
に
わ
が
国
で
初
め
て
超
低
床
式
車
両

を
導
入
す
る
な
ど
、
路
面
電
車
の
復
権
に

向
け
た
努
力
が
続
い
て
い
る
。 

❸
１
９
１
２
年
、
谷
山
線
武
之
橋
～
谷
山

間
が
開
業
。
こ
れ
が
鹿
児
島
市
の
路
面
電

車
の
始
ま
り
で

あ
る
。
以
後
、
路

線
の
整
備
が
進

み
、
１
９
６
１
年

の
伊
敷
線
ま
で

順
次
拡
大
が
図

ら
れ
て
き
た
。
そ

の
後
、
延
伸
な
ど

は
な
い
が
、
概
ね

路
線
は
維
持
さ

れ
て
い
る
。 

た
だ
、
２
０
０

６
年
の
年
間
乗

車
人
員
１
３
０

０
万
人
を
ピ
ー

ク
に
、
そ
の
後
は

微
減
が
続
き
、
他

都
市
同
様
に
厳

し
い
経
営
が
続

い
て
い
る
。
現
在

は
４
路
線
２
系

統
の
運
行
で
あ

る
。
そ
の
中
で
谷

山
線
の
涙
橋
～

谷
山
間
は
専
用

軌
道
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
が
併
用
軌
道
で
あ

る
。
超
低
床
式
車
両
の

導
入
や
、
セ
ン
タ
ー
ポ

ー
ル
方
式
の
導
入
、
軌

道
敷
の
緑
化
な
ど
、
路

面
電
車
が
走
る
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。 

 

要
す
る
に
、
道
路
に

大
量
の
自
動
車
が
押

し
寄
せ
た
。
こ
の
た
め
、

同
じ
空
間
を
走
行
す

る
路
面
電
車
が
影
響

を
受
け
、
円
滑
に
走
行

で
き
な
い
、
乗
車
客
が
減
少
す
る
な
ど
が

あ
る
。 

し
か
し
、
路
上
や
歩
道
か
ら
直
接
乗
降

で
き
る
、
身
近
に
利
用
で
き
る
、
排
ガ
ス

も
な
く
環
境
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

路
面
電
車
は
人
と
環
境
に
優
し
い
乗
り
物

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
最
近
で

は
路
面
電
車
を
見
直
す
都
市
も
あ
る
。 

特
に
、
高
齢
社
会
か
ら 

超
高
齢
社
会

に
突
入
す
る
今
後
を
考
え
る
と
、
路
面
電

車
は
大
切
な
乗
り
物
で
あ
る
。
車
両
の
近

代
化
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
整
備
、

便
利
な
運
行
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
軌
道
敷
内
の
自

動
車
走
行
の
禁
止
、
安
全
な
停
留
所
の
確

保
な
ど
で
電
車
走
行
空
間
の
安
全
性
の
向

上
策
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

れ
ば
、
路
面
電
車
の
拡
充
と
維
持
は
現
代

に
お
い
て
も
都
市
交
通
の
重
要
政
策
で
あ

る
。 

事業者
総延長

㎞

路線

数
軌間m

運行系

統数

停留

所数

乗車人員

（千人）
備考

長崎電気
軌道㈱ 11.5 5 1.435 4 37

5系統のうち2号系統は深夜

往復一便づつ運行で除く。

熊本市交
通局 12.1 5 1.435 2 35

2010年度

9537

洗馬橋～新町間は専用軌
道

鹿児島市
交通局 13.1 4 1.435 2 35

2010年度

10357

谷山線の涙橋～谷山間は専
用軌道

鹿児島市の路面
電車 
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道
路
の
種
類
と
概
況 

 

道
路
は
、
歩
行
、
二
輪
車
、
車
な
ど
を

用
い
、
人
の
移
動
や
も
の
を
運
搬
す
る
た

め
の
交
通
空
間
と
そ
の
施
設
の
こ
と
で
あ

る
。
法
に
も
と
づ
け
ば
、
道
路
法(
道
路)

、

道
路
運
送
法
（
自
動
車
道
）
、
港
湾
法
（
臨

港
道
路
）
、
漁
港
法
（
漁
港
道
路
）
に
よ
る

道
路
が
あ
る
。
他
に
も
林
道
、
農
道
、
公

園
道
路
が
あ
り
、
私
道
が
あ
る
。
整
備
目

的
と
管
理
者
の
違
い
に
よ
る
が
、
な
ん
と

多
い
こ
と
か
。 

 

そ
う
し
た
中
で
主
体
は
一
般
交
通
に
供

す
る
道
路
法
上
の
道
路
で
あ
る
。
道
路
法

３
条
に
よ
れ
ば
、
高
速
自
動
車
国
道
、
一

般
国
道
、
都
道
府
県
道
お
よ
び
市
町
村
道

に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
区
分
は
、
国
・
地

方
の
行
政
組
織
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
だ
が
、

広
域
的
で
基
幹
的
な
道
路
か
ら
地
域
内
道

路
へ
の
段
階
的
区
分
で
も
あ
る
。 

な
お
、
都
道
府
県
道
や
市
町
村
道
で
広

域
幹
線
道
路
と
み
な
せ
る
も
の
を
「
主
要

地
方
道
」
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
指
定

す
る
も
の
が
あ
る
（
道
路
法
５
６
条
）
。
指

定
さ
れ
れ
ば
、
整
備
や
維
持
管
理
に
要
す

る
費
用
の
一
部
が
国
か
ら
補
助
さ
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
区
分
に
従
う
九
州

の
概
況
を
表
１
に
示
す
。
全
体
で
約
１
６

万
㎞
の
実
延
長
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
実

に
８
４
％
が
市
町
村
道
で
あ
る
。
次
い
で

県
道
１
１
％
、
一
般
国
道
（
国
道
）
５
％

で
、
高
速
自
動
車
国
道
（
高
速
道
路
）
は

僅
か
０
．
６
％
に
過
ぎ
な
い
。
あ
る
い
は
、

高
速
道
路
以
外
を
一
般
道
路
（
一
般
道
）

と
呼
ぶ
。
そ
の
中
で
、
国
道
と
県
道
は
、

合
わ
せ
て
１
６
％
に
と
ど
ま
る
。 

 

道
路
の
状
況
は
、
地
形
、
土
地
利
用
の

あ
り
方
、
市
街
地
の
展
開
状
況
、
産
業
の

活
動
内
容
な
ど
の
影
響
を
受
け
相
違
す
る
。

そ
こ
で
、
県
・
政
令
市
別
の
状
況
を
み
れ

ば
（
表
１
）
、
各
地
で
の
高
速
・
国
・
県
道

の
合
計
割
合
は
、
大
分
県
が
２
１
％
で
、

他
に
比
し
大
き
い
と
い
え
る
。
次
い
で
、

鹿
児
島
、
佐
賀
、
熊
本
の
１
８
％
で
あ
る
。 

一
般
道
に
占
め
る
国
・
県
道
の
割
合
は
、

政
令
市
が
小
さ
く
、
そ
れ
以
外
で
は
福
岡

県
、
長
崎
県
が
小
さ
い
。
政
令
市
は
市
道

が
密
な
こ
と
、
長
崎
県
は
離
島
・
半
島
を

多
く
抱
え
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。 

 

単
位
面
積
当
た
り
の
道
路
延
長(

道
路

密
度)

は
、
一
般
道
で
い
え
ば
、
福
岡
市
の

１
２
㎞
／
㎢
な
ど
、
政
令
市
が
大
き
い
。

そ
れ
以
外
で
は
福
岡
県
の
７
㎞
／
㎢
が
大

き
い
が
、
他
は
い
ず
れ
も
４
～
３
㎞
／
㎢

と
半
分
で
あ
る
。
特
に
、
宮
崎
、
鹿
児
島

の
両
県
が
小
さ
い
。
交
通
が
活
発
な
九
州

北
部
で
道
路
網
が
密
に
発
達
し
、
南
部
は

山
地
が
多
く
疎
で
あ
る
。 

 

県
・
政
令
市
別
の
道
路
整
備
状
況 

  

道
路
の
整
備
水
準
を
分
か
り
や
す
く
表

わ
す
た
め
に
２
つ
の
指
標
が
用
い
ら
れ
る
。

改
良
率
と
整
備
率
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
道
路
は
車
の
利
用
が
多
い
。

こ
の
た
め
、
最
低
限
の
こ
と
と
し
て
車
が

す
れ
違
え
る
道
幅
が
必
要
で
、
そ
の
基
準

は
５
．
５
ｍ
で
あ
る
。
そ
こ
で
道
路
全
延

長
の
中
で
、
５
．
５
ｍ
以
上
の
道
幅
を
も

つ
延
長
割
合
が
ど
の
程
度
か
が
１
つ
の
改

善
目
標
と
な
り
、
こ
れ
を
改
良
率
と
呼
ぶ
。 

 

一
方
、
改
良
し
て
も
、
車
が
集
中
し
混

雑
す
る
よ
う
で
は
、
道
路
が
十
分
機
能
し

て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
車
交
通
の
処
理

能
力
（
交
通
容
量
）
を
超
え
れ
ば
、
ノ
ロ

ノ
ロ
運
転
や
ス
ト
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー

の
状
態
に
な
る
。
そ
こ
で
、
実
際
の
交
通

量
と
交
通
容
量
の
比
を
混
雑
度
と
し
、
混

雑
度
１
以
上
で
あ
れ
ば
、
車
線
を
増
や
す

な
ど
の
対
策
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
改
良
済
み
の
道
路
延
長
か
ら
混
雑

度
１
以
上
の
延
長
を
差
し
引
い
た
も
の
が

整
備
済
延
長
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
道
路

実
延
長
に
対
す
る
整
備
済
延
長
の
比
を
整

備
率
と
い
い
、
そ
の
値
で
整
備
の
水
準
を

表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

九
州
の
国
道
・
県
道
の
整
備
率
は
５

８
％
。
県
等
の
別
で
は
鹿
児
島
の
整
備
率

が
７
１
％
と
大
き
い
。
一
方
、
熊
本
市
は

４
９
％
と
小
さ
い
値
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ

ら
を
見
る
と
国
道
・
県
道
に
つ
い
て
、
い

ず
れ
の
地
域
も
が
混
雑
を
完
全
に
克
服
し

た
と
は
い
え
な
い
。
公
共
交
通
の
利
用
促

進
、
道
路
の
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
の
建
設
な

ど
が
必
要
な
区
間
が
な
お
も
残
さ
れ
て
い

る
。 市

町
村
道
は
、
混
雑
区
間
が
少
な
く
改

良
率
が
問
題
で
あ
り
、
九
州
全
体
で
５

９
％
。
ま
た
、
県
等
の
別
で
は
７
４
～
４

７
％
で
、
長
崎
県
が
最
も
低
い
。
市
町
村

道
の
改
良
率
は
国
道
・
県
道
に
比
べ
低
い

と
い
え
る
。 

一
般
国
道
の
管
理
と
路
線
番
号 

  

国
道
は
、
高
速
自
動
車
国
道
と
あ
わ
せ

暮
し
を
支
え
る
一
般
道
路 

5 

Ⓣ 

表１ 九州各県の道路の実延長および整備の状況 

整備率(%)
国・県道 一般 国・県道 国･県道 市町村道

福岡 136.9 913.0 3011.7 25202.0 29263.6 13.5 0.98 7.25 51.1 79.9 63.2
佐賀 81.9 614.8 1261.3 8939.1 10897.1 17.3 0.77 4.43 52.7 76.3 69.6
長崎 46.2 982.0 1670.9 15317.0 18016.1 14.8 0.65 4.38 57.3 71.9 47.4
熊本 111.1 1150.9 2631.3 18220.0 22113.3 17.2 0.55 3.20 54.6 69.4 53.9
大分 155.9 1067.6 2536.0 14573.0 18332.5 19.8 0.71 3.56 65.5 75.8 60.5
宮崎 229.9 1176.3 2021.7 16750.2 20178.1 16.0 0.47 2.94 57.9 67.8 52.7
鹿児島 153.0 1291.2 3512.5 22264.0 27220.7 17.7 0.53 2.99 71.3 78.9 68.7
北九州 49.0 164.5 250.2 3808.2 4271.9 9.8 0.85 8.62 51.0 75.3 60.5
福岡市 2.4 107.8 241.0 3584.5 3935.7 8.9 1.02 11.50 53.1 90.2 74.3
熊本市 23.6 101.9 315.1 3340.7 3781.3 11.1 1.07 9.64 49.1 87.1 64.5

989.9 7570.0 17451.7 131998.7 158010.3 15.9 0.63 3.97 58.2 74.6 59.4
注） 整備率=整備済延長/実延長.　整備済延長＝改良済延長(車道幅員5.5m以上）-混雑度1.0以上の延長(車道幅員5.5m以上)

混雑度=交通量/交通容量.　国･県道＝一般国道+県道.　一般道＝一般国道＋県道＋市町村道

データは道路統計年報2014による（2015/4/1現在）

九州全体

国･県道/

一般道(%)

道路密度(km/㎢） 改良率(%)

県

(

政
令
市
除
く

)

政
令
市

県・政令
市

高速道路
㎞

一般国道
㎞

県道
㎞

市町村道
㎞

計　㎞
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て
、
全
国
的
な
幹
線
道
路
網
を
形
成
す
る
。

国
土
を
縦
、
横
断
し
、
都
市
や
重
要
な
交

通
施
設
と
連
絡
す
る
道
路
で
あ
る(

道
路

法
５
条)
。
し
た
が
っ
て
、
国
道
は
地
域
活

動
の
上
で
根
幹
と
な
り
、
地
域
間
交
流
に

極
め
て
大
切
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
国
道
の
管
理
は
、
基
本
的

に
国
だ
が
全
て
で
は
な
い
。「
一
般
国
道
の

指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
」
で
、
国
管

理
の
道
路
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
を
直
轄
国

道
と
い
う
。 

指
定
区
間
以
外
は
国
か
ら
助
成
金
を
受

け
、
都
道
府
県
お
よ
び
政
令
市
が
管
理
す

る
が
、
こ
れ
が
補
助
国
道
で
あ
る
。 

九
州
の
国
道
総
延
長
７
５
７
０
㎞
の
う

ち
、
約
３
割
が
指
定
区
間
で
あ
る
。
県
等

の
別
で
は
、
政
令
市
を
除
け
ば
福
岡
県
の

４
４
％
が
最
も
大
き
い
。 

国
道
は
、
路
線
名
に
番
号
が
付
さ
れ
る

が
、
過
去
に
一
級
、
二
級
国
道
に
区
分
し

た
名
残
が
あ
り
、
前
者
に
１
～
５
８
（
追

加
を
含
む
）
が
、
後
者
に
１
０
０
～
５
０

７
の
番
号
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。 

九
州
で
、
１
桁
お
よ
び
２
桁
番
号
の
国

道
は
、
３
、
１
０
、
３
４
、
３
５
、
５
７
、

５
８
号
の
６
路
線
。
加
え
て
、
関
門
峡
を

渡
る
２
号
線
が
あ
る
。 

３
桁
の
国
道
は
６
７
路
線
と
豊
予
海
峡

を
渡
る
１
９
７
号
、
北
九
州
市
の
１
９
８

号
（
門
司
港
と
国
道
３
号
を
結
ぶ
港
国
道
）
、

１
９
９
号
（
若
戸
大
橋
を
含
み
、
北
九
州

市
の
工
業
地
域
を
通
る
国
道
）
が
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
５
７
、
５
８
お
よ
び

９
つ
の
３
桁
国
道
は
、
海
上
を
も
路
線
と

す
る
国
道
で
あ
り
、「
海
の
国
道
」
と
呼
ん

で
い
る
。
全
国
２
７
路
線
の
う
ち
、
そ
の

４
割
が
九
州
と
関
わ
る
。
こ
れ
は
、
離
島
、

半
島
が
多
い
地
理
的
条
件
に
よ
る
。 

ち
な
み
に
、
陸
上
で
最
も
長
い
路
線
は
、

北
九
州
市
・
鹿
児
島
市
間
の
国
道
１
０
号

の
５
２
６
㎞
で
あ
る
。
次
が
国
道
３
号
の

４
７
４
㎞
。
両
者
で
九
州
の
循
環
路
１
千

㎞
が
形
成
さ
れ
、
国
道
網
の
骨
格
を
な
す
。 

 

進
む
国
道
の
改
築 

 

道
路
は
、
一
次
改
築
と
二
次
改
築
の
２

段
階
で
整
備
さ
れ
る
。
前
者
は
、
未
改
良
、

未
舗
装
の
道
路
を
道
路
構
造
令
（
道
路
の

一
般
的
技
術
基
準
を
定
め
た
政
令
）
の
規

定
に
し
た
が
い
改
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

後
者
は
、
一
次
改
築
後
に
、
交
通
量
の
増

加
な
ど
に
対
処
し
、
道
路
構
造
令
の
規
定

に
従
い
さ
ら
に
改
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
交
通
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
の

本
格
的
な
整
備
が
二
次
改
築
で
あ
る
。 

市
街
地
を
中
心
に
交
通
が
混
雑
し
、
渋

滞
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
解
決
策
の

一
つ
が
道
幅
を
広
げ
、
車
線
を
増
や
す
な

ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
用
地
取
得
が
容
易

で
な
い
、
経
済
性
に
問
題
が
あ
る
、
交
通

環
境
が
改
善
し
な
い
な
ど
か
ら
現
実
策
で

は
な
い
。
こ
の
た
め
、
市
街
地
を
迂
回
す

る
バ
イ
パ
ス
道
路
の
整
備
が
多
く
の
地
域

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
山
間
部
の
道
路
は
、
地
形
要
因

か
ら
急
こ
う
配
で
屈
曲
す
る
区
間
が
多
く
、

危
険
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削

や
橋
の
建
設
技
術
の
発
達
を
踏
ま
え
、
バ

イ
パ
ス
を
建
設
し
、
こ
う
し
た
難
所
の
解

消
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

拡
幅
や
バ
イ
パ
ス
の
整
備
は
、
道
路
網

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
で
あ
り
、
主
要

な
国
道
、
県
道
、
と
り
わ
け
国
道
を
主
に

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
国
道
バ
イ

パ
ス
な
ど
の
整
備
状
況
を
概
観
す
れ
ば
表

２
の
と
お
り
で
あ
る
。 

戦
後
、
九
州
の
国
道
整
備
は
、
関
門
国

道
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
始
ま
る
。
戦
前
の
１

９
４
４
年
に
本
坑
を
掘
り
終
え
た
も
の
の
、

工
事
は
戦
争
で
中
断
し
、
１
９
５
２
年
に

再
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
１
９
５
８
年
、

国
道
２
号
の
一
部
と
し
て
関
門
国
道
ト
ン

ネ
ル
が
完
成
。
鉄
道
に
続
く
本
州
と
九
州

を
結
ぶ
交
通
施
設
の
整
備
で
あ
る
。
九
州

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。 

そ
の
後
、
戦
災
復
興
か
ら
経
済
成
長
へ

と
進
む
中
で
道
路
整
備
が
強
く
求
め
ら
れ
、

１
９
５
２
年
に
、
旧
法
に
代
わ
る
「
道
路

法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
１
９
５
３

年
に
「
道
路
整
備
費
の
財
源
等
に
関
す
る

臨
時
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
、
１
９
５
４

年
に
揮
発
油
税
が
道
路
特
定
財
源
と
な
っ

た
。
加
え
て
、
同
年
に
「
第
１
次
道
路
整

備
５
か
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。 

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
九
州
で
も
国

道
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ

の
先
駆
け
が
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
１
９

７
０
年
代
に
か
け
て
整
備
が
始
ま
っ
た
国

道
３
４
号
の
長
崎
バ
イ
パ
ス
お
よ
び
大
都

市
地
域
の
バ
イ
パ
ス
群
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
諫
早
か
ら
長
崎
へ
の
出
入
り

と
し
て
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
道
３

４
号
の
峠
越
え
、
お
よ
び
日
見
ト
ン
ネ
ル

は
交
通
上
の
ネ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
諫
早
市
―
長
崎
市
川
平
―
昭
和

町
（
昭
和
町
線
）
に
至
る
長
崎
バ
イ
パ
ス

が
い
ち
早
く
整
備
さ
れ
た
（
１
９
６
７
年
）
。

九
州
初
の
有
料
自
動
車
専
用
道
路
の
登
場

で
あ
る
。 

一
方
、
福
岡
市
域
は
、
１
９
７
０
年
代

か
ら
国
道
３
号
の
香
椎
バ
イ
パ
ス
、
福
岡

南
バ
イ
パ
ス
の
整
備
が
進
み
出
し
、
順
次

供
用
さ
れ
た
。
あ
る
い
は
、
国
道
５
７
号

熊
本
東
バ
イ
パ
ス
の
整
備
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
は
、
交
通
量
が
多
く
、
最
終
的
に
は

６
車
線
の
広
幅
員
道
路
の
構
築
で
あ
る
。 

以
降
、
国
道
３
号
、
２
桁
国
道
の
整
備

が
先
行
し
促
進
さ
れ
た
が
、
１
９
７
０
年

代
の
後
半
お
よ
び
１
９
８
０
年
代
に
な
る

と
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
国
道
２
０
１
、
２

０
２
、
２
２
０
号
な
ど
の
バ
イ
パ
ス
整
備

が
進
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
は
、
北
九
州
、
福
岡
の
都
市
圏
と
周
辺

地
域
を
結
ぶ
国
道
や
、
観
光
客
で
賑
わ
う

日
南
海
岸
を
走
る
国
道
の
整
備
で
あ
る
。 

１
９
８
０
年
代
後
半
～
９
０
年
代
は
、

２
０
１
～
２
０
４
号
、
ま
た
遅
れ
た
状
況

に
あ
っ
た
他
の
２
０
０
番
台
の
国
道
、
お

よ
び
国
道
１
０
号
の
全
面
的
な
整
備
が
展

開
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
北
九
州
か
ら
鹿
児

島
ま
で
、
各
区
間
で
の
バ
イ
パ
ス
整
備
や

拡
幅
が
展
開
さ
れ
、
供
用
開
始
さ
れ
た
。 

２
０
０
０
年
に
入
り
、
国
道
の
整
備
は
、

地
域
と
地
域
を
結
ぶ
主
要
区
間
の
段
階
と

な
っ
た
。
５
７
号
の
大
分
県
区
間
、
２
０

７
～
２
０
９
、
２
１
７
、
２
６
９
、
３
８

２
、
３
９
５
、
４
４
２
、
４
４
３
号
な
ど

の
バ
イ
パ
ス
整
備
で
あ
る
。 

国
道
は
、
ま
ち
や
村
を
結
ぶ
幹
線
道
路

で
、
人
々
の
暮
ら
し
や
活
動
を
支
え
る
。

あ
る
い
は
主
要
な
交
通
施
設
・
拠
点
を
結

ぶ
。
し
か
し
、
そ
の
路
線
は
、
江
戸
時
代

か
ら
引
き
続
く
街
道
も
多
い
。 

http://www.weblio.jp/content/%E6%94%B9%E8%89%AF
http://www.weblio.jp/content/%E6%94%B9%E8%89%AF
http://www.weblio.jp/content/%E6%9C%AA%E8%88%97%E8%A3%85
http://www.weblio.jp/content/%E9%81%93%E8%B7%AF
http://www.weblio.jp/content/%E9%81%93%E8%B7%AF
http://www.weblio.jp/content/%E9%81%93%E8%B7%AF%E6%A7%8B%E9%80%A0%E4%BB%A4
http://www.weblio.jp/content/%E9%81%93%E8%B7%AF%E6%A7%8B%E9%80%A0%E4%BB%A4
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8F%E5%AE%9A
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8F%E5%AE%9A
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8F%E5%AE%9A
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%AB%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%8C%E3%81%A3%E3%81%A6
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%AB%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%8C%E3%81%A3%E3%81%A6
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%AB%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%8C%E3%81%A3%E3%81%A6
http://www.weblio.jp/content/%E6%94%B9%E7%AF%89
http://www.weblio.jp/content/%E6%94%B9%E7%AF%89
http://www.weblio.jp/content/%E4%BA%A4%E9%80%9A%E9%87%8F
http://www.weblio.jp/content/%E4%BA%A4%E9%80%9A%E9%87%8F
http://www.weblio.jp/content/%E5%A2%97%E5%8A%A0
http://www.weblio.jp/content/%E5%A2%97%E5%8A%A0
http://www.weblio.jp/content/%E5%A2%97%E5%8A%A0
http://www.weblio.jp/content/%E5%AF%BE%E5%87%A6%E3%81%99%E3%82%8B
http://www.weblio.jp/content/%E5%AF%BE%E5%87%A6%E3%81%99%E3%82%8B
http://www.weblio.jp/content/%E9%81%93%E8%B7%AF%E6%A7%8B%E9%80%A0%E4%BB%A4
http://www.weblio.jp/content/%E9%81%93%E8%B7%AF%E6%A7%8B%E9%80%A0%E4%BB%A4
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8F%E5%AE%9A
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8F%E5%AE%9A
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8F%E5%AE%9A
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%AB%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%8C%E3%81%A3%E3%81%A6
http://www.weblio.jp/content/%E6%94%B9%E7%AF%89
http://www.weblio.jp/content/%E6%94%B9%E7%AF%89


 

19 

 

た
と
え
ば
、
国
道
３
号
は
、
長
崎
街
道

の
一
部
や
唐
津
、
薩
摩
街
道
と
部
分
的
に

重
な
る
。
国
道
１
０
号
は
日
向
街
道
の
発

展
系
で
あ
り
、
国
道
３
４
号
は
長
崎
街
道

を
、
２
０
２
号
は
唐
津
街
道
を
た
ど
る
。 

こ
れ
ら
か
ら
、
自
動
車
交
通
に
未
だ
十

分
に
対
応
す
る
に
至
ら
な
い
区
間
が
あ
り
、

と
き
に
大
型
車
が
住
宅
地
に
入
り
こ
み
、

迷
惑
を
か
け
る
な
ど
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

拡
幅
や
バ
イ
パ
ス
整
備
で
か
な
り
改
善
は

進
ん
だ
が
、
整
備
が
必
要
な
区
間
が
な
お

も
残
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
市
街
地
区
間
で
は
、
歩
行
者
・

自
転
車
と
自
動
車
の
通
行
を
分
離
し
、
安

全
性
の
向
上
を
図
る
、
街
並
み
の
向
上
や

歴
史
遺
産
を
維
持
す
る
な
ど
、
沿
道
の
質

を
高
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
超
高
齢
社
会
が
進
む
中
で
、

人
に
優
し
い
道
づ
く
り
、
公
共
交
通
の
役

割
分
担
へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
て
い
る
。 

と
は
い
え
、
２
０
０
９
年
、
道
路
特
定

財
源
が
一
般
財
源
に
組
み
込
ま
れ
た
。
こ

の
た
め
、
整
備
の
効
果
、
優
先
順
位
の
判

断
が
従
来
以
上
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。 

 新
た
な
役
割
の
地
域
高
規
格
道
路 

 

高
速
自
動
車
道
路
と
一
般
国
道
の
自
動

車
専
用
道
路
に
よ
る
高
規
格
幹
線
道
路
網

は
、
時
速
８
０
～
１
０
０
㎞
で
走
行
で
き

る
。
一
方
、
通
常
の
一
般
国
道
は
、
平
均

し
て
時
速
３
０
～
４
０
㎞
の
走
行
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
両
者
の
間
に
あ
っ
て
、
高
規
格

道
路
網
と
一
体
と
な
り
、
高
速
交
通
体
系

の
一
翼
を
担
う
も
の
が
地
域
高
規
格
道
路

で
あ
る
。
１
９
９
２
年
の
道
路
審
議
会
で

建
議
さ
れ
た
。
お
お
む
ね
６
０

㎞
／
時
で
走
行
で
き
る
２
車
線

以
上
の
道
路
で
、
地
域
の
活
動

を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
①

通
勤
圏
の
拡
大
や
都
市
と
農
山

村
地
域
と
の
連
帯
強
化
、
②
高

規
格
幹
線
道
路
を
補
完
し
、
物

資
の
流
通
や
人
の
交
流
の
活
発

化
、
③
空
港
・
港
湾
な
ど
の
広
域

交
流
拠
点
や
地
域
開
発
拠
点
な

ど
と
の
連
結
、
を
目
的
に
整
備

さ
れ
る
。 

地
域
高
規
格
道
路
に
は
２
種

類
が
あ
る
。
都
市
圏
自
動
車
専

用
道
路
と
一
般
道
で
、
前
者
は
、

福
岡
市
お
よ
び
北
九
州
市
の
都

市
高
速
道
路
で
あ
る
。 

一
方
、
一
般
道
で
は
、
九
州
地

方
整
備
局
管
内
で
２
４
計
画
路

線
、
１
０
候
補
路
線
の
指
定
が

あ
る
。
計
画
路
線
は
、
佐
賀
唐

津
、
西
彼
杵
、
島
原
、
長
崎
南
北

幹
線
、
有
明
沿
岸
、
中
九
州
横

断
、
熊
本
環
状
、
熊
本
天
草
幹

線
、
中
津
日
田
、
大
分
空
港
、
宮

崎
環
状
、
鹿
児
島
南
北
幹
線
、
南

薩
縦
貫
な
ど
。
候
補
路
線
は
、
下

関
北
九
州
、
北
九
州
福
岡
、
福
岡

鳥
栖
、
有
明
海
沿
岸Ⅱ

期
、
東
彼

杵
、
宇
佐
国
見
な
ど
が
あ
る
。 

要
す
る
に
、
道
路
の
機
能
を

高
規
格
幹
線
、
地
域
高
規
格
、
一

般
の
三
段
階
に
区
分
し
、
地
域

の
幹
線
道
路
の
体
系
を
効
率
的

に
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。 

国
道

起点・終点
実延
長㎞ 年

65 70 75 年 80 85 年 90 95 年 0 5 年 10
年

15

北九・門司区 4富野L 4門司改良4戸畑B 6復興R 2 黒崎Ｂ 4’ 黒崎Ｂ　
（58暫2折尾B） 4折尾B 4水巻B
2水巻B 2 遠賀Ｂ 2 岡垣Ｂ 4 遠賀Ｂ 4’ 岡垣Ｂ ４’ 岡垣Ｂ

（福岡) 2宗像B 2福間B4福間B 4福間B 6 宗像Ｂ
4’ 香椎Ｂ 4’ 4’ 4’ 4’ 4’ 香椎Ｂ 香椎Ｂ 6’ 6’ 6 香椎Ｂ

4’ 6’ 博多Ｂ 6‘ 博多Ｂ 5’ 博多Ｂ 2’ 博多Ｂ
福岡南 2’ 4’ 4’ 4’ 4’ 4’ 2’ 福岡南 4’ 2’ 6’ 4’ 2’ 福岡南Ｂ 6 福岡南Ｂ

4’ 2’ 筑紫野Ｂ 4’ 筑紫野Ｂ 4
（熊本） 4新熊本B 2植木B 2川尻B 4川尻B 4川尻B4熊本北B 4熊本北B 6’ 4熊本北B4松橋B2植木B

4清水B 松橋B 2八代L 4’八代L 4’八代L 4川尻B
4伊敷L4米ノ津 2大川 2尻無

鹿児島市 2串木野L 4川内L2 2隈之城 2 鹿児島R 2 市来Ｂ 4’ 4 隈之城Ｂ
北九・小倉北区 ４城野L 4曽根Ｂ 2行橋2’ 2 椎田Ｂ 4 行橋Ｂ

（大分） 府内6大分Ｌ 4別大Ｌ 2大井手 2’宇佐R2 宇佐別府Ｒ 2 日出Ｂ 4’ ４’ 4’ 4’ 豊前Ｂ
2佐土原 4 6大分Ｌ 2’ 大分南Ｂ 2中津Ｂ　 4 中津B 4’ 中津Ｂ 2犬飼B 4 中津Ｂ

（宮崎) 4稲葉昭和 2昭和下平原2熊戸 2 延岡南Ｒ 2’ 延岡Ｒ 6別大国道
2下平原日向 高城Ｂ　 ４高木 2佐土原Ｂ4’ 宮崎北Ｂ 2’、4’ 4’ 4 宮崎北Ｂ 2 延岡Ｒ

2新富B 4’ 2’ 宮崎西Ｂ 4’、2’ 2 4 宮崎西Ｂ 2 都城Ｒ
2磯Ｌ 2隼人加治木Ｒ2姶良Ｂ 2 隼人Ｒ 4’ 鹿児島北Ｂ

鹿児島市 4’ 白浜磯Ｌ 4’ 4’ 4’ 4’ 4鹿児島北4’ 白浜磯Ｌ
34 鳥栖・長崎 137 2’ 武雄、長崎Ｂ 2佐賀Ｂ 4諫早西Ｌ 2武雄B2 長崎Ｂ 4 日見B 4江北B 4嬉野L4佐賀L
35 武雄・有田 35 2日宇Ｂ 2早岐Ｂ6潮見八幡2有田Ｂ　

大分・長崎（三 陸上 2 2 4’ 4’熊本東B2 2 熊本東Ｂ 2 4’ 4’ 熊本東Ｂ 4菊陽B 6’ 6 熊本東Ｂ
角・島原海上） 327 4諫早Ｂ　 2愛野Ｂ　 2朝地 犬飼Ｂ 2 4大津B2 2犬飼千歳千歳大野2島原深江Ｒ

58 鹿児島・那覇 857（陸上256）
200 八幡西・筑紫野 88 4’ 4 直方Ｂ
201 福岡東・苅田 87 2福岡東Ｂ4’福岡東Ｂ　 2 八木山Ｂ 2’飯塚庄内田川2 2 飯塚庄内田川Ｂ
202 博多・長崎 240 2伊万里Ｂ　 2 二丈浜玉 2前原R4福岡外換R4前原R 4 福岡外環Ｒ
203 唐津・佐賀 48 2多久Ｂ 2厳木Ｂ2小城Ｌ 2東多久B
204 唐津・佐世保 162 2 松浦Ｂ 2佐志B
205 佐世保・東彼杵 23 2針尾Ｂ　 4’
207 佐賀・時津 126 2有明2小長井、高来 長田Ｂ 2’ 4’ 4 長田Ｂ
208 熊本・佐賀 96 大牟田高架Ｒ，高田大和Ｂ，大川Ｂ 2’ 2 玉名Ｂ　
209 大牟田・久留米 27 2’ 4 津福Ｂ
210 久留米・大分 146 2玖珠Ｂ 4久留米東Ｂ 2日田B 2浮羽B
212 中津・阿蘇 118 2花月B 2 2杖立B
217 大分・佐伯 70 2’ 佐伯弥生Ｂ 2 佐伯弥生Ｂ　
218 熊本中央・延岡 127 2 津花Ｂ 2 2日之影B2矢部B 2推畑B 2’ 2’ 北方延岡Ｒ
219 熊本中央・宮崎 174 2 春田Ｂ 2球泉洞B
220 宮崎・霧島 188 4’ 4’ 宮崎南Ｂ 2’ 青島Ｂ 2 青島Ｂ2古江B

2 串良Ｂ 2’ 2’ 2’ 鹿屋Ｂ 2’ 2’ 2’ 2’ 2 鹿屋Ｂ 4’ 4’ 鹿屋Ｂ 4 鹿屋Ｂ
263 福岡早良・佐賀 46 2’ 三瀬Ｔ有料Ｒ 2 三瀬Ｔ有料Ｒ
267 人吉・薩摩川内 85 2 久七峠Ｂ
269 指宿・宮崎 陸上 2 高須Ｂ 2 2梅谷B

147 天満B4 加納B
325 久留米・高千穂 139 2 田原Ｂ 2 河内Ｂ
326 延岡・大野 68 2 2代行区間供用
382 上対馬・唐津 125（陸上） 小浦桟敷原Ｂ 2 2 2 どう坂Ｂ
385 柳川・福岡博多 86 2 2東脊振B2 三橋大川Ｂ 2五ヶ山B
386 日田・筑紫野 46
442 大分・大川 173 2 2竹原峠R2大木大川B2筑後B2八女筑後B
443 大川・氷川 125 2木倉B 2山川B2三橋瀬高B
498 鹿島・佐世保 57 2 松浦Ｂ

凡例 2 ： 2車、暫定2車 4 ： 4車化、4車 6 ： 6車化、6車 なお、’は一部の意味 数字の位置が開通、完成年 L:拡幅 Ｂ:バイパス R:道路

三田川Ｂ

57

3

筑紫野Ｂ 筑紫野Ｂ

474

526
大分南Ｂ

鹿屋Ｌ

府内Ｌ

高岡Ｂ４　
10

隈之城Ｂ

西原Ｂ

大久保Ｂ

表 2 国道バイパスの整備 
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参
考 

有
明
海
沿
岸
道
路
の
整
備 

 

有
明
海
は
、
熊
本
、
福
岡
、
佐
賀
、
長

崎
の
４
県
に
ま
た
が
る
九
州
最
大
の
湾
で

あ
り
、
沿
岸
域
が
ま
た
九
州
最
大
規
模
の

平
野
で
あ
る
。
阿
蘇
、
九
重
、
耳
納
、
脊

振
、
雲
仙
な
ど
、
周
辺
の
山
地
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
河
川
が
流
れ
込
み
、
平
野
が
で
き

た
。
そ
の
一
方
で
、
我
が
国
最
大
の
干
潟

と
干
満
差
が
、
多
様
か
つ
独
特
の
生
き
物

に
よ
る
豊
饒
の
海
を
も
た
ら
し
て
い
る
。 

 

こ
の
広
が
る
平
野
と
豊
か
な
自
然
の
中

の
人
々
の
営
み
に
よ
り
、
沿
岸
域
に
多
く

の
都
市
が
生
ま
れ
た
。
玉
名
、
荒
尾
・
大

牟
田
、
柳
川
・
大
川
、
久
留
米
、
佐
賀
、

鹿
島
、
諫
早
、
島
原
な
ど
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
う
し
た
沿
岸
域
も
、
そ
れ

を
循
環
す
る
交
通
体
系
は
必
ず
し
も
十
分

で
な
い
。
新
幹
線
に
し
て
も
、
高
速
道
路

に
し
て
も
、
沿
岸
域
が
便
利
に
利
用
で
き

る
状
況
に
な
い
。
あ
る
い
は
、
佐
賀
空
港
、

大
牟
田
港
な
ど
の
交
通
拠
点
を
沿
岸
諸
地

域
が
効
率
的
に
利
用
で
き
な
い
で
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
地
域
内
で
互
い
の
つ
な
が
り

を
欠
い
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。 

つ
ま
り
、
本
文
で
紹
介
し
た
地
域
高
規

格
道
路
の
機
能
に
該
当
す
る
交
通
体
系
が

不
備
で
、
そ
の
打
開
策
に
と
有
明
海
沿
岸

道
路
の
整
備
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

下
図
は
、
現
在
、
整
備
が
進
む
有
明
海

沿
岸
道
路
の
全
体
計
画
で
あ
る
。
福
岡
県

大
牟
田
市
か
ら
佐
賀
県
鹿
島
市
ま
で
の
５

５
㎞
の
自
動
車
専
用
地
域
高
規
格
道
路
だ
。

こ
の
沿
線
に
福
岡
県
南
の
諸
都
市
と
佐
賀

県
の
佐
賀
市
や
鹿
島
市
が
連
な
り
、
ま
た
、

大
牟
田
港
お
よ
び
佐
賀
空
港
が
立
地
す
る
。 

加
え
て
、
県
道
を
介
し
九
州
自
動
車
道

南
関
Ｉ
Ｃ
と
大
牟
田
北
Ｉ
Ｃ
と
が
、
ま
た
、

佐
賀
唐
津
道
路
（
地
域
高
規
格
道
路
）
を

介
し
長
崎
自
動
車
道
の
多
久
Ｉ
Ｃ
と
嘉
瀬

南
Ｉ
Ｃ
と
が
つ
な
が
り
、
高
速
交
通
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
は
か
ら
れ
る
予
定
で
あ

る(

図
参
照)

。 

工
事
は
、
福
岡
県
の
大
川
西
Ｉ
Ｃ
～
大

牟
田
Ｉ
Ｃ
区
間
か
ら
始
め
ら
れ
た(

表)

。

大
牟
田
高
田
道
路
、
高
田
大
和
バ
イ
パ
ス
、

大
川
バ
イ
パ
ス
に
３
区
分
さ
れ
、
高
田
大

和
バ
イ
パ
ス
を
一
般
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、

１
９
８
８
年
に
事
業
化
し
た
の
が
始
ま
り

で
あ
る
。
以
降
、
大
川
バ
イ
パ
ス
、
大
牟

田
高
田
道
路
の
整
備
に
着
手
し
、
そ
し
て
、

２
０
０
８
年
に
至
り
漸
く
に
大
牟
田
Ｉ
Ｃ

～
高
田
Ｉ
Ｃ
間
、
大
和
南
Ｉ
Ｃ
～
大
川
中

央
Ｉ
Ｃ
間
の
２
２
㎞
が
開
通
し
た
。 

 

高
田
Ｉ
Ｃ
～
大
和
南
Ｉ
Ｃ
間
は
一
年
遅

れ
の
開
通
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
間

の
矢
部
川
大
橋
（
斜
張
橋
、
全
長
５
１
７

ｍ
、
主
塔
高
８
５
ｍ
、
主
塔
間
距
離
２
６

１
ｍ
）
の
建
設
に
際
し
、
主
塔
が
沈
下
し

た
た
め
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
斜

長
橋
と
し
て
日
本
一
を
誇
る
が
、
２
０
０

７
年
３
月
に
主
塔
が
完
成
し
た
。
そ
の
際
、

計
測
し
た
と
こ
ろ
、
想
定
（
４
㎝
）
を
上

回
る
１
０
㎝
の
沈
下
が
確
認
さ
れ
た
。
有

明
海
特
有
の
軟
弱
地
盤
の
せ
い
で
あ
る
。

直
ち
に
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、

２
０
０
８
年
５
月
に
沈
下
は
ほ
ぼ
終
息
し

た
と
判
断
さ
れ
た
。
工
事
は
再
開
さ
れ
、

同
年
の
１
１
月
に
主
桁
が
連
結
し
、
２
０

０
９
年
３
月
の
開
通
と
な
っ
た
。 

 

そ
の
後
も
、
２
０
１
１
年
に
嘉
瀬
南
Ｉ

Ｃ
～
久
保
田
Ｉ
Ｃ
間
が
、
２
０
１
２
年
に

三
池
港
Ｉ
Ｃ
～
大
牟
田
Ｉ
Ｃ
間
お
よ
び
大

和
南
Ｉ
Ｃ
～
徳
益
Ｉ
Ｃ
間
が
順
次
完
成
し

開
通
し
た
。 

こ
の
後
、
福
岡
県
側
は
暫
定
区
間
な
ど

の
拡
充
や
筑
後
川
を
渡
る
区
間
の
整
備
が

あ
る
。
一
方
、
佐
賀
県
側
は
む
し
ろ
こ
れ

か
ら
で
あ
る
。
完
成
ま
で
に
い
ま
し
ば
ら

く
年
月
を
要
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

 
現
在
の
整
備
区
間
はⅠ

期
の
も
の
で
あ

る
。
そ
の
先
に
、Ⅱ

期
と
し
て
大
牟
田
―

荒
尾
―
長
洲
―
熊
本
の
区
間
が
あ
り
、
地

域
高
規
格
道
路
の
候
補
路
線
に
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
島
原
、
天
草
、
長
島
を

つ
な
ぎ
、
有
明
海
、
八
代
海
を
巡
る
８
の

字
型
循
環
や
３
県
架
橋
の
構
想
も
あ
り
、

九
州
の
国
土
形
成
に
重
大
な
意
味
を
持
つ
。 

有 明 海

筑
後
川

三池港

六角川

嘉
瀬
川

大
川
西
Ｉ
Ｃ
～
大
牟
田
Ｉ
Ｃ

大牟田

三池港

高田

健老

大牟田北

黒崎

大和南

大和北

徳益

三橋

多久ＩＣ

柳
川
西

柳
川
東

福富

嘉
瀬
南

芦
刈

事業 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14

着工 開通

（大牟田ＩＣ～高田ＩＣ） 事業化 開通 黒崎～大牟田北上り2車線化

高田大和ﾊﾞｲﾊﾟｽ 事業化（Ｂ） （自） 7km延伸 開通 開通(高田∼大和南)開通（大和南∼徳益）

大川バイパス 事業化（Ｂ） （自） 開通（徳益～大川中央）

大川佐賀道路

佐賀福富道路 事業化(嘉瀬南～福富）開通（嘉瀬南～久保田）開通(久保田^芦刈）

福富鹿島道路

有明海沿岸道路(Ⅰ期)(国道208号と国道444号のバイパス) 福岡県大牟田市 終点：佐賀県鹿島市 総距離：約55ｋｍ

大牟田高田道路(国道208号ﾊﾞｲﾊﾟｽ) 大牟田市新港町～みやま市高田町　8.6km　　　設計速度80km/h 4車線

高田大和バイパス みやま市高田町～柳川市大和町　  8.9km 4車線

大川バイパス(国道208号ﾊﾞｲﾊﾟｽ） 柳川市大和町～大川市大野島　 　10.0㎞ 4車線

大川佐賀道路 大川市大野島～佐賀市嘉瀬町　 　10.0㎞ 4車線

佐賀福富道路 佐賀市嘉瀬町～白石町福富 　　　10.5㎞ 暫定2車線

福富鹿島道路 白石町福富～白石町深浦　　　　　9.0㎞ 暫定2車線

主な構造物 堂面川橋　201ｍ　　矢部川大橋　517ｍ　　皿垣連続高架橋　423ｍ　有明嘉瀬川大橋　710ｍ
　　注)　　B＝バイパス　　　自＝自動車専用道路

大牟田高田道
路

（大和南～徳益）

起点：

〃

（三池港ＩＣ～大牟田ＩＣ）

〃

〃

〃

〃
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飛
行
場
と
は
、
空
港
と
は 

 

人
類
は
、
陸
、
海
、
空
の
そ
れ
ぞ
れ
で

交
通
機
関
を
発
達
さ
せ
た
。
そ
の
中
で
、

空
の
交
通
が
最
も
遅
れ
て
か
ら
の
登
場
で

あ
る
。
１
９
０
３
年
、
ラ
イ
ト
兄
弟
の
ラ

イ
ト
フ
ラ
イ
ヤ
ー
号
に
よ
る
飛
行
か
ら
今

日
ま
で
わ
ず
か
１
世
紀
余
を
経
た
に
過
ぎ

な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
ま
や
国
際
、

国
内
の
ほ
と
ん
ど
の
拠
点
間
を
網
羅
す
る

ほ
ど
に
航
空
路
線
網
が
発
達
し
て
い
る
。

一
説
に
よ
れ
ば
、
世
界
で
４
４
０
０
０
の

空
港
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

音
速
（
１
２
２
５
㎞
／
ｈ
）
の
０
．
８
～

０
．
８
５
倍
の
速
さ
で
、
遠
方
と
頻
繁
に

往
来
で
き
る
と
は
、
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で

は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

航
空
路
線
網
の
結
節
点
に
航
空
機
の
離

発
着
場
所
つ
ま
り
飛
行
場
（a

irfie
ld

）
が

あ
り
、
空
港(a

irp
o
r
t)

と
も
呼
ぶ
。
後
者

は
、
旅
客
や
貨
物
な
ど
の
輸
送
に
使
わ
れ

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
持
つ
空
の
港
と
の

意
味
合
い
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
空
港
法

２
条
で
は
、
「
公
共
用
の
飛
行
場
を
空
港

（
附
則
２
条
１
項
の
飛
行
場
を
除
く
）
」
と

定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
通
常
は

地
名
を
付
し
○
○
空
港
と
称
し
て
い
る
。 

つ
ま
り
、
大
ま
か
に
市
民
が
利
用
す
る

飛
行
場
が
「
空
港
」
だ
が
、
地
方
の
小
規

模
空
港
を
飛
行
場
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。 

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
自
衛
隊
や
米

軍
と
民
間
が
共
用
す
る
飛
行
場
（
共
用

空
港
）
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
民
間
の
利

用
が
認
め
ら
れ
な
い
飛
行
場
に
軍
用
が

あ
り
、「
基
地
」
ま
た
は
「
飛
行
場
」
と

い
い
、
別
扱
い
で
あ
る
。 

さ
て
、
少
な
く
と
も
民
間
利
用
が
認

め
ら
れ
て
い
る
わ
が
国
の
空
港
、
飛
行

場
は
全
部
で
９
７
あ
る
。
こ
れ
ら
を
空

港
法
な
ど
に
基
づ
い
て
分
類
す
れ
ば
、

拠
点
空
港
２
８
、
地
方
管
理
空
港
５
４
、

そ
の
他
空
港
７
、
共
用
空
港
８
と
な
る
。 

拠
点
空
港
は
、
国
際
ま
た
は
国
内
航

空
輸
送
網
の
拠
点
と
な
る
空
港
で
あ

る
。
国
際
空
港
５
、
そ
れ
ら
以
外
の
国
際

ま
た
は
国
内
航
空
輸
送
網
の
拠
点
と
な
る

空
港
２
３
に
大
別
で
き
る
。
あ
る
い
は
、

管
理
主
体
か
ら
す
れ
ば
、
会
社
管
理
空
港

４
、
国
管
理
空
港
１
９
お
よ
び
特
定
地
方

管
理
空
港
５(
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す

る
拠
点
空
港
の
こ
と)
で
あ
る
。 

 

一
方
、
地
方
管
理
空
港
は
、
拠
点
空
港

以
外
で
、
国
際
お
よ
び
国
内
航
空
輸
送
網

を
形
成
す
る
重
要
な
役
割
を
も
つ
空
港
で

あ
る
。
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
、
管
理
さ
れ
て
い
る
。 

共
用
空
港
は
、
自
衛
隊
が
設
置
す
る
飛

行
場
ま
た
は
米
軍
使
用
の
飛
行
場
で
、
民

間
に
も
開
放
さ
れ
共
用
す
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
空
港
法
の
分
類
に
属
さ

な
い
が
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
な
ど
で
使

用
す
る
飛
行
場
（
そ
の
他
空
港
）
が
あ
る
。 

 九
州
に
お
け
る
空
港
の
概
況 

九
州
の
空
港
を
種
類
別
に
整
理
す
れ
ば

表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
前
述
の
６
タ
イ

プ
の
う
ち
、
国
管
理
の
拠
点
空
港
７
、
地

方
管
理
空
港
１
３
、
そ
の
他
空
港
２
の
３

タ
イ
プ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
総
数
は
２
２

で
、
全
国
の
約
５
分
の
１
を
占
め
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
佐
賀
市
を
除
く
各
県
の
県

庁
所
在
都
市
と
北
九
州
市
を
母
都
市
に
し

た
拠
点
空
港
が
あ
る
。
ま
た
、
佐
賀
空
港

を
含
め
、
長
崎
、
鹿
児
島
の
離
島
空
港
も

一
応
の
整
備
が
進
み
、
こ
れ
ら
が
地
方
管

理
空
港
で
あ
る
。 

つ
い
で
な
が
ら
、
標
高
の
上
で
は
鹿
児

島
空
港
が
最
も
高
く
、
２
７
２
ｍ
で
あ
る
。

ま
た
、
標
高
１
０
０
ｍ
を
超
え
る
空
港
が

５
あ
り
、
そ
の
一
方
で
１
０
ｍ
以
内
は
１

０
を
数
え
る
。
標
高
が
最
も
低
い
空
港
は

佐
賀
と
徳
之
島
空
港
の
わ
ず
か
２
ｍ
で
あ

り
、
高
潮
、
津
波
に
十
分
な
注
意
が
必
要

で
あ
る
。 

滑
走
路
長
は
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、

鹿
児
島
が
３
０
０
０
ｍ
、
福
岡
が
２
８
０

０
ｍ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
拠
点
空
港
は

２
５
０
０
ｍ
以
上
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ボ
機

か
ら
中
型
機
に
シ
フ
ト
し
た
こ
れ
か
ら
の

空
港
の
あ
り
方
と
し
て
問
題
は
な
い
。 

国
内
外
の
航
空
路
線
は
、
福
岡
空
港
に

集
中
し
て
い
る
。
と
く
に
、
国
際
線
は
福

岡
空
港
に
集
り
、
世
界
の
２
２
都
市
（
乗

降
で
き
る
経
由
都
市
を
含
む
）
と
結
ば
れ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
他
の
拠
点
空
港

は
せ
い
ぜ
い
１
～
４
都
市
に
と
ど
ま
る
。 

国
内
線
は
、
福
岡
空
港
が
２
７
路
線
、

鹿
児
島
空
港
が
１
７
路
線
で
あ
る
。
次
い

で
多
い
の
が
、
奄
美
空
港
の
１
０
や
長
崎

空
港
の
９
路
線
で
あ
る
。 

奄
美
空
港
は
、
奄
美
群
島
の
中
心
で
あ

り
、
半
分
が
周
辺
諸
島
と
の
間
の
路
線
で

あ
る
。
ま
た
、
鹿
児
島
お
よ
び
長
崎
空
港

も
離
島
路
線
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
港

か
ら
県
内
の
離
島
間
を
結
ぶ
路
線
が
約
４

割
に
達
す
る
。 

利
用
客
数
に
つ
い
て
は
、
福
岡
空
港
の

空
の
時
代
の
空
港
の
整
備 

6 

Ⓣ 

表１ 空港、飛行場の概況 

路線数
(2015)

乗降客
（H25年度）

上：国内 上：国内万人

なし 下：国際 下：国際万人

27 1610.2

22* 319.0

2 123.6

ー 15.1

9 282.0

2 4.3

8 301.0

2 4.6

5 170.3

1 1.6

5 279.2

3 5.3

17 500.3

4 10.9

特定地方管理空港　　なし

2 32.3

2 4.9

対馬〃 長崎 65 1900×45 2 26.0

小値賀〃 長崎 8 800×25 ― ー

福江〃 長崎 77 2000×45 2 13.6

上五島〃 長崎 80 800×25 ― ―

壱岐〃 長崎 16 1200×30 1 3.3

種子島〃 鹿児島 234 2000×45 1 7.3

屋久島〃 鹿児島 37 1500×45 3 16.5

奄美〃 鹿児島 4 2000×45 10 56.0

喜界〃 鹿児島 5 1200×30 2 7.0

徳之島〃 鹿児島 2 2000×45 2 15.2

沖永良部 鹿児島 28 1350×45 3 8.5

与論〃 鹿児島 14 1200×30 4 6.7

天草飛行場 熊本 103 1000×30 2 6.2

大分県央 大分 235 800×25 ― ―

共用飛行場 なし

会社管理空港

福岡空港
国交
大臣

北九州〃 〃

国
管
理
空
港

鹿児島〃 〃

〃

〃

〃

5

196

6

6

長崎〃

熊本〃

大分〃

宮崎〃

〃

そ
の
他

*　国際線は経由を含む就航先都市数

滑走路m

延長×幅
標

高m
運営空港、飛行場

272

2800×60

2500×60

3000×60

3000×45

2500×45

3000×45

3000×45

9

6

佐賀空港
佐賀
県

2 2000×45

地
方
管
理
空
港
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国
内
旅
客
は
年
間
１
６
０
０
万
人
を
超
え
、

全
国
３
位
。
国
際
は
３
２
０
万
人
で
、
５

位
で
あ
る
（
２
０
１
５
年
度
）
。
ま
た
、
１

日
平
均
旅
客
数
を
５
千
人
と
見
込
め
ば
、

年
間
の
取
扱
い
は
１
８
０
万
人
超
で
あ
る

が
、
そ
の
規
模
の
空
港
と
し
て
、
鹿
児
島
、

熊
本
、
宮
崎
お
よ
び
長
崎
が
あ
る
。 

路
線
別
で
は
、
福
岡
～
東
京(

羽
田)

間

が
約
８
０
０
万
人
で
、
東
京
（
羽
田
）
～

新
千
歳
に
次
ぐ
。
ま
た
、
九
州
の
拠
点
空

港
と
東
京
（
羽
田
）
間
の
全
路
線
が
１
０

０
万
人
を
超
え
、
航
空
網
の
主
体
を
な
し

て
い
る
。 

 こ
れ
ま
で
の
空
港
整
備
を
た
ど
る 

 

あ
る
程
度
以
上
の
規
模
を
想
定
す
れ
ば
、

空
港
は
、
基
本
施
設
（
滑
走
路
、
着
陸
帯
、

過
走
帯
、
誘
導
路
、
エ
プ
ロ
ン
）
、
航
空
保

安
施
設
（
滑
走
路
灯
、
航
空
灯
火
施
設
、

無
線
誘
導
な
ど
）
、
お
よ
び
旅
客
・
貨
物
の

取
扱
い
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
３
者
か
ら
な
る
。

ま
た
、
航
空
機
の
整
備
や
燃
料
な
ど
の
補

給
施
設
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
、
空
港
周

辺
に
関
し
タ
ー
ミ
ナ
ル
レ
ー
ダ
ー
管
制
が

導
入
さ
れ
、
航
空
路
レ
ー
ダ
ー
管
制
へ
と

つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
空
港
へ
ア
ク
セ
ス

す
る
た
め
の
利
便
性
の
高
い
交
通
機
関
が

求
め
ら
れ
る
。 

要
す
る
に
、
空
港
は
飛
行
の
た
め
の
直

接
的
な
離
発
着
・
航
空
施
設
と
、
様
々
な

支
援
施
設
の
両
面
か
ら
な
る
。
そ
の
中
で
、

各
空
港
に
お
け
る
滑
走
路
を
も
と
に
、
そ

の
整
備
の
経
緯
を
た
ど
れ
ば
表
２
の
と
お

り
で
あ
る
。 

戦
後
し
ば
ら
く
は
、
敗
戦
で
米
軍
の
接

収
が
続
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
民
間
の
航

空
輸
送
は
規
制
さ
れ
た
が
、
１
９
５
０
年

代
に
な
り
、
よ
う
や
く
解
除
さ
れ
た
。
表

１
の
国
管
理
拠
点
空
港
は
、
旧
軍
用
空
港

と
し
て
存
在
し
た
飛
行
場
を
活
用
し
て
の

再
開
で
あ
る
。
１
９
５
１
年
の
福
岡
空
港

（
板
付
）
に
お
け
る
福
岡
～
大
阪
～
東
京

路
線
を
は
じ
め
、
長
崎
（
大
村
）
、
大
分
（
大

分
川
右
岸
）
、
鹿
児
島
（
鴨
池
）
、
熊
本
（
健

軍
）
、
北
九
州
（
曽
根
）
、
宮
崎
の
各
空
港

か
ら
、
戦
後
の
民
用
航
空
輸
送
が
再
開
さ

れ
た
。 

そ
の
上
で
、
空
港
整
備
法
（
１
９
５
６

年
）
が
制
定
さ
れ
、
離
島
の
空
港
づ
く
り

が
促
進
さ
れ
た
。
１
９
６
２
年
の
徳
之
島

を
皮
切
り
に
、
福
江
、
屋
久
島
、
奄
美
、

壱
岐
の
各
空
港
が
相
次
い
で
整
備
さ
れ
、

同
年
代
末
に
は
喜
界
、
沖
永
良
部
空
港
が

完
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
海
岸
線
に

沿
っ
た
位
置
に
あ
り
、
１
２
０
０
～
２
０

０
０
ｍ
の
滑
走
路
を
有
し
て
い
る
。 

１
９
７
０
年
に
空
港
整
備
特
別
会
計
が

創
設
さ
れ
た
。
一
般
会
計
に
加
え
て
、
空

港
使
用
料
（
着
陸
料
、
停
留
料
、
保
安
料
、

航
空
航
行
援
助
施
設
利
用
料
）
を
国
の
特

別
会
計
と
し
、
空
港
の
整
備
事
業
に
充
て

る
制
度
で
あ
る
。
１
９
７
０
年
代
は
、
こ

の
特
別
会
計
と
、
５
年
ご
と
に
定
め
ら
れ

る
空
港
整
備
５
箇
年
計
画
を
両
輪
に
、
航

空
需
要
急
増
に
対
処
す
る
空
港
整
備
が
活

発
に
行
わ
れ
た
。 

整
備
内
容
は
２
通
り
あ
る
。
一
つ
は
、

旧
軍
用
飛
行
場
で
始
ま
っ
た
空
港
が
航
空

輸
送
需
要
増
に
追
い
つ
か
ず
手
狭
で
あ
る
、

航
空
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
化
時
代
に
即
し
た
滑

走
路
で
な
い
、
市
街
地
に
近
く
騒
音
問
題

が
深
刻
化
し
た
、
な
ど
か
ら
、
郊
外
へ
の

移
転
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
分
、

熊
本
、
鹿
児
島
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
い

ず
れ
も
市
街
地
に
位
置
し
た
空
港
を
、
騒

音
問
題
に
対
処
し
、
市
街
地
か
ら
離
れ
た

郊
外
部
に
移
転
さ
せ
た
。 

大
分
は
国
東
半
島
の
海
岸
線
へ
、
鹿
児

島
お
よ
び
熊
本
は
民
家
が
少
な
い
内
陸
の

丘
陵
地
へ
の
移
転
で
あ
る
。 

た
だ
、
こ
れ
ら
は
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
と

は
い
え
な
い
。
確
か
に
道
路
は
整
備
さ
れ

た
が
、
い
ず
れ
も
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で
４
０

分
～
１
時
間
と
、
飛
行
時
間
に
匹
敵
す
る

ア
ク
セ
ス
時
間
を
要
す
る
問
題
が
あ
る
。 

１
９
７
５
年
、
長
崎
空
港
が
整
備
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
前
述
の
諸
空
港
と
は
異
な

る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
大
村
湾
に
面

す
る
空
港
を
残
し
つ
つ
、
目
の
前
の
箕
島

を
活
用
し
た
空
港
整
備
で
あ
る
。
世
界
初

の
海
上
空
港
で
、
騒
音
問
題
を
解
決
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
長
崎
市
の
中
心

部
と
は
も
と
も
と
１
時
間
の
ア
ク
セ
ス
を

要
し
、
そ
の
意
味
で
は
鹿
児
島
空
港
等
に

類
す
る
。
現
在
は
、
大
村
空
港
時
代
の
滑

走
路
（
１
２
０
０
ｍ
）
を
海
上
自
衛
隊
が
、

新
し
い
海
上
空
港
の
滑
走
路
（
３
０
０
０

ｍ
）
を
民
間
が
使
用
し
て
い
る
。 

い
ま
一
つ
は
、
航
空
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
化

や
大
型
化
に
対
応
し
て
、
滑
走
路
を
延
長

す
る
事
業
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

離
島
に
加
え
、
前
述
の
熊
本
、
宮
崎
、
鹿

児
島
空
港
の
滑
走
路
延
長
工
事
が
進
め
ら

れ
た
。
短
い
も
の
で
１
２
０
０
ｍ
、
長
い

も
の
で
３
０
０
０
ｍ
で
あ
る
。 

１
９
８
０
年
代
も
、
１
９
７
０
年
代
と

同
様
に
地
方
空
港
の
拡
張
が
続
き
、
滑
走

路
の
延
長
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
一

方
で
、
上
五
島
、
小
値
賀
空
港
の
新
設
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
両
空
港
は
長
崎
県
管
理

の
小
規
模
空
港
で
あ
り
、
７
０
年
代
の
空

港
建
設
を
引
き
継
い
だ
。
た
だ
、
残
念
な

こ
と
に
、
両
空
港
と
も
２
０
０
６
年
３
月

に
路
線
全
て
が
廃
止
さ
れ
、
閉
鎖
さ
れ
た
。

天
候
が
悪
く
就
航
率
が
８
０
％
程
度
に
と

ど
ま
り
、
ま
た
、
搭
乗
率
も
３
０
％
代
だ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。 

１
９
９
０
年
代
に
は
、
地
方
空
港
の
新

設
お
よ
び
滑
走
路
の
拡
張
を
一
応
な
し
終

え
た
。
そ
の
中
で
、
１
県
１
空
港
か
ら
取

り
残
さ
れ
て
い
た
佐
賀
空
港
が
干
拓
地
に

建
設
さ
れ
悲
願
達
成
と
な
っ
た
。 

あ
る
い
は
、
新
た
な
策
と
し
て
、
コ
ミ

ュ
ー
タ
航
空
（
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
航
空
、
地

域
航
空
と
も
い
う
）
の
導
入
が
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
航
空
事
業
へ
の
参
入
お
よ
び

撤
退
規
制
を
緩
和
し
、
そ
れ
ま
で
小
型
航

空
機
は
１
９
人
以
下
し
か
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
を
６
０
人
ま
で
可
と
し
、

近
距
離
航
空
事
業
（
５
０
～
２
５
０
㎞
）

が
営
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
ま
ね
、

九
州
で
も
枕
崎
飛
行
場
、
天
草
飛
行
場
が

整
備
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
航
空
事
業
が
は

じ
ま
っ
た
。
枕
崎
飛
行
場
は
１
９
９
１
年

の
開
設
で
、
当
初
は
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
乗

り
入
れ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
０
３

年
に
撤
退
。
現
在
は
利
用
が
な
く
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
に
転
換
さ
れ
た
。 

一
方
、
天
草
飛
行
場
は
２
０
０
０
年
の

開
設
で
あ
る
。
福
岡
、
熊
本
空
港
と
の
２

路
線
を
３
９
人
乗
り
航
空
機
で
運
行
し
て

い
る
が
、
年
間
６
万
人
強
の
利
用
が
あ
り
、
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健
闘
し
て
い

る
。 い

ま
一
つ

新
し
い
ア
イ

デ
ィ
ア
で
、

農
道
離
着
陸

場
（
農
道
空

港
）
の
整
備

が
あ
り
、
大

分
県
央
飛
行

場
は
そ
の
も

こ
と
で
建
設

さ
れ
た
。
農

道

を

拡

幅

し
、
輸
送
機

の
離
発
着
を

可
能
に
す
る

も

の

で

あ

る
。
都
市
と

直
結
し
て
農

業
の
振
興
を

図
る
と
の
考

え
に
よ
る
。

し
か
し
、
思

う
ほ
ど
に
利

用
さ
れ
ず
、

現
在
は
防
災

ヘ
リ
、
遊
覧
な
ど
を
含
め
多
目
的
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。 

２
０
０
０
年
代
は
、
こ
れ
ま
で
の
北
九

州
空
港
に
代
え
て
、
周
防
灘
の
沖
合
に
、

関
門
海
峡
浚
渫
土
処
分
場
を
活
用
し
、
海

上
空
港
が
建
設
さ
れ
た
。
当
初
は
、
従
来

空
港
の
拡
張
が
模
索
さ
れ
た
が
、
一
方
が

山
に
塞
が
れ
、
他
方
も
干
潟
の
存
在
で
環

境
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
断
念
し
た
経
緯

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
浚
渫
土
処
分
場
の

概
成
と
と
も
に
海
上
空
港
案
が
浮
か
び
あ

が
り
実
現
し
た
。
一
石
二
鳥
の
秘
策
だ
っ

た
。 北

九
州
空
港
と
同
時
に
、
種
子
島
空
港

が
開
設
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、
よ
り
市
街

地
に
近
い
場
所
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
滑

走
路
が
短
く
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
就
航
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
地
に
新
空
港
が

建
設
さ
れ
た
。
年
間
の
利
用
客
数
は
約
７

万
人
で
あ
る
。 

 
要
約
す
れ
ば
、
九
州
の
現
在
の
空
港
は

離
島
を
含
め
て
全
域
で
整
備
展
開
が
あ
っ

た
が
、
１
９
６
０
年
代
が
整
備
の
幕
開
け

で
あ
る
。
そ
し
て
、
１
９
７
０
年
代
に
最

盛
期
を
迎
え
、
１
９
８
０
年
代
は
そ
の
継

続
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
１
９
９
０
年

代
に
佐
賀
空
港
が
完
成
し
、
全
県
の
空
港

が
出
そ
ろ
っ
た
。
ま
た
、
新
た
な
空
港
の

整
備
概
念
も
生
ま
れ
た
が
、
こ
れ
ら
で
成

功
し
た
も
の
は
な
い
。
そ
し
て
、
２
０
０

０
年
代
の
北
九
州
、
種
子
島
空
港
で
一
応

の
整
備
を
終
了
。
今
後
は
、
そ
れ
ら
を
維

持
し
、
ま
た
格
安
航
空
が
出
現
す
る
中
で
、

手
軽
で
身
近
な
航
空
機
の
利
活
用
を
促
し
、

九
州
の
発
展
に
寄
与
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。 

年 新設・移転 特記事項 拡　張 備　考
'50
'51 民間航空輸送再開

米軍、羽田の一部返還
'52 航空法
'53 日航の自主運行開始
'54
'55
'56 空港整備法
'57
'58
'59
'60
'61 国際線ジェット化が始まる
'62 徳之島空港（1080m）
'63 福江空港（1100m）

屋久島空港（1100m）
'64 奄美空港（1240m） 半海上空港 （宮崎空港1500m化）

壱岐空港（1200m）
'65
'66 （宮崎空港1800m化） 国内線ジェット化が始まる
'67 空港整備五箇年計画
'68 喜界空港（1200m）
'69 沖永良部空港（1200m）
'70 空港整備特別会計の創設
'71 大分空港（2000m） 滑走路が海上に位置 第2次5計

熊本空港（2500m）
'72 鹿児島空港（2500m） 多くの離島路線持つ （福岡空港返還2800m）45/47体制を発動
'73 薩摩硫黄島飛行場（600m） （徳之島空港1500m化）

（福江空港1200m化）
'74
'75 対馬空港（1500m） （屋久島空港1200m化）

長崎空港（3000,1200m） 世界初の海上空港
'76 与論空港（1200m） （福江空港1500m化） 第3次5計

（屋久島空港1500m化）
'77 （熊本空港3000m化）
'78
'79 （宮崎空港1900m化）
'80 （鹿児島空港3000m化）

(徳之島空港2000m化）
'81 上五島空港（800m） 現在は閉鎖 第4次5計
'82 （大分空港2500m化）
'83 （対馬空港1900m化）
'84
'85 小値賀空港（800m） 現在は閉鎖
'86 （福江空港1600m化） 45/47体制を放棄、第5次5計
'87
'88 （奄美空港2000m化） 農道離着陸場の整備始まる

（大分空港3000m化）
（福江空港2000m化）

'89
'90 （宮崎空港2500m化）
'91 枕崎飛行場（800m）　　　　　　国内初のコミューター空港。（旧北九1600m化） 第6次5計

定期便なく、公共用ヘリポートに転換
'92 大分県央飛行場（800m） 農道空港、定期便なし
'93
'94
'95
'96 第7次5計
'97 農道離着陸場整備事業廃止
'98 佐賀空港（2000m） 干拓地に建設
'99
'00 天草飛行場（1000m）
'01
'02
'03 空港整備プロセスにPIを導入
'04
'05 （沖永良部空港1350m化）
'06 北九州空港（2500m） 海上空港、旧北九州空港廃港

種子島空港（2000m）
'07
'08 空港整備法を空港法に改める

'09 に統合
'10
'11 　　　注1)　　空港は公共の用に供する飛行場をいう(空港法２条）。

'12 　　  注2)　  肉太文字の空港は、国際および国内航空輸送の拠点となる空港。

’13

ﾔﾏﾊﾘｿﾞｰﾄ開設、三島村へ
移管。定期便なく,非公共

関西国際空港(株)―民間資
金導入

社会資本整備事業特別会計の廃止

空港整備特別会計を社会資本整備事業特別会計

表 2 空港、飛行場の整備の経緯 
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参
考 

福
岡
空
港
の
整
備
問
題 

  

福
岡
空
港
は
、
九
州
に
と
っ
て
中
枢
空

港
で
あ
る
。
利
用
旅
客
数
は
、
九
州
内
で

群
を
抜
く
。
九
州
の
国
管
理
空
港
全
体
の

中
で
、
国
内
旅
客
４
９
％
、
国
際
旅
客
８

８
％
を
占
め
る
（
２
０
１
５
年
）
。
同
様
に
、

貨
物
は
国
内
６
４
％
、
国
際
９
６
％
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
空
港
の
背
後
圏
で
あ
る

福
岡
都
市
広
域
圏(

９
市
８
町)
の
人
口
は

２
４
９
万
人
、
空
港
利
用
者
の
３
／
４
を

占
め
る
福
岡
県
は
５
０
９
万
人
で
、
九
州

全
人
口
の
１
８
％
、
３
８
％
に
達
し
、
今

後
よ
り
寡
占
化
が
進
む
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

加
え
て
、
福
岡
は
、
そ
の
地
理
的
条
件

か
ら
ア
ジ
ア
に
向
け
た
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で

あ
る
。
魏
志
倭
人
伝
の
耶
馬
台
国
へ
の
道
、

遣
唐
使
・
遣
隋
使
な
ど
。
福
岡
は
、
古
代

か
ら
大
陸
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
重
責
を

果
た
し
て
き
た
。
そ
し
て
現
代
、
な
お
も

国
際
化
が
進
み
、
ア
ジ
ア
諸
地
域
が
重
視

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
福
岡
と
の
繋
が
り
へ

の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
福
岡
か

ら
、
札
幌
と
台
北
（
２
時
間
１
０
分
程
度
）
、

羽
田
と
上
海
（
１
時
間
３
０
程
度
）
、
名
古

屋
と
ソ
ウ
ル
（
１
時
間
程
度
）
、
鹿
児
島
と

釜
山
（
４
５
分
程
度
）
が
そ
れ
ぞ
れ
に
等

時
間
距
離
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
福
岡
空
港

は
国
内
・
国
際
の
バ
ラ
ン
ス
点
に
位
置
し
、

そ
の
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
福
岡
空
港
は
、
国
内

の
諸
地
域
は
も
と
よ
り
、
ア
ジ
ア
諸
地
域
・

都
市
、
場
合
に
よ
っ
て
は
欧
米
と
の
路
線

を
充
実
し
、
真
に
九
州
の
玄
関
と
し
て
の

機
能
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
福
岡
空
港
に

は
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。 

① 

福
岡
空
港
は
、
終
戦
間
際
の
１
９
４

５
年
に
旧
陸
軍
開
設
の
席
田
（
む
し
ろ

だ
）
飛
行
場
（
滑
走
路
長
６
０
０
ｍ
）
に

始
ま
る
。
そ
し
て
、
終
戦
直
後
に
ア
メ
リ

カ
軍
に
接
収
さ
れ
て
板
付
基
地
と
な
り
、

１
９
７
２
年
に
返
還
さ
れ
現
在
に
至
る
。

こ
の
間
、
表
の
よ
う
に
整
備
が
進
め
ら
れ

た
が
、
そ
れ
ら
は
つ
ぎ
は
ぎ
で
あ
る
。
こ

の
た
め
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
滑

走
路
端
に
偏
る
、
国
際
と
国
内
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
滑
走
路
を
挟
む
、
エ
プ
ロ

ン
幅
が
狭
い
な
ど
の
構
造
上
の
問
題
が

あ
る
。 

② 
福
岡
空
港
用
地
は
全
体
で
３
５
３
㏊ 

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
民
有
地
が
１
０
９
㏊

を
占
め
（
所
有
者
約
７
０
０
人
）
、
借
地

料
が
歳
出
の
１
／
３
と
な
り
空
港
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
。
ま
た
、
整
備
に
地
主
の

了
解
が
必
要
で
足
か
せ
で
あ
る
。 

③ 

都
市
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
、
空
港
を

市
街
地
が
取
り
囲
む
。
こ
の
た
め
、
騒
音

問
題
が
裁
判
に
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
あ

る
い
は
、
夜
間
の
飛
行
が
規
制
さ
れ
、
旅

客
機
の
早
朝
・
深
夜
の
運
行
が
で
き
な
い
、

貨
物
の
深
夜
便
が
就
航
で
き
な
い
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
、
市
街
地
整
備
の
上
で
航
空

法
に
よ
る
厳
し
い
高
さ
制
限
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
空
港
の
広
大
な
敷
地

が
市
街
地
交
通
を
分
断
し
不
便
な
迂
回
を

強
い
て
い
る
。 

④ 

１
９
６
８
年
の
九
州
大
学
電
算
セ
ン

タ
ー
へ
の
フ
ァ
ン
ト
ム
機
墜
落
事
故
、
１

９
９
６
年
の
ガ
ル
ー
ダ
航
空
機
の
オ
ー
バ

ー
ラ
ン
炎
上
事
故
な
ど
が
あ
り
、
市
街
地

の
安
全
問
題
が
あ
る
。 

⑤ 

旺
盛
な
空
港
利
用
か
ら
、
滑
走
路
の
離

発
着
回
数
が
滑
走
路
容
量
（
約
１
４
万
回
）

を
超
え
て
い
る
。
１
本
の
滑
走
路
当
た
り

離
発
着
回
数
は
日
本
一
で
、
最
も
過
密
か

つ
危
険
な
空
港
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。 

 

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
福
岡

空
港
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
早
い
段
階
か

ら
民
間
の
諸
団
体
や
経
済
界
に
よ
り
空
港

移
転
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
当
初
は
、
福

岡
空
港
を
移
転
し
、
本
格
的
な
九
州
国
際

空
港
を
実
現
す
る
と
の
構
想
が
提
示
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
福
岡
県
、
福
岡
市
お

よ
び
経
済
界
は
、
共
同
し
て
福
岡
空
港
調

査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
調
査
に
入
っ
た
。

し
か
し
、
九
州
国
際
空
港
と
な
る
と
、
福

岡
以
外
に
、
大
牟
田
荒
尾
、
佐
賀
、
長
崎

か
ら
も
声
が
あ
が
り
、
事
態
が
混
迷
し
た
。 

こ
の
た
め
、
単
な

る
福
岡
空
港
問
題

へ
の
対
応
に
絞
り

込
み
、
そ
の
後
の
調

査
が
進
め
ら
れ
た
。

調
査
の
課
題
は
、
福

岡
空
港
の
今
後
の

役
割
、
需
要
予
測
、

海
上
へ
の
移
転
か

現
空
港
拡
張
か
の

検
討
、
お
よ
び
近
隣

空
港
と
の
連
携
方

策
で
あ
っ
た
。 

そ
し
て
、
２
０
０

２
年
に
新
福
岡
空

港
構
想
が
発
表
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、

空
港
調
査
の
さ
ら

な
る
検
討
と
、
最
終
案
の
と
り
ま
と
め
を

目
的
に
、
国
（
九
州
地
方
整
備
局
、
大
阪

航
空
局
）
と
地
元
（
福
岡
県
、
福
岡
市
）

で
福
岡
空
港
調
査
連
絡
調
整
会
議
が
設
立

さ
れ
た
（
２
０
０
３
年
）
。
情
報
を
公
開
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
を
実
施

し
検
討
が
行
わ
れ
た
。 

そ
の
結
果
、
現
空
港
を
拡
張
し
、
滑
走

路
を
増
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
騒
音
問

題
な
ど
は
残
る
が
、
世
界
一
と
も
い
え
る

空
港
の
便
利
さ
を
生
か
し
、
か
つ
航
空
需

要
の
増
大
に
応
え
る
と
い
う
市
民
の
強
い

願
に
よ
る
。
現
在
は
、
そ
の
も
と
で
環
境

影
響
評
価
が
進
め
ら
れ
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
の
改
築
な
ど
の
整
備
の
道
を
歩
み
始
め

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
現
空
港
の

重
要
課
題
は
全
面
解
決
に
至
ら
ず
、
将
来

に
さ
ら
な
る
抜
本
策
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

年 主な事項

1944 旧陸軍の席田飛行場として建設開始

1945 滑走路完成（５月）

敗戦により米軍に接収され、板付基地となる（１０月）。

1951 民間航空の路線・福岡～大阪～東京が開設される。

1960 東京（羽田）～福岡間に深夜便運航開始

1961 東京（羽田）～福岡間にジェット旅客機就航

1965 福岡～釜山間に国際線が開設される。

1968   　　九州大学電算センターにファントム墜落事故発生。

1969 第１旅客ターミナル供用開始

1972 米軍より返還され、空港整備法上の第２種空港となる。

1974 第２旅客ターミナル供用開始

1981 第３旅客ターミナル供用開始

1993 福岡市営地下鉄空港線が乗り入れる。

1995 国内貨物ビル供用開始

1996 　　　ガルーダ航空機が滑走路をオーバーランし炎上。

1999 新国際線旅客ターミナルビル、国際貨物ビル供用開始

2008 空港法改正で、国管理の拠点空港と定められる。

滑走路　16/34　2800×６０ｍ

面積　　353ha　（民有109ha、福岡市7ha、国237ha）

第１旅客ターミナルビル 19000㎡ 地下1階、地上3階（一部4階）

第２旅客ターミナルビル 60000㎡ 地下1階、地上5階

第３旅客ターミナルビル 30000㎡ 地上3階（一部4階）

国際線旅客ターミナルビル 69000㎡ 地上4階

国内線貨物ビル、国際線貨物ビル

施
設
の
現
状
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津
々
浦
々
に
存
在
す
る
港
湾 

  

わ
が
国
は
海
に
囲
ま
れ
た
多
島
国
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
国
内
外
の
ど
こ
へ

行
く
に
も
、
ま
た
、
も
の
を
運
ぶ
に
し
て

も
、
津
を
出
て
浦
々
を
巡
っ
た
。
こ
の
こ

と
に
由
来
す
る
４
文
字
熟
語
に
津
々
浦
々

が
あ
る
。
し
か
し
、
津
に
し
て
も
、
浦
に

し
て
も
地
名
は
残
る
も
の
の
、
必
ず
し
も

現
代
の
用
語
と
は
い
え
な
い
。 

津
は
泊
、
湊
、
港
の
こ
と
で
あ
る
が
、

水
辺
で
人
や
も
の
が
集
ま
る
と
こ
ろ
、
水
・

陸
間
の
結
節
点
を
意
味
す
る
。
あ
る
い
は
、

巷
（
ち
ま
た
）
は
、
道
が
分
か
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
港(p

o
r
t)

は

水
際
の
巷
と
も
い
え
る
。 

他
方
、
浦
は
入
り
江
、
湾
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
中
で
、
入
り
江
は
海
が
内
陸
に

入
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
湾
は
そ
の
規
模

が
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
英
語
で
は

b
a

y

だ
が
、
さ
ら
に
、
そ
を
超
え
る
大
き
な
も

の
をg

u
lf

（T
h

e
 P

e
r
s
ia

n
 G

u
lf 

な
ど
）

と
も
い
う
。
し
か
し
、
わ
が
国
はg

u
lf

に

該
当
す
る
も
の
は
な
い
。 

 

要
す
る
に
、
全
国
に
多
様
な
湾
が
あ
り
、

そ
こ
で
人
や
物
を
運
ぶ
水
上
交
通
の
拠
点

と
し
て
港
が
あ
り
、
両
者
を
合
わ
せ
て
港

湾
と
呼
ぶ
。
そ
の
中
で
法
的
に
定
め
が
あ

る
も
の
に
港
湾
と
漁
港
が
あ
る
。
前
者
は

港
湾
法
に
、
後
者
は
漁
港
法
に
も
と
づ
く

が
、
本
項
で
は
港
湾
法
に
よ
る
港
湾
を
取

り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。 

換
言
す
れ
ば
、
水
陸
の
結
節
点
で
あ
る

港
に
お
い
て
、
船
舶
を
安
全
に
出
入
り
さ

せ
、
停
泊
さ
せ
て
、
人
や
貨
物
な
ど
を
中

継
輸
送
す
る
空
間
が
港
湾
で
あ
る
。
ま
た
、

水
域
の
一
定
部
分
を
港
湾
区
域
、
陸
域
の

そ
れ
を
臨
港
地
区
と
指
定
し
、
合
わ
せ
て

港
湾
関
連
の
全
体
を
定
め
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
港
湾
施
設
が
あ
り
、

配
備
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
表
１
に
示
す
。 

 
 港

湾
の
種
類
と
九
州
の
実
情 

  

都
市
活
動
や
国
内
外
に
展
開
す
る
航
路

網
と
の
関
係
、
輸

送
需
要
の
規
模

な
ど
に
応
じ
て

各
港
湾
の
重
要

性
が
異
な
り
、
当

然
な
が
ら
そ
れ

に
応
じ
た
整
備

や
運
営
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

全
国
の
港
湾
（
Ｈ

２
７
年
現
在
、
２

条
港
湾
９
３
３

港
、
５
６
条
港
湾

６
１
港
）
を
、
主

に
国
内
外
の
海

上
輸
送
体
系
上

の
重
要
さ
、
拠
点

性
を
念
頭
に
分

類
し
、
整
備
が
図

ら
れ
て
い
る
。 

港
湾
法
に
従

え
ば
、
表
２
に
示

す
６
タ
イ
プ
が

あ
る
。
そ
の
中
で
、

「
国
際
戦
略
港

湾
」
は
国
際
海
上

貨
物
輸
送
網
の

拠
点
と
な
り
、
国

際
競
争
力
の
強

化
を
重
点
的
に

図
る
も
の
で
、
京

浜
（
３
港
）
と
阪

神
（
２
港
）
が
該

当
す
る
。
残
念
だ

が
、
九
州
は
存
在

し
な
い
。 

続
く
「
国
際
拠
点
港
湾
」
は
、
国
際
海

上
貨
物
輸
送
網
の
拠
点
で
、
全
国
に
１
８

港
の
指
定
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
九
州
は

北
九
州
港
（
港
湾
法
上
は
下
関
と
合
わ
せ

て
関
門
の
１
つ
だ
が
、
現
実
の
管
理
は
下

関
港
と
北
九
州
港
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
）

と
、
博
多
港
の
２
つ
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

「
重
要
港
湾
」
は
、
全
国
１
０
２
港
中
、

九
州
は
２
５
港
と
１
／
４
を
占
め
る
。
そ

の
中
で
重
点
的
に
整
備
・
維
持
す
る
「
重

点
港
湾
」
と
し
て
表
に
示
す
８
港
の
指
定

が
あ
る
。
大
分
県
を
除
け
ば
、
各
県
１
港

ず
つ
の
配
置
で
あ
る
。 

残
り
は
「
地
方
港
湾
」
。
全
国
８
０
８
港

の
う
ち
九
州
は
２
６
３
港
で
全
国
の
約
１

／
３
で
あ
る
。
大
部
分
は
離
島
・
半
島
の

港
で
、
鹿
児
島
の
１
２
６
と
長
崎
の
７
７

と
で
大
半
を
占
め
る
。
ま
た
、
２
６
３
港

の
う
ち
、
表
の
５
港
は
万
一
に
備
え
る
避

難
港
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

港
湾
区
域
の
定
め
の
な
い
港
湾
に
「
５

６
条
港
湾
」
が
あ
り
、
２
５
港
で
、
う
ち

２
２
ま
で
が
長
崎
県
に
あ
る
。 

九
州
は
、
長
く
複
雑
な
海
岸
線
を
も
ち
、

離
島
・
半
島
が
多
い
。
ま
た
、
古
来
よ
り

ア
ジ
ア
諸
地
域
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
交
流

が
活
発
で
、
長
い
歴
史
の
中
で
多
く
の
港

町
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
が
、
九

州
に
多
数
か
つ
多
様
な
港
湾
が
展
開
さ
れ

て
い
る
理
由
で
も
あ
る
。 

 北
九
州
港
と
博
多
港
に
つ
い
て 

 

九
州
に
あ
っ
て
重
要
と
い
え
る
国
際
拠

点
港
湾
の
概
要
を
ま
と
め
れ
ば
表
３
上
段

表 2 港湾法二条 2 項による港湾の分類 

表１ 港湾施設一覧（港湾法二条５項） 

施　　設 施設の具体的な内容
水域施設 航路、泊地、船だまり
外郭施設 防波堤、防砂堤、防潮堤、水門、閘門、護岸、堤防、突堤など
係留施設 岸壁、係船浮標、係船杭、桟橋、物揚場、船揚場など
臨港交通施設 道路、駐車場、鉄道、軌道、運河、ヘリポートなど
航行補助施設 航路標識、入出港のための信号施設、照明施設、通信施設
荷さばき施設 荷役機械、荷さばき地、上屋
旅客施設 乗降施設、手荷物取扱所、待合室、宿泊所
保管施設 倉庫、野積場、貯木場、危険物置場、貯油施設
船舶役務施設 給水施設、給油施設、船舶修理施設、船舶保管施設
港湾公害防止施設 汚濁水浄化のための導水施設、公害防止用緩衝地帯など
廃棄物処理施設 廃棄物の受入,焼却,破砕の各施設,廃油処理施設
港湾環境整備施設 海浜、緑地、広場、植栽、休憩所
港湾厚生施設 船舶乗組員・港湾労働者休泊所、診療所など
港湾管理施設 管理事務所、管理用資材倉庫など
港湾施設用地 上記諸施設の敷地
移動式施設 移動式荷役機械,移動式旅客船乗降用施設
港湾役務提供移動施設、港湾管理用移動施設

時
代
を
越
え
躍
動
の
港
湾 

7 

Ⓣ 

区分 　　　九州（平成27年4月1日現在） 全国

国際戦略港湾
0 5

国際拠点港湾 関門(下関、北九州)、博多 2 18

うち重点港湾 苅田、伊万里、長崎、八代、大分、中津、細嶋、鹿児島

重要港湾
三池、唐津、佐世保、福江、厳原、郷ノ浦、三角、熊本、津久見、

別府、佐伯、油津、宮崎、名瀬、西之表、志布志、川内

地方港湾 福5、佐7、長77、熊23、大13、宮12、鹿126 263 808

　うち避難港 うち5 35

25 61

合計 315 994

102

港
湾
管
理
者
設
立
港
湾

　　56条港湾

長距離国際海上コンテナ運送に係る国際海上貨物輸送網の拠点となり、国際、国内の海上貨物輸送網とを結節する機能が高い港湾で、その国際
競争力の強化を重点的に図る必要がある港湾.　　　　　　　　　　                     　　　　　　　　　なし

定　　義

国際戦略港湾以外の港湾であつて、国際海上貨物輸送網の拠点となる港湾

重要港湾のうち国が重点して整備・維持する港湾

国際戦略港湾及び国際拠点港湾以外の港湾で、海上輸送網の拠点となる港湾
その他の国の利害に重大な関係がある港湾で、今後も国が整備を行う港湾

国際戦略港湾、国際拠点港湾及び重要港湾以外の港湾

小型船舶が避難のためてい泊する港湾（通常貨物の積卸、旅客の乗降に供せられない）         大島、呼子、脇岬、大泊、古仁屋

港湾区域の定めがなく都道府県知事が港湾法56条に基づいて公告した水域                        長崎22、大分2、宮崎1
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の
と
お
り
で
あ
る
。 

北
九
州
港 

北
九
州
港
は
、
北
九
州
市
が
管
理
す
る

国
際
拠
点
港
湾
で
あ
る
。
古
代
か
ら
ア
ジ

ア
大
陸
と
の
交
易
船
の
停
泊
地
と
し
て
活

用
さ
れ
て
き
た
。 

近
代
港
湾
と
し
て
の
始
ま
り
は
、
１
８

８
９
年
、
門
司
港
が
特
別
輸
出
港
に
い
ち

早
く
指
定
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、

１
９
４
０
年
に
門
司
、
小
倉
、
下
関
の
３

港
が
合
併
し
関
門
港
と
な
っ
た
。
つ
い
で
、

１
９
６
３
年
の
北
九
州
市
合
併
に
伴
い
、

門
司
、
小
倉
、
洞
海
の
３
港
が
統
合
さ
れ

北
九
州
港
が
誕
生
し
た
（
１
９
６
４
年
）
。 

現
在
の
北
九
州
港
は
、
響
灘
と
周
防
灘
、

そ
し
て
両
者
を
結
ぶ
関
門
海
峡
に
面
し
、

さ
き
の
３
港
に
新
門
司
と
ひ
び
き
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
加
え
た
５
地
区
に
分
散

し
て
い
る
。
岸
壁
は
全
部
で
１
７
３
バ
ー

ス
（
最
大
水
深
マ

イ
ナ
ス
１
５
ｍ
）

あ
り
、
海
上
出
入

貨
物
は
年
９
９

０
０
万
ト
ン
（
２

０
１
２
年
）
で
、

九
州
最
大
で
あ

る
。 他

方
、
１
９
８

８
年
よ
り
門
司

港
レ
ト
ロ
地
区

の
整
備
が
始
ま

り
、
１
９
９
５
年

に
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
し
た
。
Ｊ

Ｒ
門
司
港
駅
、
旧

門
司
三
井
倶
楽

部
、
旧
門
司
税
関
な
ど
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
の
建
物
を
配
し
、
レ
ト
ロ
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
観
光
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
年
間
２
０
０
万
人
を
越
え
る
観
光

客
が
集
ま
り
、
港
湾
地
区
か
ら
テ
ー
マ
パ

ー
ク
へ
と
変
身
し
つ
つ
あ
る
。 

博
多
港 

博
多
港
も
ま
た
古
代
か
ら
の
港
で
あ
る
。

か
つ
て
那
の
津
、
博
多
津
と
呼
ば
れ
た
。

７
～
８
世
紀
に
は
外
交
、
交
易
の
た
め
の

施
設
「
鴻
臚
館
」
が
設
置
さ
れ
、
遣
隋
使
・

遣
唐
使･

遣
新
羅
使
が
出
入
り
し
た
。
そ
し

て
１
１
世
紀
に
は
、
宗
か
ら
の
商
人
が
博

多
の
ま
ち
に
大
唐
街
を
つ
く
る
な
ど
、
早

く
か
ら
国
際
港
と
し
て
栄
え
た
。
そ
の
一

方
、
１
３
世
紀
に
は
文
永
・
弘
安
の
役
と

い
っ
た
蒙
古
襲
来
が
あ
り
、
戦
場
と
化
し

た
こ
と
も
あ
る
。 

現
在
の
博
多
港
は
、
商
業
都
市
福
岡
発

展
の
原
動
力
で
あ
り
、
福
岡
市
が
管
理
す

る
。
１
８
９
９
年
に
開
港
指
定
を
受
け
、

博
多
港
と
し
て
博
多
湾
岸
に
沿
い
、
東
か

ら
西
に
連
続
的
に
港
湾
地
区
が
展
開
し
て

い
る
。
最
新
鋭
の
国
際
物
流
拠
点
の
ア
イ

ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
お
よ
び
香
椎
パ
ー
ク
ポ
ー

ト
、
高
速
Ｒ
Ｏ
・
Ｒ
Ｏ
船
と
港
湾
関
連
施

設
が
配
置
さ
れ
た
箱
崎
埠
頭
、
建
設
資
材
・

Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
取
り
扱
う
東
浜
埠
頭
と
並
ぶ
。 

さ
ら
に
西
へ
と
、
高
度
化
倉
庫
、
国
際

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
大
型
展
示
場
な
ど
の
多
機

能
な
施
設
を
持
つ
中
央
ふ
頭
、
都
心
部
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
博
多
ふ
頭
と
繋
が

り
、
穀
物
基
地
の
須
崎
ふ
頭
、
石
油
基
地

の
荒
津
地
区
が
続
く
。
ま
さ
に
市
街
地
の

前
面
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
、
多
様
な
港

湾
施
設
が
配
さ
れ
、
躍
動
す
る
港
湾
都
市

の
態
を
な
す
と
い
っ
て
よ
い
。 

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
は
、
総
面
積
４
０

１
㏊
に
及
ぶ
人
工
島
で
あ
る
。
１
９
９
４

年
、
工
事
に
着
手
し
、
い
ま
な
お
建
設
が

続
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
３
／
４
の

埋
め
立
て
が
完
了
し
て
い
る
。 

東
よ
り
の
約
半
分
が
ま
ち
づ
く
り
エ
リ

ア
で
あ
る
。
環
境
に
配
慮
し
た
近
代
的
な

都
市
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
西

半
分
は
み
な
と
づ
く
り
エ
リ
ア
で
あ
る
。

最
大
水
深
マ
イ
ナ
ス
１
５
ｍ
の
岸
壁
を
持

つ
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
。 

物
流
港
湾
と
し
て
の
博
多
港
の
貨
物
取

扱
量
は
確
か
に
北
九
州
港
の
１
／
３
で
あ

る
。
し
か
し
、
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
取

扱
量
９
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
／
年
（
２
０
１
２
年
）

は
九
州
最
大
で
あ
り
、
国
内
６
位
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
外
国
航
路
の
船
舶
乗
船
人
員

が
８
５
万
人
に
達
し
、
こ
れ
ま
た
日
本
最

大
だ
。
加
え
て
最
近
で
は
、
ク
ル
ー
ズ
船

の
来
航
が
多
い
な
ど
、
博
多
港
は
日
本
海

北九州港・新門司フェリーターミナル 

博多港･香椎パークポート(対岸はアイランドシティ） 

表３ 九州における主な港湾 

コンテナ
外国 内国 TEU 外国航路 内国航路 バース数 最大水深m

北九州港 北九州市 3262 6622 506107 131.6 門司港,新門司,小倉,洞海,響灘 173 -15

博多港 福岡市 1830 1405 906979 84.6 111.6 西戸崎,アイランドシティ,香椎パークポート,箱
崎,東浜,中央,博多,須崎,荒津・漁港

84 -15

苅田港 福岡県 792 2662 0 本港、南港、松山・新松山 35 -13

伊万里港 佐賀県 46 93 53339 七ツ島,浦ノ崎,久原北,久原南,イマリンビーチ 16 -13

長崎港 長崎県 51 158 6287 17.0 91.0 土井道～深堀,戸畑～小ケ倉柳,香焼,内港,皇后・
神ノ島,福田,小江

64 -12

八代港 熊本県 165 259 12415 3.3 外港、大島、加賀島、内港 29 -14

大分港 大分県 4086 2107 36132 西大分、住吉、津留、鶴崎、大在、日吉原、乙津 83 -14

中津港 大分県 1 359 0 田尻 10 -11

細島港 宮崎県 225 207 29071 工業港、白浜、商業港 18 -13

鹿児島港 鹿児島県 152 479 89206 5.9 621.4
本港区,新港区,鴨池港区、中央港区,谷山港1,2区,
浜平川港区

42 -12

（輸送量のデータは2012年）

岸　　壁
港湾名区分

国
際
拠

点
港
湾

 
重
要
港
湾

(

重
点
港
湾

)

管理者 旅客 万人貨物・万トン 地　　区
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側
に
あ
っ
て
、
人
、
も
の
の
両
者
が
大
量

に
集
積
す
る
港
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
ア

ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
発
展
を
遂

げ
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

 重
要
港
湾
の
概
況 

 

重
要
港
湾
の
う
ち
「
重
点
港
湾
」
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
８
港
の
概
要
を
表
３

下
段
に
示
す
。
い
ず
れ
も
管
理
者
は
そ
れ

ぞ
れ
の
県
だ
が
、
そ
れ
ら
の
港
湾
の
整
備

に
つ
い
て
概
略
を
紹
介
す
れ
ば
つ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
る
。 

❶
苅
田
港
は
周
防
灘
に
面
し
、
石
炭
や
石

灰
岩
を
積
み
出
す
た
め
に
昭
和
の
前
期
に

設
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
３
０
年
代

の
筑
豊
炭
田
の
閉
山
か
ら
、
自
動
車
や
金

属
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
、
大
企
業
の
工
業
製

品
積
出
港
へ
と
変
身
し
、
工
業
港
と
し
て

の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

❷
伊
万
里
港
は
天
然
の
良
港
で
、

江
戸
時
代
は
佐
賀
藩
の
積
出
港
で

あ
っ
た
。
本
港
か
ら
出
島
を
経
由

し
て
、
有
田
や
波
佐
見
、
三
河
内

の
磁
器
を
欧
州
に
輸
出
し
、「
ｉ
ｍ

ａ
ｒ
ｉ
焼
き
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
た
。
そ
の
後
、
明
治
か
ら

昭
和
３
０
年
代
ま
で
は
石
炭
の
積

出
港
と
し
て
栄
え
た
。
そ
し
て
現

在
、
併
設
さ
れ
た
工
業
団
地
か
ら

の
工
業
製
品
の
積
出
港
で
あ
る
。 

❸
一
方
、
長
崎
港
は
、
江
戸
時
代

の
鎖
国
体
制
の
下
に
あ
っ
て
唯
一

国
際
貿
易
港
に
認
定
さ
れ
た
港
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本

文
化
に
加
え
、
西
洋
お
よ
び
中
国

文
化
を
融
合
し
た
異
国
情
緒
豊
か
な
都
市

文
明
の
発
展
と
な
っ
た
。 

そ
し
て
今
日
、
長
崎
湾
に
沿
っ
て
、
造

船
業
な
ど
の
基
地
と
し
て
、
ま
た
、
物
流

拠
点
と
し
て
港
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
、

離
島
航
路
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港
が
活
発

で
あ
る
。
ま
た
、
湾
岸
地
域
に
位
置
す
る

都
心
部
の
再
開
発
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
そ

こ
か
ら
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
軍
艦
島
へ

の
観
光
が
活
発
で
あ
る
。 

❹
八
代
港
は
、
熊
本
県
南
地
域
に
あ
っ
て
、

米
や
木
材
、
海
産
物
な
ど
の
流
通
拠
点
と

し
て
発
達
し
た
港
で
あ
る
。
い
ま
で
は
２

９
バ
ー
ス
を
有
し
、
八
代
海
や
有
明
海
を

行
き
来
す
る
フ
ェ
リ
ー
や
国
際
コ
ン
テ
ナ

の
流
通
基
地
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。 

❺
大
分
港
は
、
大
友
宗
麟
の
時
代
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
や
明
と
の
交
易
に
利
用
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
後
は
衰
退
し
た
が
、
明
治
に
な

っ
て
阪
神
地
域
と
の
海
上
交
通
が
活
発
化

し
た
。
ま
た
戦
後
は
、
１
９
５
１
年
に
重

要
港
湾
の
指
定
を
受
け
、
１
９
５
９
年
に

旧
大
分
港
、
鶴
崎
港
、
坂
の
市
港
が
合
併

し
、
現
在
の
姿
と
な
っ
た
。
１
９
６
４
年

に
新
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
、
大
分
港

に
隣
接
し
て
石
油
化
学
、
電
気
、
鉄
鋼
、

造
船
所
な
ど
の
各
企
業
が
立
地
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
外
国
貿
易
の
取
扱
量
が
九

州
一
に
な
る
な
ど
工
業
港
と
し
て
飛
躍
的

に
発
展
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

❻
周
防
灘
に
面
す
る
中
津
港
は
、
も
と
は

中
津
川
河
口
部
に
あ
っ
た
が
、
土
砂
堆
積

で
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
１

９
５
９
年
に
地
方
港
湾
の
指
定
を
受
け
、

田
尻
地
区
に
新
た
な
港
の
建
設
が
行
わ
れ

た
。
そ
し
て
、
１
９
９
９
年
に
重
要
港
湾

の
指
定
を
受
け
、
ま
た
隣
接
地
区
に
ダ
イ

ハ
ツ
九
州
が
進
出
し
（
２
０
０
４
年
）
、
著

し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。 

❼
細
島
港
は
、
東
九
州
の
輸
送
拠
点
の
１

つ
で
、
古
く
は
南
九
州
と
瀬
戸
内
海
を
往

来
す
る
船
の
中
継
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

江
戸
期
に
は
、
日
向
は
も
と
よ
り
、
薩
摩
、

大
隅
の
諸
大
名
の
参
勤
交
代
の
道
で
あ
り
、

細
島
か
ら
海
路
で
大
阪
に
向
か
っ
た
。
ま

た
、
明
治
期
に
近
代
港
湾
と
し
て
整
備
さ

れ
た
。
そ
し
て
戦
後
、
重
要
港
湾
に
指
定

さ
れ
（
１
９
５
１
年
）
、
ま
た
、
日
向
・
延

岡
が
新
産
業
都
市
に
指
定
さ
れ
た
（
１
９

６
４
年
）
。
こ
れ
ら
か
ら
、
商
業
港
、
工
業

港
の
両
面
を
持
つ
港
へ
と
発
展
し
、
国
際

的
物
流
港
湾
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。 

❽
鹿
児
島
港
は
、
い
ま
か
ら
約
６
５
０
年

前
、
島
津
貞
久
の
鹿
児
島
進
出
に
と
も
な

い
開
港
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸

期
は
琉
球
・
奄
美
貿
易
を
介
し
た
明
と
の

交
易
が
あ
り
、
明
治
期
は
沖
縄
や
阪
神
と

の
交
易
が
活
発
で
、
南
九
州
の
交
通
拠
点

で
あ
っ
た
。 

戦
後
、
１
９
５
１
年
に
重
要
港
湾
の
指

定
を
受
け
た
。
そ
の
上
で
、
１
９
５
３
年

か
ら
南
港
区
の
改
修
に
か
か
り
、
１
９
５

９
年
か
ら
新
港
区
の
建
設
、
続
い
て
谷
山

港
１
、
２
区
、
浜
平
港
区
の
整
備
が
進
め

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
１
９
８
６
年
か
ら
埋

め
立
て
工
事
が
始
ま
り
、
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
水
族
館
、
桜
島
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
大
型
商
業
施
設
が
次
々
に
整
備
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
本
港
区
か
ら
浜
平
に
至
る

７
港
区
が
鹿
児
島
湾
岸
に
沿
っ
て
並
び
、

全
面
的
に
再
整
備
さ
れ
、
そ
れ
が
現
在
の

鹿
児
島
港
で
あ
る
。 

な
お
、
鹿
児
島
港
の
取
扱
旅
客
数
は
年

間
６
２
０
万
人
に
達
し
九
州
最
大
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
多
く
の
離
島
航
路
を
抱
え
る
こ

と
、
大
隅
半
島
か
ら
の
航
路
が
通
勤
通
学

や
生
活
航
路
と
し
て
、
ま
た
桜
島
観
光
の

手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
。 重

点
港
湾
以
外
の
重
要
港
湾
で
、
戦
後

新
設
さ
れ
た
も
の
に
宮
崎
港
と
熊
本
港
が

あ
る
。
宮
崎
港
は
、
も
と
も
と
大
淀
川
の

河
口
港
に
存
在
し
た
が
、
漂
砂
の
た
め
衰

退
し
て
い
た
。
そ
れ
を
、
１
９
６
４
年
に
、

宮
崎
市
を
主
に
し
た
宮
崎
県
中
央
域
の
経

済
発
展
に
伴
い
再
生
し
た
も
の
で
あ
る
。 

熊
本
港
は
、
熊
本
新
港
と
も
呼
ば
れ
る
。

有
明
海
に
面
し
、
１
９
７
４
年
に
重
要
港

湾
の
指
定
を
受
け
て
人
口
島
形
式
で
新
設

さ
れ
、
１
９
９
３
年
に
開
港
し
た
。
島
原

と
の
間
で
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
さ
れ
て
い
る
。 

博多港

北九州港

伊万里港

郷ノ浦港

厳原港

福江港 長崎港

八代港

熊本港

苅田港

中津港

大分港

細島港

別府港

宮崎港

鹿児島港

志布志港

川内港

油津港

三角港

佐世保港

唐津港

津久見港

佐伯港

西之表港

三池港

凡例

国際拠点港湾

重要港湾（重点港湾）

重要港湾

名瀬港

図 九州の国際拠点港湾と重要港湾 
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参
考 

苦
境
を
の
り
越
え
進
化
す

る
海
上
交
通 

 

航
空
機
が
発
達
す
る
以
前
は
、
海
外
渡

航
、
貨
物
輸
送
は
海
上
交
通
が
主
役
で
あ

っ
た
。
特
に
九
州
は
本
土
と
い
え
ど
も
島

で
あ
り
、
多
島
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

古
代
か
ら
海
を
介
し
、
国
内
は
も
と
よ
り

ア
ジ
ア
諸
地
域
と
の
交
流
・
交
易
が
活
発

で
あ
っ
た
。
海
上
交
通
に
よ
り
人
、
物
が

動
く
中
で
、
稲
作
が
伝
え
ら
れ
、
食
品
加

工
、
工
芸
、
技
術
の
伝
来
、
医
術
、
宗
教

の
伝
播
が
あ
り
、
文
明
の
発
達
が
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
戦
後
に
お
け
る
航
空
機
の
著

し
い
発
展
か
ら
、
よ
り
迅
速
か
つ
便
利
な

航
空
輸
送
に
代
わ
ら
れ
、
輸
送
に
お
け
る

海
上
交
通
の
役
割
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。

特
に
人
の
移
動
は
深
刻
で
、
朝
鮮
半
島
や

台
湾
、
大
陸
と
の
航
路
は
ほ
と
ん
ど
が
廃

止
さ
れ
、
航
空
機
に
代
わ
ら
れ
た
。 

ま
た
、
国
内
で
も
航
空
網
の
発
達
に
加

え
、
本
格
的
な
高
速
道
路
網
の
整
備
や
離

島
架
橋
が
進
み
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
著
し
い
進
展
が
あ
る
。
一
方
で
、
斜
陽

と
い
わ
れ
た
鉄
道
の
復
権
を
目
指
し
た
高

速
鉄
道
の
出
現
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

海
上
交
通
は
さ
ら
に
苦
し
い
競
争
に
さ
ら

さ
れ
、
長
距
離
航
路
や
フ
ェ
リ
ー
廃
止
の

や
む
な
き
に
至
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。 

さ
ら
に
離
島
で
は
、
本
土
に
先
駆
け
て

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、
基
礎
的
交

通
需
要
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
日
常
的
交
通
手
段
と
し
て
の
海

上
交
通
の
役
割
が
小
さ
く
な
り
、
そ
れ
が

原
因
で
運
休
ま
た
は
廃
止
さ
れ
る
航
路
も

あ
と
を
た
た
な
い
。 

要
す
る
に
、
人
、
物
の
輸
送
に
お
い
て
、

ま
た
国
内
、
国
外
の
交
通
に
お
い
て
、
い

ず
れ
の
点
か
ら
も
海
上
交
通
は
苦
境
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
、

最
近
、
海
上
交
通
の
復
権
を
思
わ
せ
る
い

く
つ
か
の
動
き

が
あ
り
、
そ
の

一
つ
が
高
速
船

の
出
現
で
あ
る
。 

高
速
船
は
正

確
な
定
義
が
な

い
。
一
般
に
３

０
～
５
０
ノ
ッ

ト
（
５
５
～
９

０
㎞
／
ｈ
）
と
、

通
常
の
船
（
１

０
～
２
０
ノ
ッ

ト
）
よ
り
も
速

く
航
行
で
き
る

船
の
こ
と
で
あ

る
。
３
０
ノ
ッ

ト
前
後
の
高
速

船
と
、
４
０
ノ

ッ
ト
強
の
ウ
ォ

ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
が
あ
る
。 

季
節
に
よ
り

就
航
が
異
な
り
、

回
遊
型
と
ダ
イ

レ
ク
ト
型
航
路

の
重
な
り
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、

正
確
な
航
路
数

を
数
え
る
こ
と

は
難
し
い
が
、

九
州
各
港
を
発
着
す
る
航
路
数
は
大
ま
か

に
１
０
０
程
度
あ
り
、
そ
れ
ら
を
往
来
す

る
船
舶
は
、
予
備
も
含
め
２
０
０
隻
近
く

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
高
速

船
就
航
の
航
路
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
は
、
ほ
と
ん
ど

が
ボ
ー
イ
ン
グ
社
開
発
の
水
中
翼
船
ジ
ェ

ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
で
あ
る
。
４
３
ノ
ッ
ト
程

度
の
高
速
で
、
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
と
浮

上
走
行
す
る
が
、
長
距
離
航
路
に
投
入
さ

れ
て
い
る
。
博
多
～
釜
山(

約
２
０
０
㎞)

は
２
社
の
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
で
毎
日
３

～
６
便
が
往
来
し
、
こ
れ
に
２
０
１
２
年

か
ら
高
速
船
が
加
わ
っ
た
。
外
国
航
路
と

し
て
は
異
例
で
、
福
岡
～
釜
山
の
航
空
４

便
／
日
を
凌
ぐ
盛
況
で
あ
る
。 

一
方
、
高
速
船
の
速
度
は
、
３
０
ノ
ッ

ト
程
度
で
あ
る
。
中
長
距
離
の
離
島
航
路

で
、
従
来
の
船
舶
の
更
新
に
合
わ
せ
、
あ

る
い
は
フ
ェ
リ
ー
と
重
複
す
る
中
で
導
入

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
よ
り
高
速
、
よ
り

快
適
な
船
旅
を
提
供
し
、
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
の
も
と
に
集
客
を
図
っ
て
い
る
。 

貨
物
分
野
で
は
高
速
Ｒ
Ｏ
・
Ｒ
Ｏ
船
（
自

走
で
搭
載
・
揚
陸
が
可
能
な
車
両
甲
板
を

も
つ
貨
物
船
の
こ
と
）
が
あ
る
。
博
多
～

上
海
間
を
２
０
ノ
ッ
ト
、
２
８
時
間
で
結

び
、
週
２
便
定
時
シ
ャ
ト
ル
運
航
を
、
ま

た
、
鉄
道
と
結
び
付
け
た
複
合
一
貫
輸
送

(

２
以
上
の
機
関
が
繋
が
る
輸
送
体
系)

を

実
現
し
て
い
る
。
迅
速
さ
、
経
済
性
の
上

で
、
航
空
機
と
フ
ェ
リ
ー
の
中
間
的
な
輸

送
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。 

さ
ら
に
最
近
、
高
速
船
と
は
逆
の
ク
ル

ー
ズ
船
に
よ
る
ゆ
と
り
の
船
旅
に
関
心
が

集
ま
っ
て
い
る
。
豪
華
客
船
で
日
本
、
中

国
、
韓
国
な
ど
の
各
地
を
巡
り
長
旅
を
楽

し
む
も
の
だ
。
国
際
紛
争
や
経
済
の
影
響

は
あ
る
が
、
博
多
港
で
は
年
々
拡
大
し
、

最
近
で
は
１
０
０
～
２
０
０
隻
／
年
の
寄

港
が
あ
る
。
そ
の
中
の
最
大
の
ク
ル
ー
ズ

船
は
ク
ァ
ン
タ
ム
オ
ブ
ザ
シ
ー
ズ
で
あ
り

（
２
０
１
５
年
現
在
）
、
船
室
定
員
は
４
９

０
５
人
で
あ
る
。 

表 九州のウォータージェットおよび高速船 

船　　名 航　　路 所属会社 速度kt 旅客定員 名

ヴィーナス、ヴィーナス2 博多港～壱岐～対馬 九州郵船㈱ 40 263, 257
ビートル、2世、3世、5世 博多港～釜山、対馬～釜山 ＪＲ九州高速船㈱ 43 200
コビー 博多港～釜山 未来高速海運㈱ 43 222
コビー3号、5号 　〃 　〃 43 229, 223
オーシャンフラワー 対馬～釜山 　〃 40 445
ぺがさす、ぺがさす2 長崎～福江・奈良尾 九州商船㈱ 43 233
トッピー1、2、3 鹿児島～指宿～種子島・屋久島 種子屋久島高速船㈱       43 260, 256
ロケット1、2、3 　〃 　〃 43 260, 256
ドリーム 博多港～釜山 大亜高速海運㈱ 38 279
えれがんと2号 長崎～鯛之浦(上五島） ㈱五島産業汽船 34 230
コバルトクイーン1号、2号 長崎～伊王島～高島 長崎汽船㈱ 28 268
シークイーン 佐世保～上五島 九州商船㈱ 30 140
コバルト21 佐世保～相浦～前津吉 津吉商船㈱ 32 80
高速船れぴーど,2号,エクセル 佐世保～大島・池島・神浦 西海沿岸商船㈱ 25 202
オーシャンアロー 島原～熊本 熊本フェリー㈱ 31.3 430
高速船シーホーク 串木野～甑島 甑島商船㈱ 26.5 301

ウ

ォ
ー

タ
ジ

ェ
ッ
ト

高
速
船

ビートル２世 
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６
タ
イ
プ
の
橋
と
そ
の
基
本
構
造 

  

海
や
川
を
渡
る
橋
、
道
路
や
鉄
道
を
ま

た
ぐ
橋
が
あ
る
。
人
が
歩
く
人
道
橋
、
車

が
走
る
道
路
橋
、
列
車
が
通
る
鉄
道
橋
、

水
を
運
ぶ
水
道
橋
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
、
内
容
の
橋
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
車
を
走
ら
せ
、
川
や
海
を
渡

る
道
路
橋
を
考
え
る
。 

現
実
の
橋
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
が
あ

る
。
そ
れ
ら
を
構
造
の
上
で
分
類
す
れ
ば

６
つ
の
基
本
タ
イ
プ
と
な
る
。
桁
橋
、
ア

ー
チ
橋
、
ラ
ー
メ
ン
橋
、
ト
ラ
ス
橋
、
斜

張
橋
お
よ
び
吊
橋
だ(

図
１)

。
走
行
す
る

車
の
重
さ
や
衝
撃
、
強
風
な
ど(

こ
れ
ら
を

荷
重
と
い
う)

に
ど
う
持
ち
こ
た
え
る
か
、

そ
の
違
い
に
よ
る
区
分
で
あ
る
。 

 

大
ま
か
だ
が
、
桁
橋
は
、
水
平
な
桁
の

曲
げ
や
せ
ん
断
（
ハ
サ
ミ
の
よ
う
に
平
行

し
た
力
に
よ
る
切
断
の
こ
と
）
に
抵
抗
す

る
こ
と
で
力
を
発
揮
し
、
荷
重
に
耐
え
る
。 

ア
ー
チ
橋
は
、
ア
ー
チ
材
が
軸
方
向
に

圧
縮
さ
れ
、
押
さ
れ
な
が
ら
踏
ん
張
る
タ

イ
プ
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
に
対
し
、
ト
ラ
ス
橋
は
、
部
材

（
弦
材
）
を
三
角
形
に
組
み
立
て
て
繋
ぐ

形
式
で
あ
る
（
図
の
３
）
。
弦
材
間
を
回
転

ピ
ン
で
繋
げ
ば
、
荷
重
が
作
用
す
る
弦
材

の
み
に
軸
力
と
曲
げ
、
せ
ん
断
が
働
く
。

そ
の
一
方
で
、
他
の
全
て
の
弦
材
は
圧
縮

さ
れ
、
ま
た
引
っ
張
ら
れ
る
仕
組
み
と
な

る
。
つ
ま
り
、
ト
ラ
ス
の
全
部
材
に
引
張
・

圧
縮
の
軸
力
が
伝
え
ら
れ
、
荷
重
に
耐
え

る
構
造
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

橋
の
桁
と
脚
が
剛
結
す
る
構
造
が
ラ
ー

メ
ン
橋
で
、
最
も
単
純
な
形
は
門
型
で
あ

る
。
こ
の
ラ
ー
メ
ン
橋
に
力
が
作
用
す
る

と
、
桁
は
曲
る
と
と
も
に
せ
ん
断
が
働
き
、

そ
れ
が
脚
に
伝
わ
り
、
曲
げ
、
軸
方
向
の

伸
縮
、
せ
ん
断
で
耐
え
る
こ
と
と
な
る
。 

 

以
上
に
対
し
、
斜
長
橋
は
、
主
塔
で
支

え
ら
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
を
桁
に
定
着
し
、
桁

を
斜
め
に
引
っ
ぱ
り
上
げ
る
構
造
で
あ
る

（
図
１
の
５
）
。
桁
は
、
桁
橋
と
同
じ
く
曲

げ
に
よ
る
働
き
が
主
だ
が
、
ケ
ー
ブ
ル
が

桁
を
斜
め
上
に
引
っ
張
る
こ
と
で
、
吊
り

あ
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
軸
方
向
に
も
圧
縮

さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
桁
だ
け
の
と
き
に
比

べ
一
層
大
き
な
力
に
耐
え
ら
れ
る
。 

 

斜
長
橋
に
似
て 

、
主
塔
間
に
張
ら
れ
た

メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
を
両
端
の
ア
ン
カ
レ
イ

ジ
と
呼
ぶ
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
に
固
定
し
、
ケ
ー
ブ
ル
に
橋
桁
を
吊
る

形
式
が
吊
橋
で
あ
る
（
図
１
の
６
）
。
斜
張

橋
と
異
な
る
ケ
ー
ブ
ル
と
桁
の
力
の
伝
達

方
式
で
、
桁
に
十
分
な
剛
性
が
な
く
て
も
、

荷
重
に
耐
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本

橋
の
桁
を
特
に
補
剛
桁
と
呼
ぶ
。 

 

実
際
の
橋
は
、
こ
れ
ら
桁
（
曲
げ
、
せ

ん
断
、
軸
方
向
の
伸
縮
）
、
ア
ー
チ
材
（
圧

縮
）
、
ト
ラ
ス
組
材
（
軸
方
向
の
伸
縮
）
、

ケ
ー
ブ
ル
（
引
張
り
）
を
用
い
て
合
理
的

に
構
造
化
を
図
る
も
の
で
、
図
１
の
６
基

本
タ
イ
プ
と
、
そ
れ
ら
の
組
合
せ
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
形
式
が
あ
る
。 

 

一
方
、
材
料
に
着
目
す
れ
ば
、
ケ
ー
ブ

ル
は
鋼
材
だ
が
、
他
は
鋼
材
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
（
Ｒ
Ｃ
）
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｐ
Ｃ
）
の
諸
材
が
用
い
ら

れ
る
。
た
だ
、
木
材
は
強
度
や
耐
候
性
の

問
題
か
ら
さ
ほ
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。 

 

橋
は
、
そ
の
働
き
で
分
解
さ
れ
、
各
部

に
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

連
続
桁
橋
の
基
本
構
造
を
図
１
下
に
示
す
。

両
サ
イ
ド
に
「
橋
台
」
が
あ
り
、
そ
の
上

に
「
支
承
」
が
置
か
れ
、「
橋
桁
」
を
支
え

て
い
る
。
ま
た
、
桁
の
途
中
に
「
橋
脚
」

が
た
て
ら
れ
、
支
承
を
置
き
、
桁
を
支
え

る
。
当
然
、
橋
台
や
橋
脚
は
、
基
礎
で
支

え
ら
れ
る
。
な
お
、
橋
桁
を
上
部
工
、
橋

台
や
橋
脚
を
下
部
工
と
い
い
、
両
者
の
間

に
支
承
が
あ
る
。
上
部
工
は
現
場
の
み
な

ら
ず
工
場
製
作
も
可
能
だ
が
、
下
部
工
は

現
場
施
工
が
主
で
あ
る
。 

 

橋
の
寸
法
に
関
し
、
橋
台
の
パ
ラ
ペ
ッ

ト
（
裏
込
め
の
壁
と
し
て
立
ち
上
げ
た
も

の
）
前
面
間
の
長
さ
が
橋
長
で
あ
り
、
支

承
と
支
承
の
間
隔
が
支
間
で
あ
る
。
た
だ
、

ア
ー
チ
橋
で
は
、
ア
ー
チ
材
脚
部
に
支
承

が
あ
り
、
そ
の
間
隔
を
ア
ー
チ
支
間
と
呼

ぶ
。 吊

橋
は
、
主
塔
部
に
補
剛
桁
を
支
え
る

支
承
が
取
り
付
け
ら
れ
、
そ
の
間
隔
を
中

央
支
間
と
い
う
。
さ
ら
に
、
隣
り
合
う
橋

脚
の
中
心
間
の
距
離
が
径
間
で
あ
る
が
、

連
続
桁
で
は
支
間
と
同
じ
で
あ
り
、
単
純

桁
を
並
べ
る
場
合
は
相
違
す
る
。
つ
ま
り
、

橋
長
、
支
間
、
径
間
の
３
寸
法
が
あ
る
。 

 

長
大
橋
と
超
長
大
橋
に
つ
い
て 

  

九
州
に
限
っ
て
も
、
膨
大
な
数
の
橋
が

あ
り
、
平
成
２
５
年
４
月
現
在
で
、
２
万

３
千
箇
所
、
総
延
長
１
２
７
０
㎞
に
及
ぶ
。

1.桁橋

（単純桁）

2.アーチ橋

（連続桁）

（ニールセン橋）

（ローゼ橋）

（ワーレントラス）

3.トラス橋

（ボルチモアトラス）

4.ラーメン橋
（プラットトラス）

（フィーデンディール橋）

弦材

アーチ部材

橋桁

補剛桁

アーチ部材

(基本形）

橋
脚（門型ラーメン）

（方づえ（π型）ラーメン）

5.斜張橋

6.吊橋

橋長

支間 支間
(径間)

支間
橋
台

橋
台橋

脚
橋
脚

橋桁(主桁）

支
承

（参考）

ケーブル

メインケーブル

主桁

主塔

主塔
ハンガーロープ

補剛桁
アンカレイジ

基礎 基礎

主塔

（上部工）

（下部工）

主塔

桁遊間

パ
ラ
ペ
ッ
ト

図１ 構造による橋の諸タイプ 

川
、
海
を
越
え
る
道
路
橋 

8 
川
、
海
を
越
え
る
道
路
橋 

8 
川
、
海
を
越
え
る
道
路
橋 

8 

川
、
海
を
超
え
る
道
路
橋 

8  

Ⓣ 
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そ
の
う
ち
、
桁
橋
類
が
ほ
と
ん
ど
で
、
箇

所
数
に
す
れ
ば
９
４
％
を
占
め
る
。 

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
橋
は
中

小
橋
と
長
大
橋
に
分
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
明
確
な
基
準
は
な
い
。
道
路
構
造
令

で
、
建
築
限
界(
交
通
の
支
障
と
な
ら
な
い

よ
う
に
建
築
物
を
設
置
し
て
は
な
ら
な
い

路
面
上
の
空
間
の
こ
と)
を
定
め
る
と
き
、

中
小
橋
と
長
大
橋
の
別
が
あ
り
、
そ
の
区

切
り
は
５
０
ｍ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
際

は
、
大
き
な
河
川
や
海
峡
を
渡
る
場
合
の

よ
う
に
、
相
当
長
い
橋
を
長
大
橋
と
呼
ぶ
。

そ
の
長
さ
は
１
０
０
～
２
０
０
ｍ
以
上
と

み
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
橋
に
名
前
を
付
け

る
と
き
、
通
常
は
○
○
橋
だ
が
、
長
い
橋

を
特
に
○
○
大
橋
と
呼
ん
で
い
る
。 

た
と
え
ば
、
１
５
０
ｍ
以
上
を
長
大
と

し
、
戦
後
建
設
さ
れ
た
橋
を
拾
い
出
せ
ば
、

８
３
橋
あ
る
。
う
ち
２
／
３
に
大
橋
の
名

が
付
さ
れ
、
そ
の
割
合
は
１
５
０
～
２
０

０
ｍ
で
３
６
％
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
０

ｍ
以
上
を
１
０
０
ｍ
毎
に
括
れ
ば
各
々
で

５
６
～
８
１
％
が
大
橋
の
名
を
持
つ
。 

そ
こ
で
、
１
５
０
ｍ
を
界
に
し
て
、
そ

れ
以
上
を
長
大
橋
と
み
な
し
、
橋
長
、
構

造
、
材
料
お
よ
び
設
置
場
所
の
状
況
を
示

せ
ば
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
橋
長
は
、

最
大
１
０
６
８
ｍ
（
関
門
橋
）
で
、
平
均

は
３
７
５
ｍ
。
２
０
０
～
４
０
０
ｍ
が
約

６
割
を
占
め
、
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
も
の

を
超
長
大
橋
と
す
れ
ば
１
６
橋
を
数
え
る
。 

橋
の
設
置
場
所
を
河
川
等
と
海
峡
等
に

分
け
、
橋
長
と
の
関
係
を
見
れ
ば
、
河
川

等
は
せ
い
ぜ
い
６
０
０
ｍ
ま
で
で
、
超
長

大
橋
は
１
橋
の
み
。 

他
方
、
海
峡
等
で
は
４
６
橋
が
あ
り
、

う
ち
１
５
が
超
長
大
橋
だ
。
平
均
橋
長
は
、

河
川
等
２
９
８
ｍ
、
海
峡
等
４
３
８
ｍ
で

あ
る
。 

構
造
形
式
で
は
ア
ー
チ
橋
が
最
も
多
い
。

次
い
で
、
桁
橋
、
斜
長
橋
で
あ
る
。
ま
た
、

桁
橋
の
橋
長
は
広
い
範
囲
に
分
布
し
、
３

つ
の
超
長
大
橋
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
ア
ー
チ
橋
と
ラ
ー
メ
ン
橋
は
短

く
、
斜
長
橋
、
吊
り
橋
は
長
大
で
、
両
者

の
中
間
に
ト
ラ
ス
橋
が
あ
る
。 

材
料
で
は
、
鋼
橋
が
２
／
３
を
占
め
、

次
い
で
Ｐ
Ｃ
橋
の
２
８
％
で
、
Ｒ
Ｃ
橋
は

１
割
に
満
た
な
い
。
橋
長
は
Ｒ
Ｃ
橋
、
Ｐ

Ｃ
橋
、
鋼
橋
の
順
に
長
く
な
る
（
表
１
）
。 

 戦
後
の
長
大
橋
建
設
を
た
ど
れ
ば 

 
 

戦
後
し
ば
ら
く
は
戦
災
復
興
に
主
眼
が

あ
り
、
長
大
な
橋
の
建
設
に
は
い
た
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
５
５
年
に
な
り
、

伊
ノ
浦
瀬
戸(

針
尾
瀬
戸)

に
西
海
橋
（
鋼

ア
ー
チ
橋
）
が
建
設
さ
れ
た
。
伊
ノ
浦
瀬

戸
は
大
村
湾
の
出
口
で
、
潮
流
が
早
い
。

そ
の
ま
ま
で
は
大
き
な
迂
回
が
強
い
ら
れ

る
こ
と
か
ら
橋
の
建
設
が
強
く
望
ま
れ
、

戦
後
の
本
格
的
な
橋
の
建
設
と
な
っ
た
。 

 

次
い
で
、
１
９
６
２
年
に
洞
海
湾
入
口

に
若
戸
大
橋
が
建
設
さ
れ
た
。
本
橋
は
、

長
さ
６
２
７
ｍ
の
吊
り
橋
で
、
わ
が
国
の

超
長
大
橋
建
設
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
若

戸
大
橋
か
ら
、
１
９
７
３
年
の
関
門
橋
、

そ
し
て
本
四
架
橋
へ
と
超
長
大
な
吊
り
橋

建
設
の
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
た
。 

一
方
、
若
戸
大
橋
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の

１
９
６
６
年
に
天
草
５
橋(

有
料)

が
完
成
。

連
続
ト
ラ
ス
、
ラ
ン
ガ
ー
ト
ラ
ス
、
Ｐ
Ｃ

ラ
ー
メ
ン
、
パ
イ

プ
ア
ー
チ
と
、
橋

博
物

館

の
よ

う

に
異

な

る
構

造

が
並
ん
だ
。
完
成

と
と

も

に
観

光

客
が
押
し
寄
せ
、

３
９

年

の
償

還

予
定

を

９
年

で

達
成
。
こ
れ
を
機

に
、
先
の
関
門
橋

に
加
え
、
黒
之
瀬

戸
、
天
草
瀬
戸
、

平
戸
、
生
月
の
各

大
橋
と
、
超
長
大

な
吊

り

橋
や

ト

ラ
ス

橋

が
建

設

さ
れ

た

。
い

わ

ば
、
１
９
７
０
年

代
は
、
九
州
に
お

け
る

超

長
大

橋

建
設

の

黄
金

期

で
、
吊
橋
が
こ
の

期
に
集
中
し
て
い
る
。 

 

１
９
８
０
年
代
の
後
半
に
な
る
と
、
ド

イ
ツ
か
ら
斜
張
橋
が
伝
え
ら
れ
、
斜
張
橋

時
代
を
迎
え
た
。
１
９
８
８
年
に
、
博
多

港
の
シ
ン
ボ
ル
・
荒
津
大
橋
、
わ
が
国
最

大
の
Ｐ
Ｃ
斜
張
橋
・
呼
子
大
橋
が
建
設
さ

れ
た
。
ま
た
、
１
９
９
３
年
に
は
、
Ｐ
Ｃ

斜
張
橋
と
し
て
、
当
時
の
建
設
省
最
初
の

唄
げ
ん
か
大
橋
が
、
鹿
児
島
県
最
初
の
甑

（
こ
し
き
）
大
明
神
橋
が
完
工
し
た
。 

 

以
来
、
吊
橋
に
代
わ
り
斜
張
橋
が
建
設

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ケ
ー
ブ
ル
を
固
定
す

る
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
が
必
要
で
な
い
こ
と
に

よ
る
。
ま
た
主
塔
が
偶
数
だ
け
で
な

く
１
本
や
３
本
と
い
っ
た
奇
数
も

自
在
で
あ
り
、
桁
を
曲
線
に
も
で
き

る
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
上
の
自
由
度
が

高
く
、
経
済
的
な
こ
と
も
特
色
で
あ

る
。
長
大
橋
、
超
長
大
橋
を
問
わ
ず

斜
張
橋
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

他
方
、
桁
橋
や
ラ
ー
メ
ン
橋
、
ト

ラ
ス
橋
は
、
必
ず
し
も
ブ
ー
ム
は
な

い
。
建
設
時
期
が
と
び
と
び
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
経
済
性
や
地
形
、

自
然
条
件
を
踏
ま
え
て
、
た
ま
た
ま

必
要
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
建
設

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

そ
の
中
で
、
牛
深
ハ
イ
ヤ
大
橋
は
、

全
長
８
８
３
ｍ
で
あ
り
な
が
ら
も
、

あ
え
て
連
続
桁
橋
が
採
用
さ
れ
た
。

関
西
国
際
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

の
設
計
に
携
わ
っ
た
レ
ン
ゾ
ピ
ア

ノ
ら
の
設
計
で
あ
る
。
簡
潔
な
表
現

で
、
一
本
の
線
と
し
て
風
景
の
中
に

浮
き
上
が
ら
せ
る
と
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
よ
り
、
シ
ン
プ
ル
で
優
れ
た
景

観
を
生
み
出
し
、
見
る
も
の
に
感
動
を
与

え
て
い
る
。 

 

ア
ー
チ
橋
は
九
州
で
最
も
多
く
建
設
さ

れ
て
い
る
が
、
橋
長
は
概
ね
５
０
０
ｍ
が

限
度
で
あ
る
。
急
峻
な
渓
谷
や
海
上
で
橋

脚
を
な
く
し
た
い
、
ま
た
は
、
少
な
く
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
有
効
で
あ
る
。
ま

た
、
景
観
に
優
れ
た
ア
ー
チ
が
好
ま
れ
て

の
建
設
で
あ
る
。
青
雲
橋(

国
道
２
１
８)

、

天
祥
大
橋
（
農
道
）
、
龍
天
橋(

林
道)

は
日

之
影
町
日
本
一
の
三
大
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
、

代
表
事
例
で
あ
る
。 

表 1 九州の長大橋の特性 

河川等 海狭等 桁橋 ｱｰﾁ橋 ﾗｰﾒﾝ橋ﾄﾗｽ橋 斜長橋 吊り橋 ＲＣ ＰＣ 鋼

150以上～200未満 10 5 5 2 8 2 8

200～300 27 14 13 4 14 4 2 1 2 4 7 16

300～400 21 11 10 4 10 2 2 2 1 2 7 12

400～500 9 6 3 1 4 1 1 2 2 3 4

500～600 4 1 3 1 2 1 2 2

600～700 3 3 1 2 1 2

700～800 3 3 2 1 1 2

800～900 4 4 1 3 4

900～1000 1 1 1 1

1000以上 1 1 1 1

計 83 37 46 14 36 8 8 11 6 8 23 52

平均橋長(ｍ) 375 298 438 394 274 334 434 581 544 315 365 390

材　料
橋長（ｍ）

本
数

場所 構　　造

(

超
長
大
橋)
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完成年 道路橋 所在地 橋長 構造 材料 場所 備　　考
'45 (m) 
'46
'47
'48
'49
'50
'51
'52
'53
'54
'55 西海橋 伊ノ浦（針尾）瀬戸（針尾島～西海市） 316 2 3 2 上路ﾌﾞﾚｰｽﾄﾞﾘﾌﾞｱｰﾁ、最大支間216m、当時は東洋1,世界3位。日本最初の有料道路
'56
'57
'58
'59
'60
'61 中戸橋 西海市大島町・埼戸町(中戸瀬戸） 183 1 2 2
'62 若戸大橋 北九州市若松区―戸畑区（洞海湾） 627 6 3 2 最大支間367ｍ、主塔高さ84ｍ。日本長大橋の始まりで、建設当時は東洋一
'63 内大臣橋 熊本県下益城郡美里町～上益城郡山都町 200 2 3 1 ﾌﾞﾚｰｽﾄﾞﾘﾌﾞｱｰﾁ、橋高88m
'64
'65
'66 六五郎橋 久留米市城島町～神埼郡千代田町 450 4 3 1

下筌大橋 日田市中津江村栃野 169 1+2 3 1 ランガー桁。松原・下筌ダム周辺
天草1号橋(天門橋） 宇城市～上天草市 502 4 3 2 連続トラス（3径間下曲弦型）。最大支間300m。建設当時世界最長。土木学会田中賞
天草2号橋(大矢野橋） 上天草市大矢野町～松島町 249 1+2 3 2 ランガートラス、最大支間156ｍ
天草3号橋(中の橋） 上天草市 361 3 2 2 最大支間160ｍ
天草4号橋(前島橋） 上天草市松島町 516 3 2 2 最大支間146m
天草5号橋(松島橋） 上天草市松島町 178 2 3 2 2ヒンジソリッドﾘﾌﾞｱｰﾁ、最大支間126m

'67 埼戸橋 西海市埼戸町福浦 160 2 3 2 パイプ・アーチ橋、石炭採掘終焉直前に完成
室原橋 日田市中津江村～阿蘇郡小国町 159 1+2 3 1 逆ランガー桁、松原・下筌ダム周辺
新池の山橋 日田市中津江村～上津江村 301 4 3 1
福島大橋 伊万里市～松浦市福島 225 1 3 2 離島。3径間連続桁。
名護屋大橋 唐津市呼子町～鎮西町 258 3 2 2 径間176ｍ。土木学会田中賞

'68
'69 新津江橋 日田市大山町～小国町 235 6 3 1 松原・下筌ダム周辺で唯一の吊橋
'70 阿蘇大橋 南阿蘇村(黒川渓谷） 206 1+2 3 1 逆ランガートラス橋

杖立大橋 日田市天瀬町～阿蘇郡小国町 223 4 3 1 橋脚高62.5、52m.
'71
'72 樋島大橋 天草市龍ヶ岳町 291 6 3 2 幅員が4.5ｍと狭く、交互交通。
'73 関門橋 下関ー門司（関門海峡） 1068 6 3 2 高速道路、最大支間712ｍ、主塔高さ141ｍ

雲海橋 高千穂町~日之影町・国道218 199 1+2 3 1 中路式ローゼ桁、最大支間160m
黒之瀬戸大橋 阿久根市～出水郡長島町 502 4 3 2 最大支間300ｍ

'74 戸馳大橋 宇城市三隅町～戸馳島 301 1+2 3 2 ランガー桁
西大維橋 上天草市 238 1+2 3 2 2連ランガー桁
天草瀬戸大橋 天草市志柿町~亀岡町 703 1 3 2 連続桁。両端が、船舶航行の高さをとるためループ。
外津橋 唐津市～玄海町（外津浦） 252 2 2 2 最大支間170m。世界で初めてﾄﾗｽ張出工法採用。土木学会田中賞

'75 東大維橋 上天草市 380 6 3 2
通詞大橋 天草市五和町 184 1+2 3 2 ランガー桁

'76
'77 平戸大橋 平戸市～田平町（平戸瀬戸） 665 6 3 2 最大支間465.5ｍ。当時国内最大。土木学会田中賞
'78 波瀬大橋 日之影町、国道218 310 4 3 1 最大支間150m、上路式3径間連続トラス
'79 橘橋 宮崎市橘通り・国道220大淀川 389 1 2 1 6径間連続箱桁。現在の橋は6代目
'80 野釜大橋 上天草市 295 3 2 2
'81 有明大橋 志布志市有明町菱田川 212 2 3 1 逆ローゼ橋。高架部分154.8ｍ続く。
'82 青島大橋 壱岐市芦辺町諸吉南触 315 1 2 2 離島架橋（道路）、連続桁
'83
'84 青雲橋 日之影町、国道218 410 2 3 1 最大支間220m、上路式スパンドレルブレースド
'85 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・アーチ、水面から１３７m
'86 樺島大橋 長崎市野母崎（樺島水道） 227 1+4 3 2 ランガートラス式。最大支間152m
'87
'88 寺島大橋 西海市大島町（寺島水道） 269 2 3 2 ローゼ橋

荒津大橋 福岡市中央区那の津（博多港） 345 5 3 2 都市高速、最大支間184m
呼子大橋 唐津市呼子町―加部島（呼子港） 728 5 2 2 支間250ｍ。PC桁斜長橋としては日本一。土木学会田中賞

'89 別府明礬橋 別府市鶴見 411 2 1 1 アーチ支間235m、当時日本一のアーチ支間長。土木学会田中賞
奥阿蘇大橋 高森町～山都町・国道325 360 2 3 1 2ヒンジﾌﾞﾚｰｽﾄﾞﾘﾌﾞｱｰﾁ、最大支間210m。耐候性鋼材を用い無塗装。
龍天橋 日之影町、林道宇目・須木線 260 1+2 3 1 最大支間200m。ローゼ橋。水面高100m(林道では日本一）

'90
'91 生月大橋 平戸市生月島（生月瀬戸） 960 4 3 2 トラス橋960ｍ+取付高架橋372ｍ、最大支間400m。土木学会田中賞
'92
'93 阿蘇長陽橋 阿蘇長陽村戸下 305 1 2 1

唄げんか大橋 佐伯市宇目（国道326号） 292 5 2 1 桁間170m。3径間連続。建設省直轄工事最初のPC斜長橋
珊瑚大橋 壱岐市郷ノ浦町大浦・長島（郷ノ浦港付近） 294 1 2 2 離島（道路）、単純Ｔ桁橋

'94 郷ノ浦大橋 壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦・片原触（郷ノ浦港） 179 2 3 2 離島（道路）、鋼ローゼ橋（ニールセン）
'95 耳納大橋 耳納連山県道798と800を結ぶ 150 1+2 3 1 上路式単純合成桁橋＋スパンドルプレーストアーチ

天馬大橋 延岡市北方町・国道218 370 3 2 1 3径間連続ラーメン箱桁
干支大橋 延岡市北方町・国道218 385 2 3 1 アーチ支間275m。中路式ブレストリブ固定アーチ。土木学会田中賞

'96 谷山臨海大橋 鹿児島市谷山地区 356 1 2 2 臨港道路、5径間連続箱桁
青葉大橋 高千穂町三田井～向山　主要地方道諸塚 270 2 1 1 支間180
伊唐大橋 長島町・農免農道伊唐島地区 675 5 2 2 最大支間260m

'97 荒神橋 高千穂町・国道325 180 1 2 1 単純T桁4連
牛深ハイヤ大橋 天草市牛深町 883 1 3 2 7径間連続鋼床板曲線箱桁。漁港をまたぐ。ﾚﾝゾ・ピアノ設計。土木学会田中賞

'98
'99 水無大橋 島原市国道57号 325 2 3 1 200年ぶりの普賢岳噴火からの復旧

天建寺橋 久留米市大善寺～みやき町天建寺 426 5 2 1 最大支間長219m。
甑大明神橋 薩摩川内市上甑島・中甑島 420 5 2 2 鹿児島県初のＰＣ斜張橋
大島大橋 西海市西海町～大島町（寺島水道） 880 5 3 2 離島、最大支間350m、全長1095ｍ
鮎の瀬大橋 山都市白藤 390 5 2 1 農免道路に架かる橋

'00 天翔大橋 日之影町・ふるさと農道松の木地区 463 2 1 1 アーチスパン260m。水面高143m(日本一)

天保山ｼｰｻｲﾄﾞﾌﾞﾘｯｼﾞ 鹿児島市 210 1 3 2 臨港道路、3径間連続箱桁、全長430ｍ
神鈴大橋 高千穂町広域農道西臼杵地区 218 3 2 1 4径間連続箱桁

'01
'02 朧（おぼろ）大橋 八女市上陽町下横山（耳納山） 293 1+2 1 1 固定ｱｰﾁ橋+連続中空床板橋,土木学会田中賞

海の中道大橋 福岡市東区海の中道アイランド線 260 2 3 2 ローゼ橋、最大支間140ｍ、全長750ｍ
香椎かもめ大橋 福岡市東区（博多湾） 789 1 3 2 臨港道路、3径間連続箱桁360ｍ
神原渓谷大橋 大分県竹田市神原渓谷 236 2 1 1 ロアリング工法を採用
船小屋温泉大橋 筑後市尾島～瀬高町、国道209 232 1+2 3 1 ニールセンローゼ

'03 神都高千穂大橋 高千穂町押方～三田井・国道218 300 1+2 1 1 逆ランガーアーチ、アーチ支間長143m、高さ115m
伊万里湾大橋 伊万里市（伊万里湾） 390 2 3 2 臨港道路,3径間連続中空ローゼ390m+RCﾗｰﾒﾝ橋
国見大橋 高千穂町広域農道臼杵地区 320 2 1 1 アーチスパン181m、水面高80m

'04 水ヶ崎大橋 高千穂町ふるさと農道向山地区 230 2 1 1 径間160m
夕日の里大橋 五ヶ瀬町ふるさと農道五ヶ瀬地区 240 3 2 1 2径間連続Tラーメン

'05 女神大橋 長崎市大浜町～新戸町（長崎港） 880 5 3 2 3径間連続斜長橋880ｍ＋取付高架橋409ｍ。斜張橋橋長は国内6番目
'06 上岩戸大橋 高千穂町ふるさと林道上岩戸線 410 3 2 1 4径間連続ラーメン箱桁、水面から122ｍ、最大スパン135m

新西海橋 佐世保市針尾島～西海市 300 1+2 3 2 最大支間240m。中路ﾌﾞﾚｰｽﾄﾞﾘﾌﾞｱｰﾁ。土木学会田中賞。
新北九州空港連絡ｱｰﾁ橋 小倉南区空港北町～苅田町雨窪（苅田港） 400 1+2 3 2 3径間連続アーチ橋＋連続鋼床板箱桁橋 =2.1km 、中央径間210m、土木学会田中賞

'07 マリンポート大橋 鹿児島市 210 1 3 2 3径間連続床版桁210ｍ
'08 牛根大橋 鹿児島市黒神町～垂水市牛根麓・国道 381 2 3 2 3径間連続鋼床板ﾊﾞﾗﾝｽﾄﾞｱｰﾁ。ｱｰﾁ支間260ｍ。

鷹島肥前大橋 唐津市肥前町～松浦市鷹島町 840 1+5 1+3 2 5径間複合連続斜張橋。斜張橋840m＋取付高架橋（278m ,133ｍ）。RC主塔、鋼桁
'09 矢部川大橋 柳川市大和町～みやま市高田町 517 5 2 1 3径間連続曲線斜長橋。中央径間261ｍはPC斜長橋として日本一 .土木学会田中賞
'10
'11 伊王島大橋 長崎市伊王島町～香焼町 480 1 3 2 5、3、2径間の3つの連続箱桁橋（281＋480＋115＝876ｍ）。最大支間240m
'12

凡例

構造 1.桁橋 2.アーチ橋 3.ラーメン橋 4.トラス橋 5.斜長橋 6.吊り橋

材料 1.鉄筋コンクリート 2.プレストレストコンクリート 3.鋼材
場所 1.川、谷、ダム 2.海

平戸大橋 

天祥大橋 

西海橋 

荒津大橋 

表 2 戦後における橋長 150ｍ以上の長大橋の建設経緯 
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参
考 

高
低
差
克
服
の
ル
ー
プ
橋 

  

川
や
道
を
ま
た
ぐ
橋
と
は
別
に
、
急
峻

な
地
形
な
ど
の
た
め
高
低
差
を
稼
ぐ
必
要

か
ら
、
ル
ー
プ
橋
と
呼
ぶ
特
殊
な
形
を
し

た
橋
を
つ
く
る
こ
と
が
あ
る
。
道
路
の
線

形
を
ら
せ
ん
状
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
、
こ

う
配
を
つ
け
て
上
り
下
り
し
、
高
低
差
を

稼
ぐ
方
式
の
橋
で
あ
る
。 

 

九
州
に
本
格
的
な
ル
ー
プ
橋
が
導
入
さ

れ
た
の
は
、
国
道
２
２
１
号
人
吉
～
え
び

の
間
の
２
つ
の
ル
ー
プ
で
あ
る
。
熊
本
と

宮
崎
の
県
境
に
堀
切
峠
（
別
名
、
加
久
藤

峠
。
標
高
７
２
０
ｍ
）
が
立
ち
は
だ
か
り
、

交
通
の
難
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
ル

ー
ト
は
、
八
代
・
人
吉
か
ら
、
え
び
の
・

小
林
に
至
る
道
で
、
重
要
路
線
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
１
９
７
２
年
に
国
道
の

加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
１
８
０
９
ｍ
）

が
建
設
さ
れ
、
峠
越
え
の
難
所
が
解
消
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
取
付
け
道
路
と
し

て
、
人
吉
側
に
〝
人
吉
ル
ー
プ
〟
が
、
え

び
の
側
に
〝
え
び
の
ル
ー
プ
〟
が
導
入
さ

れ
た
。 

 

前
者
は
、
直
径
約
１
９
０
ｍ
の
円
で
、

１
９
７
７
年
の
完
成
で
あ
る
（
図
）
。
す
べ

て
が
橋
で
な
く
、
土
工
区
間
を
含
む
複
数

の
円
弧
部
分
に
橋
が
架
か
り
、
全
体
で
ル

ー
プ
を
な
す
。
周
囲
か
ら
ル
ー
プ
の
全
景

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
建
設
当
時
は
東
洋

一
で
あ
っ
た
。 

 

２
年
後
の
１
９
７
９
年
に
、
え
び
の
ル

ー
プ
が
完
成
。
図
の
よ
う
に
、
本
ル
ー
プ

は
下
か
ら
上
に
行
く
に
し
た
が
い
小
さ
く

な
る
。
こ
の
た
め
、
円
の
大
き
さ
は
必
ず

し
も
明
示
で
き
な
い
が
、
下
側
で
直
径
約

５
０
０
ｍ
、
上
側
で
約
３
０
０
ｍ
で
あ
る
。

ま
た
、
橋
、
土
工
に
加
え
ト
ン
ネ
ル
区
間

が
あ
る
た
め
ル
ー
プ
の
全
景
は
み
え
な
い
。 

 

現
在
は
、
国
道
２
２
１
号
の
す
ぐ
横
を

高
速
道
路
の
九
州
自
動
道
が
通
る
。
こ
の

た
め
、
国
道
の
交
通
量
は
さ
ほ
ど
多
く
は

な
い
。
そ
れ
で
も
九
州
自
動
車
道
の
八
代

Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
え
び
の
Ｉ
Ｃ
間
は
ト
ン
ネ
ル
が

多
く
、
危
険
物
積
載
車
は
通
行
禁
止
で
あ

る
。
ま
た
、
当
然
な
が
ら
無
料
で
あ
り
、

え
び
の
側
に
え
び
の
高
原
や
矢
岳
高
原
の

見
晴
し
台
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
一
定

の
交
通
量
が
い
ま
な
お
残
る
。 

 

橋
の
取
付
け
部
で
ル
ー
プ
を
取
り
入
れ

た
天
草
瀬
戸
大
橋
（
全
長
約
７
０
０
ｍ
）

が
あ
る
。
天
草
上
島
と
下
島
間
の
本
渡
瀬

戸
を
渡
る
橋
で
あ
る
。
船
の
航
行
に
支
障

な
い
よ
う
に
、
橋
と
海
面
と
の
間
で
空
間

が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
ル
ー
プ
で
高
さ

を
か
せ
ぐ
工
夫
が
採
用
さ
れ
た
。 

実
は
、
こ
の
橋
は
３
代
目
で
あ
る
。
最

初
の
瀬
戸
橋
は
、
回
転
式
の
可
動
橋
で
あ

っ
た
（
１
９
２
３
年
）
。
つ
い
で
、
両
側
か

ら
跳
ね
上
げ
る
可
動
橋
・
新
瀬
戸
橋
が
つ

く
ら
れ
た
（
１
９
６
０
年
）
。
し
か
し
、
本

渡
瀬
戸
を
通
過
す
る
船
舶
の
増
加
と
、
天

草
五
橋
の
開
通
で
国
道

２
６
６
号
と
３
２
４
号

が
重
複
す
る
本
道
路
区

間
の
交
通
が
激
し
く
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

１
９
７
４
年
に
橋
桁
を

高
い
位
置
と
す
る
天
草

瀬
戸
大
橋
が
建
設
さ
れ

た
。
そ
の
際
、
狭
い
用
地

か
ら
両
端
の
取
付
け
部

が
ル
ー
プ
橋
と
な
っ
た
。 

因
み
に
、
本
橋
の
少
し

離
れ
た
位
置
に
平
行
し

て
本
渡
瀬
戸
歩
道
橋
（
橋
長
１
２
４
．
８

ｍ
、
１
９
７
８
年
完
成
）
が
あ
る
。
こ
ち

ら
は
昇
開
橋
で
歩
行
者
・
二
輪
車
専
用
で

あ
る
。 

 

同
じ
天
草
の
最
南
端
に
位
置
す
る
牛
深

で
は
、
本
文
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
水
産

加
工
基
地
・
後
浜
地
区
と
、
漁
港
施
設
が

あ
る
台
場
地
区
を
結
ぶ
連
絡
道
と
し
て
牛

深
ハ
イ
ヤ
大
橋
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
際
、

下
須
島
の
先
端
に
と
り
つ
く
ル
ー
プ
橋
が

分
岐
し
接
続
さ
れ
て
い
る
。
取
付
け
部
は

Ｔ
字
型
で
、
海
の
上
に
あ
る
橋
上
の
信
号

交
差
点
と
い
う
珍
し
い
構
造
で
あ
る
。 

 

現
在
の
九
州
最
大
の
ル
ー
プ
橋
は
、
国

道
２
６
３
号
の
福
岡
・
佐
賀
県
境
に
あ
る

三
瀬
有
料
道
路
で
あ
る
（
写
真
）
。
三
瀬
ト

ン
ネ
ル
の
福
岡
よ
り
の
取
付
け
部
（
全
長

１
．
９
㎞
。
２
０
０
８
年
完
成
）
に
あ
る
。

１
．
１
４
㎞
が
ル
ー
プ
区
間
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
３
つ
の
曲
線
橋
が
あ
り
、
合
わ

せ
れ
ば
７
２
０
ｍ
の
長
さ
と
な
る
。
ル
ー

プ
の
直
径
は
約
２
０
０
ｍ
で
、
こ
の
間
の

高
低
差
は
約
７
０
ｍ
で
あ
る
。 

川
、
海
を
越
え
る
道
路
橋 

8 

人吉ループ橋

加久藤トンネルへ

堀切峠へ

旧
国
道

国道２２１号

人吉市・八代市へ
堀切峠へ加久藤トンネルへ（加

久
藤
ト
ン
ネ
ル
）

えびのＰＡ

えびのループ橋

えびのＩＣへ

えびの市へ

旧
国
道

国
道
２
２
１
号

図 国道２２１号の人吉およびえびのループ 

国道389号

（国道フェリー）

ループ橋

天草下島

下須島

牛
深
港

図 牛深ハイヤ大橋のループ橋 

三瀬トンネル有料道路のループ橋 

（佐賀県道路公社ＨＰより） 
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道
路
ト
ン
ネ
ル
と
は 

 

山
国
川
の
中
流
右
岸
に
そ
そ
り
立
つ
競

秀
峰
（
き
ょ
う
し
ゅ
う
ほ
う
）
の
断
崖
絶

壁
。
そ
こ
に
作
ら
れ
た
鎖
渡
し
の
桟
道
（
さ

ん
ど
う
）
で
、
多
く
の
人
の
命
が
失
わ
れ

た
。
こ
の
惨
事
を
見
か
ね
た
禅
海
和
尚
は
、

３
０
年
の
歳
月
を
か
け
て
ノ
ミ
で
穴
を
穿

ち
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
た
。
全
長
３
４
２

ｍ
、
う
ち
ト
ン
ネ
ル
区
間
１
４
４
ｍ
で
、

「
青
の
洞
門
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
い
ま

か
ら
約
２
５
０
年
前
、
１
７
６
３
年
の
こ

と
だ
。
九
州
は
も
と
よ
り
、
わ
が
国
で
み

て
も
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
草
分
け
で
あ
り
、

現
地
の
看
板
に
よ
れ
ば
有
料
道
路
の
元
祖

と
の
こ
と
で
も
あ
る
。 

さ
て
、
わ
が
国
で
は
ト
ン
ネ
ル
を
隧
道

（
ず
い
ど
う
）
と
も
呼
ぶ
が
、
戦
後
に
な

り
、
ト
ン
ネ
ル
が
正
式
名
と
な
っ
た
。
こ

の
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ト
ン

ネ
ル
会
議
で
は
、
「
計
画
さ
れ
た
位
置
に
、

所
定
の
断
面
で
設
け
ら
れ
た
地
下
構
造
物

で
、
仕
上
が
り
断
面
積
２
㎡
以
上
を
ト
ン

ネ
ル
と
い
う
」
と
定
め
た
。
む
ろ
ん
こ
れ

は
、
鉄
道
、
水
路
、
水
道
、
通
信
な
ど
を

合
わ
せ
て
の
こ
と
で
あ
る
。 

当
然
な
が
ら
、
道
路
ト
ン
ネ
ル
は
そ
の

一
部
で
あ
り
、
交
通
の
難
所
を
克
服
し
、

人
や
車
が
往
来
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
る

地
中
の
交
通
路
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
延

長
や
線
形
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
断
面
に
つ

い
て
は
馬
蹄
形
、
円
形
、
長
方
形
が
主
で

あ
る
。
安
全
な
交
通
の
た
め
の
空
間
（
建

築
限
界
）
を
確
保
す
る
と
の
観
点
で
形
状

や
内
空
の
幅
、
高
さ
が
定
ま
る
。
ま
た
、

軸
方
向
に
つ
い
て
は
、
地
形
を
考
慮
し
、

人
や
車
の
交
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、

水
平
・
上
り
・
下
り
の
勾
配
や
直
線
・
曲

線
に
よ
る
立
体
形
状
が
定
め
ら
れ
る
が
、

見
通
し
が
良
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 道
路
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
法 

 

道
路
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
で
は
２
つ
の
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
一
つ
は
、
硬
軟
さ
ま

ざ
ま
な
性
質
の
地
盤
や
岩
盤
（
こ
れ
ら
の

総
体
を
地
山
と
い
う
）
を
ど
の
よ
う
に
掘

削
す
る
か
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
掘
削

時
お
よ
び
掘
削
後
に
ト
ン
ネ
ル
を
ど
う
安

定
さ
せ
る
か
で
あ
る
。「
山
の
緩
み
は
気
の

緩
み
」
。
掘
削
十
訓
で
な
い
が
、
慎
重
な
準

備
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
掘
削
時
に
地
山
を
一
時
的

に
支
え
る
仮
設
の
構
造
物
に
よ
る
仕
組
み

を
支
保
工
と
呼
ぶ
。 

ま
た
、
恒
久
的
に
地
山
の
崩
落
を
防
ぐ

た
め
、
ト
ン
ネ
ル
内
側
に
、
あ
る
厚
さ
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
を
巻
き
立
て
る
が
、

こ
れ
を
覆
工
ま
た
は
ラ
イ
ニ
ン
グ
と
い
う
。 

当
然
な
が
ら
、
地
山
の
地
質
や
湧
水
状

況
に
応
じ
、
掘
削
法
、
支
保
工
、
覆
工
は

相
互
に
関
係
し
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
施
工
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
提
案
さ
れ
た
主
な

も
の
は
、
在
来
工
法
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
シ
ー

ル
ド
工
法
お
よ
び
開
削
工
法
で
あ
る
。 

在
来
工
法
は
、
ま
ず
地
山
を
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
で
爆
破
す
る
。
あ
る
い
は
、
削
岩
機

で
掘
削
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
直
後
に
鋼

ア
ー
チ
支
保
工
を
建
て
込
ん
で
支
え
、
壁

面
に
矢
板
（
木
板
ま
た
は
鋼
矢
板
）
等
を

あ
て
が
い
、
セ
ン
ト
ル
（
型
枠
）
を
設
置

し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
み
巻
き
た

て
る
工
法
で
あ
る
。
矢
板
工
法
と
も
呼
ば

れ
、
所
定
の
断
面
を
一
度
に
掘
削
す
る
場

合
（
全
断
面
工
法
）
も
あ
る
が
、
地
山
が

悪
い
と
き
は
い
く
つ
か
に
分
割
し
、
細
切

れ
に
分
け
な
が
ら
掘
削
す
る
こ
と
と
な
る
。

あ
る
い
は
、
小
さ
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
ト
ン
ネ

ル
（
先
進
導
坑
）
を
掘
り
、
こ
れ
を
切
り

拡
げ
る
工
夫
も
あ
る
。 

２
つ
目
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
開
発
さ
れ
た
工
法
で
あ
り
、N

e
w

 

A
u

s
tr

ia
n

 T
u

n
n

e
lin

g
 M

e
th

o
d

の
頭
文

字
を
連
ね
た
呼
び
名
で
あ
る
。
在
来
工
法

と
同
様
に
爆
破
や
ト
ン
ネ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ

マ
シ
ー
ン
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
で
地
山

を
掘
削
す
る
。
そ
の
後
、
直
ち
に
吹
付
け

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
掘
削
断
面
を
固
め
、
ロ

ッ
ク
ボ
ル
ト
を
地
山
内
に
挿
入
し
、
あ
た

か
も
地
盤
を
縫
い
付
け
る
よ
う
に
し
て
山

の
自
立
能
力
を
引
き
出
す
工
夫
を
施
す
も

の
で
あ
る
（
図
１
中
）
。
な
お
、
地
山
の
状

況
が
悪
く
、
吹
付
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
け

で
抑
え
き
れ
な
い
場
合
は
、
鋼
ア
ー
チ
支

保
工
等
を
追
加
す
る
。
こ
れ
ら
で
地
山
を

仮
押
え
し
、
覆
工
を
ま
き
立
て
る
こ
と
も

あ
る
。 

要
す
る
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
山
が
も
つ

自
立
能
力
を
生
か
す
点
で
合
理
的
で
あ
る
。

ま
た
、
施
工
上
の
汎
用
性
が
あ
り
、
多
様

な
地
質
に
応
用
が
で
き
、
大
断
面
で
一
気

に
施
工
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
加
え

て
、
覆
工
を
薄
く
で
き
、
経
済
的
に
施
工

で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
１
９
８
０
年
代
の
わ
が
国
へ
の
導
入

以
来
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
在
来
工
法
に
代
わ
り

広
く
活
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。 

た
だ
、
本
法
も
万
能
で
な
い
。
湧
水
が

多
い
と
吹
付
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
固
ま
る

前
に
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
の
接
着
剤
が
流
出
し
、

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い

は
地
質
状
態
が
悪
い
山
（
破
砕
さ
れ
て
い

難
所
克
服
の
道
路
ト
ン
ネ
ル 

図 トンネルの切羽と主な施工法 

９ 

Ⓣ      
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る
地
山
、
膨
張
性
の
地
山
等
）
に
は
ロ
ッ

ク
ボ
ル
ト
が
十
分
に
効
か
な
い
な
ど
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
鋼
ア
ー
チ
に
よ
る
地
山

の
補
強
、
天
盤
部
や
掘
削
最
前
線
の
地
山

（
切
羽
ま
た
は
切
端
と
い
う
。
図
中
上
段

の
写
真
参
照
）
内
に
パ
イ
プ
を
打
ち
込
む

工
夫
、
止
水
や
水
抜
き
な
ど
の
補
助
工
が

併
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

シ
ー
ル
ド
工
法
は
、
土
砂
層
な
ど
の
軟

弱
な
地
盤
、
未
固
結
な
地
盤
を
施
工
す
る

た
め
に
開
発
さ
れ
た
工
法
で
あ
る
が
、
む

ろ
ん
硬
い
岩
盤
で
も
ボ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ン

な
ど
と
併
用
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

完
成
し
た
覆
工
で
反
力
を
取
り
な
が
ら
、

鋼
製
の
筒
を
掘
削
方
向
へ
と
ジ
ャ
ッ
キ
で

押
し
込
む(

図
１
下)

。
そ
の
後
に
、
土
砂
を

か
き
出
し
、
セ
グ
メ
ン
ト
（
組
み
立
て
れ

ば
円
筒
状
の
覆
工
に
な
る
よ
う
に
分
割
さ

れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
つ
一
つ
）
を
組
み
た

て
て
、
つ
ぎ
の
段
階
へ
と
掘
り
進
む
こ
と

と
な
る
。 

も
う
一
つ
は
開
削
工
法
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
地
表
か
ら
地
盤
を
溝
状
に
掘
り
、
そ

こ
に
箱
状
の
ト
ン
ネ
ル
構
造
物
を
構
築
し

て
埋
め
戻
す
施
工
法
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン

カ
ッ
ト
工
法
と
も
呼
ば
れ
、
地
表
か
ら
浅

い
位
置
の
土
砂
層
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
に
適

し
て
い
る
。 

以
上
の
他
に
も
、
水
底
ト
ン
ネ
ル
建
設

の
た
め
の
沈
埋
工
法
、
地
下
水
の
湧
出
を

圧
力
で
抑
え
る
圧
気
工
法
な
ど
が
あ
る
。 

 九
州
に
お
け
る
道
路
ト
ン
ネ
ル 

① 

九
州
全
体
の
ト
ン
ネ
ル
概
況 

九
州
に
お
け
る
現
代
の
道
路
は
、
そ
の

多
く
が
戦
後
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
際
、

急
峻
な
地
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
数
多
く
の

ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
道
路

統
計
年
報
か
ら
、
道
路
の
種
類
別
、
規
模

別
、
県
別
に
区
分
し
、
拾
い
出
せ
ば
表
１

の
と
お
り
で
あ
る
。 

集
計
す
る
と
、
２
０
１
５
年
４
月
現
在

の
九
州
全
体
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
の
ス
ト

ッ
ク
は
１
５
８
４
か
所
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
高
速
道
路
で
は
９
６
か
所
、
一
般
国

道
５
２
８
、
県
道
４
２
４
、
市
町
村
道
等

５
３
６
か
所
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
戦
後
７
０
年

の
間
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
毎
年

２
０
本
程
度
が
完
工
し
た
計
算
に
な
る
。 

そ
の
中
で
、
高
速
道
路
ト
ン
ネ
ル
は
、

１
９
７
０
年
代
か
ら
９
０
年
代
の
３
０
年

間
に
多
く
が
集
中
し
て
い
る
。
特
に
８
０

年
代
が
ピ
ー
ク
で
、
半
数
近
く
が
集
中
的

に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ト
ン
ネ
ル

が
多
い
九
州
自
動
車
道
や
宮
崎
自
動
車
道
、

長
崎
・
大
分
自
動
車
道
な
ど
の
建
設
が
並

行
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。 

一
方
、
国
道
は
１
９
６
０
年
代
か
ら
今

日
ま
で
建
設
が
続
き
、
比
較
的
な
だ
ら
か

な
推
移
だ
が
、
こ
れ
ら
は
バ
イ
パ
ス
整
備

に
伴
う
建
設
で
あ
る
。
ま
た
、
県
道
お
よ

び
市
町
村
道
等
は
、
国
道
よ
り
一
層
早
い

１
９
５
０
年
代
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
九
州
全
体
で
道
路
の
種
別

に
整
備
延
長
な
ど
を
拾
い
出
せ
ば
表
上
段

に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
総
延

長
は
約
５
３
万
㎞
で
あ
る
。
そ
の
中
で
高

速
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
延
長
が
１
８
％
、
国

道
ト
ン
ネ
ル
が
４
５
％
を
占
め
て
い
る
。 

あ
る
い
は
、
高
速
道
路
の
総
延
長
９
．

６
万
㎞
に
占
め
る
ト
ン
ネ
ル
延
長
の
割

合
は
９
．
７
％
。
大
半
は
１
０
０
ｍ
以
上

３
０
０
０
ｍ
以
内
だ
が
、
３
０
０
０
ｍ
を

超
え
る
も
の
が
３
か
所
あ
る
。
ま
た
平
均

す
れ
ば
、
１
か
所
の
ト
ン
ネ
ル
延
長
は
約

１
㎞
と
な
り
、
高
速
道
路
約
１
０
㎞
を
走

行
す
る
ご
と
に
一
か
所
の
割
合
で
そ
う

し
た
長
い
ト
ン
ネ
ル
に
遭
遇
す
る
こ
と

に
な
る
。 

他
方
、
国
道
は
、
延
長
１
０
０
～
５
０

０
ｍ
未
満
の
も
の
が
最
も
多
く
、
全
体
の

半
数
以
上
を
占
め
る
。
あ
る
い
は
一
か
所

を
除
け
ば
、
す
べ
て
が
３
０
０
０
ｍ
未
満

で
あ
り
、
一
か
所
の
平
均
延
長
は
４
５
３

ｍ
と
高
速
道
路
の
約
半
分
で
あ
る
。 

県
道
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
箇
所
の
総
延
長

は
わ
ず
か
で
、
全
延
長
の
１
％
に
も
満
た

な
い
。
ま
た
、
大
半
は
５
０
０
ｍ
未
満
の

短
い
ト
ン
ネ
ル
で
、
１
か
所
の
平
均
延
長

は
２
７
０
ｍ
、
国
道
の
さ
ら
に
半
分
近
い

値
で
あ
る
。 

市
町
村
も
同
様
で
、
２
４
６
㎞
に
一
か

所
の
計
算
と
な
る
。
短
い
ト
ン
ネ
ル
が
多

く
、
平
均
延
長
は
１
４
５
ｍ
／
箇
所
で
、

国
道
の
約
１
／
３
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
幹
線
道
か
ら
非
幹
線
道
に
な

る
に
従
い
ト
ン
ネ
ル
の
存
在
は
ま
ば
ら

と
な
り
、
平
均
延
長
も
半
分
、
さ
ら
に
半

分
と
短
く
な
る
。
こ
れ
は
地
質
上
の
関
係

に
加
え
て
、
身
近
な
道
で
あ
る
程
建
物
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
求
め
ら
れ
、
ト
ン
ネ
ル
を

避
け
、
地
形
に
応
じ
な
が
ら
そ
の
線
形
（
勾

配
や
曲
線
な
ど
）
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。 

② 

都
道
府
県
等
に
お
け
る
状
況 

表
１
の
下
半
は
各
県
お
よ
び
政
令
市
に

お
け
る
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
状
況
で
あ
る
。

政
令
市
で
は
、
北
九
州
市
の
４
８
か
所
が

目
立
つ
。
こ
れ
は
山
で
分
割
さ
れ
た
都
市

の
地
形
条
件
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。 

表 1 九州における道路トンネルの状況(平成 25 年 4 月現在) 

平均長
箇所 延長m 箇所 延長m 箇所 延長m 箇所 延長m 箇所 延長m 箇所 延長m 延長m

高 速 道 2 168 40 11141 23 16686 28 51525 3 16202 96 95722 997

一般国道 95 6419 288 74027 86 61293 58 93360 1 3945 528 239044 453

県道 133 6798 236 55736 37 24466 17 24089 1 3308 424 114397 270

市町村道 289 14133 230 50942 15 10194 2 2346 536 77615 145

道路合計 519 27518 794 191846 161 112639 105 171320 5 23455 1584 526778 333

福岡県 30 1487 23 6372 5 3400 5 8424 63 19683 312

佐賀県 7 406 24 6002 9 5908 5 8218 45 20534 456

長崎県 22 1312 130 32391 25 18156 17 30829 194 82688 426

熊本県 100 4942 135 32262 23 16318 12 21314 2 12605 272 87441 321

大分県 250 13406 247 54818 37 25403 28 44344 562 137971 246

宮崎県 63 3213 107 28462 35 24830 17 25968 222 82473 372

鹿児島 40 2312 91 21650 17 11423 18 27414 2 7253 168 70052 417

北九州 7 440 29 7914 8 5564 3 4809 1 3597 48 22324 465

福岡市 4 806 2 1637 6 2443 407

熊本市 4 1169 4 1169 292

3000m以上 合計トンネル長 100m未満 100～500未満 500～1000未満 1000～3000未満
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各
県
等
に
つ
い
て
の
実
態
は
、
ト
ン
ネ

ル
の
箇
所
数
お
よ
び
延
長
か
ら
見
て
大
分

県
が
群
を
抜
い
て
多
く
、
５
６
２
か
所
を

数
え
る
。
つ
い
で
熊
本
の
２
７
２
か
所
で

あ
る
。 

こ
れ
ら
を
道
路
延
長
１
０
０
㎞
当
り
の

密
度
で
み
れ
ば
、
大
分
県
は
３
．
１
か
所

で
最
も
大
き
い
。
つ
ま
り
、
１
０
０
㎞
走

行
す
る
う
ち
に
平
均
３
つ
以
上
の
ト
ン
ネ

ル
に
遭
遇
す
る
計
算
で
あ
る
。 

逆
に
、
福
岡
県
０
．
２
、
佐
賀
０
．
４
、

鹿
児
島
県
０
．
６
か
所
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
県
で
は
た
ま
に
ト
ン
ネ
ル
に
出
会
う
程

度
で
あ
る
。 

あ
る
い
は
、
熊
本
、
鹿
児
島
の
両
県
お

よ
び
北
九
州
市
を
除
け
ば
、
３
０
０
０
ｍ

を
超
え
る
超
長
大
な
ト
ン
ネ
ル
は
な
く
、

い
ず
れ
も
３
０
０
０
ｍ
未
満
で
あ
る
。 

特
に
大
分
県
は
５
０
０
ｍ
未
満
が
多
く
、

箇
所
数
で
全
体
の
８
８
％
、
延
長
で
５

１
％
を
占
め
、
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
が
大
半

を
占
め
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 

因
み
に
、
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
高
速

道
路
の
肥
後
ト
ン
ネ
ル
６
３
４
０
ｍ
で
あ

る
。
最
短
は
、
宮
崎
県
日
之
影
町
の
町
道
・

矢
筈
第
一
ト
ン
ネ
ル
の
４
ｍ
で
、
１
０
歩

に
も
満
た
な
い
長
さ
で
あ
る
。 

 主
な
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
状
況 

 

国
道
２
号
の
関
門
道
路
ト
ン
ネ
ル
を
除

け
ば
、
２
０
１
５
年
現
在
で
延
長
２
０
０

０
ｍ
超
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
は
、
九
州
内
に

３
６
か
所
が
あ
る
（
表
２
）
。
そ
の
う
ち
２

１
か
所
が
高
速
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、

一
般
国
道
１
１
、
県
道
２
、
そ
の
他
２

で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
福
智
山
、
金
剛
山
ト
ン

ネ
ル
は
、
福
岡
県
下
で
最
も
長
大
で
あ

り
、
両
者
と
も
に
九
州
自
動
車
道
の
北

九
州
市
域
の
区
間
に
あ
る
。
小
倉
南
Ｉ

Ｃ
か
ら
福
岡
市
方
向
に
走
る
と
、
３
５

９
０
ｍ
の
福
知
山
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、

そ
れ
を
抜
け
る
と
わ
ず
か
１
０
０
ｍ

足
ら
ず
の
明
か
り
区
間
を
瞬
時
に
通

過
し
て
２
２
０
０
ｍ
の
金
剛
山
ト
ン

ネ
ル
に
突
入
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
５

㎞
強
に
わ
た
り
ト
ン
ネ
ル
が
続
く
状

態
で
あ
る
と
み
て
も
よ
い
。 

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル

の
火
災
事
故
を
機
に
５
㎞
以
上
の
ト

ン
ネ
ル
入
り
口
に
信
号
機
が
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
事
故

を
教
訓
に
し
て
、
九
州
で
は
、
肥
後
、

加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
と
同
様
に
、
福
智

山
、
金
剛
山
ト
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
て
５

㎞
以
上
の
扱
い
と
し
、
ト
ン
ネ
ル
入
口

に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

高
速
道
路
以
外
の
道
路
で
、
最
長
は

久
七
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
国
道
２
６
７
号

の
旧
道
で
、
熊
本
県
と
鹿
児
島
県
の
県
境

に
あ
る
久
七
峠
の
区
間
は
、
道
幅
が
狭
く
、

急
カ
ー
ブ
、
急
勾
配
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

夏
は
土
砂
崩
れ
、
冬
は
路
面
凍
結
で
し
ば

し
ば
交
通
規
制
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
バ
イ
パ
ス
と
し
て
久
七
峠
の

地
下
を
貫
く
ト
ン
ネ
ル
が
整
備
さ
れ
た
。

そ
れ
が
九
州
に
お
け
る
無
料
区
間
最
長
の

久
七
ト
ン
ネ
ル
３
９
４
５
ｍ
で
あ
る
。
２

０
０
４
年
に
供
用
が
始
ま
っ
た
。 

県
道
で
、
最
も
長
い
も
の
は
３
３
０
０

ｍ
の
国
見
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
肝
付
（
き

も
つ
き
）
町
の
高
山
と
内
之
浦
を
結
ぶ
。

１
９
９
６
年
に
、
国
土
交
通
省
の
〝
交
流

ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
整
備
事
業
〟

に
選
定
さ
れ
、
翌
年
着
工
、
２
０
０
２
年

に
開
通
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
鹿
屋
市
と
内

之
浦
町
間
の
交
通
が
９
㎞
、
２
５
分
短
縮

さ
れ
、
大
隅
半
島
の
観
光
や
地
域
間
交
流

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。 

通
常
の
市
町
村
道
は
、
長
い
ト
ン
ネ
ル

で
も
せ
い
ぜ
い
１
㎞
だ
が
、
農
道
や
林
道

に
長
大
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
宮
崎

県
椎
葉
村
の
ふ
る
さ
と
林
道
（
柏
原
中
山

林
道
）
に
お
け
る
中
山
ト
ン
ネ
ル
の
２
４

５
２
ｍ
、
長
崎
県
の
漁
港
臨
港
道
路
畝
刈

時
津
線
に
お
け
る
鳴
鼓
（
な
づ
み
）
ト
ン

ネ
ル
の
２
０
４
６
ｍ
が
あ
る
。
広
域
農
道

で
は
大
分
県
中
津
市
の
深
耶
馬
渓
ト
ン
ネ

ル
の
１
５
２
９
ｍ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

交
通
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
産
業
振
興
の
た
め
の
道
路
と
し
て
建
設

さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

 

表 2 長さ約 2000ｍを超える長大トンネル 

名　称 路線名 車線数 延長 竣工年 所在地
肥後Ｔ 九州自動車道 下り2 6340 1989 球磨郡山江村
肥後Ｔ 九州自動車道 上り2 6330 1999 球磨郡山江村
加久籐Ｔ 九州自動車道 下り2 6255 1995 人吉市～えびの市
加久籐Ｔ 九州自動車道 上り2 6260 2004 人吉市～えびの市
久七Ｔ 国道267 上下2 3945 2004 伊佐市
福智山Ｔ 九州自動車道 上り2 3597 1986 小倉南区～八幡西区
福智山Ｔ 九州自動車道 下り2 3590 1986 小倉南区～八幡西区
国見Ｔ 県道玉神之川内之浦線 上下2 3300 2002 肝付町
臼津Ｔ 東九州自動車道 暫定2 2990 2001 臼杵市～津久見市
オランダ坂T国道324　 　　　　　　　　上り2 , 下り2 2923 2004 長崎市
新佐敷T 南九州西回り 暫定2 2919 2010 田浦～芦北
冷水Ｔ 国道200 上下2 2894 1987 筑紫野市～飯塚市
野々河内Ｔ 東九州自動車道 暫定2 2819 2015 佐伯～蒲江
葛原T 東九州自動車道 暫定2 2778 2012 佐伯市蒲江
国見Ｔ 国道265 上下2 2777 1996 五ヶ瀬町～椎葉村
俵坂Ｔ 長崎自動車道 上り2 2656 1997 東彼杵町
俵坂Ｔ 長崎自動車道 下り2 2610 1989 東彼杵町
高尾野Ｔ 国道504 上下2 2605 2003 出水市
尺間山Ｔ 東九州自動車道 暫定2 2593 2008 津久見市～佐伯市
西山Ｔ 国道34 上下2 2466 1991 長崎市
中山Ｔ ふるさと林道中山・夜狩内線 上下2 2452 2003 椎葉村
新和瀬Ｔ 国道58 上下2 2435 2001 奄美市
三瀬Ｔ 国道263 上下2 2407 1986 早良区～佐賀市
代太郎Ｔ 大分自動車道 上り2 2311 1994 玖珠郡玖珠町
代太郎Ｔ 大分自動車道 下り2 2300 1999 玖珠郡玖珠町
九六位Ｔ 東九州自動車道 暫定2 2290 2001 大分市～臼杵市
金剛山Ｔ 九州自動車道 上り2 2200 1986 八幡西区
金剛山Ｔ 九州自動車道 下り2 2177 1986 八幡西区
赤松Ｔ 国道3（南九州西回り） 上下2 2140 2005 八代市
新津T 東九州自動車道 暫定２ 2074 2015 苅田町～行橋市
俵山Ｔ 主要道熊本高森線 上下2 2057 2002 西原村～南阿蘇村
不動山Ｔ 長崎自動車道 上り2 2046 1997 嬉野市
鳴鼓Ｔ 長崎漁港臨港道路畝刈時津線 上下2 2046 1986 長崎市～時津町
八丁山Ｔ 九州自動車道 下り2 2026 1988 八代市
三太郎Ｔ 国道58 上下2 2025 1989 奄美市
不動山Ｔ 長崎自動車道 下り2 2006 1990 嬉野市
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参
考 

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
湧
水 

 

ト
ン
ネ
ル
工
事
を
安
全
に
行
う
た
め
に

は
、
地
山
の
力
学
的
な
安
定
に
加
え
、
地

下
水
が
ト
ン
ネ
ル
に
湧
出
す
る
問
題
へ
の

対
処
が
大
切
で
あ
る
。
掘
削
中
に
、
突
然

水
が
噴
出
し
、
ト
ン
ネ
ル
そ
の
も
の
が
崩

壊
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
掘
削
現
場
が
水

没
し
て
長
期
間
作
業
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
加
え
て
、
地
表
の

河
川
水
や
井
戸
水
が
な
く
な
り
、
生
活
用

水
や
農
業
用
水
が
枯
渇
す
る
問
題
も
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
事
前
に
湧
水
区
間
あ
る
い

は
湧
水
の
有
無
や
量
、
地
下
水
位
低
下
の

影
響
範
囲
を
予
測
し
、
ト
ン
ネ
ル
断
面
の

設
計
内
容
や
施
工
法
の
検
討
が
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
地
中
の
状
況
は
目
に
見
え

な
い
だ
け
に
事
前
の
把
握
が
難
し
く
、
実

際
に
掘
っ
て
み
る
と
予
測
と
大
き
く
異
な

り
、
調
査
が
大
事
に
な
る
。 

す
な
わ
ち
、
工
事
の
前
に
、
弾
性
波
探

査
（
爆
薬
な
ど
に
よ
る
人
工
震
源
か
ら
発

生
す
る
地
震
の
波
の
跳
ね
返
り
か
た
で
地

下
の
状
況
を
探
る
調
査
法
）
や
、
地
表
か

ら
の
井
戸
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
地
下
水

位
を
観
察
し
、
河
川
な
ど
の
地
表
水
の
変

動
状
況
を
調
査
し
、
地
下
水
の
有
無
を
検

討
す
る
。
あ
る
い
は
、
地
山
が
水
を
通
し

や
す
い
か
ど
う
か
の
性
質
（
透
水
性
）
、
地

中
に
水
を
た
め
る
、
ま
た
は
水
の
流
れ
が

あ
る
性
状
の
地
質
か
ど
う
か
、
降
雨
の
実

績
な
ど
を
調
査
す
る
。
加
え
て
、
そ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
用
い
て
地
下
水
流
動
の
モ
デ

ル
を
検
討
し
解
析
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

当
然
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
用
い
、

地
山
の
安
定
に
加
え
て
、
湧
水
対
策
の
観

点
か
ら
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
法
や
手
順
、
設

計
内
容
の
検
討
が
行
わ
れ
る
。 

一
方
、
地
下
水
の
変
化
は
、
掘
削
時
の

地
山
の
変
位
の
影
響
と
異
な
り
、
極
め
て

広
い
範
囲
に
及
ぶ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
努
力
し
て
も
、
事
前
の
検
討
に

限
界
が
あ
り
、
実
際
の
施
工
時
と
異
な
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。 

そ
こ
で
、
地
下
水
の
有
無
や
湧
出
量
に

つ
い
て
、
掘
削
し
な
が
ら
探
り
、
対
策
を

講
じ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
事
前
の

準
備
と
経
験
を
踏
ま
え
、
地
質
と
湧
水
に

関
し
手
探
り
し
な
が
ら
、
臨
機
応
変
に
判

断
し
措
置
し
て
い
る
。 

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
よ
る
湧
水
に

は
、
水
圧
が
か
か
る
地
山
が
施
行
中
に
突

然
崩
れ
て
発
生
す
る
突
発
型
が
あ
る
。
地

山
の
崩
れ
や
、
湧
水
の
圧
力
・
量
が
大
き

い
場
合
、
ト
ン
ネ
ル
が
崩
壊
し
、
地
表
が

陥
没
す
る
事
故
も
あ
る
。 

一
般
に
、
最
初
の
段
階
で
の
湧
出
は
、

地
下
水
位
が
高
い
た
め
勢
い
が
よ
く
、
大

量
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
間
と
と
も
に
水

位
が
下
が
り
、
湧
水
量
は
低
下
す
る
（
図

参
照
）
。
そ
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
終
え

て
、
あ
る
程
度
時
間
が
立
て
ば
湧
水
量
は

変
化
し
な
く
な
り
、
落
ち
着
い
た
状
態
に

な
る
。
こ
の
状
態
を
恒
常
湧
水
と
い
う
。 

ト
ン
ネ
ル
掘
削
時
に
湧
水
が
あ
っ
た
場

合
、
ま
た
は
湧
水
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に

は
様
々
な
補
助
工
法
が
用
い
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
は
、
湧
水
を
止
め
る
、
あ
る
い
は
地

下
水
位
を
下
げ
て
湧
水
量
を
抑
制
す
る
工

夫
で
あ
る
。 

具
体
的
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
の
前
方

に
向
け
て
、
あ
る
い
は
、
ト
ン
ネ
ル
断
面

の
外
側
に
向
け
て
水
抜
き
ボ
ー
リ
ン
グ
を

幾
本
も
打
ち
込
ん
で
水
を
抜
く
方
法
が
あ

る
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
地
山
の
割

れ
目
や
空
隙
に
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
あ
る
い

は
薬
液
（
水
ガ
ラ
ス
系
の
注
入
材
）
を
注

入
し
て
止
水
す
る
工
法
が
あ
る
。 

さ
ら
に
、
大
量
の
湧
水
が
続
く
場
合
に

は
、
本
体
と
は
別
に
小
断
面
の
水
抜
き
ト

ン
ネ
ル
（
水
抜
き
坑
）
を
掘
っ
て
、
そ
れ

か
ら
水
を
抜
き
、
本
体
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の

湧
出
を
抑
え
る
工
夫
が
あ
る
。 

な
お
参
考
ま
で
に
加
え
れ
ば
、
都
市
ト

ン
ネ
ル
工
事
で
は
ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
工
法

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
、

地
表
に
近
い
位
置
で
、
地
盤
が
土
砂
な
ど

の
場
合
に
、
地
表
か
ら
パ
イ
プ
を
多
数
打

ち
込
ん
で
地
下
水
を
く
み
上
げ
、
ト
ン
ネ

ル
廻
り
の
水
位
を
下
げ
る
工
法
で
あ
る
。 

道
路
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
、
九
州
で
最
も

長
大
な
肥
後
ト
ン
ネ
ル(

１
期
線)

は
、
石

灰
岩
質
の
地
山
で
大
量
の
出
水
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
水
抜
き
ボ
ー
リ
ン
グ
で
対
応

す
る
と
と
も
に
、
２
期
線
の
導
坑
を
兼
ね

た
水
抜
き
坑
を
掘
削
し
、
そ
こ
か
ら
本
体

側
に
水
抜
き
ボ
ー
リ
ン
グ
を
施
す
方
法
が

採
用
さ
れ
た
。 

ま
た
、
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
も
、
地
層
の

境
目
な
ど
か
ら
事
前
の
予
測
を
超
え
る
毎

分
８
７
㎥
の
突
発
湧
水
が
あ
っ
た
。
水
抜

き
坑
、
水
抜
き
ボ
ー
リ
ン
グ
、
薬
液
注
入

を
活
用
し
、
水
量
抑
制
の
た
め
の
必
死
の

努
力
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
工
事
の
遅
れ

が
あ
り
困
難
を
極
め
た
。 

ト
ン
ネ
ル
完
成
後
の
恒
常
湧
水
の
処
理

に
２
通
り
が
あ
る
。
一
つ
は
防
水
シ
ー
ト

な
ど
を
地
山
に
巻
き
付
け
、
そ
の
内
側
に

止
水
性
の
高
い
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
巻

き
立
て
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
割
れ
目
な
ど
か
ら
の
湧
出
や
に
じ
み
出

し
を
完
全
に
防
ぐ
と
の
考
え
に
よ
る
。
地

下
水
の
状
況
を
掘
削
前
の
そ
れ
に
復
元
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

い
ま
一
つ
は
、
ト
ン
ネ
ル
周
り
に
集
ま

る
地
下
水
を
ト
ン
ネ
ル
底
の
排
水
溝
に
集

め
、
ト
ン
ネ
ル
外
に
排
出
す
る
工
夫
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
覆
工
に
作
用
す
る
水
圧

が
下
げ
ら
れ
、
そ
の
分
設
計
が
楽
に
な
る
。

地
下
水
位
が
下
が
っ
た
ま
ま
で
問
題
な
い

場
合
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
。
し
か
し
、
で

き
る
限
り
も
と
に
復
元
す
る
と
き
は
、
ト

ン
ネ
ル
周
辺
の
地
山
に
注
入
工
を
施
し
て

止
水
性
を
高
め
、
そ
れ
で
も
滲
み
出
す
湧

水
を
集
め
排
出
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。 

図 トンネルからの湧水 

河
川

降水（地下水の供給）

掘削前の地下水位

恒常湧水へ

突発湧水から

時間の経過で

施工時のチェック体制
・掘削最前線（切羽）からの湧水状況
・途中の天盤や側壁からの湧水状況
・トンネルの出口での坑口湧水量

（＝トンネル掘削全体からの湧水量）
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河
川
と
は
、
水
系
と
は 

  

地
球
上
の
水
は
海
水
が
９
７
％
を
占
め

る
。
そ
の
海
水
が
水
温
の
上
昇
で
蒸
発
し
、

雲
と
な
り
、
陸
域
に
移
動
し
て
雨
雲
に
。

そ
し
て
降
り
注
ぐ
。
降
っ
た
雨
水
は
重
力

に
従
い
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
方
に
流
れ

る
。
山
腹
の
沢
や
谷
を
下
り
、
そ
れ
ら
が

合
流
し
て
川
と
な
り
、
再
び
海
へ
。
こ
れ

が
水
集
ま
り
流
れ
を
な
す
河
川
で
あ
る
。 

 

当
然
な
が
ら
、
谷
や
川
は
互
い
に
合
流

し
、
ま
た
枝
別
れ
し
、
全
体
と
し
て
一
つ

に
繋
が
る
仕
組
み
だ
が
、
そ
れ
を
水
系
と

呼
ぶ
。
ま
た
、
水
系
に
流
れ
込
む
雨
水
の

範
囲
が
山
の
尾
根
な
ど
で
区
分
さ
れ
、
そ

れ
ら
で
定
ま
る
範
囲
が
流
域
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
一
つ
の
水
系
に
複
数
の
河
川

が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
各
河
川
が
人
々
の

暮
ら
し
と
関
わ
り
、
治
水
・
利
水
に
関

与
す
る
流
れ
と
な
る
。
ま
た
、
基
軸
と

な
る
河
川
が
本
川
（
本
流
）
、
そ
れ
以
外

が
支
川
（
支
流
）
で
あ
る
。 

 

道
路
と
同
じ
く
、
〝
河
川
〟
も
同
義

語
の
重
な
り
だ
が
、
河
は
大
河
、
川
は

小
川
の
表
現
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
大

き
な
川
を
河
、
小
さ
な
そ
れ
を
川
と
イ

メ
ー
ジ
し
が
ち
だ
。
し
か
し
、
わ
が
国

で
は
正
式
な
使
い
分
け
は
な
く
、
河
川

名
は
全
て
○
○
川
に
統
一
さ
れ
て
い

る
。
九
州
随
一
の
筑
後
川
が
川
な
ら
、

福
岡
市
の
繁
華
街
中
洲
・
川
端
横
の
小
さ

な
博
多
川
も
川
で
あ
る
。 

他
方
、
川
の
岸
に
で
き
た
船
着
き
場
な

ど
を
河
岸
（
か
し
）
、
こ
れ
と
関
係
す
る
魚

の
市
場
を
魚
河
岸
（
う
お
が
し
）
、
川
に
す

む
魚
を
川
魚
、
堤
防
を
河
川
堤
防
な
ど
と

言
い
習
わ
し
て
い
る
。
な
ん
と
は
な
し
の

河
、
川
、
河
川
の
使
い
分
け
で
あ
る
。 

 

水
系
と
河
川
の
概
要 

 
 

 

さ
て
、
水
系
と
河
川
は
管
理
と
関
係

し
等
級
が
あ
る
。
国
土
保
全
や
国
民
経

済
上
特
に
重
要
と
し
て
、
国
土
交
通
大

臣
が
指
定
す
る
水
系
が
「
一
級
水
系
」

で
あ
る
。
一
級
以
外
の
水
系
で
、
公
共

の
利
害
に
重
要
な
関
係
が
あ
り
、
都
道

府
県
知
事
が
指
定
す
る
も
の
が
「
二
級

水
系
」
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
関
わ
る
本

川
を
そ
れ
ぞ
れ
一
級
河
川
、
二
級
河
川

と
い
う
。
一
級
河
川
は
さ
ら
に
指
定
区

間
外
と
指
定
区
間
に
分
け
ら
れ
、
前
者

は
国
土
交
通
大
臣
の
管
理
、
後
者
と
二

級
河
川
は
都
道
府
県
知
事
の
管
理
で
あ
る
。 

ま
た
、
各
水
系
の
支
川
な
ど
末
端
で
は

準
用
河
川(

市
町
村
長
が
公
共
的
見
地
で

重
要
と
し
て
指
定
し
て
管
理
し
、
河
川
法

を
準
用
す
る)

、
普
通
河
川(

河
川
法
が
適

用
さ
れ
な
い
河
川)

と
な
る
。
つ
ま
り
、
河

川
の
種
類
は
一
、
二
級
、
準
用
、
普
通
の

４
種
類
だ
が
、
各
水
系
で
本
川
か
ら
支
川
、

末
端
に
行
く
に
従
い
一
、
二
級
河
川
か
ら

準
用
、
普
通
河
川
と
な
る
。 

さ
ら
に
、「
単
独
水
系
」
が
あ
る
。
本
川

が
準
用
河
川
、
普
通
河

川
で
あ
る
水
系
の
こ

と
で
あ
る
。 

水
系
の
名
称
は
本

川
の
河
川
名
が
用
い

ら
れ
る
。
そ
の
際
、
筑

後
川
の
よ
う
に
、
地
域

ご
と
で
異
な
る
こ
と

も
あ
る
が
、
水
系
を
管

理
す
る
上
で
の
混
乱

を
防
ぐ
た
め
、
一
般
に

源
流
か
ら
河
口
ま
で

一
貫
し
て
同
じ
名
を

用
い
る
習
わ
し
で
あ

る
。 

 

九
州
に
は
２
０
の

一
級
水
系
が
あ
る
（
図

１
）
。
そ
の
中
で
、
本

川
延
長
や
流
域
面
積

な
ど
の
い
ず
れ
を
見

て
も
最
大
規
模
は
筑

後
川
で
あ
る
（
表
１
）
。

九
州
北
部
の
４
県
に

及
び
、
本
川
延
長
１
４

３
㎞
、
流
域
人
口
百
万

人
に
達
す
る
。
ま
た
、
本
川
の
正
式
名
は

筑
後
川
だ
が
、
上
流
は
田
の
原
川
、
杖
立

川
、
大
山
川
、
三
隈
川
と
も
呼
ば
れ
る
。

あ
る
い
は
、
か
つ
て
千
歳
川
、
一
夜
川
、

筑
間
川
と
呼
ば
れ
、
筑
紫
次
郎
と
も
い
わ

れ
た
。
坂
東
太
郎
の
利
根
川
、
四
国
三
郎

の
吉
野
川
と
共
に
日
本
３
大
暴
れ
川
の
一

つ
で
あ
る
。 

筑
後
川
水
系
に
つ
ぐ
規
模
の
川
は
内
容

で
異
な
る
。
本
川
延
長
で
は
川
内
川
、
流

域
面
積
で
は
大
淀
川
、
ダ
ム
数
と
流
域
人

口
で
は
遠
賀
川
で
あ
る
。 

川
内
川
は
、
し
ば
し
ば
洪
水
に
見
舞
わ

れ
る
が
、
そ
の
流
域
は
シ
ラ
ス
台
地
だ
が

鹿
児
島
県
下
有
数
の
稲
作
地
帯
。
大
淀
川

は
東
九
州
最
大
の
水
系
。
遠
賀
川
は
か
つ

て
石
炭
船
が
行
き
交
い
、
い
ま
で
は
鮭
が

遡
上
す
る
。 

 

一
方
、
最
小
規
模
の
河
川
は
本
明
川
で

あ
る
。
僅
か
２
８
㎞
の
延
長
で
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
並
み
の
距
離
だ
。
水
源
と
な
る

五
家
原
岳
の
標
高
が
１
千
ｍ
近
い
こ
と
か

ら
、
ま
さ
に
一
気
に
流
れ
下
る
川
で
あ
る
。 

九
州
全
体
の
１
級
河
川
の
総
延
長
は
８

７
１
０
㎞
で
、
国
道
の
総
延
長
を
上
ま
わ

る
。
そ
の
う
ち
１
５
％
が
国
の
管
理
で
あ

遠賀川

筑後川松浦川

嘉
勢
川

本明川 白川
緑川

六角川
菊池川

球磨川
五ヶ瀬川

小丸川

大淀川

肝属川

川内川

番匠川

大分川
大野川

山国川

矢部川

図１ 九州の一級河川 

水
流
れ
、
水
系
な
す
河
川 

10 

0  

Ⓣ 表１ 一級水系の概要(2014 年 4 月) 
一級 本川 流域面積
水系 延長㎞ ㎞

２

遠賀川 61 1026 76 23 福岡
山国川 56 540 39 1 大分、福岡
筑後川 143 2863 237 29 熊本,大分,福岡,佐賀
矢部川 61 647 23 17 福岡
松浦川 47 446 80 22 佐賀
六角川 47 341 78 9 佐賀
嘉勢川 57 368 51 3 佐賀
本明川 28 249 35 2 長崎
菊池川 71 996 70 1 熊本
白川 74 480 16 3 熊本
緑川 76 1100 59 4 熊本

球磨川 115 1880 82 11 熊本
大分川 55 650 49 7 大分
大野川 107 1465 138 14 熊本、宮崎、大分
番匠川 38 464 52 5 大分

五ケ瀬川 106 1820 104 8 熊本、大分、宮崎
小丸川 75 474 16 8 宮崎
大淀川 107 2230 133 16 鹿児島、熊本、宮崎

川内川 137 1600 129 4 宮崎、鹿児島

肝属川 34 485 34 2 鹿児島

流域自治体（県）支川数 ダム数

表 2 各県の河川の状況（2014 年 4 月） 

指定区 指定 計 河川総 流域面積
間外㎞ 区間㎞ ㎞ 延長㎞ ㎞

2

福岡 264 1037 1300 52 149 876 1833 那珂川、御笠川、紫川 70 305 469
佐賀 219 858 1077 60 174 509 714 有田川、塩田川 31 224 205
長崎 22 114 136 210 341 1026 2225 川棚川、浦上川 193 323 356
熊本 298 1437 1735 81 148 627 1535 坪井川、水俣川、氷川 131 939 1265
大分 197 1878 2075 93 211 989 1902 臼杵川、駅館川 95 600 667
宮崎 145 1364 1509 53 237 1284 3616 耳川、一ツ瀬川 20 102 165
鹿児島 165 713 878 160 310 1786 4682 甲突川、万之瀬川 505 1279 1672
合計 1309 7400 8710 709 1570 7097 16507 1045 3772 4800

水系数

二級河川一級河川
県

準用河川

水系数 河川数 延長㎞河川数 主要水系
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る
（
表
２
）
。
ま
た
、
面
積
当
た
り
で
は
０
．

２
１
㎞
／
㎢
で
、
全
国
値
の
０
．
２
３
に

比
べ
若
干
小
さ
い
。 

県
別
に
み
る
と
、
一
級
河
川
は
大
分
県

の
総
延
長
が
最
も
長
く
２
０
７
５
㎞
で
あ

る
。
次
い
で
熊
本
県
。
他
方
、
総
延
長
に

占
め
る
指
定
区
間
外
の
割
合
は
、
佐
賀
、

福
岡
県
の
２
割
が
平
均
を
上
回
る
。 

二
級
河
川
の
状
況
は
同
表
中
欄
の
と
お

り
だ
。
総
延
長
は
、
九
州
全
体
で
一
級
河

川
の
指
定
区
間
に
匹
敵
し
、
流
域
面
積
は

九
州
全
土
の
４
割
を
占
め
る
。 

二
級
水
系
お
よ
び
そ
の
河
川
数
は
、
長

崎
県
が
最
も
多
く
、
河
川
総
延
長
と
流
域

面
積
で
は
鹿
児
島
県
が
大
き
い
。
長
崎
県

は
、
離
島
、
半
島
が
主
で
、
一
級
水
系
は

小
規
模
な
本
明
川
の
み
。
そ
の
分
、
二
級

河
川
が
多
く
、
流
域
面
積
に
至
っ
て
は
県

土
の
約
６
割
を
占
め
る
。
ま
た
、
鹿
児
島

県
も
南
部
が
２
つ
の
半
島
に
分
か
れ
る
地

形
が
要
因
で
あ
る
。 

 

最
後
に
準
用
河
川
だ
が
、
九
州
全
体
で

総
延
長
４
８
０
０
㎞
。
そ
の
半
分
以
上
を

鹿
児
島
と
熊
本
の
２
県
が
占
め
る
。 

 

要
す
る
に
、
２
０
の
一
級
水
系
が
九
州

を
周
回
し
分
散
す
る
中
で
、
中
小
河
川
が

多
い
が
偏
在
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、「
水

魚
の
交
わ
り
」
が
あ
る
よ
う
に
、
九
州
い

た
る
と
こ
ろ
で
多
彩
な
人
と
川
と
の
関
係

が
築
か
れ
、
文
明
を
発
達
さ
せ
て
き
た
。 

 

さ
ま
ざ
ま
あ
る
河
川
の
整
備
内
容 

  

い
う
ま
で
も
な
く
河
川
管
理
は
河
川
法

に
基
づ
く
。
１
８
９
６
年
に
治
水
を
主
に

近
代
的
制
度
と
し
て
河
川
法
が
制
定
さ
れ

た
。
つ
い
で
、
戦
後
の
１
９
６
４
年
に
、

治
水
・
利
水
を
ま
と
め
て
水
系
一
貫
の
管

理
制
度
に
改
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
１
９

９
７
年
、
環
境
の
整
備
・
保
全
を
加
え
て

総
合
的
な
制
度
と
な
り
、
線
か
ら
面
へ
と

展
開
が
図
ら
れ
現
在
に
至
る
。 

河
川
整
備
は
、
こ
の
法
律
の
変
遷
と
と

も
に
推
進
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
は

さ
ま
ざ
ま
だ(

図
２)

。
①
治
水
・
利
水
の

た
め
に
ダ
ム
や
堰
を
設
け
る
、
②
河
川
堤

防
を
嵩
上
げ
し
排
水
能
力
を
高
め
る
、
③

水
門
や
排
水
機
場
を
設
け
洪
水
時
の
逆
流

を
防
ぐ
、
が
あ
る
。
ま
た
、
④
河
床
を
掘

削
す
る
、
捷
水
路
（
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
）

や
分
水
路
を
構
築
し
て
流
出
力
を
高
め
る
、

⑤
河
口
堰
を
設
け
高
潮
被
害
を
防
止
す
る
、

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
⑥
災
害
を
受
け
た
場

合
は
、
直
ち
に
復
旧
が
求
め
ら
れ
、
⑦
場

所
に
応
じ
て
橋
の
新
設
や
古
い
橋
の
付
替

え
、
堤
防
道
路
の
整
備
、
な
ど
が
必
要
だ
。 

 

以
上
の
他
に
も
、
水
制
工
（
流
れ
を
制

御
し
、
堤
防
を
防
護
す
る
た
め
に
川
中
に

設
け
ら
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
築
造

物
）
、
洪
水
調
整
池
、
田
畑
の
用
水
・
排
水

の
た
め
の
樋
管
・
樋
門
の
整
備
が
あ
る
。

親
水
空
間
の
整
備
、
魚
道
の
設
置
、
堤
防

の
モ
グ
ラ
孔
対
策
な
ど
も
。 

つ
ま
り
、
地
域
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る

治
水
、
利
水
、
河
川
環
境
や
生
態
系
の
保

全
と
い
っ
た
多
彩
な
内
容
が
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
も
の
が
河
川
整

備
で
あ
り
、
流
域
全
体
に
及
ぶ
。 

 
 い

く
つ
か
の
河
川
整
備
の
例 

  

戦
後
、
荒
廃
し
た
国
土
を
水
害
か
ら
守

る
た
め
に
、
重
要
な
河
川
か
ら
順
次
整
備

が
進
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
災
害
発
生
と

河
川
整
備
状
況
を
時
系
列
に
並
べ
れ
ば
表

３
の
と
お
り
で
あ
る
。
全
体
で
み
る
と
水

害
は
時
と
場
所
を
選
ば
ず
、
各
地
で
し
ば

し
ば
発
生
。
そ
の
中
で
、
北
部
は
梅
雨
や

豪
雨
に
よ
る
洪
水
が
多
い
。
一
方
、
中
・

南
部
は
、
豪
雨
に
加
え
台
風
被
害
も
多
々

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
災
害
に
際
し
、
直
後

の
復
旧
が
必
要
だ
が
、
努
力
の
甲
斐
あ
っ

て
、
そ
う
し
た
事
態
は
減
り
つ
つ
あ
る
。 

① 

筑
後
川
水
系
の
整
備 

 
筑
後
川
水
系
は
、
古
代
か
ら
人
の
営
み

が
あ
り
、
開
発
と
治
水
が
同
時
に
進
め
ら

れ
た
。
有
明
海
干
拓
、
ク
リ
ー
ク
の
整
備
、

瀬
の
下
捷
水
路
、
筑
後
川
の
四
大
井
堰
、

導
流
堤
な
ど
。
そ
れ
で
も
昭
和
２
８
年
の

西
日
本
水
害
で
は
有
史
以
来
最
大
の
死

者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
。 

こ
れ
を
機
に
、
上
流
で
は
松
原
、
下
筌

ダ
ム
を
建
設
（
１
９
７
３
）
、
中
流
で
は
千

年
、
原
鶴
、
大
石
の
三
大
分
水
路
が
整
備

さ
れ
た
（
１
９
７
９
）
。
下
流
で
は
東
櫛
原

大
規
模
引
堤
事
業
（
１
９
９
３
）
、
佐
賀
江

川
の
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
（
洪

水
な
ど
で
激
甚
災
害
を
受
け
た
地
域
で
、

再
度
の
災
害
防
止
の
た
め
緊
急
に
河
川

等
を
改
修
す
る
事
業
。
概
ね
５
年
）
が
促

進
さ
れ
た
。
加
え
て
、
支
川
の
多
目
的
ダ

ム
や
治
水
事
業
が
あ
る
。 

 

他
方
、
利
水
事
業
も
活
発
で
あ
る
。
当

初
は
農
業
用
水
が
主
だ
っ
た
が
、
１
９
６

０
年
代
か
ら
流
域
内
諸
都
市
に
福
岡
都

市
圏
を
加
え
水
資
源
開
発
が
進
め
ら
れ

た
。
筑
後
大
堰
（
１
９
８
５
）
、
江
川
ダ
ム

（
１
９
７
５
）
、
寺
内
ダ
ム
（
１
９
７
９
）
。

さ
ら
に
、
ト
ン
ネ
ル
で
筑
後
川
水
系
に
繋

い
だ
菊
池
川
水
系
の
竜
門
ダ
ム
（
２
０
０

１
）
。
こ
れ
ら
と
福
岡
導
水
事
業
の
完
成

（
２
０
０
１
）
で
、
流
域
を
越
え
、
福
岡

都
市
圏
へ
の
上
水
安
定
供
給
が
可
能
と
な

っ
た
。 

② 

佐
賀
導
水
事
業 

 

佐
賀
平
野
は
干
拓
で
拡
大
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
満
潮
時
に
海
面
よ
り
も
低
く
な
り
、

内
水
被
害
（
水
は
け
が
悪
く
、
建
物
や
道

路
、
農
地
が
水
に
つ
か
る
こ
と
）
を
起
こ

し
や
す
い
。
ま
た
、
平
野
部
の
急
な
開
発

か
ら
、
山
地
か
ら
の
水
の
供
給
と
平
地
の

水
需
要
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
慢
性
的
な

用
水
不
足
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

嘉
瀬
川
の
上
流
で
、
北
山
ダ
ム
（
１
９
５

表３ 一級水系、河川整備の経緯（九州川づくり河川事業年表

（九州建設弘済会）をもとに作成） 

ダム

ダム湖

山
崩
れ

が
け
崩
れ
な
ど

土
石
流

鉄
砲
水
な
ど

海岸浸食

排水機場

水
門

河口堰

取水堰

海岸

浸
水

浸水

排水機場

（天然ダム）

橋

高潮、津波

土
砂
被
害

橋

橋

河川区域 堤
内
地

堤
内
地

堤防敷 堤防敷
堤外地

高
水
敷

高
水
敷低水路

右岸堤防 左岸堤防
河口へ

捷
水
路

図２ 河川災害と整備 
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６
）
や
嘉
瀬
川
ダ
ム
（
２
０
１
２
）
が
、

城
原
川
で
城
原
川
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
そ
れ
ら
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

筑
後
川
、
城
原
川
、
嘉
瀬
川
の
３
つ
の
水

系
を
横
に
つ
な
ぎ
、
治
水
、
利
水
事
業
が

進
め
ら
れ
た
。
総
延
長
２
３
㎞
の
佐
賀
導

水
事
業
で
あ
り
、
２
０
０
９
年
の
完
成
で

あ
る
。
巨
瀬
川
調
整
池
を
整
備
し
、
ポ
ン

プ
場
を
設
置
し
内
水
被
害
が
軽
減
さ
れ
た
。

ま
た
、
佐
賀
県
西
部
地
区
へ
の
利
水
と
共

に
、
佐
賀
市
内
の
河
川
浄
化
用
水
の
供
給

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

③ 

本
明
川
の
整
備
と
諫
早
湾
干
拓 

 

本
明
川
は
、
上
流
は
急
斜
面
で
一
気
に

流
れ
下
り
、
下
流
で
緩
や
か
に
な
る
。
こ

の
た
め
下
流
で
洪
水
が
た
び
た
び
発
生
し

た
。
特
に
、
１
９
５
７
年
の
諫
早
豪
雨
で

は
死
者
行
方
不
明
者
が
５
３
９
名
に
及
ん

だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
１
９
６
０
年
代
に

河
底
掘
削
や
築
堤
、
引
堤
、
橋
の
桁
上
げ

な
ど
抜
本
的
改
修
が
行
わ
れ
、
眼
鏡
橋
は

諫
早
公
園
内
に
移
設
・
保
存
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
１
９
８
９
年
か
ら
国
営
諫
早

干
拓
事
業
が
推
進
さ
れ
、
湾
奥
が
締
め
き

ら
れ
た
。
９
４
２
㏊
の
土
地
造
成
で
あ
る

（
２
０
０
７
）
。
し
か
し
、
有
明
海
漁
業
へ

の
影
響
を
め
ぐ
る
漁
民
と
の
対
立
が
あ
り
、

裁
判
が
続
い
て
い
る
。
な
お
、
干
拓
調
整

池
事
業
で
、
本
明
川
水
系
の
流
路
延
長
は

２
１
㎞
か
ら
２
８
㎞
へ
、
流
域
面
積
は
８

７
㎢
か
ら
２
４
９
㎢
へ
拡
大
し
た
。 

④ 

川
内
川
の
治
水
対
策 

 
川
内
川
流
域
は
多
雨
で
台
風
常
襲
地
。

こ
の
た
め
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
河

川
改
修
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
台

風
被
害
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
鶴
田
ダ
ム
が

建
設
さ
れ
た(
１
９
６
５)

。 

し
か
し
、
２
０
０
６
年
の
鹿
児
島
県
北

部
豪
雨
で
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
み
ら
れ

る
激
し
い
豪
雨
に
襲
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

ダ
ム
の
洪
水
調
整
能
力
が
失
わ
れ
、
洪
水

調
整
時
の
放
流
量
か
ら
、
流
入
量
を
超
え

な
い
範
囲
で
放
流
を
高
め
る
、
い
わ
ゆ
る

「
た
だ
し
書
き
」
操
作
が
実
行
さ
れ
る
深

刻
な
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
２
０
０
８
年
か
ら
ダ
ム
の
洪
水
調
節

容
量
を
１
．
３
倍
に
増
や
す
再
開
発
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
０
６
年
か
ら
２
０

１
０
年
に
か
け
、
推
込
お
よ
び
曾
木
の
滝

の
分
水
路
建
設
、
狭
窄
部
掘
削
、
堤
防
強

化
、
水
門
新
設
な
ど
、
河
川
激
甚
災
害
対

策
特
別
緊
急
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。 
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参
考 

多
自
然
川
づ
く
り
の
推
進 

  

過
去
の
河
川
整
備
は
治
水
が
主
目
的
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
治
水
も
、
単
に
川

の
流
れ
を
円
滑
に
し
、
流
下
能
力
を
確
保

す
る
施
設
整
備
だ
け
で
は
生
態
環
境
が
損

な
わ
れ
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
１
９
６

０
年
代
後
半
に
、
生
態
系
に
も
配
慮
し
た

川
づ
く
り
運
動
が
起
こ
り
、
１
９
７
０
年

代
に
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
で
人
と
自
然
共
生
の
川
づ
く
り
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
川
づ
く
り
は
、「
近

自
然
河
川
工
法
」
と
呼
ば
れ
、
わ
が
国
に

も
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
自
然
を
多
様

性
の
概
念
で
と
ら
え
、
わ
が
国
の
状
況
に

合
わ
せ
て
事
業
化
し
た
も
の
が
、
１
９
９

０
年
の
〝
多
自
然
型
川
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
〟
（
建
設
省
通
達
）
で
あ
る
。
河

川
改
修
に
際
し
、
生
物
の
良
好
な
生
息
環

境
を
創
造
す
る
川
づ
く
り
を
推
進
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
き
に
合

わ
せ
、
１
９
９
７
年
に
河
川
法
が
改
正
さ

れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
治
水
、
利
水
に
河

川
の
環
境
整
備
と
そ
の
保
全
を
加
え
３
本

柱
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
間
、
各
地
で
多
自
然
型
川
づ
く
り

が
実
践
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と

だ
が
、
実
践
し
て
み
て
自
然
配
慮
だ
け
で

よ
い
の
か
の
反
省
が
あ
っ
た
。
○
川
の
特

徴
を
よ
り
理
解
し
川
づ
く
り
を
行
う
必
要

が
あ
る
、
○
流
量
変
動
の
考
え
が
抜
け
落

ち
て
い
る
、
○
自
然
環
境
に
重
点
が
あ
り

歴
史
や
文
化
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
、
○

災
害
復
旧
に
際
し
環
境
配
慮
の
川
づ
く
り

が
十
分
で
な
い
、
な
ど
。 

そ
こ
で
、
多
自
然
型
川
づ
く
り
の
改
訂

版
と
し
て
、
２
０
０
６
年
に
〝
多
自
然
川

づ
く
り
基
本
方
針
〟
が
定
め
ら
れ
た
。「
型
」

の
字
を
と
り
名
称
を
「
多
自
然
川
づ
く
り
」

と
し
て
い
る
。
そ
の
定
義
に
し
た
が
え
ば
、

多
自
然
と
は
、
河
川
全
体
の
自
然
を
視
野

に
入
れ
、
地
域
の
暮
ら
し
や
歴
史
・
文
化

を
考
慮
し
、
生
物
の
生
息
や
生
育
・
繁
殖

環
境
と
景
観
の
保
全
・
創
出
を
含
む
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
川
づ
く
り
と
は
、
河
川

の
調
査
・
計
画
か
ら
、
設
計
・
施
工
、
維

持
管
理
の
す
べ
て
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
川
づ
く
り
は
、
①
で
き
る
限

り
自
然
の
特
性
や
仕
組
み
を
活
用
す
る
、

②
河
川
の
事
前
・
事
後
調
査
と
と
も
に
、

平
面
や
縦
断
、
横
断
、
護
岸
な
ど
の
諸
計

画
に
、
住
民
も
含
め
た
関
係
者
間
で
十
分

に
検
討
す
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
整
備
は
、
①
自
然
の
営
み
を
視

野
に
入
れ
る
、
②
生
物
の
生
息
・
生
育
・

繁
殖
環
境
お
よ
び
地
域
の
暮
ら
し
・
歴
史
・

文
化
を
考
慮
す
る
、
③
河
川
管
理
全
体
を

視
野
と
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
目
指
す

内
容
で
あ
る
。 

 

九
州
で
先
駆
け
と
な
っ
た
事
業
の
一
つ

は
、
松
浦
川
の
「
ア
ザ
メ
の
瀬
自
然
再
生

事
業
」
だ
。
唐
津
市
相
知
（
お
う
ち
）
町

の
河
川
屈
曲
部
に
お
い
て
、
河
道
を
拡
幅

す
る
と
地
形
的
に
水
田
の
大
半
が
河
川
敷

と
な
る
状
況
が
あ
っ
た
（
図
）
。
そ
こ
で
、

堤
防
の
構
築
を
や
め
、
水
田
を
氾
濫
原
と

し
、
そ
の
湿
地
を
再
生
し
た
の
が
本
事
業

で
あ
る
。
基
本
的
に
は
冒
頭
に
紹
介
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
発
想
で
あ
り
、
多
自
然

型
か
ら
多
自
然
川
づ
く
り
へ
の
変
革
期
の

２
０
０
１
年
～
２
０
０
８
年
に
進
め
ら
れ

た
。
地
元
住
民
や
学
識
者
、
自
治
体
、
そ

し
て
九
州
地
方
整
備
局
武
雄
工
事
事
務
所

が
一
緒
に
な
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
重
ね
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
完
成
形
が
下

図
で
あ
る
。
湿
地
の
再
生
、
干
潟
再
生
、

蛇
行
復
元
、
河
原
や
湖
岸
帯
の
再
生
な
ど

を
内
容
と
し
て
い
る
。 

 

い
ま
一
つ
、
２
０
０
５
年
９
月
、
台
風

１
４
号
が
九
州
に
上
陸
し
、
五
ヶ
瀬
川
一

帯
が
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
う
し
た
中

で
、
五
ヶ
瀬
川
水
系
の
山
附
川
で
川
岸
が

え
ぐ
ら
れ
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
、
そ
の

復
旧
に
多
自
然
川
づ
く
り
が
用
い
ら
れ
た
。

侵
食
さ
れ
広
が
っ
た
と
こ
ろ
は
そ
の
ま
ま

の
川
幅
と
し
、
現
況
の
地
形
に
合
わ
せ
て

河
道
を
整
備
し
、
護
岸
や
河
床
に
は
流
出

し
た
転
石
を
利
用
す
る
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
。 

本
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
が
管
理
す

る
河
川
の
他
に
、
自
治
体
管
理
の
河
川
が

あ
り
、
そ
れ
ら
が
中
小
河
川
で
あ
る
。
こ

れ
ら
も
多
自
然
川
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
２
０
１
０
年
、
国
土
交
通
省
か
ら
「
中

小
河
川
に
関
す
る
河
道
計
画
の
技
術
基
準

に
つ
い
て
」
が
自
治
体
に
通
達
さ
れ
た
。

河
川
砂
防
技
術
基
準
に
お
け
る
河
道
計
画

で
、
特
に
中
小
河
川
の
河
道
改
修
の
基
本

的
な
考
え
方
や
留
意
事
項
を
ま
と
め
て
い

る
。
つ
ま
り
、
河
床
掘
削
の
原
則
禁
止
、

川
幅
拡
幅
な
ど
に
よ
る
改
修
方
式
の
多
自

然
川
づ
く
り
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

北
九
州
市
小
倉
南
区
の
貫
川
は
、
北
九

州
市
が
管
理
す
る
二
級
河
川
で
、
１
９
７

３
年
か
ら
都
市
基
盤
河
川
改
修
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
に
よ
っ
て
生
じ
た
旧
河
川
敷
に
つ

い
て
、
人
と
自
然
を
活
か
す
川
づ
く
り
が

推
進
さ
れ
た
。 

 

要
す
る
に
、
河
川
は
本
来
自
然
の
流
れ

に
も
と
づ
く
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
を
治
水
・

利
水
の
た
め
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
に
も
定
規
を
当
て
て
人
の
手
を
加
え
て

き
た
。
そ
の
反
省
が
川
の
観
察
と
生
態
系

に
踏
み
込
む
多
自
然
川
づ
く
り
で
あ
る
。 

 

図 松浦川アザメの瀬自然再生事業の概要 
（九州地方整備局武雄工事事務所ＨＰの図を下絵にして加筆した） 
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ダ
ム
の
定
義
と
整
備
目
的 

 

河
川
を
せ
き
止
め
て
水
を
蓄
え
る
建
造

物
に
、
え
ん
堤
と
ダ
ム
が
あ
る
が
、
か
つ

て
は
両
者
で
明
確
な
区
別
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
戦
後
の
新
河
川
法
（
１
９
６
４
）

に
定
め
ら
れ
た
。
同
法
４
４
条
に
よ
れ
ば
、

河
川
の
流
水
を
貯
留
し
、
ま
た
は
取
水
す

る
た
め
、
河
川
管
理
者
の
許
可
を
え
て
設

置
す
る
構
造
物
で
、
基
礎
地
盤
か
ら
堤
頂

ま
で
の
高
さ
が
１
５
ｍ
以
上
の
も
の
を
ダ

ム
と
し
た
。
ま
た
、
１
５
ｍ
未
満
は
え
ん

堤
あ
る
い
は
堰
で
あ
る
。 

他
方
、
土
砂
災
害
や
火
山
噴
出
物
で
河

川
が
せ
き
止
め
ら
れ
、
ダ
ム
同
様
の
も
の

が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
天
然
ダ

ム
と
い
い
、
前
述
の
ダ
ム
と
は
異
な
る
。 

と
こ
ろ
で
、
ダ
ム
の
整
備
目
的
に
２
つ

が
あ
る
。
一
つ
は
治
水
で
、
河
川
の
氾
濫

を
抑
制
し
、
人
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
で

あ
る
。
集
中
し
て
降
る
雨
を
一
時
的
に
蓄

え
、
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
か
ら
徐
々
に
河
川

に
戻
す
こ
と
で
氾
濫
が
防
止
で
き
る
。
ダ

ム
の
こ
の
働
き
を
洪
水
調
節
機
能
と
い
う
。 

古
代
中
国
の
い
い
伝
え
に
、「
善
く
国
を

治
め
る
者
は
、
必
ず
ま
ず
水
を
治
め
る
」

と
あ
る
。
か
つ
て
は
治
水
こ
そ
が
国
家
の

大
計
で
、
河
川
と
と
も
に
ダ
ム
の
洪
水
調

節
が
そ
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。 

一
方
、
蓄
え
ら
れ
た
水
は
、
さ
ま
ざ
ま

に
利
用
で
き
る
。
か
ん
が
い
用
水
、
上
水
、

工
業
用
水
に
用
い
ら
れ
、
水
力
発
電
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
が
ダ
ム
の

利
水
機
能
で
あ
る
。 

以
上
の
他
に
、「
不
特
定
利
水
」
が
あ
る
。

洪
水
調
節
や
上
水
な
ど
が
目
的
の
ダ
ム
も
、

流
域
で
農
業
が
営
ま
れ
、
既
得
権
と
し
て

一
定
の
か
ん
が
い
用
水
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
河
川
環
境
の
維
持
に
必
要
な
流
れ

や
、
水
質
の
正
常
化
、
河
川
に
お
け
る
流

砂
の
確
保
に
放
流
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
水
の
利
活
用
は
特
定
の
権
利
者
に
よ

る
用
途
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
不
特

定
利
水
と
称
し
て
い
る
。
な
お
、
不
特
定

利
水
は
、
そ
れ
単
独
の
目
的
で
ダ
ム
を
つ

く
る
こ
と
は
な
く
洪
水
調
節
と
対
を
な
す
。 

 ダ
ム
の
３
基
本
形
式
と
諸
元 

 

ダ
ム
は
、
構
造
と
材
料
で
さ
ま
ざ
ま
な

形
式
が
あ
る
が
、
主
な
も
の
を
図
１
に
示

す
。
一
つ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
重

力
式
と
ア
ー
チ
式
が
あ
る
。
重
力
式
は
ダ

ム
自
身
の
重
み
で
転
倒
を
防
止
し
、
そ
れ

に
よ
る
岩
盤
と
の
間
の
滑
り
抵
抗
で
水
の

圧
力
を
受
け
止
め
る
方
式
で
あ
る
。 

ア
ー
チ
式
は
、
水
圧
を
、
ダ
ム
の
ア
ー

チ
作
用
に
よ
っ
て
Ｖ
字
谷
を
な
す
両
岸
の

岩
盤
に
伝
え
支
え
る
方
式
で
あ
る
。 

二
つ
目
は
、
水
が
浸
透
し
に
く
い
土
を

用
い
て
堤
体
を
つ
く
り
、
水
を
堰
と
め
る

ア
ー
ス
ダ
ム
で
あ
る
。
比
較
的
小
規
模
な

ダ
ム
で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

三
つ
目
は
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
、
岩

石
を
材
料
に
つ
く
ら
れ
る
。
水
の
流
れ
を

止
め
る
た
め
遮
水
層
が
必
要
だ
が
、
そ
の

形
式
の
違
い
で
、
ゾ
ー
ン
型
と
表
面
遮
水

型
が
あ
る
（
図
１
（
３
）
）
。 

な
お
、
こ
れ
ら
以
外
に
、
重
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
堤
体
内
部
を
空
洞
に
し
た
中

空
式
、
複
数
の
タ
イ
プ
を
組
み
合
わ
せ
た

複
合
型
な
ど
が
あ
る
。 

諸
タ
イ
プ
の
い
ず
れ
を
用
い
る
か
は
、

岩
盤
の
性
状
や
地
形
、
ダ
ム
の
規
模
や
利

用
内
容
、
経
済
性
な
ど
に
よ
る
。 

ダ
ム
設
計
の
諸
元
は
、
基
礎
岩
盤
か
ら

の
堤
体
の
高
さ
（
堤
高
ま
た
は
ダ
ム
高) 

が
基
本
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ダ
ム
頂
部

の
長
さ
（
堤
頂
長
）
や
堤
体
積
が
あ
げ
ら

れ
る
。 

一
方
、
ダ
ム
に
よ
っ
て
で
き
る
湖(

ダ
ム

湖)

に
関
し
、
満
水
時
の
総
貯
水
容
量
、 

総

貯
水
容
量
か
ら
堆
砂
や
死
水
容
量
を
差
し

引
い
た
有
効
貯
水
容
量
、
お
よ
び
ダ
ム
湖

満
水
時
の
表
面
積
（
湛
水
面
積)

が
あ
る
。

加
え
て
、
谷
や
河
川
な
ど
か
ら
ダ
ム
に
流

れ
込
む
流
域
面
積
も
諸
元
の
一
つ
で
あ
る
。  

 戦
後
竣
工
し
た
ダ
ム
の
概
況 

 

さ
て
、
１
９
４
５
年
か
ら
２
０
１
５
年

ま
で
に
竣
工
し
た
ダ
ム
を
拾
い
出
せ
ば
、

九
州
全
体
で
３
２
５
を
数
え
る
（
表
１
）
。

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
最
も
多
く
５

５
％
を
占
め
、
つ
い
で
ア
ー
ス
フ
ィ
ル
２

５
％
、
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
１
５
％
で
あ
る
。 

ア
ー
チ
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
４
％
で
、

複
合
型
重
力
式
お
よ
び
地
下
ダ
ム
は
特
殊

図１ ダムの基本的な種類 

種
類

数
構
成
％

平均
堤高

m
県

洪
水

不
特
定

灌
漑

上
水
道

工
業

発
電

ダ
ム
数

重力C 179 55.1 44 福岡 18 16 18 37 9 5 55

アース 82 25.2 25 佐賀 20 17 22 15 4 4 41

ロック 48 14.8 46 長崎 36 32 16 37 1 0 65

Arch 12 3.7 64 熊本 12 10 16 13 2 10 31

複合型 2 0.6 大分 27 12 33 5 1 9 53

中空型 1 0.3 宮崎 15 10 9 1 2 26 40

地下ダム 1 0.3 鹿児島 12 2 26 10 1 4 40

計 325 100 40.0 計 140 99 140 118 20 58 325

（データ：ダム便覧2014（日本ダム協会）に関係機関調査結果を加えたもの）

九
州
全
体

表１ 戦後建設されたダムの種類と各県の目的別内訳 

治
水
利
水
の
た
め
の
ダ
ム 

11 

Ⓣ 
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で
１
、
２
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。 

主
な
４
タ
イ
プ
の
ダ
ム
の
平
均
堤
高
を

比
較
す
れ
ば
、
ア
ー
チ
型
が
６
４
ｍ
と
最

も
高
い
。
逆
に
ア
ー
ス
型
は
２
５
ｍ
で
最

も
低
い
。
堤
頂
長
は
、
各
々
で
ば
ら
つ
き

が
大
き
く
、
４
タ
イ
プ
の
差
は
明
確
で
な

い
。 単

目
的
、
多
目
的
を
合
わ
せ
て
重
複
カ

ウ
ン
ト
に
な
る
が
、
多
い
の
が
洪
水
調
節

と
か
ん
が
い
目
的
を
持
つ
ダ
ム
で
あ
り
、

ダ
ム
全
体
の
４
３
％
を
占
め
る
。
つ
い
で
、

上
水
道
の
３
６
％
が
続
き
、
発
電
は
１

８
％
、
工
業
用
水
は
６
％
で
あ
る
。 

県
別
に
み
れ
ば
、
長
崎
が
最
も
多
く
、

６
５
の
ダ
ム
を
数
え
る
。
つ
い
で
、
福
岡

５
５
、
大
分
５
３
。
そ
う
し
た
中
で
、
ダ

ム
の
利
用
目
的
に
関
し
幾
つ
か
の
特
徴
が

読
み
取
れ
る
。 

福
岡
は
、
上
水
道
目
的
の
ダ
ム
が
多
く
、

約
２
／
３
を
占
め
る
。
こ
れ
は
都
市
化
が

進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。
長
崎
は
、
上
水
道

３
７
と
洪
水
調
節
３
６
で
あ
る
。
特
に
大

き
な
河
川
が
な
く
、
離
島
・
半
島
が
多
い

こ
と
か
ら
分
散
的
な
上
水
の
確
保
に
な
っ

た
こ
と
の
反
映
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

大
分
と
鹿
児
島
は
、
農
業
振
興
の
た
め

の
ダ
ム
建
設
が
活
発
で
、
か
ん
が
い
目
的

を
も
つ
も
の
が
２
／
３
を
占
め
る
。 

宮
崎
は
特
異
で
、
発
電
用
が
実
に
多
く
、

２
／
３
に
達
す
る
。
九
州
電
力
が
県
内
の

大
淀
、
耳
川
、
小
丸
、
一
ツ
瀬
、
五
ヶ
瀬

の
各
水
系
で
水
利
権
を
獲
得
し
、
水
力
発

電
の
開
発
を
集
中
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
。 

 ダ
ム
建
設
の
経
過 

 
年
代
ご
と
の
ダ
ム
竣
工
数
を
図
２
に
示

す
。
こ
れ
か
ら
戦
後
の
ダ
ム
建
設
の
歩
み

を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。 

戦
争
で
中
断
さ
れ
た
ダ
ム
建
設
は
、
戦

後
間
も
な
く
の
１
９
４
０
年
代
に
再
開
さ

れ
、
５
０
年
代
と
合
わ
せ
４
０
の
ダ
ム
が

建
設
さ
れ
た
。
宮
崎
・
熊
本
の
発
電
用
、

福
岡
県
の
か
ん
が
い
用
が
主
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
な
ら
び
に
食
糧
生
産
に
力
点
が

お
か
れ
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん

ど
が
単
目
的
で
、
発
電
用
は
重
力
式
ま
た

は
ア
ー
チ
ダ
ム
、
か
ん
が
い
用
は
ア
ー
ス

ダ
ム
と
分
か
れ
た
。 

こ
の
年
代
で
は
、
夜
明
ダ
ム
と
上
椎
葉

ダ
ム
が
特
筆
さ
れ
る
。
夜
明
ダ
ム
は
、
堤

高
１
５
ｍ
、
堤
長
２
２
３
ｍ
の
発
電
用
重

力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
。
１
９

５
２
年
に
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
。
し
か

し
、
翌
年
の
昭
和
２
８
年
西
日
本
水
害
で
、

激
し
い
濁
流
の
た
め
工
事
中
の
水
門
が
決

壊
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
わ
ず
か
３
年
の

歳
月
で
完
成
し
た
。
建
設
事
業
者
の
強
い

使
命
感
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。 

一
方
、
上
椎
葉
ダ
ム
は
耳
川
最
上
流
部

の
発
電
用
ダ
ム
で
あ
る
。
堤
高
１
１
０
ｍ

の
ア
ー
チ
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
わ

が
国
で
初
め
て
１
０
０
ｍ
を
超
え
た
。
思

い
の
ほ
か
岩
盤
が
悪
く
、
ま
た
毎
年
の
よ

う
に
台
風
が
襲
来
し
た
こ
と
か
ら
、
難
工

事
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
１
０
５
名
の

殉
職
者
が
で
た
。
ダ
ム
左
岸
の
女
神
像(

富

永
朝
堂
作)

は
そ
の
慰
霊
碑
で
あ
る
。 

１
９
６
０
年
代
に
入
る
と
、
７
０
の
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
特

に
、
福
岡
と
大
分
の
増
え
方
が
大
き
い
。

福
岡
は
上
水
道
目
的
が
増
え
、
ま
た
工
業

用
と
の
多
目
的
化
が
図
ら
れ
た
。
一
方
、

大
分
は
か
ん
が
い
用
の
ア
ー
ス
ダ
ム
の
建

設
が
急
増
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
１
９

４
０
、
５
０
年
代
に
台
風
や
梅
雨
前
線
の

襲
来
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
洪
水
調
節

目
的
の
ダ
ム
建
設
が
始
ま
っ
た
。 

多
く
の
ダ
ム
は
な
お
も
ア
ー
ス
式
で
あ

っ
た
が
、
多
目
的
ダ
ム
の
時
代
と
な
り
、

重
力
式
や
ア
ー
チ
式
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
も
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
一
ツ
瀬

川
上
流
の
一
ツ
瀬
ダ
ム
（
発
電
用
）
は
、

上
椎
葉
を
上
回
る
ア
ー
チ
ダ
ム
で
あ
る
。

堤
高
１
３
０
ｍ
、
堤
頂
長
４
１
６
ｍ
で
、

総
貯
水
容
量
は
上
椎
葉
の
２
．
５
倍
（
２

６
１
３
万
㎥
）
、
九
州
最
大
で
あ
る
。 

続
く
１
９
７
０
年
代
も
、
６
０
年
代
を

引
き
継
ぎ
、
ダ
ム
建
設
は
活
発
で
あ
っ
た
。

大
規
模
な
洪
水
調
節
ダ
ム
、
重
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ダ
ム
が
盛
ん
に
建
設
さ
れ
、
一

方
で
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
が
１
０
箇
所
で

建
設
さ
れ
て
い
る
。 

筑
後
川
上
流
の
下
筌
、
松
原
ダ
ム
は
、

昭
和
２
８
年
西
日
本
水
害
の
被
害
を
機
に

計
画
さ
れ
た
特
定
多
目
的
ダ
ム(

国
土
交

通
大
臣
が
事
業
主
体
と
な
り
、
計
画
か
ら

管
理
ま
で
を
行
う
ダ
ム)

で
あ
る
。
本
ダ
ム

は
１
９
５
８
年
の
着
工
だ
が
、
竣
工
は
１

９
７
３
年
で
、
当
時
と
し
て
は
異
例
に
長

期
の
建
設
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
ダ
ム
建

設
を
め
ぐ
り
、
地
主
ら
に
よ
る
蜂
の
巣
城

紛
争
と
呼
ぶ
わ
が
国
最
大
の
反
対
運
動
が

起
こ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。 

１
９
８
０
年
代
以
降
に
な
る
と
、
ダ
ム

の
建
設
は
徐
々
に
減
少
し
た
。
こ
の
こ
と

は
必
要
な
利
水
目
的
の
ダ
ム
建
設
が
、
あ

る
程
度
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
蜂

の
巣
城
紛
争
の
結
果
、
開
発
優
先
か
ら
、

地
域
住
民
の
基
本
的
人
権
や
財
産
権
へ
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ダ
ム

建
設
に
重
い
課
題
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
影

響
も
否
め
な
い
。
さ
ら
に
、
ダ
ム
建
設
に

１
０
年
を
超
え
る
ケ
ー
ス
が
増
え
た
こ
と

や
、
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
ダ
ム
に
頼
ら
な

い
治
水
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
げ
ら
れ
る
。 

１
９
８
０
年
頃
か
ら
、
旧
ダ
ム
の
嵩
上

げ
や
再
生
事
業
が
み
ら
れ
、
記
録
的
集
中

豪
雨
が
発
生
し
、
ま
た
Ｃ
Ｏ
２
が
発
生
し

な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
水
力

発
電
に
再
注
目
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

経
年
的
に
ダ
ム
の
機
能
回
復
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
流
域
全
体
で
地

域
問
題
へ
の
対
応
や
総
合
的
治
水
・
利
水

計
画
の
も
と
に
ダ
ム
の
見
直
し
が
あ
り
、

古
い
ダ
ム
の
再
開
発
に
至
っ
た
。 

図２ 年代別ダム竣工数 
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m ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ
ー/46 本地池本堤喜多良 ○ アース 19 250 ー/46 肩山 井手口 ○ アース 22 104 53/55 荒瀬 球磨 ○ 重力Ｃ 25 211
ー/52 花宗溜池 本分 ○ アース 29 321 ー/48 北浦溜池 祇園 ○ アース 18 192 54/55 桑野内 五ヶ瀬 ○ 重力Ｃ 27 96
ー/53 福智山池 福智 ○ アース 22 113 ー/48 神篭池 巨瀬 ○ アース 16 100 56/58 瀬戸石 球磨 ○ 重力Ｃ 27 139
51/54 夜明 筑後 ○ 重力Ｃ 15 223 50/56 北山 嘉瀬 ○ ○ 重力Ｃ 59 180 53/59 市房 球磨 ○ ○ ○ 重力Ｃ 79 259
39/55 畑 黒川 ○ 重力Ｃ 43 459 58/61 有田 白川 ○ ○ ○ 重力Ｃ　　28 108 58/59 幸野 球磨 ○ ○ 重力Ｃ 21 91
ー/57 笠城 庄司 ○ アース 16 146 ー/62 岸川防災 今出 ○ 重力Ｃ 27 66 64/65 第1ﾔｲﾗｷﾞ 桜川 ○ 重力Ｃ 20 47
ー/59 矢方甲池 吉富 ○ アース 19 200 ー/69 花取溜池 西葉 ○ アース 23 176 63/66 楠浦 方原 ○ ○ アース 32 139
53/59 日向神 矢部 ○ ○ ○ 重力Ｃ 80 146 ー/70 笹原溜池 音成 ○ アース 26 175 61/70 天君 矢形 ○ 重力Ｃ 39 195
57/60 松ヶ枝 谷川 ○ 重力Ｃ 47 205 ー/71 河内防災 大木 ○ ○ アース 35 153 64/70 緑川 緑川 ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 77 295
59/63 松瀬 矢部 ○ 重力Ｃ 25 71 67/73 岩屋川内 岩屋川内○ ○ 重力Ｃ　　60 192 64/70 緑川補助 緑 ○ ○ ○ ○ ロック 35 244
ー/64 須惠 須惠 ○ Arch 21 145 ー/73 七曲溜池 浜川 ○ アース 15 133 67/70 西河内 西河内 ○ 重力Ｃ 18 69
55/65 南畑　元 那珂 ○ ○ ○ 重力Ｃ 64 220 ー/73 万才溜池 石木津 ○ アース 18 128 67/70 船津 緑 ○ 重力Ｃ 26 175
59/65 力丸 八木山 ○ ○ ○ 重力Ｃ 50 161 68/75 竜門 広瀬 ○ ○ ○ 重力Ｃ 42 150 65/73 氷川・元 氷川 ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 57 194
ー/66 弁城 岩屋 ○ アース 23 151 73/78 繁昌 高橋 ○ アース 29 156 68/73 志岐 志岐 ○ アース 36 145
63/66 殿川 殿川 ○ アース 37 210 69/79 伊岐佐 伊岐佐 ○ ○ ○ 重力Ｃ　　59 203 70/75 油谷 油谷 ○ ロック 82 189
65/68 頓田第2再 遠賀 ○ ○ アース 22 474 79/80 淵の尾・再 武雄 ○ 重力Ｃ　　29 138 70/75 内谷 五木小 ○ ロック 64 200
66/68 頓田第1再 遠賀 ○ ○ アース 22 817 72/82 天ケ瀬 瓦川内 ○ アース 39 270 70/75 大切畑 河道 ○ アース 23 125
ー/69 御清水池 内蔵 ○ アース 19 168 73/82 八丁 川原 ○ ロック 25 347 72/76 教良木 祝口 ○ ○ ロック 29 108
ー/69 上河内 上河内 ○ アース 20 120 72/83 平木場 町田 ○ ○ ○ 重力Ｃ 30 117 69/78 清願寺 免田 ○ ○ アース 61 199
65/69 大井・元 大井 ○ アース 19 206 72/83 平木場脇 町田 ○ ○ ○ 重力Ｃ 28 390 68/82 亀川 亀川 ○ ○ ○ 重力Ｃ 37 110
68/70 久原 多々良 ○ 重力Ｃ 42 117 73/86 厳木 厳木 ○ ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 117 390 81/85 五和 古道 ○ ロック 37 173
68/70 久原副 多々良 ○ アース 25 85 77/86 天山 天山 ○ ロック 69 380 69/84 深迫 河道外 ○ アース 19 24
―/70 久保白 久保 ○ ○ ○ アース 25 304 70/87 大浦 田古里 ○ アース 45 160 82/84 第2ﾔｲﾗｷﾞ 桜川 ○ 重力Ｃ 36 90
ー/70 呉 金辺 ○ アース 25 155 79/88 本部 川古 ○ ○ ○ 重力Ｃ 42 130 85/87 姫の河内 姫の河内 ○ 重力Ｃ 21 81
63/71 油木 今川 ○ ○ ○ ○ ○ 重量Ｃ 55 218 77/89 深浦 深浦 ○ ○ 重力Ｃ 26 121 84/89 都呂々 都呂々 ○ ○ ○ 重力Ｃ 42 145
67/72 江川 小石原 ○ ○ ○ 重力Ｃ 79 298 72/92 赤坂 座川 ○ ロック 30 256 79/92 石打 八柳 ○ ○ ○ 重力Ｃ 39 256
ー/72 広川防災 広川 ○ ○ ロック 30 132 72/92 上倉 田野新田 ○ アース 20 197 70/01 竜門 迫間 ○ ○ ○ ○ 複合 100 620
68/73 ます渕 紫川 ○ ○ ○ 重力Ｃ 60 206 72/92 後川内 後川内 ○ ロック 42 250 95/02 五和東部 横尾 ○ ○ ロック 33 170
67/74 陣屋 中元寺 ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 49 205 72/92 打上 潟川 ○ ロック 36 182 89/04 上津浦 上津浦 ○ ○ ○ 重力Ｃ 54 205
70/74 大佐野 大佐野 ○ アース 26 78 81/93 矢筈 六角 ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 33 199 90/10 氷川・再 氷川 ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 59 202
ー/75 切畑 大分 ○ アース 38 140 85/94 庭木 庭木 ○ 重力Ｃ 26 130 92/13 路木 路木 ○ ○ ○ 重力Ｃ　　53 169
71/75 古賀 谷山 ○ ○ ロック 35 139 92/96 永池・再 蔵堂入江○ ○ アース 35 123 ｍ ｍ
70/76 脊振 那珂 ○ ロック 43 240 73/98 古木場 有田 ○○ アース 27 193 39/51 松尾 小丸 ○ ○ ○ 重力Ｃ 68 166
69/77 瑞梅寺 瑞梅寺 ○ ○ ○ 重力Ｃ 64 338 73/01 横竹 吉田 ○ ○ 重力Ｃ 57 249 49/55 上椎葉 耳川 ○ Arch 110 340
70/78 寺内 佐田 ○ ○ ○ ○ ロック 83 420 82/01 狩立 狩立 ○ ○ ○ 重力Ｃ 28 177 51/56 渡川 渡川 ○ ○ ○ 重力Ｃ 63 173
74/78 尾崎 遠賀 ○ 重力Ｃ 27 178 82/01 日ノ峯 日ノ峯 ○ ○ ○ 重力Ｃ 28 112 53/56 大内原 耳川 ○ 重力Ｃ 26 153
77/78 大井　再 大井 ○ アース 19 206 90/02 藤ノ平 有浦 ○ ロック 58 296 53/58 綾南 本庄 ○ ○ 重力Ｃ 64 194
68/79 山神 山口 ○ ○ ○ 複合 59 308 91/02 都川内 都川内 ○ ○ ○ 重力Ｃ 32 200 53/58 古賀根橋 綾北 ○ ○ 重力Ｃ 32 108
77/80 久末 西郷 ○ アース 23 170 78/07 中木庭 中川 ○ ○ ○ 重力Ｃ 70 265 57/58 西畑 綱の瀬 ○ 重力Ｃ 18 45
77/83 多礼 四十里 ○ ロック 28 191 73/11 嘉瀬川 嘉瀬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 97 455 ー/59 青鹿溜池 平田 ○ アース 31 140
77/83 吉田 吉田 ○ ロック 24 217 89/12 井手口川 井手口 ○ ○ ○ 重力Ｃ　　44 235 58/59 新住田 住田 ○ Arch 25 84
79/85 南畑　再 那珂 ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 64 220 ｍ ｍ 57/60 綾北 綾北 ○ ○ Arch 75 190
72/90 合所 筑後 ○ ○ ロック 61 270 39/45 浦上・元 大井手 ○ ○ 重力Ｃ 19 98 58/61 宮の元 七ツ山 ○ Arch 19 87
72/91 牛頸 御笠 ○ ○ ロック 53 383 40/50 郭公尾溜池寺ノ尾 ○ アース 18 170 58/61 諸塚 柳原 ○ 中空重　 59 150
89/92 曲淵 八丁 ○ 重力Ｃ 45 161 41/50 松山田溜池調川 ○ アース 28 90 59/61 大淀第一 大淀 ○ 重力Ｃ　　47 179
78/93 長谷 長谷 ○ 重力Ｃ　 54 159 50/52 池田・元 長岡 ○ アース 25 123 60/62 下赤 北川 ○ 重力Ｃ 18 153
70/94 犬鳴 犬鳴 ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 77 230 50/54 川谷 相浦 ○ ○ 重力Ｃ 46 178 57/63 立花 三財 ○ ○ ○ 重力Ｃ 71 194
70/96 山口 箕田 ○ ○ アース 24 475 ー/61 大根坂 大根坂 ○ アース 15 147 60/62 杉安 一ツ瀬 ○ Arch 40 156
71/96 小川 小川 ○ ロック 37 275 59/61 萱瀬・元 郡川 ○ ○ 重力Ｃ 51 180 60/63 寒川 三財 ○ 重力Ｃ 34 63
86/98 山口調整池兎ヶ原 ○ ロック 60 326 61/65 大川原 大川原 ○ ロック 25 123 60/63 一ツ瀬 一ツ瀬 ○ Arch 130 416
88/98 北谷 北谷 ○ ○ ○ 重力Ｃ 39 145 61/68 別所 加持 ○ ○ アース 19 135 53/67 岩瀬 岩瀬 ○ ○ 重力Ｃ 56 155
79/00 猪野 多々良 ○ ○ ○ 重力Ｃ 80 260 64/68 下の原・元 鷹巣 ○ 重力Ｃ 31 170 ー/68 高鍋防災 宮田 ○ ○ アース 26 179
78/01 鳴淵 多々良 ○ ○ ○ 重力Ｃ 67 308 64/69 内闇 福江 ○ アース 18 276 ー/72 角川防災 鳴子 ○ ロック 31 172
75/03 福知山 福智 ○ ○ ○ 重力Ｃ 65 255 66/69 神浦 神浦 ○ ○ ○ 重力Ｃ 51 210 64/72 祝子 祝子 ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 60 196
70/09 藤波 巨瀬 ○ ○ ロック 52 295 69/72 野々川 野々川 ○ ○ 重力Ｃ 24 86 72/80 東原調整池長谷 ○ アース 21 303

ｍ ｍ 68/73 猫山 日宇 ○ ○ 重力Ｃ 32 166 70/81 長谷 三納 ○ ○ 重力Ｃ 65 143
46/49 鮎返 鮎返 ○ 重力Ｃ 24 97 70/73 落矢 落矢 ○ 重力Ｃ 24 150 81/83 西郷 耳川 ○ 重力Ｃ 20 105
ー/53 長湯 芹川 ○ アース 15 112 69/75 福江 福江 ○ ○ 重力Ｃ 22 100 68/84 日南 酒谷 ○ ○ 重力Ｃ 47 189
52/56 芹川 芹川 ○ ○ ○ 重力Ｃ 52 193 70/75 鶏知 鶏知 ○ ○ 重力Ｃ 29 93 84/92 浜砂 祝子 ○ ○ 重力Ｃ 43 86
56/57 篠原 大分 ○ 重力Ｃ 23 96 70/75 小ケ倉 小ケ倉 ○ ○ アース 21 153 69/93 広渡 広渡 ○ ○ 重力Ｃ 66 170
ー/62 魚ヶ鼻池 向野 ○ アース 17 89 68/76 雪浦 雪浦 ○ ○ ○ 重力Ｃ 44 146 70/98 瓜田 瓜田 ○ ○ 重力Ｃ 42 160
58/62 北川 北川 ○ ○ Arch 82 188 70/76 江永 江永 ○ ○ 重力Ｃ 30 125 71/99 田代八重 綾北 ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 65 216
58/62 小野原 日出生 ○ アース 16 172 71/76 繁敷 一の河 ○ ○ アース 27 115 74/00 広沢 浦之名 ○ 重力Ｃ 63 199
ー/65 石河内 竹田 ○ アース 24 93 72/76 梅ノ木 梅ノ木 ○ アース 33 177 71/01 沖田 沖田 ○ ○ 重力Ｃ　　36 111
57/65 千倉池 千倉 ○ アース 22 95 71/78 仁田 飼所 ○ ○ 重力Ｃ 33 104 78/01 天神 境 ○ ロック 63 442
59/65 志生木 志生木 ○ ○ アース 23 124 73/79 当田 当田 ○ アース 38 192 97/07 大瀬内 大瀬内谷 ○ ロック 66 166
60/65 若杉防災 白滝 ○ ○ 重力Ｃ 34 139 75/79 神の川 神の川 ○ 重力Ｃ 25 233 97/07 かなすみ 大瀬内谷 ○ ロック 43 140
59/66 大中尾 木立 ○ ○ アース 25 138 78/79 箕坪 箕坪 ○ 重力Ｃ 37 130 97/07 石河内 小丸 ○ 重力Ｃ 48 185
59/66 小中尾 木立 ○ ○ アース 22 113 74/80 式見 式見 ○ ○ 重力Ｃ 46 136 83/09 木之川内 木之川内 ○ ロック 64 410
ー/69 大熊毛池 大熊毛 ○ アース 18 155 75/81 勝本 後川 ○ ○ 重力Ｃ 31 148 90/12 切原 切原 ○ 重力Ｃ 61 227
ー/69 大平池 赤坂 ○ アース 16 120 77/81 宇久 未申 ○ アース 29 334 94/14 浜ノ瀬 岩瀬 ○ 重力Ｃ 63 183
ー/69 上池池 竹田津 ○ アース 19 191 80/82 久留里 久留里 ○ 重力Ｃ 24 105 12/15 西畑・再 網の瀬 ○ 重力C 24 88
64/69 日出生 日出生 ○ ロック 48 196 73/83 重井田 佐奈河内○ アース 41 171 ｍ ｍ
ー/70 十玉池 臼野 ○ アース 16 138 75/83 黒浜 黒浜 ○ ○ 重力Ｃ 29 93 ー/46 十曽 十曽 ○ 重力Ｃ 23 90
66/70 直川 道の内 ○ 重力Ｃ 25 81 73/84 中山 子々川 ○ ○ ○ 重力Ｃ 25 85 ー/48 嶽・元 野田 ○ アース 22 86
92/70 乙見 臼杵 ○ ○ 重力Ｃ 40 120 75/84 青方 釣道 ○ ○ 重力Ｃ 28 131 58/59 新住用川 住用 ○ Arch 25 84
65/71 戸保の木 轟川 ○ アース 22 119 75/84 永田 永田 ○ ○ 重力Ｃ 24 102 59/63 尾立 荒川 ○ Arch 54 138
67/71 安岐 安岐 ○ ○ 重力Ｃ 35 173 73/85 長与 長与 ○ ○ ○ 重力Ｃ 36 171 ー/63 母間 伊宝 ○ アース 17 89
60/72 深見 深見 ○ 重力Ｃ 39 95 74/86 土師野尾 楠原 ○ ○ ○ 重力Ｃ 32 160 ー/64 川内川第２川内 ○ 重力Ｃ 24 107
69/72 丸山 丸山 ○ アース 24 112 80/86 伊佐ノ浦 伊佐ノ浦 ○ 重力Ｃ 30 141 59/65 鶴田・元 川内 ○ ○ 重力Ｃ 118 450
58/723下筌・元 津江 ○ ○ Arch 98 248 85/86 池田・再 長岡 ○ アース 25 123 ー/66 高尾野 高尾野 ○ 重力Ｃ 35 95
58/72 松原・元 筑後 ○ ○ 重力Ｃ 83 192 74/87 鹿尾 鹿尾 ○ ○ ○ 重力Ｃ 35 88 ー/67 高隈 串良 ○ 重力Ｃ 47 136
70/73 高瀬川 高瀬 ○ 重力Ｃ 26 97 79/87 小ケ倉 鹿尾 ○ 重力Ｃ 41 136 ー/68 西部 ウワナル ○ アース 17 72
68/75 黒沢 堅田 ○ ○ 重力Ｃ 48 204 81/89 久吹 久吹 ○ ロック 34 155 ー/69 高松 高松 ○ 重力Ｃ 37 60
66/76 松木 松木 ○ 重力Ｃ 49 128 90/91 桜川 桜川 ○ 重力Ｃ 34 110 ー/69 南部 麦野 ○ ○ アース 25 140
69/77 青江 青江 ○ ○ 重力Ｃ 43 160 78/91 鳴海 二股 ○ ○ 重力Ｃ 54 180 ー/70 串木野 五反田 ○ ロック 32 134
64/79 日指 山蔵 ○ アース 40 263 87/93 浦の川 浦ノ川 ○ 重力Ｃ 36 99 69/70 東部 面縄 ○ ○ アース 19 54
69/80 師田原 十時 ○ ロック 57 219 86/94 鷹島 浦田比水路 ○ 重力Ｃ 30 129 ー/73 高川 高 ○ 重力Ｃ 42 164
70/81 石山 船部 ○ ロック 41 142 90/97 男女岳 角川 ○ ○ ○ 重力Ｃ 20 72 ー/74 清浦 樋脇 ○ 重力Ｃ　　38 67
70/84 耶馬渓 山移 ○ ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 62 313 88/98 樋口 樋口 ○ ○ ○ 重力Ｃ 30 96 70/79 永吉 二俣 ○ ○ ロック 37 148
77/84 松原・再 筑後 ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 83 192 74/99 目保呂 仁田 ○ ○ 重力Ｃ 40 150 71/80 大川・元 大川 ○ ○ ロック 34 117
69/85 石場 三重谷 ○ ロック 47 236 83/99 西山 西山 ○ ○ ○ 重力Ｃ 40 216 70/81 市来 八房 ○ ロック 41 130
69/85 並石 都甲 ○ ロック 39 215 81/00 萱瀬・再 郡川 ○ ○ ○ 重力Ｃ 66 240 72/81 神嶺 亀徳 ○ ○ アース 34 170
73/85 床木 床木 ○ ○ 重力Ｃ 59 249 83/00 中尾 中尾 ○ ○ ○ 重力Ｃ 40 201 71/82 御手洗 御手洗 ○ ロック 45 160
77/86 下筌・再 津江 ○ ○ ○ Arch 98 248 88/00 宮ノ川 宮ノ川 ○ ○ ○ 重力Ｃ 32 191 83/86 大川・再 大川 ○ ○ ロック 49 161
72/87 中の川 中の川 ○ ○ ロック 37 120 89/00 船津 船津 ○ ○ 重力Ｃ 30 155 74/87 竹山 宇曽の木 ○ ロック 55 163
71/91 末広 末広 ○ ○ 重力Ｃ 46 162 89/01 野崎 週水路 ○ アース 30 217 79/87 西京 又延 ○ ○ ロック 30 134
81/91 野田 田井ヶ ○ ○ 重力Ｃ 39 126 72/02 宮崎 宮崎 ○ ○ アース 27 154 79/87 伊仙中部 鹿浦 ○ ○ アース 29 224
74/95 香下 妙見 ○ 重力Ｃ 41 195 90/03 つづら つづら ○ ○ ○ 重力Ｃ 22 96 79/88 鷹巣 小幡 ○ アース 29 117
73/95 床木 床木 ○ ○ 重力Ｃ 59 249 91/04 小浦 樫塚 ○ ○ ○ 重力Ｃ 29 98 86/98 須野 須野 ○ ○ アース 28 142
81/95 鍋倉 天村 ○ ロック 44 170 01/06 下の原・再 鷹巣 ○ 重力Ｃ 37 178 91/99 喜界地下 ○ （地下）   35   2280
ー/96 阿曽田 志生木 ○ ○ アース 19 114 83/06 本河内高部･再　中島 ○ ○ アース 28 158 81/02 川辺 万之瀬 ○ ○ ○ ○ 重力Ｃ 54 147
69/96 佐賀関 小志生木 ○ アース 42 170 92/06 笛吹 笛吹 ○ ○ ○ 重力Ｃ 60 297 86/02 松元 高田 ○ 重力Ｃ 39 144
83/97 行入 横手 ○ ○ 重力Ｃ 44 180 83/07 伊木力 山川内 ○ ○ ○ 重力Ｃ 42 192 84/03 嶽・再 野田 ○ アース 30 164
91/01 野津 垣河内 ○ ○ ○ 重力Ｃ 35 95 89/07 高浜 江川 ○ ○ ○ 重力Ｃ 35 106 87/03 金峰 長谷 ○ ロック 58 230
96/01 大舞 大舞 ○ 重力Ｃ 21 98 03/09 阿奈田 阿那田 ○ 重力Ｃ 32 96 79/05 輝北 大鳥 ○ 重力Ｃ　　42 114
85/10 稲葉 稲葉 ○ ○ 重力Ｃ 56 234 83/12 本河内低部･再　中島○ ○ ○ 重力Ｃ 28 119 90/06 大和 三田 ○ ○ ○ 重力Ｃ 45 90
83/12 大山 赤石 ○ ○ ○ 重力Ｃ 94 370 注1）ダム便覧2014（日本ダム協会）をもとに加筆修正 81/07 中岳 大淀 ○ ロック 70 313
93/13 久木野尾 久木野尾 ○ ロック 35 232 注2）着/竣：着工年/竣工年 84/12 谷川内 谷川内 ○ 重力Ｃ　　59 222

注3）元：再開発以前の元の工事.　再：再開発工事 90/12 西之谷 新川 ○ 重力Ｃ 22 136
94/14 徳之島 秋利神 ○ ロック 56 266
89/15 荒瀬 荒瀬 ○ ロック 66 408
07/15 鶴田・再 川内 ○ 重力Ｃ 118 450表2 　戦後におけるダム建設の推移(県別)

大分県

佐賀県

堤長
発

電
タイプ 堤高

着/

竣

着/

竣
ダム 河川

洪

水

福岡県

ダム 河川
灌

漑

上

水

工

業

不

特
タイプ 堤高 堤長河川

洪

水

不

特

灌

漑

上

水

発

電

工

業

鹿児島県

宮崎県

長崎県

熊本県

洪

水

不

特

灌

漑

上

水

工

業

発

電
タイプ

着/

竣
堤高 堤長 ダム



 

44 

 

参
考 

 

ダ
ム
事
業
の
再
評
価 

  

河
川
整
備
や
道
路
建
設
な
ど
、
公
共
事

業
は
調
査
・
計
画
か
ら
完
成
ま
で
長
年
月

を
要
す
る
も
の
が
多
い
。
鶴
田
ダ
ム
は
、

１
９
５
０
年
の
予
備
調
査
か
ら
１
９
６
６

年
の
完
成
ま
で
１
５
年
を
要
し
た
。
香
椎

バ
イ
パ
ス
は
、
１
９
６
０
年
に
調
査
に
着

手
し
、
４
４
年
の
年
月
を
経
て
、
よ
う
や

く
に
全
線
６
車
線
の
完
成
を
見
た
。 

 

１
０
年
ひ
と
昔
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の

よ
う
に
工
事
期
間
が
長
く
な
る
と
、
当
初

の
計
画
に
対
し
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
の

変
化
や
、
市
民
意
識
の
変
化
が
あ
る
。
ま

た
、
事
業
の
目
的
や
意
義
が
変
わ
る
こ
と

や
失
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
ま
ま
事
業
を
続
け
る
こ
と
が
望
ま
し

い
か
、
事
業
内
容
を
変
更
す
る
必
要
は
な

い
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
中
止
も
や
む
を

え
な
い
か
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

そ
こ
で
、
１
９
９
８
年
か
ら
公
共
事
業

の
再
評
価
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
事

業
が
承
認
さ
れ
て
か
ら
一
定
期
間
を
経
て

も
未
着
手
あ
る
い
は
未
完
成
事
業
を
再
評

価
し
、
事
業
評
価
監
視
委
員
会
に
諮
問
し
、

継
続
か
否
か
を
判
断
す
る
制
度
で
あ
る
。 

 

評
価
の
視
点
は
、
事
業
の
種
類
で
相
違

す
る
が
、
基
本
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
と

事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情
勢
お
よ
び
そ
の

変
化
で
あ
り
、
事
業
の
投
資
効
果
の
要
因

変
化
（
費
用
対
効
果
分
析
）
、
コ
ス
ト
縮
減

や
代
替
案
の
可
能
性
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
公
共
事
業
で
も
、
バ
イ
パ

ス
道
路
の
整
備
は
全
体
を
適
当
に
区
切
り
、

完
成
し
た
区
間
か
ら
、
あ
る
い
は
、
４
車

線
道
路
も
、
と
り
あ
え
ず
２
車
線
を
整
備

し
て
市
民
に
開
放
す
る
な
ど
、
段
階
的
な

供
用
が
可
能
で
あ
る
。 

し
か
し
、
ダ
ム
事
業
は
、
受
益
者
が
、

ダ
ム
建
設
に
よ
り
移
転
を
強
い
ら
れ
る
地

元
住
民
と
は
別
で
あ
る
。
ま
た
、
全
体
が

完
成
し
て
初
め
て
効
果
を
発
揮
す
る
と
い

う
特
質
が
あ
る
。
こ
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
完
成

型
の
た
め
、
当
初
の
事
業
費
が
膨
大
に
な

り
、
か
つ
完
成
ま
で
長
期
に
わ
た
る
こ
と

が
多
い
。 

一
方
、
最
近
は
、
人
口
が
減
少
す
る
、

農
業
が
衰
退
す
る
な
ど
か
ら
水
需
要
に
変

化
が
あ
る
。
環
境
問
題
や
異
常
気
象
か
ら

洪
水
の
発
生
頻
度
や
深
刻
さ
の
変
化
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
治
水
に
関
す
る
市
民
意
識

が
変
化
し
、
受
益
者
か
ら
の
厳
し
い
意
見

が
あ
る
。 

こ
れ
ら
か
ら
、
多
く
は
継
続
す
べ
き
と

の
判
断
だ
が
、
事
業
中
止
の
や
む
な
き
に

至
る
ダ
ム
も
少
な
く
な
い
。 

因
み
に
、
１
９
９
８
年
か
ら
２
０
１
３

年
の
間
で
、
事
業
評
価
の
結
果
、
中
止
と

な
っ
た
ダ
ム
を
拾
い
出
せ
ば
表
の
と
お
り

で
あ
る
（
農
業
用
ダ
ム
を
除
く
）
。
中
止
の

理
由
は
、
利
水
需
要
が
見
込
め
な
い
こ
と

に
よ
る
も
の
が
大
半
だ
が
、
他
の
代
替
案

が
有
利
や
地
質
調
査
の
結
果
に
よ
る
も
の

も
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

代
表
的
な
例
は
川
辺
川
ダ
ム
で
あ
る
。

本
ダ
ム
は
、
球
磨
川
の
治
水
、
人
吉
盆
地

の
か
ん
が
い
と
水
力
発
電
の
多
目
的
で
、

１
９
４
９
、
５
０
年
と
相
次
い
だ
大
洪
水

を
機
に
計
画
さ
れ
、
１
９
６
６
年
に
特
定

多
目
的
ダ
ム
と
し
て
事
業
化
さ
れ
た
。
し

か
し
、
建
設
、
利
水
、
補
償
の
各
内
容
で

地
元
住
民
と
の
交
渉
は
難
航
を
極
め
、
工

事
が
長
引
い
た
。 

こ
の
過
程
に
お
い
て
、
地
域
住
民
や
農

業
人
口
の
減
少
が
あ
り
、
ま
た
、
脱
ダ
ム

運
動
の
影
響
も
あ
っ
て
ダ
ム
以
外
の
方
法

に
よ
る
治
水
を
期
待
す
る
住
民
が
増
え
た
。

さ
ら
に
、
環
境
や
生
態
系
の
観
点
か
ら
球

磨
川
一
帯
を
見
直
す
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
に
加
え
て
政
治
的
判
断
も
あ
り
ダ
ム

事
業
は
中
止
と
な
っ
た
（
２
０
０
９
年
）
。 

 

球
磨
川
で
は
い
ま
一
つ
が
特
記
さ
れ
る
。

八
代
市
坂
本
町
の
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去
だ
。

発
電
用
と
し
て
１
９
５
５
年
に
建
設
さ
れ

た
が
、
水
利
権
お
よ
び
発
電
施
設
の
更
新

期
に
合
わ
せ
て
改
築

せ
ず
、
２
０
１
２
年

か
ら
撤
去
が
始
ま
っ

た
。
ダ
ム
撤
去
は
わ

が
国
初
め
て
で
あ
り
、

工
事
の
あ
り
方
、
撤

去
後
の
環
境
へ
の
影

響
が
注
目
さ
れ
る
。 

 

公
共
事
業
で
は
、

そ
の
後
、
再
評
価
だ

け
で
な
く
、
事
業
採

択
時
の
事
前
評
価
、

事
業
完
成
後
の
事
後

評
価
も
実
施
さ
れ
る

に
至
っ
た
。 

事
前
評
価
は
、
事
業

実
施
の
効
果
を
検
討

し
、
事
業
を
実
施
す

る
か
否
か
の
判
断
の

一
助
に
す
る
も
の
だ
。

事
後
評
価
は
、
事
業
実

施
後
の
効
果
を
明
ら

か
に
し
、
ま
た
環
境

へ
の
影
響
を
確
認
し
、

当
該
事
業
の
改
善
や
、

今
後
の
事
業
計
画
・

調
査
の
あ
り
方
の
検

討
に
役
立
て
る
も
の

で
あ
る
。 

名 型式
高さ
（ｍ）

総貯水容量
（千㎥）

城井川 寒田ダム ＲＦ 73 7,300 福岡県 将来の水需要が減少

大根川 清瀧ダム ＲＦ 59 4,080 福岡県 利水予定者の不参加表明、他の代替案が有利

筑後川・山口川 山神ダム再開発 複合 59 4,000 福岡県 新規利水者の参加が見込めない

雪浦川 雪浦第二ダム 重力 72 7,360 長崎県 水需要が見込めない。

谷江川・角川 黒越ダム 重力 21 170 長崎県 水需要が見込めない。

梅津川 梅津ダム 重力 17 270 長崎県 水需要が見込めない。

境川 轟ダム 重力 72 7,110 長崎県 将来の水需要が減少、他の代替案が有利

奥ノ木場川 奥ノ木場ダム 重力 32 2,671 長崎県 需要減少

村松川 村松ダム 重力 45 1,280 長崎県 水道事業者の撤退

緑川・釈迦院川 釈迦院ダム 重力 52 2,470 熊本県 地質調査の結果，代替案が有利

緑川・加勢川 高遊原地下浸透ダム 地下ﾀﾞﾑ 18 1,400 国交省 他の代替案が有利

緑川・御船川 七滝ダム ＲＦ 90 17,500 国交省 水需要が見込めない、治水は他代替案が有利

綱津川 赤木ダム 重力 42 340 熊本県 地質調査の結果、他の代替難が有利

七ッ割川 七ッ割ダム 重力 20 116 熊本県 他の代替案が有利

高浜川・大河内川 高浜ダム 重力 44 618 熊本県 地質調査の結果，代替案が有利

岩下川 姫戸ダム 重力 33 167 熊本県 水道事業者の撤退、河川改修が有利

球磨川・川辺川 川辺川ダム アーチ 108 133,000 国交省 水需要の減少、治水は他の代替案可能

筑後川・玖珠川 猪牟田ダム ＲＦ 120 38,500 国交省 地質に問題、利水需要も十分に見込めない

大野川・平井川 矢田ダム 重力 56 57,000 国交省 水需要（工業用水）が十分に見込めない

一ツ瀬川・南川 吹山ダム 重力 72 5,240 宮崎県 水道事業者の撤退、他の代替案が有利

手洗川・宮崎川 手洗ダム 重力 43 535 宮崎県 利水予定者の不参加、治水代替案が有利

鹿 小浜川・小中尾川 長島ダム ＲＦ 36 320 鹿児島県 需要減少

注）

中止当時
の事業者

長
崎

熊
本

宮
崎

福
岡

大
分

水系・河川：水系と河川名が異なるとき水系名・河川名で表した。　　　　　  RF：ロックフィル.

中止理由水系・河川県
計画されたダム

表 事業再評価で中止になったダム事業（農業用単目的のダムを除く）  
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全
て
は
焼
け
野
原
の
中
か
ら 

  

人
々
は
、
と
も
に
暮
ら
し
な
が
ら
文
明

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
都
市
を
築
い
て
き

た
。
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
環

境
を
整
え
、
活
発
に
活
動
す
る
た
め
に
都

市
施
設
を
整
備
。
そ
の
歩
み
の
中
で
歴
史

を
刻
ん
だ
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
都

市
は
、
人
類
が
各
々
の
地
で
自
ら
の
た
め

に
創
造
し
て
き
た
最
大
に
し
て
最
高
の
傑

作
物
で
あ
る
。 

 

九
州
に
絞
る
と
、
太
古
に
は
大
陸
と
繋

が
り
、
そ
う
し
た
時
代
か
ら
の
む
ら
の
展

開
が
あ
る
。
縄
文
や
弥
生
時
代
は
、
上
野

原
遺
跡
（
霧
島
市
）
、
板
付
遺
跡
（
福
岡
市
）
、

吉
野
ヶ
里
の
環
濠
集
落
（
神
埼
市
・
吉
野

ケ
里
町
）
が
あ
り
、
稲
作
の
伝
来
で
食
文

化
が
一
新
さ
れ
た
。
魏
志
倭
人
伝
で
は
末

盧
国
、
伊
都
国
、
奴
国
等
の
都
市
国
家
の

存
在
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

奈
良
、
平
安
時
代
は
、「
遠
の
朝
廷
・
大

宰
府
」
を
中
心
に
、
九
州
と
い
う
呼
名
の

由
来
に
な
っ
た
九
国
二
島
の
国
府
が
あ
り
、

遣
隋
使
・
遣
唐
使
な
ど
、
大
陸
と
の
交
流

の
窓
口
と
し
て
港
町
（
博
多
、
平
戸
、
印

通
寺
、
坊
津
な
ど
）
が
発
達
し
た
。 

中
世
に
は
、
中
国
の
唐
・
宗
と
の
交
易

や
南
蛮
貿
易
が
活
発
で
、
医
、
食
、
工
芸
、

は
て
は
仏
教
や
学
問
な
ど
多
様
な
も
の
が

伝
来
し
、
都
市
文
明
の
発
展
に
寄
与
し
た
。 

そ
し
て
江
戸
期
に
な
る
と
、
３
０
と
も
、

支
藩
を
加
え
４
１
と
も
い
わ
れ
る
藩
に
分

か
れ
城
下
町
が
築
か
れ
た
。
同
時
に
、
港

町
、
宿
場
町
、
市
場
町
が
繁
栄
し
た
。 

明
治
以
降
は
近
代
化
へ
の
道
を
歩
ん
だ
。

造
船
所
（
長
崎
）
や
製
鉄
所
（
八
幡
）
な

ど
の
工
業
都
市
や
軍
事
都
市
（
佐
世
保
）

が
構
築
さ
れ
、
西
洋
文
明
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
。 

大
正
・
昭
和
は
石
炭
の
ま
ち
や
流
通
都

市
、
観
光
都
市
が
誕
生
。
加
え
て
、
地
方

の
中
心
機
能
や
専
門
教
育
、
学
術
文
化
、

医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
が
加
え
ら

れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

 
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
の
中
で
九
州
の
諸

都
市
は
い
つ
の
時
代
も
文
明
を
切
り
開
き

発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
人
は
時
に
愚

か
な
行
動
を
と
り
、
諸
都
市
が
そ
れ
に
飲

み
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
弘
安
・
文

永
の
役
、
戦
国
時
代
の
争
い
、
西

南
の
役
、
日
清
・
日
露
戦
争
な
ど
。 

そ
し
て
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
先
の
太

平
洋
戦
争
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
長
い

歴
史
の
中
で
築
か
れ
て
き
た
多
く
の
都
市

が
大
挙
し
て
焼
失
す
る
不
運
に
あ
っ
た
。

現
在
の
県
庁
所
在
都
市
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、

八
幡
、
大
村
、
大
刀
洗
、
宇
佐
、
水
俣
、

大
牟
田
、
荒
尾
、
佐
世
保
、
延
岡
、
枕
崎
、

川
棚
、
垂
水
、
都
城
、
加
治
木
、
久
留
米

な
ど
。
実
に
多
く
の
都
市
が
空
襲
に
あ
い
、

市
街
地
は
焼
土
と
化
し
た
。 

中
で
も
、
１
９
４
５
年
８
月
９
日
の
長

崎
市
へ
の
原
爆
投
下
は
、
市
街
地
の
す
べ

て
を
一
瞬
に
焼
失
さ
せ
（
写
真
）
、
広
島
と

と
も
に
目
を
覆
う
ば
か
り
の
惨
事
と
な
っ

た
。
市
人
口
の
約
３
割
強
、
７
万
４
千
人

が
死
亡
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

生
き
残
っ
た
人
た
ち
も
生
涯
に
わ
た
り
原

爆
症
に
苦
し
ん
だ
。 

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
戦
後
の
都
市
づ

く
り
は
、
焦
土
と
化
し
た
市
街

地
に
お
い
て
、
過
去
の
文
化
、

歴
史
を
掘
り
起
こ
す
中
で
の
再

構
築
と
新
た
な
展
開
と
な
っ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

 土
地
区
画
整
理
に
よ
る
戦

災
復
興 

 

市
街
地
が
焼
土
と
化
し
た
こ

と
で
、
都
市
整
備
は
戦
災
復
興

に
始
ま
り
、
そ
の
た
め
の
手
段

と
し
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業

と
い
う
街
づ
く
り
手
法
が
活
用

さ
れ
た 

つ
ま
り
、
わ
が
国
は
、
関
東

大
震
災
な
ど
の
大
災
害
の
復
興

に
土
地
区
画
整
理
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
戦
災
復
興
の
ま

ち
づ
く
り
に
も
特
別
都
市
計
画
法
が
制
定

さ
れ
、
関
係
部
署
を
ま
と
め
て
戦
災
復
興

院
が
創
設
さ
れ
た
。 

そ
の
上
で
、
戦
災
を
受
け
た
都
市
の
中

か
ら
、
全
国
で
１
１
５
都
市
が
戦
災
復
興

の
対
象
に
指
定
さ
れ
た
。
九
州
で
は
表
１

の
２
７
市
町
が
あ
り
、
全
国
の
２
３
％
を

占
め
た
。 

な
お
、
鹿
児
島
県
の
東
市
来
町
と
鹿
屋

市
は
、
指
定
は
受
け
た
が
実
施
さ
れ
ず
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
実
際
の
復
興
事
業
は
２

５
都
市
で
あ
る
。 

戦
災
は
都
市
の
中
心
部
に
集
中
。
し
た

が
っ
て
、
区
画
整
理
は
都
心
部
か
ら
始
め

ら
れ
、
順
次
周
辺
へ
と
展
開
さ
れ
た
。
事

業
内
容
は
、
土
地
の
交
換
や
分
合
に
よ
っ

て
、
公
共
施
設
（
道
路
、
河
川
、
公
園
な

ど
）
を
整
備
し
、
効
率
的
に
宅
地
を
整
え
、

市
街
地
の
形
成
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
事
業
以
前
の
権
利
者
は
事
業
完

了
後
も
残
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
保
た
れ
、

ま
ち
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
た
。
と
は
い

え
、
事
業
が
長
期
に
わ
た
っ
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。 

一
方
、
戦
災
復
興
に
際
し
、
鉄
鋼
や
石

炭
な
ど
の
基
幹
産
業
に
資
本
を
集
中
さ
せ

る
傾
斜
生
産
方
式
が
促
進
さ
れ
た
。
ま
た
、

朝
鮮
半
島
の
動
乱(

１
９
５
０
年) 

を
機

に
特
需
景
気
で
重
化
学
工
業
を
主
に
す
る

工
業
都
市
づ
く
り
が
活
発
化
し
た
。
北
九

州
地
域
（
下
関
、
門
司
、
小
倉
、
八
幡
、

戸
畑
、
若
松
な
ど
）
が
、
わ
が
国
の
四
大

工
業
地
帯
の
一
つ
と
し
て
発
展
し
た
。 

合
わ
せ
て
、
北
部
九
州
で
は
石
炭
の
採

県 指定を受けた戦災復興都市

福岡 福岡市、門司市、八幡市、大牟田市、久留米市

長崎 長崎市、佐世保市

熊本 熊本市、荒尾市、水俣町、宇土町

大分 大分市

宮崎 宮崎市、延岡市、都城市、高鍋町、油津町

鹿児島 鹿児島市、川内市、串木野町、阿久根町、加治木町

枕崎町、山川町、垂水町、東市来町*、西ノ表町、鹿屋市*

＊ 指定は受けたが実施には至らなかった市町。

表１ 戦災復興都市の指定を受けた市町 

８月９日の原爆で焼け野原となった長崎

市（山麓の建物は浦上天主堂） 

昭和 20 年 8 月 9 日.原爆で焼け野原の長崎市 

苦
闘
の
戦
後
都
市
づ
く
り 

12 
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掘
が
活
発
化
し
、
福
岡
、

佐
賀
、
長
崎
の
各
県
お

よ
び
熊
本
県
の
北
西
部

一
帯
に
多
く
の
炭
鉱
町

が
で
き
た(
表
２)

。 

し
か
し
、
１
９
６
０

年
代
の
石
炭
か
ら
石
油

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

で
、
石
炭
の
ま
ち
は
そ

の
役
割
を
終
え
た
。
ま

た
、
北
九
州
工
業
地
帯

も
ひ
と
こ
ろ
の
勢
い
を

失
い
、
い
ま
で
は
転
換

を
模
索
す
る
状
況
に
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
諸

都
市
で
は
新
た
な
産
業

都
市
へ
の
変
革
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
容
易

で
な
く
、
長
期
に
わ
た
る
衰
退
に
苦
し
む

ま
ち
が
多
い
。 

 

多
極
分
散
を
め
ざ
し
た
都
市
整
備 

 

前
述
の
戦
災
復
興
、
工
業
都
市
の
発
展

は
、
多
く
の
労
働
者
を
都
市
に
集
め
、
そ

の
一
方
で
、
農
村
が
過
疎
化
す
る
と
い
う

深
刻
な
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ

こ
で
、
１
９
６
２
年
に
全
国
総
合
開
発
計

画
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
地

方
発
展
の
中
核
と
な
る
新
産
業
都
市
が
建

設
さ
れ
た
。
大
分
、
日
向
・
延
岡
、
不
知

火
・
有
明
・
大
牟
田
の
３
地
域
で
、
鉄
鋼
、

造
船
、
化
学
な
ど
に
よ
る
工
業
の
地
方
分

散
策
が
推
進
さ
れ
た
。 

こ
う
し
た
努
力
か
ら
、
確
か
に
都
市
は

経
済
発
展
し
た
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年

代
に
な
る
と
、
高
度
経
済
成
長
の
ひ

ず
み
か
ら
工
業
地
帯
の
公
害
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
工
場
か
ら

の
排
液
や
大
気
汚
染
物
質
の
排
出

で
、
水
俣
病
や
ぜ
ん
そ
く
な
ど
が
発

生
。
人
々
の
健
康
を
害
し
た
。 

一
方
、
大
都
市
で
は
過
密
化
や
環

境
問
題
が
深
刻
に
な
り
、
ま
た
、
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
景
気
が
低
迷
し

た
。 こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
都
市
と
周
辺

農
山
漁
村
を
一
体
に
し
た
定
住
圏

を
も
と
に
総
合
的
な
居
住
空
間
を

形
成
。
人
口
の
地
方
定
住
を
図
る
第

３
次
全
国
総
合
開
発
計
画
が
策
定

さ
れ
た(

１
９
７
７
年)

。 

本
計
画
の
定
住
自
立
圏
は
九
州

全
体
で
４
４
地
域
あ
り
、
そ
の
中
心

都
市
を
表
３
に
示
す
。
多
く
は
県
内
圏
だ

が
、
県
境
を
跨
ぐ
も
の
に
九
州
周
防
灘
地

域
定
住
自
立
圏
（
大
分
県
の
中
津
市
、
宇

佐
市
、
豊
後
高
田
市
と
福
岡
県
の
豊
前
市
、

築
上
町
、
上
毛
市
）
、
都
城
広
域
定
住
自
立

圏
（
宮
崎
県
の
都
城
市
、
三
股
町
と
鹿
児

島
県
の
曽
於
市
、
志
布
志
市
）
が
あ
る
。

ま
た
、
中
心
都
市
と
周
辺
市
町
村
が
合
併

し
、
現
在
は
一
つ
の
市
に
な
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
る
（
薩
摩
川
内
市
、
山
鹿
市
、
唐
津

市
、
八
女
市
、
五
島
市
、
天
草
市
）
。
各
々

の
定
住
圏
だ
が
、
十
分
成
功
し
た
と
い
え

な
い
。 

つ
づ
く
１
９
８
３
年
、
高
度
技
術
工
業

集
積
地
域
開
発
促
進
法
が
制
定
さ
れ
、
先

端
工
業
都
市(

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス)

の
建
設
が

促
進
さ
れ
た
。
全
国
２
６
地
域
の
う
ち
、

九
州
は
久
留
米
・
鳥
栖
、
県
北
国
東
、
環

大
村
湾
、
熊
本
、
宮
崎
、
国
分
・
隼
人
の

６
地
域
で
あ
る(

表
４)

。
先
端
技
術
産
業

を
核
に
産
・
学
・
住
一
体
の
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
た
。
な
お
、
本
法
律
は
、
１

９
９
８
年
の
「
２
１
世
紀
の
国
土
の
デ
ザ

イ
ン
」
に
も
と
づ
く
新
産
業
創
出
促
進
法

に
置
き
換
え
ら
れ
、
２
０
０
５
年
、「
中
小

企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
に
統
合
さ
れ
た
。 

一
方
、
１
９
８
７
年
に
な
る
と
、
余
暇

時
代
の
到
来
か
ら
、「
国
民
が
多
様
な
余
暇

活
動
を
楽
し
め
る
場
」
と
し
て
、
保
養
基

地
を
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ

れ
た
（
総
合
保
養
地
域
整
備
法
）
。
宮
崎
・

日
南
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
が
全
国
初
の
指
定
で
、

シ
ー
ガ
イ
ヤ
の
建
設
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を

皮
切
り
に
、
玄
海
リ
ゾ
ー
ト
（
ス
ペ
ー
ス

ワ
ー
ル
ド
、
マ
リ
ノ
ア
な
ど
）
や
ナ
ガ
サ

キ
・
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・
リ
ゾ
ー
ト
（
オ
ラ

ン
ダ
村
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
）
な
ど
が
構

想
・
整
備
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
必
ず

し
も
成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
。
利
用
需

要
が
小
さ
い
、
環
境
に
問
題
が
あ
る
、
地

域
振
興
に
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い
な
ど

か
ら
、
廃
止
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。 

要
す
る
に
、
戦
災
か
ら
脱
却
す
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
工
業
化
と
そ
の
発
展
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
、
多
極
分
散
に
よ
る

均
衡
あ
る
国
土
の
発
展
を
目
指
し
て
の
諸

都
市
整
備
策
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
県
庁
所
在
都
市
を
主
に
し
た
都
市
へ

の
人
口
集
積
、
農
山
村
の
過
疎
化
は
一
向

に
改
善
せ
ず
、
加
え
て
、
三
大
都
市
圏
へ

の
集
積
は
や
ま
ず
、
過
疎
・
過
密
問
題
は

深
刻
化
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

こ
の
間
、
都
市
は
、
そ
の
肥
大
化
、
過

表 3 定住自立圏と中心都市（2013 年現在） 

県名
定住自
立圏数

中心市

福岡 9
北九州市、福岡市、大牟田市、久留米市、直
方市、飯塚市、田川市、八女市、朝倉市

佐賀 5 佐賀市、唐津市、鳥栖市、伊万里市、武雄市

長崎 5 長崎市、佐世保市、島原市、諫早市、五島市

熊本 6
熊本市、八代市、玉名市、山鹿市、菊池市、
天草市

大分 4 大分市、中津市、日田市、佐伯市

宮崎 6
宮崎市、都城市、延岡市、日南市、小林市、
日向市

鹿児
島

9
鹿児島市、鹿屋市、出水市、指宿市、薩摩川
内市、霧島市、南さつま市、奄美市、南九州
市

注 太字は中心市宣言,アンダーラインは周辺と協定締結の市

県名 地域名 市町村数 面積 母都市 中核となる大学 テーマ
福岡・

佐賀

久留米・

鳥栖
2市5町 3.1 久留米市

久留米工業大学

久留米大学

人間と文化と技術に根ざし

た魅力あるまちづくり

長崎
環大村

湾
3市3町 6.9 佐世保市

長崎大学、長崎

総合科学大学

東アジアの北の拠点、海

洋文化テクノポリス

大分
県北国

東

4市13町2

村
12.3

大分市、

別府市

大分大学、大分

医科大学など

情報を世界に発信するテ

クノ・ニューポリス--銀河型

ニューポリスの形成

熊本 熊本
2市12町2
村

9.6 熊本市

熊本大学、熊本

工業大学、九州
東海大学など

インキュベーションフィー
ルド（創業の場）づくり

宮崎 宮崎 1市6町 8.7 宮崎市
宮崎大学、宮崎

医科大学

自然と豊かさの中に産業・

都市・生活が調和した21

世紀型地域社会づくり
鹿児

島

国分隼

人
2市12町 13.2 鹿児島市

鹿児島大学、第

一工業大学

太陽と海と緑の臨空国際

産業都市

万ha

表 4 テクノポリス構想の概況 

表 2 炭鉱があった九州北部のまち一覧 

県名 炭鉱があった町

方城町、北九州市、中間市、田川市、鞍手町、山田市、高田町

稲築町、小竹町、糸田町、飯塚市、桂川町、穂波町、庄内町

水巻町、宮田町、川崎町、赤池町、嘉麻市、香春町、福岡市

宇美町、粕屋町、志免町、須惠町、久山町、大牟田市

佐賀 多久市、厳木町、北方町、伊万里市、北波多村

外海町、野母崎町、高島町、崎戸町、松浦市、吉井町、大島町

大瀬戸町、香焼町、福島町、世知原町、江迎町、伊王島町、鹿町町

熊本 荒尾市、牛深市

長崎

福岡
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密
化
の
改
善
目
的
で
整
備
が
進

め
ら
れ
た
。
都
心
部
の
用
地
難
か

ら
郊
外
の
住
宅
団
地
や
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
の
建
設
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
と
あ
い
ま
っ
た

公
共
施
設
（
文
化
施
設
、
行
政
機

関
等
）
や
大
学
等
の
郊
外
移
転
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
と
連
携

し
、
都
心
か
ら
郊
外
に
向
か
う
放

射
方
向
の
道
路
整
備
、
市
街
地
の

交
通
混
雑
解
消
の
た
め
の
バ
イ

パ
ス
整
備
が
行
わ
れ
た
。
あ
る
い

は
、
大
規
模
商
業
施
設
の
郊
外
立

地
が
あ
る
。 

一
方
で
、
中
心
市
街
地
で
は
老

朽
化
し
た
家
屋
の
密
集
や
公
共

施
設
の
不
備
を
改
善
す
る
目
的

で
再
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

地
区
内
の
建
築
物
を
全
面
的
に

除
去
し
て
、
新
た
な
中
高
層
共
同

建
築
物
を
建
設
し
、
ま
た
公
共
施

設
（
道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
）

を
拡
充
す
る
事
業
で
あ
る
。
１
９
７
０
年

代
か
ら
は
じ
ま
り
、
１
９
８
０
、
９
０
年

代
に
は
、
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済

も
あ
り
活
発
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

は
市
街
地
の
空
洞
化
対
策
が
加
わ
り
、
い

ま
な
お
続
く
課
題
で
あ
る
（
表
５
）
。 

 現
代
の
ま
ち
づ
く
り 

 

従
来
の
都
市
整
備
は
、
市
街
地
の
拡
大

を
基
本
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
２

１
世
紀
に
入
り
、
高
齢
化
社
会
、
高
齢
社

会
を
経
て
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
少
子
化
が
進
み
、
高
齢
者
割
合

が
増
大
し
、
人
口
が
減
り
つ
つ
あ
る
。 

特
に
九
州
は
、
２
０
０
３
年
を
ピ
ー
ク

に
全
国
に
先
駆
け
て
人
口
減
少
に
転
じ
た
。

２
０
０
０
年
に
比
し
、
２
０
１
０
年
は
２

４
万
人
減
少
。
高
齢
者
割
合
は
２
２
％
か

ら
２
４
％
へ
と
高
ま
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
現
代
の
ま
ち
づ
く

り
は
量
的
拡
大
で
な
く
、
暮
ら
し
の
質
を

向
上
さ
せ
、
居
住
人
口
だ
け
で
な
く
交
流

人
口
を
増
加
さ
せ
る
考
え
が
よ
り
大
切
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
現
代
で
は
つ
ぎ
の

諸
策
が
展
開
さ
れ
、
戦
後
に
始
ま
る
都
市

整
備
の
苦
闘
は
止
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
。 

① 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り 

人
が
集
ま
り
、
交
流
し
や
す
い
ま
ち
を

め
ざ
し
て
、
交
通
弱
者
に
も
配
慮
が
行
き

届
く
公
共
交
通
の
整
備
と
そ
の
拠
点
性
を

活
か
す
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。 

② 

中
心
市
街
地
の
活
性
化 

 

ま
ち
が
一
体
と
な
り
纏
ま
る
に
は
核
が

必
要
。
郊
外
の
大
規
模
集
客
施
設
な
ど
と

の
競
合
で
衰
退
し
空
洞
化
し
た
中
心
市
街

地
を
再
生
・
活
性
化
す
る
た
め
に
、
都
心

へ
の
商
業
の
再
集
積
を
図
り
、
公
共
施
設

や
住
環
境
の
整
備
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。 

③ 

歴
史
、
景
観
重
視
の
ま
ち
づ
く
り 

 

市
民
に
と
っ
て
、
歴
史
や
景
観
は
ゆ
と

り
社
会
、
満
足
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
ら
を
よ

り
大
切
に
す
る
街
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
る
。 

④ 

真
に
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り 

誰
も
が
生
涯
の
中
で
高
齢
と
な
り
、
病

に
も
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
単
な
る
障

害
者
対
策
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
に
優
し

い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

⑤ 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 

 

地
震
、
津
波
、
豪
雨
な
ど
の
大
災
害
が

避
け
ら
れ
ず
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
も

と
に
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
安
全
、

安
心
の
都
市
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。 

県 市町村 再開発事業名(主な施設、完成年）
北九州 黒崎駅東地区第一種市街地再開発（メイト黒崎ビル、1979）

市 折尾駅前地区第一種市街地再開発(1985)
馬借地区第1第一種市街地再開発（1街区、1989）,（2街区、1989）
小倉駅前東地区第一種市街地再開発(1993）
紫川馬借地区第一種市街地開発（東京第一ホテル小倉、1997)
若松A地区第一種市街地再開発（ベイサイドプラザ若松、:2000年）

黒崎駅西地区第一種市街地再開発（コムシティ、2002）
室町一丁目地区第一種市街地再開発（リバーウォーク北九州 、2003）
八幡駅前地区市街地再開発 （さわらびガーデンモール八幡、2005）
西小倉駅前第一地区第一種市街地再開発（小倉D.C.タワー、2011）

福岡市 天神地下街開発（1976）
天神コア・天神第一名店ビル（1976）
福岡センタービル（1976）
天神東急プラザ（1979）
渡辺通地区第一種市街地再開発(サンセルコ、1979）

西新地区第一市街地再開発（西新エルモール、1981）

高宮地区第一種市街地再開発（ピア高宮、1988）

千代地区第一種市街地再開発（パピヨン24、1988）

西鉄福岡駅周辺再開発事業（天神ソラリア、1989）
DADAビル（1990）
県庁跡地利用（アクロス福岡、1995）
住吉1丁目地区第一種市街地再開発（キャナルシティ博多、1996）
天神地区第一種市街地再開発（エルガーラ、1997）
下川端地区再開発事業・下川端東地区再開発事業（博多リバレイン、1999）
薬院大通り西地区第一再開発（薬院大通センタービル、2005）
香椎副都心土地区画整理事業（千早）、香椎駅周辺土地区画整理事業（香椎）
住吉一丁目市街地再開発事業

久留米 西鉄久留米駅東口第一種市街地再開発（1984）

市 ＪＲ久留米駅前第一街区第一種市街地開発（ザ・ライオンズ久留米ウェリスタワー、2010)

六ツ門8番街地区第一種市街地再開発

飯塚市 吉原町1番地区第一種市街地再開発

唐津市 唐津市大手口街区再開発ビル（2011）

佐賀市 佐賀中央第1地区第一種市街地再開発（エスプラッツ、1998）

諫早市 高城地区第一種市街地再開発（1996）

佐世保 佐世保交通センタービル(1985）

市 潮見地区第一種市街地再開発（エスプラザ、2000）

戸尾地区第一種市街地再開発（アルファ、2001）

佐世保駅前地区第一種市街地再開発

栄・常盤地区第一種市街地再開発

長崎市 千歳地区第一種市街地再開発（チトセピア、1991）

住吉3番街区第一種市街地再開発(サン住吉、1995)

新大工地区第一種市街地再開発（シーボルタウン、2000）

旭町地区第一種市街地再開発(タワーシティ長崎、2006)

長崎自動車茂里町営業所跡地再開発（みらい長崎ココウォーク、2008）

荒尾市 荒尾市交通局旧炭鉱住宅街緑ヶ丘地区再開発業業

熊本市 熊本駅前北地区第一種市街地再開発（1992）

手取本町地区第一種市街地再開発（テトリアくまもと・鶴屋百貨店、2002）

上通A地区第一種市街地再開発（びぷれす熊日会館、2002）
くまもと森都心(2011)

桜町・花畑周辺地区再開発

熊本駅前A地区第二種市街地再開発

金剛本社跡再開発ビル

山鹿市 山鹿温泉プラザファイブ（2008）

大分別府市 浜脇A街区再開発事業（1991）

宮崎市 イオンモール宮崎再開発事業（2005）

橘通東三丁目地区第一種市街地開発（2008）

西都市 桜町地区第一種市街地再開発

妻駅西地区第一種市街地再開発

都城市 ウエルネス交流プラザ（2004）

鹿児島 鹿児島港再開発ビル（アーバンポート21、1993）

市 農協連跡地再開発事業（鹿児島アーバンポート21、1993）

小川町21番街区第一種市街地再開発（1996）

西鹿児島駅東口6、10番街区第一種市街地再開発（1999）
西千石町13番街地区第一種市街地再開発（フレッセ高見馬場、2003）

西鹿児島駅再開発ビル（アミュプラザ鹿児島、2004）
鹿児島本港区再開発地区（ドルフィンポート、2005）

中央町22、23番区第一種市街地再開発（アエールプラザ、アエールタワー、2010）

鹿児島中央駅前一番街アーケード一帯再開発事業

鹿屋市 市街地再開発ビル（マックスバリュ九州）

北田大手町地区第一種市街地再開発（リナシティかのや，2007）

福
岡

鹿
児
島

佐
賀

長
崎

熊
本

宮
崎

天神ソラリア

イオンモール宮崎

タワーシティ長崎

表５ 各都市における市街地再開発事業 
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参
考 

分
類
し
て
都
市
を
知
る 

  

さ
ま
ざ
ま
な
都
市
が
あ
る
。
そ
の
都
市

の
性
格
や
特
徴
を
掴
む
に
は
、
都
市
を
分

類
し
、
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
理
解
す

る
こ
と
も
一
法
で
あ
る
。 

① 

人
口
規
模
に
よ
る
分
類 

 

大
ま
か
に
は
市
制
を
し
く
自
治
体
を
都

市
と
い
っ
て
よ
く
、
そ
の
条
件
の
一
つ
が

人
口
５
万
人
以
上
で
あ
る
（
地
方
自
治
法

８
条
）
。
あ
る
い
は
、
５
万
は
、
合
併
の
際

の
特
例
で
３
万
や
４
万
だ
っ
た
こ
と
も
。

ま
た
、
市
制
施
行
後
に
人
口
規
模
の
大
幅

な
変
動
が
あ
る
。
こ
れ
ら
と
、
後
述
の
政

令
市
な
ど
の
要
件
や
都
市
計
画
法
上
の
都

市
の
考
え
方
を
踏
ま
え
れ
ば
、
人
口
規
模

に
よ
り
都
市
は
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。 

・
巨
大
都
市⋯

２
０
０
万
人
程
度
超
． 

 

(

超
巨
大
都
市⋯

特
に
５
０
０
万
人
超) 

・
大
都
市⋯

７
０
～
２
０
０
万
人
程
度
． 

・
中
都
市⋯

２
０
～
７
０
万
人
程
度
． 

・
通
常
都
市⋯

５
万
～
２
０
万
人
程
度
． 

・
小
都
市⋯

３
万
～
５
万
人
程
度
． 

・
ミ
ニ
都
市⋯

３
万
人
程
度
以
下
． 

 

九
州
１
０
７
市
で
最
大
は
福
岡
市
の
１

５
２
万
人
で
、
巨
大
都
市
と
は
い
か
な
い
。

一
方
、
最
小
は
垂
水
市
の
１
．
６
万
人
で

あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
福
岡
、
北
九
州
、

熊
本
が
大
都
市
、
他
の
県
庁
所
在
都
市
と

久
留
米
、
佐
世
保
が
中
都
市
に
該
当
す
る

（
表
）
。 

② 

活
動
内
容
の
特
徴
に
よ
る
分
類 

 

都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
、

そ
の
内
容
で
都
市
の
特
色
が
表
わ
せ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
を
都
市
の
発
展
過
程

と
関
連
付
け
て
整
理
し
た
も
の
が
図
で
あ

る
。
１
次
産
業
か
ら
、
２
次
、
３
次

な
ど
と
高
次
化
し
、
さ
ら
に
高
度
化

が
あ
り
、
地
域
に
あ
っ
て
中
枢
化
す

る
プ
ロ
セ
ス
に
従
う
系
図
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
福
岡
市
は
商
業
業

務
都
市
で
か
つ
中
枢
都
市
、
北
九
州

市
は
工
業
都
市
、
宮
崎
市
は
中
核
的

観
光
都
市
、
別
府
市
は
保
養
都
市
、

飯
塚
市
は
地
域
中
心
の
商
業
都
市

な
ど
と
い
え
る
。 

し
か
し
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
、

各
々
の
都
市
が
自
立
を
め
ざ
し
て

多
様
な
都
市
機
能
を
充
実
さ
せ
つ

つ
あ
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
す
る
傾
向
に

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
確
な
分
類
は

難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。 

③ 

地
方
自
治
法
に
よ
る
分
類 

 

地
方
自
治
法
で
は
、
地
方
公
共
団
体
を

普
通
と
特
別
に
分
け
る
が
、
九
州
の
市
町

村
は
す
べ
て
普
通
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
人
口
に
応
じ
自
治
権
限
を
拡

大
し
た
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る(

表)

。 

一
つ
は
、
人
口
５
０
万
人
以
上
（
実
質

的
に
は
７
０
万
人
以
上
）
で
、
政
令
で
指

定
さ
れ
る
都
市
が
あ
る
。
指
定
都
市
ま
た

は
「
政
令
市
」
と
い
う
。
福
岡
、
北
九
州
、

熊
本
の
３
市
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
人
口

に
し
て
７
０
万
人
以
上
で
あ
る
。
児
童
、

福
祉
、
食
品
衛
生
、
都
市
計
画
な
ど
の
諸

分
野
で
県
か
ら
大
幅
に
権
限
が
委
譲
さ
れ

て
い
る
。 

 

二
つ
目
は
、
政
令
市
に
準
じ
、
開
発
許

可
や
福
祉
、
保
健
な
ど
、
住
民
に
身
近
な

行
政
に
関
し
県
か
ら
権
限
委
譲
を
受
け
た

「
中
核
市
」
で
あ
る
。
表
に
示
す
よ
う
に
、

鹿
児
島
な
ど
５
市
が
該
当
す
る
が
、
こ
れ

ら
は
人
口
３
０
万
人
以
上
で
あ
る
。 

 

三
つ
目
は
、
人
口
２
０
万
以
上
で
、
開

発
許
可
な
ど
の
権
限
委
譲
を
受
け
た
都
市

で
、「
特
例
市
」
と
呼
ぶ
。
佐
世
保
市
、
佐

賀
市
の
２
つ
が
該
当
す
る
。 

 

大
多
数
の
市
は
こ
れ
ら
３
タ
イ
プ
以
外

の
地
方
公
共
団
体
で
あ
り
、
９
８
市
が
あ

る
。
ま
た
、
参
考
ま
で
に
町
数
は
１
０
８

で
あ
り
、
村
数
は
１
８
だ
が
、
２
０
１
７

年
源
氏
の
状
態
を
巻
末
の
参
考
に
付
す
。 

表 人口 10 万人以上の都市 

ま
ち
・む
ら

観光
保養

レジャー
余暇・リゾート

保養都市

レジャー都市観光都市

住宅

古都・歴史都市

介護福祉 高齢社会 超高齢社会

福祉都市 シルバータウン 高齢者活力都市田園都市 ベッドタウン

商業 サービス 中枢管理

流通物流 流通加工

情報 知識

商業都市

商業業務都市市場都市 交易都市

水産都市

農工都市

行政都市 ネットワーク型
コンパクトシティ

業務都市

中心都市 中核都市 中枢都市

工業 先端技術 高度先端技術

金融都市

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
シ
テ
ィ

リゾート都市
リゾート型ビジネス都市

工業都市 テクノポリス 頭脳立地型先端技術都市

空港都市港湾都市

物流都市 流通都市 流通加工都市

テレトピア都市

学術文化 学術研究 先端的研究

学園都市 文化都市 研究都市 学術研究都市

特定目的 宗教都市 軍事都市

①基本都市の展開 ②都市の高次化 ③都市の高度化
④都市のインテリジェント化

ネットワーク化
図 活動内容の特徴にもとづくさまざまな都市 

九州最大の都市・福岡市のＪＲ博多駅前 

推計人口 人口密度

人 人／㎢

福岡 1,522,368 4433

北九州 961,873 1955

熊本 740,253 1897

鹿児島 606,445 1108

大分 477,985 951

長崎 432,826 1067

宮崎 402,554 625

久留米 302,413 1315

佐世保 254,309 597

佐賀 235,425 545

都城 166,243 254

諫早 138,416 405

飯塚 129,683 606

八代 128,367 188

霧島 126,879 210

延岡 126,609 146

唐津 123,092 252

別府 120,924 965

大牟田 117,599 1444

春日 109,620 7747

鹿屋 104,188 232

筑紫野 101,363 1155

注)2015年2月の推計による.

通
常
型
普
通
公
共
団
体

特
例

政
令
市

中
核
市

都市
区
分
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都
市
の
水
シ
ス
テ
ム
の
基
本
形 

  

都
市
に
人
々
が
集
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
あ
る
。
そ
の
中
で
大
量
の
水
が
使
わ

れ
、
そ
し
て
排
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
様
は

文
字
通
り
行
雲
流
水
で
あ
る
。 

 

図
１
の
太
矢
印
で
示
す
よ
う
に
、
ダ
ム

や
河
川
か
ら
水
を
取
水(

原
水)

。
こ
れ
を

浄
化
し
て
上
水
道
に
よ
り
家
事
や
飲
料
水
、

産
業
用
水
に
配
ら
れ
利
用
さ
れ
る(

上
水)

。

利
用
後
は
一
部
が
汚
水
と
な
り
下
水
道
に

排
出
さ
れ(

下
水)

、
こ
れ
を
害
が
な
い
よ

う
に
処
理
し
て
河
川
な
ど
に
放
流
す
る
。

こ
の
原
水
‐
上
水
‐
下
水
‐
放
流
水
と
い

っ
た
一
連
の
水
の
利
用
・
排
出
の
仕
組
み

が
都
市
の
水
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。 

 

一
般
に
、
ダ
ム
や
河
川
の
水
、
あ
る

い
は
地
下
に
あ
る
地
下
水
な
ど
が
水

シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
水
資
源
で
あ

る
。
こ
の
水
資
源
に
は
空
中
の
物
質

や
、
地
表
・
地
下
の
土
砂
、
物
質
が
混

じ
り
、
あ
る
い
は
溶
け
込
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
、
取
水
の
後
、
そ
の
原
水
は

浄
化
の
た
め
に
浄
水
場
に
送
ら
れ

る
。 

① 

上
水
道 

 

浄
水
場
で
は
、
原
水
を
浄
化
処
理

す
る
が
、
そ
れ
に
は
ろ
過
と
殺
菌
処

理
が
あ
る
。
ろ
過
は
、
水
中
の
浮
遊
物

質
を
除
く
も
の
で
、
急
速
ろ
過
と
緩

速
ろ
過
の
２
通
り
が
あ
る
。 

前
者
は
、
凝
集
剤
を
投
入
し
て
水

中
の
物
質
を
凝
集
・
沈
殿
さ
せ
、
そ
の

上
澄
み
を
、
ろ
過
池
で
砂
層
な
ど
を
通
し

て
ろ
過
す
る
も
の
で
あ
る
。
原
水
の
濁
り

が
高
い
場
合
に
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
浄

水
場
の
敷
地
が
狭
く
て
も
大
量
に
処
理
で

き
る
利
点
が
あ
る
。 

後
者
は
、
原
水
の
流
れ
を
緩
や
か
に
し

て
自
然
沈
下
で
水
中
の
物
質
を
取
り
除
き
、

ろ
過
地
の
砂
層
を
通
し
て
き
れ
い
な
水
に

す
る
方
法
で
あ
る
。
原
水
の
濁
り
が
な
い

場
合
に
有
効
で
、
自
然
の
分
解
作
用
を
利

用
す
る
点
で
優
れ
て
い
る
。 

ろ
過
さ
れ
た
水
が
十
分
に
清
潔
で
あ
れ

ば
こ
れ
で
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
通
常

は
大
腸
菌
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
塩
素
（
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
や

次
亜
塩
素
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）
を
加
え
殺
菌

処
理
を
し
て
い
る
。 

以
上
の
沈
殿
、
ろ
過
、
殺
菌
が
浄
化
の

基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
臭
気
、
色
度
、

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ

ン
（
水
中
の
有

機
物
と
塩
素
が

反
応
し
て
で
き

る
有
機
塩
素
化

合
物
で
、
ク
ロ

ロ
ホ
ル
ム
な
ど

４
つ
の
化
合
物

の
総
称
。
発
が

ん
性
が
疑
わ
れ

て
い
る
）
な
ど

の
処
理
が
必
要

な
場
合
に
は
、

さ
ら
に
微
細
な

膜
を
通
す
、
活

性
炭
を
使
う
、

オ
ゾ
ン
を
吹
き

込
む
、
生
物
処
理
す
る
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
単
独
ま
た
は
組
み
合
わ
せ

で
上
水
の
高
度
処
理
を
行
っ
て
い
る
。 

わ
が
国
で
は
、
水
道
と
し
て
供
給
す
る

水
に
関
し
、
水
道
法
第
４
条
に
水
質
基
準

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
表
１

に
示
す
。
健
康
関
連
３
０
項
目
（
一
般
細

菌
、
大
腸
菌
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
水
銀
、
四

塩
化
炭
素
、
塩
素
酸
な
ど
）
、
生
活
支
障
関

連
２
０
項
目
（
亜
鉛
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、

Ｐ
Ｈ
、
味
、
臭
気
、
濁
度
な
ど
）
が
あ
り
、

こ
れ
ら
５
０
項
目
に
対
す
る
基
準
が
厚
生

労
働
省
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

浄
化
さ
れ
た
水
は
配
水
池
に
送
ら
れ
、

そ
こ
か
ら
配
水
管
網
を
通
し
て
、
各
家
庭

や
事
業
所
に
配
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
所
定

の
水
圧
で
管
網
の
末
端
ま
で
確
実
に
送
水

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
水
圧
の

強
さ
と
、
修
理
時
な
ど
の
断
水
に
対
処
で

き
る
よ
う
に
、

適
切
に
区
域
を

分
割
し
、
配
水

管
網
を
計
画
、

敷

設

し

て

い

る
。 

② 

下
水
道 

下
水
に
は
、

生
活
ま
た
は
事

業
に
起
因
す
る

汚
水
と
雨
水
が

あ
る
（
下
水
道

法
２
条
）
。
こ

の
下
水
を
集
め

て
処
理
し
、
公

共
用
水
域
に
排

出
す
る
設
備
や

施
設
の
全
体
が

下
水
道
で
あ

る
。 そ

の
際
、
汚
水
と
雨
水
を
同
じ
水
路
で

集
め
て
浄
化
処
理
す
る
「
合
流
式
」
と
、

別
々
に
集
め
、
雨
水
は
直
接
、
汚
水
は
処

理
後
に
放
流
す
る
「
分
流
式
」
が
あ
る
。 

過
去
に
は
、
経
済
的
理
由
か
ら
前
者
が

採
用
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

今
日
で
は
後
者
の
分
流
式
が
も
っ
ぱ
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
合
流
式
を
分
流
式
に
改
善

す
る
努
力
も
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
下
水
を
流
す
た
め
に
、
自

然
流
下
に
よ
る
場
合
と
、
ポ
ン
プ
を
用
い

て
圧
送
す
る
場
合
が
あ
る
。
当
然
な
が

ら
、
後
者
は
地
形
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が

な
く
好
都
合
だ
が
、
コ
ス
ト
高
に
な
る
難

点
が
あ
る
。 

下
水
道
に
つ
い
て
、
事
業
主
体
、
事
業

表 1 上水の水質基準（水道法 4 条） 

1）

1

2

3

4

5

6

2）

外観はほとんど無色透明である。

前項各号の基準に関し必要事項は厚生労働省令で定める。

水道水は、次の各号の要件を備えなければならない。

病原生物、病原生物に汚染されたことを疑わせる生物・物
質を含まない。

シアン、水銀などの有毒物質を含まない。

異常な酸性またはアルカリ性を呈しない。

銅、鉄、弗素、フェノールなど、その許容量をこえない。

異常な臭味がない。ただし、消毒による臭味を除く。

福岡市・糸島市の瑞梅寺浄水場 

大
切
な
都
市
水
シ
ス
テ
ム 

13 

Ⓣ 

（ダム、河川からの取水）

(浄化）

上水道

中水道、雨水利用

（再処理）下水道

都市域雨水

(下水処理) 下水道

放流

（海水淡水化）

上流域雨水

海水

地下浸透

地下浸透(庭の散水等）

雨水排水管 蒸発・浸透

（地下水汲みあげ）

*

*

海へ 図 1 都市の水システム 
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内
容
、
構
造
形
式
を
踏
ま

え
３
タ
イ
プ
が
あ
る
（
表

２
）
。
そ
の
中
で
、
市
街
地

の
下
水
を
排
除
し
、
処
理

す
る
た
め
に
地
方
公
共
団

体
が
管
理
す
る
も
の
が

「
公
共
下
水
道
」
で
あ

る
。 こ

れ
に
は
、
独
自
に
終

末
処
分
場
を
有
す
る
単
独

公
共
下
水
道
と
、
後
述
の

流
域
下
水
道
に
接
続
す
る
流
域
関
連
公
共

下
水
道
が
あ
る
。
ま
た
、
特
定
の
工
場
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
量
が
計
画
汚
水

量
の
概
ね
２
／
３
以
上
を
占
め
る
こ
と
が

あ
り
、
特
定
公
共
下
水
道
と
呼
ぶ
。 

市
街
地
以
外
で
は
、
特
定
の
目
的
で
設

置
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
湖
沼
や
ダ
ム
な

ど
の
水
質
保
全
を
目
的
に
自
然
保
護
下
水

道
が
整
備
さ
れ
る
。
ま
た
、
集
落
か
ら
の

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
悪

化
を
防
止
す
る
た
め
の
農
山
漁
村
下
水
道

が
あ
る
。
両
者
を
合
わ
せ
て
特
定
環
境
保

全
下
水
道
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
ら
の
下
水
道

は
、
水
質
や
規
模
を
踏
ま
え
、
効
果
的
な

処
理
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

２
つ
目
は
、
複
数
の
市
町
村
の
公
共
下

水
道
の
下
水
を
受
け
、
終
末
処
理
場
で
処

理
し
て
河
川
に
放
流
す
る
「
流
域
下
水

道
」
で
あ
る
。
道
府
県
に
よ
り
設
置
・
管

理
さ
れ
る
。
ま
た
、
複
数
の
市
町
村
の
区

域
の
雨
水
を
排
除
す
る
も
の
が
雨
水
流
域

下
水
道
で
、
２
０
０
５
年
の
下
水
道
法
の

改
正
で
創
設
さ
れ
た
。 

以
上
の
他
、
３
つ
目
に
「
都
市
下
水
路
」

が
あ
る
。
洪
水
防
止
の
た
め
の
雨
水
排
水

路
で
あ
り
、
小
規
模
な
人
工
河
川
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

下
水
処
理
は
、
最
初
沈
澱
池
（
下

水
中
の
沈
殿
性
有
機
物
の
除
去
）
、

反
応
タ
ン
ク
（
曝
気
槽
で
、
有
機
物
・

窒
素
・
リ
ン
な
ど
の
処
理
）
、
最
終
沈

澱
池
（
反
応
タ
ン
ク
で
処
理
さ
れ
た

活
性
汚
泥
の
分
離
）
、
消
毒
（
塩
素
消

毒
な
ど
）
の
順
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

湾
や
湖
な
ど
の
閉
鎖
性
水
域
の
富

栄
養
化
対
策
と
し
て
、
窒
素
や
リ
ン

な
ど
を
除
去
す
る
た
め
に
高
度
処
理
が
追

加
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

 各
県
の
上
水
、
下
水
道
整
備
状
況 

 ① 
上
水
道
の
整
備 

世
界
的
に
見
れ
ば
、
紀
元
前
か
ら
古
代

ロ
ー
マ
の
上
水
道
な
ど
が
あ
り
、
水
道
の

歴
史
は
古
い
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
１

６
世
紀
半
ば
の
小
田
原
城
下
の
小
田
原
早

川
上
水
が
最
初
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
最
も
古
い
上
水

道
は
、
熊
本
県
宇
土
市
の
轟
泉
（
ご
う
せ

ん
）
水
道
で
あ
り
、
江
戸
時
代
前
期
の
１

６
６
３
年
の
完
成
で
あ
る
。
轟
（
と
ど
ろ

き
）
水
源
か
ら
宇
土
の
城
下
ま
で
、
総
延

長
４
．
８
㎞
に
及
ぶ
土
管
が
埋
設
さ
れ
、

そ
の
１
０
０
年
ほ
ど
後
に
石
に
置
き
換
え

ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

浄
水
場
を
持
つ
近
代
的
水
道
は
、
横
浜

の
居
留
地
に
始
ま
り
（
１
８
８
７
年
）
、
つ

い
で
函
館
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
３

番
目
に
、
長
崎
水
道
が
完
成
し
た
（
１
８

９
１
年
）
。
こ
れ
が
九
州
最
初
で
あ
り
、
日

本
で
初
め
て
専
用
の
水
道
ダ
ム
（
本
河
内

高
部
水
源
地
）
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
。 

以
来
、
佐
世
保
（
１
９
０

７
）
、
門
司
（
１
９
１
１
）
、
若

松
（
１
９
１
２
）
、
小
倉
（
１
９

１
３
）
、
別
府(

１
９
１
７)

、
鹿

児
島(

１
９
１
９)

、
福
岡
（
１

９
２
３
）
、
熊
本
（
１
９
２
４
）

な
ど
で
事
業
が
始
ま
り
、
都
市

の
発
展
と
と
も
に
整
備
が
進

め
ら
れ
た
。 

と
こ
ろ
で
、
上
水
道
は
都
市

だ
け
で
は
な
い
。
集
落
や
農
山

漁
村
で
は
簡
易
水
道
が
導
入

さ
れ
て
い
る
。
給
水
人
口
１
０

０
人
を
超
え
、
５
０
０
０
人
以

下
の
水
道
で
あ
る
。 

ま
た
、
専
用
水
道
が
あ
る
。

寄
宿
舎
、
社
宅
、
療
養
所
な
ど

に
供
給
す
る
専
用
の
水
道
で
、

一
定
規
模
以
上
の
も
の
だ
。
つ

ま
り
、
１
０
０
人
以
上
に
給
水

し
、
口
径
２
５
㎜
、
全
長
１
５

０
０
ｍ
以
上
で
、
水
槽
有
効
容

量
が
１
０
０
㎥
を
超
え
、
１
日

最
大
給
水
量
が
２
０
㎥
を
超
え
る
も
の
と

し
て
い
る
。 

上
水
道
整
備
の
状
況
を
理
解
す
る
一
助

に
、
県
別
の
給
水
人
口
と
水
道
普
及
率
を

求
め
一
覧
に
す
れ
ば
表
３
の
と
お
り
で
あ

る
。 ２

０
１
５
年
度
末
で
あ
る
が
、
九
州
全

体
で
は
、
９
３
．
７
％
の
普
及
率
で
あ
る
。

全
国
の
９
７
．
７
％
に
比
べ
若
干
劣
る
。

そ
の
中
で
、
普
及
率
が
高
い
の
は
長
崎
、

鹿
児
島
、
宮
崎
の
各
県
で
あ
る
（
９
９
～

９
７
％
）
。
逆
に
低
い

県
は
、
熊
本
８
７
％
、

大
分
９
１
％
で
あ
る
。 

ま
た
、
全
体
の
水
道

給
水
人
口
に
占
め
る

上
水
道
利
用
の
割
合

が
高
い
の
は
福
岡
お

よ
び
佐
賀
県
で
あ
り
、

低
い
の
は
鹿
児
島
と

長
崎
県
で
あ
る
。
あ
る

い
は
、
鹿
児
島
、
長
崎

県
に
お
け
る
簡
易
水

道
、
専
用
水
道
の
割
合

は
全
体
の
２
割
に
達

す
る
が
、
こ
れ
は
離
島
、

半
島
が
多
い
こ
と
に

よ
る
。 

②
下
水
道
の
整
備 

下
水
道
も
、
水
道
と

同
様
に
歴
史
は
古
く
、

紀
元
前
か
ら
の
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
わ

が
国
に
お
け
る
近
代

下
水
道
の
始
ま
り
は
、

１
８
８
４
年
の
東
京

神
田
の
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
１
９
０
０

年
に
下
水
道
法
が
で
き
、
順
次
各
都
市
の

下
水
道
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
九
州
で
は
、

１
９
１
８
年
に
若
松
市
が
事
業
に
着
手
。

以
後
、
小
倉
（
１
９
２
５
）
、
福
岡
（
１
９

３
０
）
、
八
幡
（
１
９
３
４
）
と
進
め
ら
れ

た
。
し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
の
た
め
１
９

４
２
年
に
中
断
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。 

戦
争
で
は
、
主
要
な
都
市
が
戦
災
に
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
各
都
市
の
下
水

道
整
備
は
戦
災
復
興
と
同
時
に
始
ま
っ
た
。

表２ 下水道の種類 

単独公共下水道

流域関連公共下水道

特定公共下水道

特定環境保全公共下水道

流域下水道、雨水流域下水道

都市下水路

公

共

下

水

道

表 3 給水人口と上水道普及率（厚生労働省）（2015 年㋂㏾現在） 

総人口A 普及率 上水道比

人 上水道C 簡易水道 専用水道 小計B B/A% C/B%

福岡 5,075,857 4,680,888 27,775 35,074 4,743,737 93.5 98.7

佐賀 852,878 777,458 29,421 2,291 809,170 94.9 96.1

長崎 1,395,900 1,102,494 259,425 12,094 1,374,013 98.4 80.2

熊本 1,801,169 1,361,587 181,139 17,394 1,560,120 86.6 87.3

大分 1,178,775 943,962 113,529 14,549 1,072,040 90.9 88.1

宮崎 1,122,554 1,000,086 86,727 3,240 1,090,053 97.1 91.7

鹿児島 1,701,747 1,328,939 306,276 18,264 1,653,479 97.2 80.4

九州 13,128,880 11,195,414 1,004,292 102,906 12,302,612 93.7 91.0

県名
給水人口(2012年3月末）　人
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ま
た
、
１
９
５
８
年
に
新
下
水
道
法
が
制

定
さ
れ
、
工
業
化
に
よ
る
水
質
汚
濁
も
あ

っ
て
、
５
箇
年
計
画
が
立
案
さ
れ
、
下
水

道
整
備
が
促
進
さ
れ
た
。
九
州
で
は
熊
本

（
１
９
４
８
）
、
長
崎
（
１
９
５
２
）
、
大

牟
田
（
１
９
５
７
）
、
北
九
州
（
１
９
６
３
）

な
ど
で
事
業
が
再
開
さ
れ
、
高
度
経
済
成

長
期
を
通
じ
て
活
発
に
整
備
が
進
め
ら
れ

た
。 表

４
は
、
各
県
お
よ
び
諸
都
市
（
普
及

率
５
０
％
以
上
）
の
現
在
（
２
０
１
４
年

度
末
）
の
下
水
道
普
及
率
で
あ
る
。
県
別

で
は
、
福
岡
県
が
７
９
％
で
最
も
大
き
く
、

最
低
は
鹿
児
島
県
の
４
１
％
で
あ
る
。 

市
町
村
別
で
は
、
北
九
州
、
芦
屋
、
福

岡
、
志
免
、
春
日
、
大
野
城
な
ど
が
１
０

０
％
に
近
い
。
つ
ま
り
、
福
岡
市
や
北
九

州
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
開
発
が
進
む
都

市
の
下
水
道
普
及
率
が
高
い
と
い
え
る
。

ま
た
、
熊
本
、
長
崎
市
周
辺
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
都
市
の
普
及
率
も
高
く
、
９
５
％
超

で
あ
る
。 

他
方
、
こ
れ
ら
以
外
の
市
町
村
で
は
、

水
道
に
比
し
て
下
水
道
の
普
及
は
遅
れ
て

い
る
。
ま
た
、
概
略
的
に
い
え
ば
、
大
都

市
と
そ
の
周
辺
ほ
ど
普
及
し
、
規
模
が
小

さ
い
都
市
に
な
る
に
つ
れ
低
い
。 

中
小
都
市
を
主
に
し
て
、
普
及
率
５

０
％
以
下
や
、
事
業
中
で
あ
る
が
未
供
用
、

事
業
未
着
手
の
町
村
が
い
ま
な
お
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。
快
適
な
生
活
を
実
現
し
、

自
然
環
境
を
守
る
上
か
ら
、
適
切
な
内
容

に
よ
る
い
ま
一
段
の
下
水
道
整
備
が
望
ま

れ
る
。 

 中
水
シ
ス
テ
ム
の
導
入 

 

水
が
十
分
に
得
ら
れ
る
場

合
は
、
前
述
し
た
上
水
と
下

水
に
よ
る
都
市
の
水
シ
ス
テ

ム
と
な
る
。
し
か
し
、
渇
水
の

項
で
述
べ
る
よ
う
に
、
〝
湧
く
泉
に
も
水

涸
れ
〟
が
あ
り
、
膨
張
し
た
都
市
で
は
渇

水
の
た
め
に
大
々
的
な
水
不
足
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
一
度
使
っ
た
下
水
を
処
理
し

て
再
び
利
用
す
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
、
そ

れ
が
再
生
水
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
降
っ

た
雨
水
を
た
め
て
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
両
者
を
合
わ
せ
て
中
水
と
い
い
、

そ
れ
を
活
用
す
る
仕
組
み
が
中
水
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。 

中
水
は
、
水
洗
ト
イ
レ
、
洗
車
、
屋
外

清
掃
、
ボ
イ
ラ
用
水
、
庭
の
散
水
、
公
園

の
噴
水
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
こ
う
し
た
水

を
雑
用
水
と
い
う
。
ま
た
、
農
業
用
水
や

工
業
用
水
、
河
川
維
持
用
水
な
ど
に
用
い

る
こ
と
が
あ
る
。 

中
水
は
、
人
体
と
関
わ
り
が
な
く
、
上

水
ほ
ど
に
厳
密
な
浄
化
は
必
要
で
な
い
。

し
か
し
、
衛
生
面
か
ら
上
水
と
完
全
に
分

け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
独
立
し

た
配
管
が
必
要
で
、
そ
の
導
入
は
高
コ
ス

ト
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
上
水

や
下
水
の
よ
う
に
市
街
地
全
域
に
及
ぶ
の

で
な
く
、
必
要
な
施
設
や
区
域
で
限
定
的

に
導
入
し
、
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。 

つ
ま
り
、
単
独
の
建
物
ご
と
に
再
生
水

や
雨
水
利
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
（
建

物
内
循
環
シ
ス
テ
ム
）
、
地
区
ご
と
に
区
域

を
定
め
て
再
生
水
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
な
ど
が
あ
る
。 

場
合
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
程
度
の
広

い
範
囲
で
下
水
道
の
処
理
水
を
効
率

的
に
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
も
あ
る
。
さ

ら
に
、
街
路
や
公
園
な
ど
の
水
や
り
の

た
め
に
再
生
水
を
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で

運
ぶ
こ
と
も
あ
る
。 

雑
用
水
等
に
用
い
る
中
水
の
水
質
と
し

て
、
異
常
な
Ｐ
Ｈ
で
な
い
こ
と
（
５
．
８

～
８
．
６
）
、
極
端
な
濁
り
で
な
い
こ
と
、

衛
生
安
全
上
問
題
な
い
こ
と
（
大
腸
菌
が

検
出
さ
れ
な
い
、
残
留
塩
素
が
保
持
さ
れ

て
い
る
）
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
利
用

上
不
快
で
な
い
こ
と
、
機
器
に
悪
影
響
が

な
い
こ
と
、
使
用
の
た
め
の
水
量
が
確
保

で
き
る
こ
と
な
ど
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ
ら

の
観
点
で
中
水
お
よ
び
そ
の
た
め
の
施
設

を
定
期
的
に
点
検
し
、
安
全
性
を
確
認
し

利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 

中
水
の
導
入
事
業
に
は
、
雨
水
利
用
と

再
生
水
利
用
が
あ
る
。
前
者
は
施
設
等
の

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
集
め
、
ト
イ
レ
用

水
や
散
水
な
ど
の
雑
用
に
利
用
す
る
も
の

で
あ
る
。
通
常
は
浄
化
の
必
要
も
な
く
、

あ
る
い
は
簡
単
な
処
理
で
よ
い
こ
と
か
ら

家
庭
や
ビ
ル
ご
と
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。 一

方
、
都
市
に
よ
っ
て
は
、
下
水
道
の

処
理
水
の
再
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
あ

る
規
模
以
上
の
大
型
建
築
物
な
ど
を
建
設

す
る
際
に
雑
用
水
道
の
設
置
を
義
務
づ
け

て
い
る
。 

 

わ
が
国
最
初
の
再
生
水
事
業
導
入
都
市

は
福
岡
市
で
あ
る
。
１
９
７
８
年
、
大
渇

水
を
経
験
し
、
節
水
都
市
づ
く
り
の
た
め

に
「
節
水
推
進
条
例
」
を
定
め
た
（
１
９

７
９
年
）
。
ま
た
、
再
生
水
の
供
給
区
域
や

料
金
を
内
容
と
す
る
「
再
生
水
利
用
下
水

道
事
業
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
た
（
２

０
０
３
年
）
。
延
べ
床
面
積
５
０
０
０
㎡
以

上
（
再
生
水
供
給
区
域
を
定
め
た
と
こ
ろ

で
は
３
０
０
０
㎡
以
上
）
の
建
物
を
新
築
、

増
築
す
る
際
、
ト
イ
レ
な
ど
に
雑
用
水
を

用
い
る
義
務
を
付
す
も
の
で
あ
る
。
現
在

は
約
４
１
０
施
設
・
ビ
ル
に
及
ん
で
い
る
。 

 

中
水
の
導
入
で
、
都
市
の
膨
張
は
つ
い

に
こ
こ
ま
で
来
た
か
の
感
が
あ
る
。
異
常

な
豪
雨
と
渇
水
と
を
繰
り
返
す
気
候
変
動

の
せ
い
だ
ろ
う
か
。「
限
り
あ
る
水
を
大
切

に
。
再
生
で
新
た
な
都
市
水
源
を
」
で
あ

る
。 

 

表４ 県別、市町村別下水道の普及率 

普及率 普及率

% 

福岡県 79.1

佐賀県 55.9 90以上～95％未満

長崎県 60.2

熊本県 65.6

大分県 47.7

宮崎県 56.1

鹿児島 40.7

市町村

大牟田、遠賀、伊万里、吉野ヶ里、佐世保、諫早、小値賀、水
俣、玉名、菊池、多良木、大分、津久見、国東、日出、日向、枕
崎、出水

中間、糸島、唐津、江北、川棚、荒尾、嘉島、別府、日田、木城

95％以上

注）

小郡、筑紫野、久山、長崎、佐々

80以上～90％未満

70以上～80％未満

60以上～70％未満

50以上～60％未満

北九州、福岡、春日、大野城、宗像、大宰府、那珂川、篠栗、志
免、粕屋、芦屋、鳥栖、長与、時津、合志、長洲、菊陽

古賀、福津、うきは、宇美、岡垣、筑前、大刀洗、大村、熊本、益
城、氷川、あさぎり、姫島、宮崎、奄美

久留米、須恵、新宮、水巻、佐賀、基山、玄海、人吉、宇土、大
津、湯前、苓北、延岡、鹿児島

2014年3月31日

現在

県
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参
考 

異
常
豪
雨
に
備
え
た
雨
水

貯
留
施
設 

 
 

近
年
、
異
常
と
も
い
え
る
集
中
豪
雨
が

続
き
、
そ
の
こ
と
で
都
市
型
水
害
が
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
。
「
あ
め
あ
め 

ふ
れ
ふ

れ 

か
あ
さ
ん
が
」
ど
こ
ろ
で
な
い
。 

１
９
９
９
年
の
福
岡
豪
雨
で
は
時
間

雨
量
が
７
９
．
５
㎜
に
達
し
た
。
そ
れ
ま

で
の
雨
水
排
水
目
標
５
２
㎜
／
ｈ
（
５
年

に
１
回
程
度
の
豪
雨
）
を
大
き
く
上
回
っ

た
。
こ
の
た
め
、
博
多
駅
地
区
内
の
河
川
・

御
笠
川
か
ら
の
氾
濫
水
が
建
物
地
下
へ

流
れ
込
み
、
ビ
ル
の
地
下
や
地
下
鉄
が
浸

水
し
、
逃
げ
遅
れ
た
ビ
ル
地
下
の
飲
食
店

従
業
員
が
犠
牲
に
な
っ
た
。 

つ
づ
く
２
０
０
３
年
に
も
、
御
笠
川
上

流
の
太
宰
府
市
で
、
前
回
を
上
回
る
時
間

１
０
４
㎜
の
豪
雨
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め

同
じ
博
多
駅
周
辺
地
区
一
帯
が
再
び
氾

濫
し
、
地
下
街
が
浸
水
、
都
市
交
通
が
マ

ヒ
し
た
。 

実
は
、
こ
れ
ら
の
氾
濫
を
起
こ
し
た
御

笠
川
上
流
で
は
、
過
去
の
水
害
を
踏
ま
え

１
９
９
１
年
に
牛
頸
ダ
ム
（
治
水
＋
不
特

定
）
、
１
９
９
９
年
に
北
谷
ダ
ム
（
治
水+

不
特
定+

水
道
水
）
が
建
設
さ
れ
た
。
そ

れ
で
も
の
氾
濫
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、

感
潮
河
川
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
概
ね

１
０
０
年
に
１
回
程
度
の
洪
水
に
も
対

応
で
き
る
河
川
改
修
が
計
画
さ
れ
、
実
施

さ
れ
た
。
河
口
か
ら
上
流
へ
１
７
．
４
㎞

に
わ
た
る
河
床
掘
削
、
河
道
拡
幅
、
横
断

構
造
物
の
改
築
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
で
も
冒
頭
の
異
常
豪
雨

に
対
し
十
分
で
な
い
。
そ
こ
で
、
河
川
と

の
関
係
お
よ
び
地
形
的
に
く
ぼ
地
を
な

す
点
で
問
題
が
あ
る
地
区
約
４
３
０
㏊

を
対
象
に
、
異
常
豪
雨
に
対
処
す
る
た
め

の
方
策
が
立
て
ら
れ
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ

が
「
雨
水
整
備
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
博
多
」

事
業
だ
。
大
雨
後
も
被
害
が
な
く
、
虹
を

眺
め
る
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

整
備
の
目
標
は
、
こ
れ
ま
で
の
雨
水
排

水
計
画
を
見
直
し
、
福
岡
豪
雨
の
時
間
雨

量
７
９
．
５
㎜
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
通
常
の
雨
水

排
水
施
設
の
整
備
は
、
１
０
年
に
１
回
程

度
の
５
９
．
１
㎜
／
ｈ
に
対
処
す
る
。
そ

の
上
で
、
こ
れ
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て

地
区
内
に
一
時
的
に
貯
留
し
、
雨
水
流
出

を
ず
ら
し
、
ピ
ー
ク
を
抑
制
す
る
仕
組
み

づ
く
り
で
あ
る
。 

く
ぼ
地
で
あ
る

博
多
駅
周
辺
で
は
、

地
下
に
大
口
径
（
直

径
５
ｍ
）
の
雨
水
貯

留
管
が
約
２
．
５
㎞

に
わ
た
り
敷
設
さ

れ
た
（
図
と
写
真

１
）
。
約
３
万
㎥
の

貯
水
能
力
が
あ
り
、

豪
雨
の
ピ
ー
ク
を

過
ぎ
て
ポ
ン
プ
場

か
ら
御
笠
川
に
放

流
す
る
工
夫
が
施

さ
れ
た
。 

ま
た
、
地
区
内
の

公
園
を
活
用
し
て
、

野
球
場
を
堀
下
げ
、

万
一
の
場
合
に
雨

水
を
貯
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
、

合
わ
せ
て
公
園
の
地
下
に
雨
水

調
整
池
が
整
備
さ
れ
た
。
さ
ら

に
３
万
㎥
の
雨
水
を
蓄
え
る
も

の
で
あ
る
（
図
お
よ
び
写
真

２
）
。 

な
お
、
本
地
区
は
福
岡
市
で

も
比
較
的
早
い
段
階
で
下
水
道

が
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
合

流
式
で
あ
っ
た
が
、
古
い
管
渠

を
そ
の
ま
ま
下
水
道
と
し
て
利

用
。
こ
れ
に
雨
水
排
水
管
を
新

設
し
て
分
流
式
に
改
め
ら
れ

た
。 ま

た
、
ビ
ル
か
ら
の
雨
水
排

水
や
雨
水
枡
、
街
路
に
お
け
る

側
溝
な
ど
を
穴
あ
き
と
し
、
雨
水
の

地
下
浸
透
を
促
す
工
夫
も
施
さ
れ

た
。
あ
る
い
は
、
舗
装
を
透
水
性
に

す
る
工
夫
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

地
表
水
の
流
出
を
少
し
で
も
抑
制

す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

本
事
業
の
成
果
は
即
座
に
現
れ

た
。
２
０
０
９
年
７
月
の
中
国
・
九

州
北
部
豪
雨
で
は
、
福
岡
市
で
も
観

測
史
上
最
大
の
時
間
雨
量
１
１
６

㎜
を
記
録
し
、
市
内
各
所
で
浸
水
被

害
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
博
多
駅
周

辺
地
区
で
は
被
害
が
な
く
、
事
業
の

効
果
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

こ
う
し
た
事
業
は
、
中
小
河
川
流

域
で
、
都
市
化
が
進
み
地
下
室
等
が

多
い
と
こ
ろ
で
有
効
で
あ
り
、
福
岡

市
天
神
地
区
で
も
同
様
の
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。 

新設ポンプ場

計画管渠

既設管渠

新設ポンプ場

貯水調整池

雨水貯留管

この範囲内を分流化

雨水貯留管

博
多
駅

図 レインボープラン博多の計画概要 

写真１ 雨水貯留管（福岡市：レインボープラン博多） 

写真 2 公園の雨水調整池(福岡市：ﾚｲﾝﾎﾞｰﾌﾟﾗﾝ博多） 
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さ
ま
ざ
ま
な
都
市
公
園 

  

都
市
に
お
け
る
公
園
や
緑
地
は
大
ま
か

に
い
っ
て
３
つ
の
目
的
あ
る
い
は
役
割
が

あ
る
。 

一
つ
は
、
快
適
な
市
街
地
の
形
成
や
豊

か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
望
ま
れ

る
公
開
地
の
役
割
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
々

が
集
ま
り
、
暮
ら
す
都
市
は
、
単
に
効
率

的
に
ビ
ル
や
家
屋
を
集
積
す
る
だ
け
で
は

無
味
乾
燥
で
あ
る
。
集
積
に
秩
序
を
与
え
、

豊
か
で
快
適
な
都
市
環
境
の
創
出
に
寄
与

す
る
た
め
の
空
地
や
、
そ
う
し
た
市
街
地

誘
導
の
た
め
の
公
園
の
存
在
が
強
く
求
め

ら
れ
る
。 

２
つ
目
は
、
生
活
の
中
で
、
時
に
は
心

身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
い
、
自
然
を
楽

し
み
た
い
、
子
供
の
遊
び
場
に
す
る
、
体

を
鍛
え
た
い
な
ど
か
ら
、
暮
ら
し
の
中
で

公
園
な
ど
の
配
置
と
整
備
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
３
つ
目
が
、
公
園
な
ど
を
適
切

な
規
模
で
配
置
す
る
こ
と
で
、
火
災
の
延

焼
を
防
ぐ
、
災
害
時
の
避
難
場
所
に
す
る

な
ど
、
都
市
の
安
全
に
関
わ
る
役
割
で
あ

る
。 都

市
公
園
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
諸
内
容

に
応
え
る
た
め
に
、
そ
の
整
備
が
ま
ち
づ

く
り
の
上
で
大
切
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
や
国

が
主
体
に
な
り
整
備
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、

大
規
模
開
発
な
ど
で
は
、
一
定
の

割
合
で
そ
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
都
市
公
園
法
２
条

に
よ
れ
ば
、
次
の
内
容
の
公
園
、

緑
地
を
都
市
公
園
と
定
め
て
い

る
。 

１ 

都
市
計
画
施
設
で
あ
る
公

園
・
緑
地
で
地
方
公
共
団
体
が
設

置
す
る
も
の
、
お
よ
び
地
方
公
共

団
体
が
都
市
計
画
区
域
内
に
設

置
す
る
公
園
・
緑
地
。 

２ 

国
が
設
置
す
る
公
園
・
緑

地
。 

 
（
イ
）
一
の
都
道
府
県
を
超
え

る
広
域
の
見
地
か
ら
設
置
す
る

都
市
計
画
施
設
で
あ
る
公
園
・
緑

地
（
イ
号
国
営
公
園
）
。 

 

（
ロ
）
国
家
的
記
念
事
業
、
ま

た
は
、
わ
が
国
固
有
の
優
れ
た
文

化
的
遺
産
の
保
存
・
活
用
の
た
め

に
、
閣
議
決
定
を
経
て
設
置
す
る

都
市
計
画
施
設
で
あ
る
公
園
・
緑

地
（
ロ
号
国
営
公
園
）
。 

 

具
体
的
な
都
市
公
園
の
種
類

を
一
覧
に
す
れ
ば
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
き
く
は
、
設
置
の
目
的
と
利
用
圏
に
も

と
づ
い
て
５
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
。 

街
区
や
徒
歩
圏
な
ど
区
域
住
民
の
利
用

が
主
で
あ
る
「
住
区
基
幹
公
園
」
、
都
市
の

市
民
が
広
く
利
用
す
る
「
都
市
基
幹
公
園
」
、

市
町
村
の
枠
を
超
え
て
利
用
さ
れ
る
「
大

規
模
公
園
」
が
あ
る
。
ま
た
、
国
が
設
置

す
る
広
域
利
用
の
公
園
や
国
家
的
記
念
公

園
な
ど
の
「
国
営
公
園
」
が
あ
り
、
さ
ら

に
「
特
殊
公
園
お
よ
び
緑
地
・
緑
道
な
ど
」

が
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
公
園
や
緑
地
は
、

設
置
目
的
、
利
用
需
要
お
よ
び
市
民
が
望

む
導
入
施
設
な
ど
を
考
慮
し
、
位
置
、
規

模
、
内
容
な
ど
が
計
画
さ
れ
整
備
さ
れ
る
。 

 

都
市
公
園
の
整
備 

 

都
市
は
、
自
然
や
農
村
と
調
和
し
な
が

ら
、
地
形
的
に
限
ら
れ
る
地
域
に
あ
っ
て
、

人
々
が
集
ま
り
、
利
活
用
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
高
め
、
暮
ら
し
、
活
動
す
る
空
間
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
環
境
、
公
共
施
設
の

整
備
な
ど
の
諸
条
件
か
ら
開
発
に
制
約
が

あ
る
。
一
方
、
地
価
が
高
い
、
狭
隘
で
あ

る
な
ど
か
ら
、
土
地
の
効
率
的
な
利
用
圧

力
が
強
い
。 

こ
れ
ら
か
ら
、
放
置
す
れ
ば
都
市
の
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
減
少
し
、
都
市
公
園

の
整
備
が
十
分
に
行
き
届
か
な
い
と
い
っ

た
課
題
を
抱
え
込
む
こ
と
と
な
る
。 

し
た
が
っ
て
、
市
町
村
区
域
内
の
都
市

市
民
が
憩
う
都
市
の
公
園 

⒕ 

Ⓣ 

表 2 九州での全国都市緑化フェアの開催と主会場となった都市公園  

種類 面積㏊ 開園

熊本県

熊本市

響灘緑地 総合 281 1992

勝山公園 総合 20 1957

宮崎県

宮崎市

大分県 大分県ｽﾎﾟｰﾂ公園 運動 253 2001

大分市 佐野植物公園 特殊 22 1991

鹿児島県 吉野公園 総合 31 1970

緑と水の博覧会クマモ
トグリーンピック’86

水前寺江津湖公
園

グリーンルネッサンス
北九州’91

阿波岐原森林公
園

広域

広域
グリーン博みやざき’
99

北九州市

1966

都市公園

1968

アイランドシ
ティ中央公園

2007総合 15

89

374

4

8

16

20

22

運動 40 2004

回 開催年 愛　　称 主催 主な会場

2005

2003

1999

1991

1986

鹿児島市

おおいた緑・香り夢
フェスタ’03

アイランド花どんたく 福岡市

花かごしま2011201128 鹿児島ふれあい
スポーツランド

種類 種別

街区公園 街区居住者利用目的の公園誘致距離250m、0.25ha/箇所を標準
近隣公園 近隣居住者利用目的の公園誘致距離500m、2ha/箇所を標準

徒歩圏内居住者目的の公園誘致距離1km、4ha/箇所を標準

運動公園 市民の運動に供する目的の公園.都市規模に応じ15～75ha/箇所を標準

広域公園

風致、動植物、歴史、墓園といった特殊な公園

緩衝緑地

都市の自然的環境の保全・改善、都市景観の向上を図る緑地
0.1ha/箇所以上を標準.ただし、既成市街地等0.05ha/箇所以上

都市林 樹林地等の保護を目的にすると都市公園
広場公園 散策や休憩、交流などの広場を主にする公園
緑　　道 災害時避難路,都市生活の安全･快適性確保の緑地.幅員10～20mを標準

注）近隣：近隣住区.幹線街路の囲まれた約1km四方の居住単位

内　　容

大都市圏等からの利用目的で、大規模公園を核にレクレーション施設配
置の一団の地域.1000ha程度の規模を標準.

レクリエー

ション都市

大規模公
園

地区公園
都市計画区域外の特定地区公園（カントリーパーク）は4ha以上を標準

総合公園
市民の休憩,鑑賞,散歩,遊戯,運動等総合的利用目的の公園.都市規模に
応じ10～50ha/箇所を標準

1の市町村を超える地方生活圏等の広域利用目的の公園.50/ha/箇所以上

都市緑地

公害やコンビナート等の災害防止目的の緑地

住区基幹
公園

都市基幹
公園

都道府県超える広域利用目的の国設置の大規模公園で300ha/箇所以上を
標準.国家的な記念事業等で設置される公園はその内容を有すること.

特殊公園

国営公園

緑地等

表 1 都市公園の種類 
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公
園
を
、
た
と
え
ば
住
民
１
人
当
た
り
１

０
㎡
以
上
と
す
る
な
ど
の
水
準
を
掲
げ
て

整
備
し
て
い
る
。 

ま
た
、
整
備
さ
れ
た
公
園
は
、
公
益
上

特
に
必
要
な
場
合
や
、
代
わ
り
の
公
園
が

確
保
さ
れ
る
な
ど
の
特
別
な
場
合
を
除
い

て
廃
止
で
き
な
い
と
し
（
都
市
公
園
法
１

６
条
）
、
維
持
・
保
全
に
力
を
入
れ
て
い
る
。 

特
に
、
経
済
成
長
期
以
降
に
公
園
は
充

実
さ
れ
た
と
い
え
る
。
１
９
７
０
年
代
頃

か
ら
２
０
０
０
年
代
頃
に
か
け
て
、
既
存

市
街
地
の
再
開
発
や
新
市
街
地
の
開
発
な

ど
の
都
市
づ
く
り
が
活
発
に
な
り
、
ま
た

高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
豊
か
さ
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
都
市

公
園
の
整
備
に
も
力
が
入
っ
た
。 

加
え
て
、
１
９
８
３
年
か
ら
始
ま
っ
た

花
と
緑
の
地
方
博
覧
会
・
全
国
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
が
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
都
市

づ
く
り
に
貢
献
し
た
。
表
２
に
示
す
よ
う

に
、
各
地
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、
そ

の
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
各
県
や
市
に
お

い
て
、
大
規
模
で
、
緑
豊
か
な
都
市
公
園

の
建
設
が
進
ん
だ
。 

あ
る
い
は
、
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）

が
、
戦
後
間
も
な
く
か
ら
各
県
を
回
り
な

が
ら
開
催
さ
れ
て
き
た
。
九
州
で
は
、
１

９
４
８
年
の
福
岡
大
会
を
皮
切
り
に
各
県

で
持
ち
回
り
、
現
在
は
２
巡
目
で
あ
る
。

こ
の
国
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
や
市
の
運

動
公
園
、
総
合
公
園
の
充
実
に
大
き
く
寄

与
し
た
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
九
州
に
お
け
る

各
都
市
・
地
域
で
、
都
市
公
園
の
整
備
は

着
実
に
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
公
園
面
積

は
増
大
し
、
都
市
環
境
の
改
善
に
つ
な
が

っ
た
が
、
２
０
１
４
年
現
在
で
、
九
州
全

体
で
は
１
３
万
㏊
に
達
す
る
。
こ
れ
は
長

崎
県
大
村
市
や
佐
賀
県
嬉
野
市
に
相
当
す

る
面
積
で
あ
り
、
ま
た
、
対
２
０
０
０
年

比
で
１
．
３
倍
で
あ
る
。 

し
か
し
、
同
じ
九
州
で
も
県
ご
と
で
整

備
の
進
み
具
合
や
内
容
は
異
な
る
。
因
み

に
、
２
０
０
０
年
以
降
の
過
去
１
５
年
間

を
み
る
と
、
佐
賀
、
大
分
県
の
伸
び
は
１
．

５
倍
と
大
き
い
。
逆
に
、
北
九
州
市
、
長

崎
県
は
微
増
に
と
ど
ま
る
が
、
整
備
内
容

と
突
き
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
ら
で
は
比
較

的
早
い
段
階
で
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。 

県
お
よ
び
政
令
市
に
お
け
る
種
類
別
の

公
園
面
積
を
表
３
に
示
す
。
都
市
公
園
の

中
で
は
、
市
民
利
用
が
主
目
的
で
あ
る
住

区
基
幹
公
園
お
よ
び
都
市
基
幹
公
園
が
基

本
を
な
す
。
九
州
全
体
で
は
、
都
市
公
園

の
約
２
／
３
を
こ
れ
ら
２
つ
の
基
幹
公
園

が
占
め
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
も
地
域
で

相
違
す
る
。
北
九
州
市
は
半
分
弱
に
と
ど

ま
り
、
そ
の
一
方
で
、
鹿
児
島
、
長
崎
、

熊
本
の
各
県
は
約
３
／
４
と
大
半
を
占
め

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
以
外
の
県
と
福
岡
市

は
５
４
～
７
０
％
で
あ
る
。 

都
市
計
画
区
域
内
の
人
口
一
人
当
た
り

公
園
面
積
を
求
め
れ
ば
、
九
州
全
体
で
は
、

２
０
０
０
年
の
９
．
１
㎡
か
ら
２
０
１
４

年
の
１
１
．
７
㎡
へ
と
拡
大
。
こ
れ
は
、

全
国
の
１
０
㎡
に
比
べ
、
よ
り
大
き
な
値

で
あ
る
。
九
州
の
人
々
は
、
わ
が
国
の
他

地
域
に
比
し
都
市
公
園
に
恵
ま
れ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。 

地
域
別
に
み
れ
ば
、
福
岡
県
、
熊
本
県
、

福
岡
市
、
熊
本
市
は
全
国
平
均
を
下
回
わ

る
。
逆
に
、
宮
崎
県
は
２
１
㎡
／
人
で
、

他
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

観
光
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
中
で
、

人
口
の
割
に
都
市
基
幹
公
園
や
広
域
公
園
、

特
殊
公
園
が
よ
く
整
備
さ
れ
、
公
園
都
市

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。 

他
の
九
州
内
諸
地
域
は
１
０
～
１
４
㎡

／
人
で
、
平
均
値
並
み
ま
た
は
そ
の
少
し

上
の
水
準
と
い
っ
て
よ
い
。 

参
考
ま
で
に
、
世
界
の
公
園
整
備
の
状

況
を
示
せ
ば
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
７
８
㎡
／

人
は
別
格
と
し
て
も
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ベ
ル
リ
ン
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
な

ど
で
は
３
０
～
２
５
㎡
／
人
で
あ
る
。
こ

れ
ら
と
比
べ
、
九
州
の
公
園
整
備
は
、
宮

崎
県
を
除
け
ば
未
だ
半
分
以
下
で
あ
る
。

世
界
の
先
進
都
市
に
比
較
し
て
公
園
整
備

は
十
分
と
い
え
な
い
。 

九
州
全
体
で
、
公
園
種
類
別
の
１
か
所

あ
た
り
の
面
積
は
、
街
区
公
園
０
．
１
６
、

近
隣
公
園
１
．
８
、
地
区
公
園
５
．
１
㏊

で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
総
合
公
園
１
９
．

０
、
運
動
公
園
１
８
．
７
、
広
域
公
園
６

３
．
３
㏊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
表
１
に
示

す
規
模
基
準
に
お
お
む
ね
該
当
し
て
い
る
。 

 

２
つ
の
国
営
公
園 

 

前
述
す
る
よ
う
に
、
都
市
公
園
の
中
で

も
特
異
な
も
の
に
国
が
設
置
す
る
国
営
公

園
が
あ
る
。
全
国
で
１
７
か
所
あ
る
が
、

う
ち
イ
号
国
営
公
園
が
１
２
、
ロ
号
国
営

公
園
が
５
で
あ
る
。
九
州
で
は
海
の
中
道

海
浜
公
園
と
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
の
２
つ

が
あ
り
、
各
々
に
該
当
す
る
。 

① 

国
営
海
の
中
道
海
浜
公
園 

福
岡
市
東
区
の
和
白
か
ら
半
島
が
突
き

出
る
よ
う
に
砂
州
が
伸
び
志
賀
島
に
至
る
。

そ
の
中
程
に
国
営
の
海
浜
公
園
が
あ
る
。

わ
が
国
で
５
番
目
に
指
定
を
受
け
た
イ
号

国
営
公
園
で
あ
る
。 

 

当
該
地
は
、
１
９
３
６
年
、
福
岡
第
１

飛
行
場(

雁
ノ
巣
飛
行
場)

が
開
設
さ
れ
た

表 3 県、政令市別の都市公園の整備状況 

県・ 住区基幹 都市基幹 大規模 特殊 国営 緑地等 都市計画 １人当り

政令市 ha ha ha ha ha ha 公園計ha 公園面積㎡/人

福岡県 727.2 747.4 110.9 231.6 0.0 262.6 2079.7 8.8

佐賀県 198.2 359.6 75.4 55.1 50.9 77.2 816.3 11.5

長崎県 459.5 617.6 36.9 263.9 0.0 24.4 1402.2 12.6

熊本県 220.3 316.0 49.4 89.1 0.0 54.8 729.5 10.9

大分県 304.9 337.0 199.3 81.6 0.0 252.1 1174.8 12.2

宮崎県 345.3 719.0 282.4 351.8 0.0 287.0 1985.5 21.1

鹿児島県 566.3 904.3 164.2 186.1 0.0 55.5 1876.3 13.5

北九州市 393.4 174.3 347.7 140.8 0.0 112.2 1168.3 12.1

福岡市 345.3 354.7 0.0 167.2 293.5 116.2 1276.9 8.7

熊本市 163.1 217.8 125.4 90.3 0.0 82.6 679.3 9.3

九州 3723.3 4747.7 1391.5 1657.4 344.4 1324.6 13188.9 11.7

割合% 28.2 36.0 10.6 12.6 2.6 10.0 100.0
国土交通省：都市公園データーベース、平成26年3月31日現在
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と
こ
ろ
で
、
東
京
、
大
阪
と
韓
国
、
中
国

を
中
継
す
る
国
際
空
港
の
役
割
を
担
っ
た
。

そ
の
後
、
大
日
本
帝
国
海
軍
飛
行
場
と
な

り
、
戦
後
は
米
軍
に
接
収
さ
れ
米
軍
博
多

基
地
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
１
９
７
２
年

に
返
還
さ
れ
、
１
９
７
５
年
に
国
営
公
園

と
し
て
承
認
さ
れ
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。 

計
画
面
積
は
全
体
で
５
４
０
㏊
と
広
大

だ
。
計
画
に
よ
れ
ば
、
遊
園
地
、
プ
ー
ル
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
野
外
劇
場
、
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
子
供

の
広
場
、
彫
刻
の
森
、
野
鳥
の
森
、
自
然

体
験
エ
リ
ア
な
ど
の
諸
内
容
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
い
わ
ば
、
自
然
豊
か
な
中
に
市

民
の
積
極
的
利
用
を
促
す
公
園
で
あ
る
。 

１
９
７
６
年
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
、

１
９
８
１
年
に
第
１
期
の
開
園
と
な
っ
た
。

２
０
１
４
年
現
在
、
約
半
分
の
２
９
２
㏊

が
整
備
済
み
で
あ
る(

表
４)

。 

最
近
の
利
用
状
況
は
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
主
で
あ
る
。

マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド(

水
族
館)

、

パ
ー
ク
エ
リ
ア
を
中
心
に
多

く
の
来
園
者
が
あ
る
。
ま
た
、

野
外
劇
場
は
福
岡
市
内
最
大

規
模
で
、
多
く
の
野
外
コ
ン
サ

ー
ト
が
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
か
ら
年
間
約
２
０
０
万
人

の
来
園
が
あ
り
、
賑
わ
っ
て
い

る
。 

②
国
営
吉
野
ケ
里
歴
史
公
園 

公
園
区
域
と
そ
の
周
辺
（
佐

賀
県
神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町
、
神
崎
市
）
は

も
と
も
と
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
地
域
振
興
策
と
し
て
工
業
団
地
の
開

発
が
計
画
さ
れ
、
１
９
８
６
年
か
ら
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

そ
の
途
次
、
わ
が
国
で
最
大
規

模
と
も
い
え
る
弥
生
時
代
の
環
濠

集
落
跡
が
み
つ
か
っ
た
。
紀
元
前

３
、
２
世
紀
頃
か
ら
分
散
的
に
ム

ラ
が
で
き
、
そ
れ
が
発
展
し
、
紀
元

１
～
３
世
紀
に
は
４
０
㏊
を
超
え

る
環
濠
集
落
が
成
立
し
た
が
、
そ

の
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
。 

こ
れ
を
受
け
、
遺
跡
は
、
１
９
９

０
年
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
ま

た
、
１
９
９
１
年
、
学
術
上
の
価
値

が
高
く
、
わ
が
国
文
化
の
象
徴
と

し
て
評
価
を
受
け
、
特
別
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
（
文
化
財
保
護
法
１

０
９
条
２
項
）
。
そ
し
て
１
９
９
２

年
、
遺
跡
の
保
存
お
よ
び
活
用
を

目
的
に
歴
史
公
園
が
計
画
さ
れ
、

国
営
吉
野
ケ
里
歴
史
公
園
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
。 

 

本
公
園
は
、
全
体
で
約
１
１
７
㏊
の
面

積
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
約
５
４
㏊
が
国

営
公
園
区
域
で
あ
り
、
特
別
史
跡
区
域
約

２
２
㏊
、
県
史
跡
区
域
約
２
８
㏊
お
よ
び

史
跡
指
定
外
約
４
㏊
か
ら
な
る
。
ま
た
、

県
立
公
園
区
域
（
史
跡
指
定
外
）
と
し
て

約
６
３
㏊
が
あ
る
。 

 

「
弥
生
の
声
が
聞
こ
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
１
９
９
５
年
よ
り
公
園
整
備
に
着
手

し
、
２
０
０
１
年
に
第
１
期
の
開
園
を
み

た
。
北
内
郭
、
南
内
郭
、
倉
と
市
な
ど
。 

以
来
、
弥
生
の
湿
地
、
環
濠
南
広
場
、

南
の
ム
ラ
、
北
墳
丘
墓
な
ど
が
順
次
整
備

さ
れ
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
北
と

南
の
２
つ
の
内
郭
は
弥
生
の
ク
ニ
の
中
心

と
し
て
、
宗
教
的
儀
式
や
政
の
拠
点
で
あ

っ
た
と
さ
れ
、
本
公
園
の
目
玉
で
あ
る
。

ま
た
、
公
園
内
は
弥
生
時
代
後
期
の
様
々

な
施
設
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

遺
構
を
守
る
た
め
に
、
遺
構
面
の
上
を
３

０
㎝
以
上
覆
土
し
、
そ
の
上
で
の
復
元
で

あ
る
。 

 

開
園
直
後
は
、
物
珍
し
さ
も
あ
り
、
年

間
約
６
８
万
人
の
来
園
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
は
低
迷
し
、
２
０
０
４
年
に

４
２
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
が
、
最
近
は
、

施
設
も
充
実
し
、
ま
た
様
々
な
催
し
や
体

験
講
座
で
盛
り
返
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年

は
年
間
６
４
万
人
前
後
で
推
移
し
、
多
く

の
人
々
が
弥
生
の
風
を
満
喫
し
て
い
る
。 

海の中道海浜公園 

吉野ヶ里歴史公園内の北内郭 

表 4  ２つの国営公園の整備経緯 

年 海の中道 吉野ヶ里歴史
1976 工事着手
1977
1978
1979
1980
1981 第１期開園（西口広場など）
1982
1983 サンシャインシャンﾌﾟｰﾙ
1984
1985
1986 （文化財発掘調査）
1987 ホテル海の中道
1988
1989 マリンワールド1
1990 （国史跡指定）
1991 野外劇場など （特別史跡指定）
1992 事業着手
1993
1994 皇太子ご成婚記念広場
1995 マリンワールド2 工事着手
1996
1997 彫刻の森、四季の森
1998
1999 いこいの森
2000
2001 第１期供用開始
2002 光と風の広場 弥生の湿地など
2003 環濠南広場
2004
2005 潮見台エリアｵｰﾌﾟﾝ 祭りの広場など
2006 南内郭の一部
2007 南のムラ
2008 北墳丘墓
2009
2010 環境共生の森
2011 玄海灘海浜部中央・西部

2012

2013

2014 （整備中） （整備中）
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参
考 

優
れ
た
景
観
の
自
然
公
園 

  

都
市
公
園
は
、
市
民
が
利
活
用
し
や
す

い
よ
う
に
、
必
要
に
応
じ
て
地
形
を
整
え
、

植
栽
に
努
め
る
と
と
も
に
、
遊
具
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
・
運
動
施
設
な
ど

を
整
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
営

造
物
公
園
と
も
呼
ば
れ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
別
に
自
然
公
園
が
あ
る
。

優
れ
た
自
然
を
保
全
し
、
国
民
の
保
健
や

休
養
、
教
化
に
役
立
て
、
ま
た
生
物
の
多

様
性
を
確
保
す
る
目
的
で
、
地
域
指
定
を

行
っ
て
公
園
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

自
然
公
園
法
の
２
条
に
よ
れ
ば
３
タ
イ

プ
が
あ
る
。「
国
立
公
園
」
は
、
わ
が
国
の

風
景
を
代
表
す
る
傑
出
し
た
自
然
の
風
景

地
で
、
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
。「
国
定
公

園
」
は
、
国
立
公
園
に
準
ず
る
も
の
で
、

や
は
り
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
。 

こ
れ
ら
に
加
え
、
優
れ
た
自
然
の
景
勝

地
で
、
都
道
府
県
が
指
定
す
る
も
の
が
あ

り
、
「
都
道
府
県
立
自
然
公
園
」
と
い
う
。 

❶
国
立
公
園 

 

国
立
公
園
は
全
国
で
３
０
か
所
が
指
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
九
州
に
関
わ
る

国
立
公
園
を
一
覧
に
す
れ
ば
下
表
の
と
お

り
で
、
６
か
所
が
あ
る
。 

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
は
、
当
初
は
備
讃

瀬
戸
の
一
帯
に
限
ら
れ
、
そ
の
後
、
東
、

西
方
向
に
拡
大
し
、
福
岡
、
大
分
県
が
含

ま
れ
る
に
至
っ
た
。
福
岡
は
北
九
州
市
の

和
布
刈
山
付
近
が
、
大
分
は
国
東
半
島
の

一
部
と
姫
島
、
高
島
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

ま
た
高
崎
山
は
、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立

公
園
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
１
９
５
６
年
、

瀬
戸
内
海
国
立
公
園

に
編
入
さ
れ
た
。 

 

九
州
で
最
初
の
国

立
公
園
は
雲
仙
天
草

と
霧
島
錦
江
湾
で
あ

る
。
雲
仙
天
草
国
立

公
園
は
、
火
山
景
観

の
三
峰
五
岳
か
ら
な

る
雲
仙
岳
と
、
１
２

０
余
の
島
々
に
よ
る

海
洋
景
観
の
天
草
地

域
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。 ま

た
、
霧
島
錦
江

湾
国
立
公
園
は
韓
国

岳
な
ど
２
０
を
超
え

る
火
山
が
集
ま
る
霧

島
地
域
と
、
桜
島
を

主
体
に
錦
江
湾
を
形

成
す
る
姶
良
カ
ル
デ

ラ
か
ら
な
る
。
要
す

る
に
、
と
も
に
火
山

群
、
海
、
島
の
３
者

で
構
成
さ
れ
る
自
然

公
園
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
少
し
遅

れ
て
阿
蘇
く
じ
ゅ
う

国
立
公
園
が
指
定
さ

れ
た
。
世
界
最
大
と

い
わ
れ
る
カ
ル
デ
ラ

と
、
そ
の
中
央
の
阿
蘇
五
岳
か
ら
な
る
阿

蘇
地
域
、
そ
れ
に
連
な
り
九
州
最
高
峰
の

中
岳
を
含
む
九
重
山
か
ら
な
る
。
当
初
か

ら
九
重
山
は
含
ま
れ
て
い
た
が
、
指
定
時

の
名
称
は
阿
蘇
国
立
公
園
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
に

伴
い
由
布
岳
、
鶴
見

岳
、
高
崎
山
が
追
加

さ
れ
（
１
９
５
３
）
、

１
９
８
６
年
に
現

在
の
名
称
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
高
崎
山

は
、
前
述
の
よ
う
に

瀬
戸
内
海
国
立
公

園
に
組
み
込
ま
れ

た
。 

 

西
海
国
立
公
園

は
、
佐
世
保
の
九
十

九
島
か
ら
、
平
戸
・

生
月
（
い
き
つ
き
）

島
、
五
島
列
島
に
至

る
公
園
で
あ
る
。
外

洋
性
の
多
島
海
景

観
を
持
ち
、
１
９
５

５
年
に
指
定
を
受

け
た
。 

 

屋
久
島
の
一
部

と
２
０
１
５
年
に

爆
発
的
噴
火
が
あ

っ
た
口
永
良
部
島

か
ら
な
る
屋
久
島

国
立
公
園
は
、
２
０

１
２
年
に
霧
島
屋

久
国
立
公
園
を
分

離
し
て
指
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
屋

久
島
の
山
に
あ
る
樹
齢
３
千
年
の
屋
久
杉
、

生
物
学
上
貴
重
な
野
生
生
物
の
存
在
な
ど

か
ら
、
島
の
約
２
割
の
区
域
が
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
（
１
９
９
３
年
）
。 

❷
国
定
公
園 

 

１
９
５
０
年
か
ら
国
定
公
園
の
指
定
が

あ
り
、
現

在
で
は
全

国
に
５
６

か
所
あ

る
。
そ
の

う
ち
九
州

は
、
１
０

か
所
で
あ

る
。
１
９

５
０
年
の

耶
馬
日
田

英
彦
山
が

最
も
早
い

指
定
で
、

甑
島
が
２

０
１
５
年

で
最
も
遅

い
。 ま

た
、

指
定
後
に

国
立
公
園
に
昇
格
ま
た
は
編
入
す
る
な
ど

の
変
化
が
あ
っ
た
が
、
錦
江
湾
国
定
公
園

が
そ
れ
で
あ
る
。
１
９
５
５
年
に
国
定
公

園
と
し
て
指
定
を
受
け
、
１
９
６
４
年
に

霧
島
屋
久
国
立
公
園
に
編
入
。
そ
し
て
、

屋
久
島
の
分
離
に
伴
い
霧
島
錦
江
湾
国
立

公
園
と
改
め
ら
れ
た
。 

❸
県
立
自
然
公
園 

 

国
立
、
国
定
公
園
を
補
完
す
る
よ
う
に

県
立
自
然
公
園
の
地
域
指
定
が
あ
る
。
現

在
は
、
福
岡
５
、
佐
賀
６
、
長
崎
６
、
熊

本
７
、
大
分
５
、
宮
崎
６
、
鹿
児
島
８
で

あ
り
、
合
計
４
３
か
所
で
あ
る
。
全
国
３ 

１
４
か
所
の
１
４
％
を
占
め
て
い
る
。 

 

国立公園 指定 面積ha 関係都道府県 特　　色
瀬戸内海 1934/3 66,934 中四国に加え福岡、大分 静かな海と密集する島々の景色
西海 1955/3 24,646 長崎 九十九島など大小の島々約４００の景観
雲仙天草 1934/3 28,279 長崎、熊本、鹿児島 雲仙岳と天草をはじめ有明、八代海の島々の景観
阿蘇くじゅう 1934/12 72,678 熊本、大分 活火山阿蘇五岳、世界最大のカルデラと草原の景観
霧島錦江湾 1934/3 36,586 宮崎、鹿児島 ２０を超える霧島の山々と噴煙あげる桜島および錦江湾
屋久島 2012/3 24,566 鹿児島 高い山々と縄文杉などの景観

名称 指定 主な地域
北九州 1972/10 皿倉山、平尾台
玄　海 1956/6 若松北海岸、芥屋大門、虹の松原、唐津湾

耶馬日田英彦山 1950/7 耶馬渓、八面山、英彦山
壱岐対馬 1968/7 壱岐、浅茅湾など

九州中央山地 1982/5 市房山、五木、五家荘、米良荘、綾照葉樹林帯
日豊海岸 1974/2 日豊海岸、枇榔島
祖母傾 1965/3 祖母山、高千穂峡
日南海岸 1955/6 青島、日南海岸、都井岬
甑　島 2015/3 上甑、中甑、下甑
奄美群島 1974/2 奄美大島、喜界島、徳之島、沖永良部島、与論島

九州の国定公園 
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さ
ま
ざ
ま
な
土
地
造
成
事
業 

  

自
然
の
形
を
な
す
土
地
は
、
人
々
が
活

用
す
る
上
で
必
ず
し
も
望
ま
し
い
地
形
ば

か
り
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
各
々
の
地
域

や
ま
ち
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
の
利
活
用

を
目
的
に
し
て
、
そ
れ
に
適
っ
た
形
に
造

成
す
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
住
宅
、

商
業
、
工
業
、
リ
ゾ
ー
ト
の
諸
地
。
あ
る

い
は
、
道
路
や
空
港
、
物
流
拠
点
、
大
学

な
ど
の
用
地
の
確
保
、
大
規
模
な
市
民
施

設
、
官
公
庁
な
ど
の
公
共
的
な
施
設
整
備

の
た
め
の
土
地
造
成
な
ど
。 

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
民
間
資
本
、
社
会

資
本
の
形
成
の
い
ず
れ
に
も
ま
た
が
る
が
、

土
地
あ
っ
て
こ
そ
の
地
域
や
ま
ち
づ
く
り
、

市
街
地
整
備
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
応
え
る

も
の
で
あ
る
。 

土
地
造
成
を
地
形
的
な
観
点
で
大
別
す

れ
ば
、
臨
海
部
な
ど
を
埋
め
立
て
る
、
平

地
部
を
均
す
、
お
よ
び
山
谷
部
を
削
り
埋

め
る
、
の
３
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。 

臨
海
部
の
埋
め
立
て
は
、
山
の
土
砂
や

浚
渫
土
、
建
設
残
土
、
廃
棄
物
な
ど
を
海

中
に
投
入
し
て
人
工
的
に
陸
地
化
す
る
も

の
で
あ
る
。
港
湾
施
設
の
整
備
、
物
流
基

地
や
臨
海
工
業
地
の
形
成
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
の
開
発
、
海
上
空
港
や
新
市
街

地
の
建
設
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、
経
済
成

長
期
に
は
、
海
外
資
源
を
活
用
し
て
工
業

化
を
め
ざ
す
と
し
、
鉄
鋼
や
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
た
め
の
土
地
造
成
が
臨
海
地
域

で
活
発
に
行
わ
れ
た
。 

平
地
部
の
土
地
造
成
は
地
な
ら
し
が
主

で
あ
り
、
造
成
工
事
は
比
較
的
や
り
や
す

い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
は
す
で

に
何
ら
か
の
土
地
利
用
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
、
都
市
発
展
と
と
も
に
、
都
市

内
外
の
農
用
地
な
ど
を
住
宅
地
や
商
業
地
、

工
業
地
な
ど
の
都
市
的
土
地
利
用
に
転
換

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
１
９
５
０
年
代
半

ば
か
ら
進
展
し
た
住
宅
団
地
や
内
陸
部
の

工
業
団
地
、
流
通
業
務
団
地
な
ど
の
整
備

が
あ
げ
ら
れ
る
。 

３
つ
目
の
山
谷
部
の
土
地
開
発
は
山
を

削
り
、
谷
を
埋
め
る
工
事
で
あ
る
。
そ
う

し
た
土
地
造
成
を
合
理
的
に
行
う
た
め
に
、

通
常
は
階
段
状
に
土
地
が
造
成
さ
れ
る
。

都
市
郊
外
部
に
お
け
る
住
宅
地
開
発
と
し

て
よ
く
見
か
け
る
が
、
高
度
経
済
成
長
期

に
は
丘
陵
部
が
そ
っ
く
り
宅
地
開
発
さ
れ

た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
山
の

麓
を
下
か
ら
上
へ
と
駆
け
登
る
よ
う
に
開

発
が
進
み
、
斜
面
都
市
を
成
す
例
も
あ
る
。 

要
す
る
に
、
わ
が
国
は
島
国
で
、
急
峻

な
地
形
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
然

環
境
や
土
地
条
件
、
中
心
市
街
地
と
の
関

係
、
地
域
資
源
の
活
用
な
ど
を
踏
ま
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
土
地
利
用
の
内
容
と

規
模
、
事
業
手
法
を
工
夫
し
、
利
用
目
的

に
適
っ
た
安
全
・
安
心
の
土
地
を
造
成
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

戦
後
の
臨
海
工
業
地
域
の
整
備 

わ
が
国
で
は
、
明
治
以
降
の
近
代
化
の

過
程
で
工
業
化
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
そ

の
中
で
、
１
９
０
１
年
に
官
営
八
幡
製
鉄

所
が
操
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、

北
九
州
地
域
は
、
京
浜
、
中
京
、
阪
神
に

並
ぶ
４
大
工
業
地
帯
の
１
つ
に
列
せ
ら
れ

る
ほ
ど
発
達
し
た
。 

こ
れ
は
、
原
材
料
の
海
外
依
存
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
筑
豊
炭
田
の
存
在
、

特
別
輸
出
港
に
指
定
さ
れ
た
門
司
港
の
活

用
、
朝
鮮
半
島
・
ア
ジ
ア
大
陸
と
の
地
理

的
関
係
な
ど
が
功
を
奏
し
て
の
こ
と
で
あ

る
。
八
幡
、
若
松
、
戸
畑
、
小
倉
や
門
司

な
ど
の
臨
海
部
を
埋
め
立
て
、
重
化
学
工

業
の
展
開
が
図
ら
れ
た
。
１
９
１
０
年
代

か
ら
２
０
年
代
に
か
け
て
多
く
の
企
業
が

立
地
し
、
１
９
３
５
年
に
は
工
業
出
荷
額

が
全
国
の
１
０
％
を
占
め
た
ほ
ど
で
あ
り
、

最
盛
期
を
迎
え
た
。 

し
か
し
、
そ
の
後
は
徐
々
に
衰
退
し
た
。

特
に
、
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
る

筑
豊
の
石
炭
産
業
の
大
打
撃
、
鉄
鋼
・
金

属
な
ど
の
重
工
業
へ
の
偏
り
、
東
西
の
冷

戦
構
造
に
伴
う
大
陸
と
の
関
係
の
途
絶
な

ど
か
ら
、
４
大
工
業
地
帯
の
一
角
か
ら
、

通
常
規
模
の
工
業
地
域
へ
と
地
位
を
低
下

さ
せ
て
い
る
。
２
０
０
３
年
の
工
業
出
荷

額
は
京
浜
、
中
京
、
阪
神
の
３
大
工
業
地

帯
だ
け
で
な
く
、
北
関
東
、
瀬
戸
内
、
東

海
、
北
陸
と
い
っ
た
他
の
臨
海
工
業
地
域

に
も
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
た
。
現
在
は

そ
の
体
質
改
善
に
向
け
模
索
が
続
い
て
い

る
。 と

は
い
え
、
九
州
全
体
で
み
れ
ば
、
こ

の
間
に
新
た
な
工
業
地
域
の
展
開
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
、
１
９
６
２
年
の
新
産
業
都

市
建
設
促
進
法
に
よ
る
日
向
・
延
岡
、
大

分
、
不
知
火
・
有
明
・
大
牟
田
と
い
っ
た

３
地
域
の
新
産
業
都
市
の
指
定
で
あ
る
。

「
産
業
の
立
地
条
件
及
び
都
市
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
方
の
開
発

発
展
の
中
核
と
な
る
べ
き
」
新
産
業
都
市

を
指
定
し
、
臨
海
工
業
地
域
を
整
備
す
る

も
の
で
あ
る
。 

特
に
、
大
分
臨
海
工
業
地
域
は
、
指
定

以
前
の
１
９
５
９
年
か
ら
埋
め
立
て
事
業

に
着
手
し
て
い
た
が
、
１
９
６
３
年
の
旧

大
分
市
と
周
辺
市
町
と
の
合
併
で
条
件
を

ク
リ
ア
し
て
指
定
を
受
け
、
〝
新
産
都
の

優
等
生
〟
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
進
展
を
見

大分臨海工業地域・新日鐵住金大分製鐵所  ○ｗ 

海
・
陸
の
土
地
造
成
事
業 Ⓣ 

15 
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せ
た
。
九
州
石
油
（
１
９
６
４
）
、
九
州
電

力
（
１
９
６
９
）
、
昭
和
電
工
（
１
９
６
９
）
、

新
日
本
製
鐵
（
１
９
７
２
）
な
ど
と
順
調

に
企
業
の
進
出
が
進
ん
だ
。 

し
か
し
、
こ
れ
も
１
９
７
３
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
第
２
期
に
な
る
と
、
環
境
問

題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
て
埋
め
立

て
事
業
に
対
す
る
反
対
訴
訟
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
石
油
危
機
に
伴
う
景
気
の
低
迷
や

産
業
の
構
造
変
化
か
ら
、
大
規
模
な
臨
海

部
埋
め
立
て
に
よ
る
工
業
地
造
成
へ
の
要

望
は
下
火
に
な
っ
た
。 

つ
ま
り
、
８
号
地
で
は
、
埋
め
立
て
反

対
訴
訟
は
乗
り
越
え
た
も
の
の
、
景
気
の

低
迷
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
埋
め
立
て
事
業

は
中
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
６
号
、
７
号
の

遊
休
地
は
、
企
業
が
進
出
す
る
に
至
ら
ず
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
建
設
へ
と
方
針
転
換
が
図
ら

れ
た
。
い
ま
や
そ
の
総
面
積
は
２
０
０
㏊

を
超
え
て
い
る
。 

そ
し
て
、
２
０
０
１
年
、
新
産
都
市
建

設
促
進
法
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
、
他
の

工
業
地
域
と
と
も
に
、
体
質
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。 

 流
通
業
務
団
地
の
造
成
事
業 

 

土
地
造
成
事
業
の
一
つ
に
〝
流
通
業
務

市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律(

１
９
６

６
年)

〟
に
も
と
づ
く
市
街
地
整
備
が
あ

る
。
流
通
業
務
機
能
の
向
上
お
よ
び
道
路

交
通
の
円
滑
化
を
図
り
、
都
市
機
能
の
整

序
化
や
発
展
と
そ
れ
ら
の
維
持
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

都
市
で
は
、
も
の
の
取
引
や
流
れ
が
活

発
で
、
輸
送
、
保
管
、
荷
さ
ば
き
、
流
通

加
工
そ
の
他
の
物
資
の
流
通
に
係
る
業
務

が
盛
ん
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
放
置
す
れ

ば
流
通
施
設
が
都
心
を
主
に
し
て
市
街
地

に
集
ま
る
こ
と
と
な
る
。 

一
方
、
物
流
の
広
域
化
、
多
様
化
と
、

そ
の
た
め
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
量
の

増
大
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
流
通
関
連

の
交
通
が
都
市
交
通
の
渋
滞
に
拍
車
を
か

け
、
交
通
処
理
や
交
通
安
全
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
流
通
機
能
の
低
下
、
都
市

交
通
の
阻
害
を
引
き
起
こ
し
た
。 

こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
に
、
高
速
道

路
や
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
幹
線
道
路
、
鉄
道

の
整
備
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
流
通
業

務
地
区
を
定
め
、
流
通
業
務
施
設
な
ど
が

整
備
さ
れ
た
。
幹
線
道
路
を
介
し
て
、
域

外
か
ら
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
、
住
宅
地
や

商
業
地
な
ど
を
避
け
、
中
心
市
街
地
や
市

街
地
に
隣
接
す
る
流
通
業
務
地
区
に
立
ち

寄
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
小
型
ト
ラ
ッ
ク

に
積
み
替
え
て
都
心
部
に
配
送
す
る
体
制

の
構
築
で
あ
る
。 

ま
た
、
逆
の
都
心
か
ら
域
外
へ
の
小
型

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
大
型
へ
の
積
み
替
え
も
あ

る
。
つ
ま
り
、
流
通
業
務
地
区
の
整
備
は
、

交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
の
解
消
、
省
エ
ネ
、

交
通
環
境(

排
気
ガ
ス
、
騒
音
問
題)

の
改

善
な
ど
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
内
容
の
流
通
業
務
地
区
は
、

臨
港
地
区
や
緑
化
地
域
と
並
ぶ
都
市
計
画

上
の
地
域
地
区
で
あ
り
、
都
市
計
画
決
定

手
続
き
を
経
て
定
め
ら
れ
る
。
地
区
内
は
、

基
本
的
に
流
通
業
務
施
設
し
か
整
備
で
き

な
い
。
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
鉄
道
貨

物
駅
な
ど
の
貨
物
積
卸
施
設
、
卸
売
市
場
、

倉
庫
、
貨
物
運
送
業
の
事
務
所
、

木
材
な
ど
の
流
通
過
程
の
簡
易

な
加
工
場
、
製
氷
工
場
、
自
動
車

修
理
場
、
燃
料
供
給
施
設
な
ど
で

あ
る
。 

流
通
業
務
地
区
の
中
で
、
特
に

流
通
業
務
施
設
を
整
備
す
る
区

域
お
よ
び
内
容
の
ま
と
ま
り
が

流
通
業
務
団
地
で
あ
る(

図
１
参

照)

。
団
地
と
は
、
一
団
の
土
地
を

意
味
し
、
ま
と
ま
っ
た
土
地
に
集

中
的
に
流
通
業
務
施
設
を
割
り

当
て
て
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

流
通
セ
ン
タ
ー
、
流
通
団
地
と
も

い
う
。
内
訳
は
、
前
述
の
流
通
業

務
施
設
と
公
益
施
設(

電
気
、
ガ

ス
、
水
道
な
ど)
、
お
よ
び
公
共
施

設(

道
路
、
公
園
、
水
路
な
ど)

の
３
者
か
ら

な
る
。 

わ
が
国
全
体
で
は
２
９
の
流
通
業
務
地

区
が
指
定
さ
れ
、
２
６
の

流
通
業
務
団
地
が
整
備

さ
れ
て
い
る
（
２
０
１
３

年
現
在
）
。
そ
の
中
で
、
現

在
稼
働
中
の
も
の
は
２

７
地
区
で
あ
る
。
当
然
な

が
ら
大
都
市
域
で
の
展

開
が
主
で
、
３
大
都
市
に

約
４
割
が
集
中
し
て
い

る
。 

 

九
州
に
お
け
る
流
通

業
務
地
区
の
整
備
概
要

を
表
１
に
示
す
。
５
地
区

が
指
定
さ
れ
た
が
、
大
分

県
の
流
通
業
務
団
地
は

都
市
計
画
事
業
以
外
の

事
業
に
変
更
さ
れ
、
現
在

は
４
か
所
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も

早
い
段
階
で
整
備
さ
れ

た
の
は
福
岡
流
通
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
（
図
２
）
。
九

州
自
動
車
道
の
福
岡
Ｉ

Ｃ
か
ら
臨
港
地
区
に
伸

び
る
都
市
高
速
道
路
に

沿
っ
た
粕
屋
町
と
福
岡

市
に
ま
た
が
る
一
帯
８

０
㏊
が
流
通
業
務
地
区

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
中
の
５
４
㏊

に
流
通
業
務
団
地(

流
通

セ
ン
タ
ー)

が
整
備
さ
れ

た
。
運
輸
、
倉
庫
、
卸
売

施
設
が
中
心
で
、
約
２
０
０
社
が
集
積
。

都
心
へ
は
約
８
㎞
、
博
多
港
や
福
岡
空
港

へ
は
約
７
㎞
と
至
近
距
離
に
あ
り
、
九
州
、

表１ 流通業務団地の整備事業一覧 

決定
計　画
地区数

地区名
都市
計画

面積
ha

手法 施行者 施工年度 備考

福岡 S45 1 福岡 S45 53.6 団地造成 福岡市 H45～S58 稼働中 流通業務施設（卸、倉庫、運輸）、公益施設

鳥栖 H12 1 鳥栖 H16 67.6 〃 佐賀県 H16～H24 〃 複合流通施設、業務支援施設、道路、公園・緑地

熊本 S56 1 熊本 S58 53.0 〃 熊本市 S58～H02 〃 流通業務施設（卸、倉庫、運輸）

大分 H01 1 大分 H18 廃止 〃 大分県 H08～ 廃止 ――>非都市計画事業に移行

鹿児島 S50 1 鹿児島 H01 61.4 準団地造成
鹿児島開発
事業団

S48～H03 稼働中 運輸・倉庫・卸売施設、公益施設

流通業務地区 団地の整備

主な施設

基本方針

都市

図１ 流通業務地区と流通業務団地 

流通業務地区

流通業務団地（流通センター）

内訳
流通業務施設（トラックターミナル、卸売業、

中央卸売市場、事務所・店舗、倉庫
鉄道貨物線など

公益施設
公共施設（道路、公園、水路）
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西
日
本
、
さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
に
向
け
た

流
通
業
務
の
重
要
な
拠
点
で
あ
る
。 

 

つ
い
で
、
鹿
児
島
、
熊
本
、
鳥
栖
の
整

備
が
進
ん
だ
。
特
に
、
鳥
栖
流
通
業
務
団

地
は
、
九
州
の
縦
貫
自
動
車
道
と
横
断
自

動
車
道
が
ク
ロ
ス
す
る
位
置
に
あ
り
、
ま

た
、
福
岡
空
港
に
近
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

１
９
８
９
年
に
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
テ

ィ
ー
の
指
定
を
受
け
た
。 

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
は
、
運

輸
省
（
現
在
の
国
土
交
通
省
）
が
四
全
総

の
多
極
分
散
型
国
土
形
成
の
一
環
で
構
想

し
た
も
の
で
あ
る
。
人
口
３
０
万

程
度
以
下
の
地
方
都
市
で
、
物
流

拠
点
に
合
わ
せ
て
商
流
・
情
報
・

ア
メ
ニ
テ
ィ
等
の
機
能
を
有
す

る
施
設
を
整
備
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
構
想
で
あ
る
。
全
国
１

０
か
所
の
一
つ
に
鳥
栖
が
選
ば

れ
た
。 

 

住
宅
団
地
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
建
設 

  

戦
後
、
経
済
成
長
に
伴
い
都
市

に
人
口
が
集
中
し
、
市
街
地
は
膨

張
し
拡
大
し
た
。
こ
の
た
め
、

人
々
は
市
街
地
中
心
部
か
ら
郊

外
へ
と
土
地
を
求
め
、
居
住
し
た

が
、
そ
の
中
で
、
大
規
模
な
住
宅
団

地
等
の
整
備
が
推
進
さ
れ
た
。 

 

 

住
宅
団
地
等
に
は
、
低
層
戸
建

て
建
物
の
集
合
体
、
中
高
層
の
建

物
群
、
高
層
建
築
の
３
タ
イ
プ
が

あ
る
。 

戦
後
の
早
い
段
階
あ
る
い
は
郊

外
部
や
地
方
都
市
に
あ
っ
て
は
戸
建
て
建

物
の
集
合
体
が
多
い
。 

 

１
９
５
５
年
、
大
都
市
圏
の
住
宅
難
解

消
の
た
め
に
日
本
住
宅
公
団
が
設
立
さ
れ

た
。
こ
れ
に
伴
い
１
９
６
０
、
７
０
年
代

に
、
５
階
建
て
の
中
層
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
い
わ
ゆ
る
公
団
型
住
宅
が
集
合
す

る
団
地
が
市
街
地
周
辺
に
多
く
建
設
さ
れ

た
（
表
２
）
。
し
か
し
、
交
通
施
設
の
整
備

が
追
い
付
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
足
な

し
団
地
と
揶
揄
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

あ
る
い
は
、
１
９

５
０
年
代
か
ら
８
０

年
代
に
か
け
て
、
住

宅
公
団
と
と
も
に
地

方
自
治
体
、
民
間
に

よ
る
大
規
模
な
住
宅

団
地
の
開
発
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
ら
は
住

宅
中
心
の
開
発
で
、

昼
間
は
中
心
市
街
地

に
通
勤
し
、
夜
間
は

帰
宅
す
る
生
活
ス
タ

イ
ル
か
ら
、
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
と
も
称
し

た
（
表
３
）
。 

 

こ
れ
で
、
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
２
つ

あ
る
。
一
つ
は
、
都
市
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現

象
で
あ
る
。
都
心
で
は
、
確
か
に
昼
間
は

人
が
多
い
が
、
夜
間
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン

と
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
成
り
立

た
な
い
、
高
齢
化
が
進
み
、
小

中
学
生
が
少
な
い
な
ど
か
ら

学
校
が
統
廃
合
さ
れ
る
事
態

と
な
っ
た
。 

 

い
ま
一
つ
は
、
郊
外
の
住

宅
地
開
発
に
当
た
り
、
必
ず

し
も
確
た
る
全
体
計
画
が
な

い
ま
ま
進
め
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
都
市
か

ら
少
々
離
れ
て
も
、
地
価
が

安
い
、
開
発
が
や
り
や
す
い

と
こ
ろ
を
主
に
し
て
、
虫
食

い
状
態
で
無
秩
序
に
開
発
が

進
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
道
路
な

ど
の
社
会
基
盤
の
整
備
に
無

駄
が
生
じ
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に

ひ
ど
く
交
通
が
混
雑
す
る
な

ど
の
ま
ち
づ
く
り
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
現
象
を
ス
プ
ロ
ー

ル
現
象
と
称
し
て
い
る
。 

 

要
す
る
に
、
高
度
経
済
成

長
期
の
１
９
８
０
年
代
頃
ま

で
は
都
市
は
郊
外
へ
、
郊
外

へ
と
拡
大
。
し
か
し
、
１
９
９

０
年
代
以
降
に
な
る
と
、
経

済
の
低
迷
か
ら
都
心
部
の
地

価
が
下
が
り
、
ま
た
、
公
共
施

設
の
郊
外
移
転
、
工
場
の
海

外
移
転
で
市
街
地
に
空
地
が
多
数
発
生
し

た
。
ま
た
、
若
者
や
高
齢
者
が
生
活
の
便

利
な
都
心
居
住
を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
都
心

回
帰
の
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
住
宅

と
し
て
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
活
発

で
あ
る
。 

図２ 福岡流通センターの土地利用（福岡流通センターホームページより） 

県名 ニュータウン名 市町村 始まり 団地などの名前
1972～ 美しが丘北、美しが丘南、光が丘、希みが丘、美鈴が丘、美鈴の杜（民間開発）。
　　九州最大規模。約８０００戸、７００㏊。　周りに、みくにの団地、みくにの東団地、三国ヶ丘、けやき台。

佐賀 兵庫、兵庫北 佐賀市 1987～、1998～兵庫66.7㏊、兵庫北120.7㏊。農地を集約し土地区画整理事業（組合）を推進。
長崎 西諫早 諫早市 1969～ 143.8㏊、人口約2万人、4500戸（県住宅供給公社）。

1970～ 楠団地、光の森、すずかけ台、杉並台、永江団地（県住宅供給公社など）。
　　農業地帯、丘陵地帯であったこの一帯で大規模な住宅地開発で九州自動車道を挟む。
1965～ 1654世帯、33000人。大分高等専門学校を含む。
　　標高70～80ｍの丘陵地を開き、公営住宅、分譲マンション、社宅など。

宮崎 1982～ 宮崎大学移転、住宅地の開発とテクノポリスの3者からなる（地域振興整備公団）。
　　清武川と加江田川にはさまれた沖積平野と丘陵地を開発。
1956～ 146ha。市内で最も早く住宅団地の建設に着手。土地区画整理事業（県住宅供給公社）
　　鹿児島大学郡元キャンパスの南西の紫原台地（シラス台地）を開発。

鹿児島市

大分市

宮崎研究学園
都市

清武町（現在

宮崎市）

小郡市、筑
紫野市

菊陽町、合
志町

小郡・筑紫野

武蔵ケ丘

明野

紫原

福岡

熊本

大分

鹿児島

表３ 九州各県における代表的な大規模ニュータウン整備 

表２ 九州の大規模住宅団地 

名　称 市　区 総戸数 竣工
徳力団地 北九州市小倉南区 2390 1969

星の原団地 福岡市早良区 2296 1975

原団地 福岡市早良区 2000 1968

日の里団地 宗像市 1752 1975

四箇田団地 福岡市早良区 1658 1977

下大利団地 大野城市 1284 1975

公団長住団地 福岡市南区 1230 1969
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参
考
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発 

  

か
つ
て
、
都
市
の
臨
海
部
は
、
港
と
港

湾
物
流
関
連
施
設
、
臨
海
工
業
が
主
を
な

し
並
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
海
洋
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
や
海
浜
、
市
民
の
憩
い
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
空
間
と
い
っ
た
も
の
は
そ
の
外
側
に

追
い
や
ら
れ
る
状
況
だ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
蓄

積
さ
れ
て
き
た
港
湾
地
域
や
戦
後
の
臨
海

部
重
化
学
工
業
地
域
で
は
、
施
設
が
老
朽

化
し
、
産
業
構
造
の
変
化
、
工
場
の
海
外

移
転
に
よ
る
大
き
な
情
況
変
化
に
直
面
し

た
。
あ
る
い
は
、
競
合
す
る
航
空
機
の
発

達
が
あ
り
、
ま
た
、
港
湾
物
流
そ
の
も
の

も
そ
れ
ま
で
の
バ
ラ
モ
ノ
か
ら
コ
ン
テ
ナ

中
心
へ
と
変
革
し
、
港
湾
施
設
の
再
整
備

と
効
率
化
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、

旧
来
の
倉
庫
や
工
場
、
埠
頭
な
ど
、
多
く

が
不
要
に
な
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
は
世
界
で
み
て
も
同
じ

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ル
チ
モ
ア
の
レ

ジ
ャ
ー
施
設
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
フ

ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
、
ロ
ン
ド
ン

の
ド
ッ
グ
ラ
ン
ズ
な
ど
は
、
わ
が
国
に
先

駆
け
て
１
９
６
０
年
代
か
ら
、
老
朽
化
し

た
港
湾
地
区
の
再
開
発
を
進
め
、
あ
る
い

は
、
新
た
な
臨
海
部
の
開
発
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。 

そ
し
て
わ
が
国
も
、
こ
れ
ら
を
先
進
事

例
に
臨
海
部
再
開
発
、
新
た
な
観
点
か
ら

の
開
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
で
あ
る
。 

１
９
８
１
年
に
竣
工
し
た
神
戸
の
ハ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
は
、
わ
が
国
初
の
開
発
で
あ

る
。
以
来
、
東
京
の
佃
島
や
お
台
場
、
横

浜
の
み
な
と
み
ら
い
２
１
、
浦
安
の
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
開
発
が
あ
り
、

ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。 

九
州
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
の

主
な
も
の
は
、
門
司
港
、
博
多
港
、
長
崎

港
、
鹿
児
島
港
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の

概
要
を
表
に
示
す
。 

 

福
岡
市
で
は
、
博
多
湾
の
西
部
地
区
で
、

シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
、
マ
リ
ナ
タ
ウ
ン
の

開
発
が
あ
る
。
主
と
し
て
海
洋
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
、
住
宅
、
商
業
・
業
務
施
設
を
ベ

ー
ス
に
し
た
新
都
市
の
建
設
で
あ
る
。 

都
心
部
は
古
い
３
つ
の
埠
頭
か
ら
な
り
、

そ
の
中
央
部
の
博
多
埠
頭
は
離
島
航
路
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
る
。
そ
の
改
築
に
合
わ

せ
て
商
業
施
設
を
付
設
し

た
ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ス

博
多
の
開
発
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
開
発
に
あ
た
っ
た
第

３
セ
ク
タ
ー
は
経
営
破
綻

し
、
現
在
は
民
間
会
社
が
運

営
し
て
い
る
。 

他
方
、
隣
接
の
中
央
ふ
頭

で
は
国
際
会
議
場
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
、
国
際
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
が
進
む
と

と
も
に
、
わ
が
国
の
港
で
最

大
の
国
際
旅
客
を
取
り
扱

う
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。 

東
部
地
区
で
は
、
４
０
０

㏊
に
及
ぶ
広
大
な
面
積
の

人
工
島
建
設
が
進
み
つ
つ

あ
る
。
新
し
い
港
と
ま
ち
づ

く
り
を
融
合
し
た
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
で
あ

る
。 北

九
州
市
で
は
門
司
港

の
港
湾
や
交
易
機
能
が
遊

休
化
し
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
そ
れ
ら
を
生
か
す
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
開
発

が
進
ん
で
い
る
。
船
溜
ま
り

を
残
し
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
門
司
港

駅
を
起
点
に
、
明
治
か
ら
昭
和
の
初
め
に

か
け
て
の
、
い
わ
ゆ
る
大
正
レ
ト
ロ
調
の

建
造
物
を
整
備
・
保
存
し
、
テ
ー
マ
パ
ー

ク
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
２
０
０
７
年
に

は
年
間
２
２
０
万
人
の
観
光
客
が
集
ま
る

ほ
ど
で
、
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
る
。 

佐
世
保
市
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
は
、
も

と
も
と
は
工
業
団
地
が
計
画
さ
れ
た
と
こ

ろ
だ
が
、
工
場
の
誘
致
が
必
ず
し
も
う
ま

く
い
か
ず
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
転
換
し
た

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
か
ら

始
ま
り
、
会
社
更
生
法
の
適
用
な
ど
大
変

な
紆
余
曲
折
を
経
て
今
日
の
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
に
至
る
が
、
２
０
１
３
年
に
は
黒
字

と
な
り
復
活
し
た
と
い
え
る
。 

宮
崎
シ
ー
ガ
イ
ヤ
は
、
い
わ
ゆ
る
リ
ゾ

ー
ト
法
に
よ
る
第
１
号
指
定
で
、
防
風
林

の
松
林
を
伐
採
し
て
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
う
ま
く
は
い
か
ず
、

第
３
セ
ク
タ
ー
は
破
綻
し
、
民
間
会
社
に

売
却
さ
れ
、
規
模
を
縮
小
し
て
再
建
が
進

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。 

鹿
児
島
の
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
鹿
児
島
は
、

各
離
島
航
路
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に
合
わ

せ
て
、
水
族
館
や
複
合
商
業
施
設
の
導
入

を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
背

後
の
市
街
地
開
発
が
予
定
さ
れ
、
港
と
街

の
融
合
型
の
開
発
で
あ
る
。 

以
上
を
概
観
す
れ
ば
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
開
発
は
１
９
８
０
年
代
に
始
ま
り

今
日
に
至
る
が
、
当
初
の
事
業
は
失
敗
し

た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
バ

ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
加
え
、
初
期
投
資
が

余
り
に
も
巨
額
で
、
そ
れ
に
利
用
需
要
が

追
い
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。 

都　市
シーサイドももち 埋立1982～1986 138ha 

福岡市

ベイサイドプレイス博多 1988～1991
福岡市

アイランドシティ 1994～ 401ha
福岡市

門司港レトロ 1988～
北九州市

長崎水辺の森公園 1989～2004 6.5ha
長崎市

長崎ハウステンボス 1987～1998 152ha
佐世保市

佐世保5番街 2013開業
佐世保市

フェニックス・シーガイヤ・リゾート 1991～1993 700ha
宮崎市

マリンテラス鹿児島 埋立1986～
鹿児島市

長崎港内港再開発事業の一環として1988年に埋め立てに着手、2004年に長崎水辺の森公園が全
体供用開始とばった。大地の広場、水の庭園、水辺のプロムナードからなる。

総合保養地域整備法の第1号指定の宮崎・日南海岸リゾートの中核施設として、室内プール、
ゴルフコース、ホテルが完成したが、第3セクターの運営は破たん。民間会社に転売された。

鹿児島港本港区を全面的に改修、旅客ターミナルの改築とともに、水族館や複合商業施設、
ウォーターフロントパークを整備。

開発地区の名称、開発内容など

1986年、佐世保港ポートルネッサンス21計画、2002年埋め立て完了。そして、2013年に佐世保
港再開発事業の中核施設として開業した大型複合商業施設である。

当初は住機能、業務機能重視の開発計画であったが、プロ野球チーム誘致を機に、野球場など
のレク機能や商業施設を含む複合機能型開発に変更された。

都心部の古い博多ふ頭を再開発し、離島航路の旅客機能と、それに付随した商業施設を整備。
当初3セクで事業が進められたが、うまくいかず、現在民間会社により運営されている。

港湾機能の強化、新しい産業の集積拠点、快適な都市空間の形成を目標にみなとづくりとまち
づくりを融合した人工島の構築。

船溜まりを残しながら、歴史的建造物を集めて再生し、合わせて商機能、文化レクレーション
機能を充実。

工業団地計画として土地造成されたが、企業が集まらず、テーマパークと住機能による整備が
進められた。2度に渡る経営破たんがあったが、現在は再建に成功している。
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海
と
陸
の
境
界
に
あ
る
干
潟 

 
 

 
 

  

〝
春
潮
の
底
ま
で
見
ゆ
る
日
ざ
し
か

な
″
（ 

今
井
千
鶴
子
、 

ホ
ト
ト
ギ
ス
）
。

一
方
、
オ
フ
コ
ー
ス
が
歌
う
歌
謡
曲
「
汐

風
の
な
か
で
」
の
出
だ
し
は
〝
汐
風
に
頬

染
め
た
君
の
髪
が
ゆ
れ
て
い
る
〟
だ
。
潮

と
汐
。
と
も
に
「
し
お
」
と
読
む
が
、
潮

は
朝
方
の
、
汐
は
夕
方
の
「
し
お
」
を
意

味
す
る
。
こ
れ
は
、「
し
お
」
の
満
ち
引
き

が
１
日
に
２
回
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
海
水
現
象
の
「
し
お
」
を

代
表
す
る
言
葉
は
、
正
式
に
は
潮
汐
（
ち

ょ
う
せ
き
）
で
あ
る
が
、
一
般
に
潮
を
代

表
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。 

 

さ
て
、
陸
と
海
と
の
境
界
部
で
は
潮
の

満
ち
引
き
で
地
表
面
が
水
の
上
に
現
れ
た

り
、
水
面
下
に
沈
ん
だ
り
し
て
い
る
。
こ

の
海
陸
の
変
動
部
分
が
い
わ
ゆ
る
潮
間
帯

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
朔
（
さ
く
。
新
月
）

お
よ
び
望
（
ぼ
う
。
満
月
）
の
日
か
ら
５

日
以
内
の
各
月
最
高
満
潮
面
、
最
低
干
潮

面
の
一
年
以
上
に
わ
た
る
平
均
水
位
に
よ

る
潮
間
帯
が
干
潟
（
ひ
が
た
）
で
あ
る
。 

 

干
潟
は
、
波
浪
の
影
響
が
少
な
く
、
こ

う
配
が
緩
や
か
な
海
域
で
、
河
川
水
や
海

水
に
交
じ
る
砂
や
泥
が
沈
殿
し
て
堆
積
し
、

で
き
あ
が
る
。
し
た
が
っ
て
、
懐
の
深
い

湾
奥
な
ど
の
河
口
や
そ
の
近
辺
で
よ
く
発

達
す
る
が
、
環
境
庁
に
よ
れ
ば
、
干
出
幅

１
０
０
ｍ
以
上
で
干
出
面
積
１
㏊
以
上
を

干
潟
と
定
め
て
い
る
。 

表
１
に
、
九
州
に
関
わ
り
あ
る
干
潟
の

一
覧
を
示
す
。
そ
の
中
で
、
有
明
海
は
わ

が
国
最
大
の
干
潟
で
あ
る
。
五
島
灘
か
ら

島
原
湾
の
狭
窄
部
を
介
し
て
懐
深
く
入
り

込
ん
だ
海
域
で
あ
る
。
そ
こ
に
火
山
灰
な

ど
の
微
細
な
泥
土
を
含
む
河
川
水
が
流
れ

込
み
、
干
潟
が
形
成
さ
れ
た
。
干
満
差
は

６
ｍ
（
ち
な
み
に
東
京
湾
は
２
ｍ
、
博
多

湾
は
２
．
２
ｍ
）
に
及
び
、
干
潟
面
積
は

約
２
万
㏊
で
あ
る
。 

次
い
で
、
一
部
九
州
に
関
わ
る
周
防
灘

西
や
面
積
４
千
㏊
の
八
代
海
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
唐
津
伊
万
里
、
日
向
灘
、
大
村
湾
、

別
府
湾
、
天
草
灘
な
ど
が
あ
る
。 

九
州
い
た
る
と
こ
ろ
に
干
潟
が
み
ら
れ

る
が
、
そ
れ
ら
は
土
砂
の
性
質
に
も
と
づ

い
て
泥
質
土
と
砂
質
土
に
大
別
さ
れ
る
。 

干
潟
で
は
、
海
と
陸
が
交
わ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
多
く
で
多
様
か
つ
独
特
な
生
物

が
生
息
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
こ

と
も
あ
っ
て
多
彩
な
鳥
類
の
飛
来
が
あ
る
。

ま
た
、
人
々
が
干
潟
固
有
の
漁
や
水
産
業

に
い
そ
し
み
、
潮
干
狩
り
な
ど
を
楽
し
む

親
水
空
間
で
も
あ
る
。 

 

有
明
海
で

い
え
ば
、
ム

ツ
ゴ
ロ
ウ
や

シ
オ
マ
ネ
キ

な
ど
が
生
息

す
る
。
ま
た
、

佐
賀
県
鹿
島

市
で
ガ
タ
リ

ン

ピ

ッ

ク

が
、
１
９
８

５
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

ガ
タ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
干
潟
と
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
合
わ
せ
た
造
語
だ
が
、
干
潟
を
競

技
場
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
を
行
う
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
。
ガ
タ
ス
キ
ー
（
干
潟
の

移
動
の
た
め
用
い
ら
れ
て
い
る
伝
統
的
な

道
具
）
競
技
や
、
潟
上
に
並
べ
た
板
の
上

を
走
る
自
転
車
競
技
が
催
さ
れ
て
い
る
。

一
種
の
地
域
お
こ
し
で
、
国
内
外
か
ら
多

く
の
参
加
が
あ
り
、
開
催
当
日
は
大
変
な

賑
わ
い
で
あ
る
。 

 

農
地
確
保
の
た
め
の
干
拓
工
事 

  

と
こ
ろ
で
、
人
々
は
生
き
る
た
め
の
食

を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
農
業
を
発

達
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
際
、
山
を
開
墾
し

棚
田
を
切
り
開
く
一
方
で
、
沿
岸
域
で
も

農
地
を
確
保
す
る
た
め
に
陸
域
の
拡
大
が

は
か
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
方
法
の
一
つ
が

干
拓
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
項
に
述
べ
た
人

工
的
な
土
地
造
成
の
埋
立
て
と
は
全
く
異

な
る
事
業
目
的
と
手
法
で
あ
る
。 

 

図
１
の
上
段
に
示
す
よ
う
に
、
干
潟
の

前
面
に
潮
受
（
干
拓
）
堤
防
を
構
築
し
、

合
わ
せ
て
水
門
を
設
け
る
。
こ
の
と
き
、

干
潮
時
に
は
水
門
を
開
け
て
排
水
し
、
そ

の
の
ち
閉
鎖
す
れ
ば
干
潟
を
干
し
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
干
拓
と
は
こ
う
し
た
内

容
を
基
本
と
す
る
工
事
で
あ
る
。 

 

干
拓
で
得
ら
れ
た
土
地
を
干
拓
地
と
呼

ぶ
が
、
一
般
に
そ
の
標
高
は
海
面
よ
り
も

低
く
、
塩
分
を
多
く
含
み
、
軟
弱
で
あ
る
。

こ
の
た
め
宅
地
と
し
て
の
利
用
は
難
し
い

が
、
塩
分
を
除
去
す
れ
ば
農
地
と
し
て
十

分
に
活
用
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が

国
で
は
、
干
拓
と
い
え
ば
農
地
を
確
保
し

拡
大
す
る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
り
、
農
業

土
木
事
業
の
一
環
と
し
て
各
地
で
推
進
さ

れ
て
き
た
。 

 

世
界
的
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
干
拓
が
有
名

だ
が
、
最
大
と
な
れ
ば
韓
国
の
全
羅
北
道
・

黄
海
岸
の
干
潟
に
お
け
る
セ
マ
ン
グ
ム
干

拓
で
あ
る
。
１
９
９
１
年
に
工
事
に
着
手

し
、
２
０
０
６
年
に
、
３
３
㎞
に
お
よ
ぶ

防
潮
堤
を
完
成

さ
せ
た
。
堤
内
部

の
総
面
積
は
４

万
㏊
に
及
び
、
土

地
利
用
は
、
当
初
、

農
地
と
淡
水
湖

の
計
画
で
あ
っ

た
が
、
今
後
ど
う

な
る
か
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い

な
い
。 

こ
れ
に
対
し
、

わ
が
国
で
は
、
セ

マ
ン
グ
ム
干
拓

ほ
ど
の
規
模
は

な
い
が
、
干
拓
史

満潮

干潮

干拓地
排水
閉鎖

潮
受
堤
防

陸域

図１ 干拓の原理 

海域名 干潟面積（㏊）
有明海 20,391

八代海 4,083

唐津伊万里 662

日向灘 612

大村湾 460

別府湾 438

天草灘 430

博多湾 256

長崎 222

鹿児島湾 192

奄美諸島 134

五島 126

響灘 78

薩摩 77

対馬 36

大隅 34

大隅諸島 22

周防灘西* 6,532

周防灘東* 841

豊後水道* 94

伊予灘西* 92

*：九州以外の対岸を含む

表 1 各海域の干潟面積 

環境庁：第５回自然環境保
全基礎調査・海辺調査によ
る 

世
代
を
繋
ぎ
開
い
た
干
拓 

16 

Ⓣ 
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の
中
で
有
明
海
の
干
拓
が
最
も
長
い
歴
史

を
も
ち
、
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
規
模
も

大
き
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
事
例
に
取
り

上
げ
て
干
拓
事
業
の
概
略
を
述
べ
れ
ば
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

有
明
海
に
堆
積
す
る
土
砂
は
、
地
元
で

は
ガ
タ
（
潟
）
土
と
呼
ば
れ
、
シ
ル
ト
混

じ
り
の
粘
土
で
あ
る
。
こ
の
ガ
タ
土
の
供

給
源
は
有
明
海
を
取
り
巻
く
九
重
・
阿
蘇
、

筑
紫
、
雲
仙
と
連
な
る
山
々
で
あ
り
、
そ

れ
ら
か
ら
流
入
す
る
多
く
の
河
川
が
あ
る
。

本
明
川
、
塩
田
川
、
六
角
川
、
嘉
瀬
川
、

筑
後
川
、
矢
部
川
、
菊
池
川
、
白
川
、
緑

川
な
ど
だ
。
こ
れ
ら
か
ら
泥
土
が
流
れ
込

み
、
潮
汐
作
用
に
よ
っ
て
休
む
こ
と
な
く

土
砂
の
堆
積
が
続
い
て
い
る
。 

 

湾
奥
で
は
、
多
い
と
こ
ろ
で
年
に
５
㎝

の
堆
積
が
あ
り
、
古
代
か
ら
こ
う
し
た
堆

積
に
よ
る
干
潟
の
発
達
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
有
明
海
の
干
拓
は
推
古
天
皇
の
頃
（
７

世
紀
）
に
始
ま
っ
た
と
の
説
も
あ
る
。 

 

加
え
て
、
干
拓
は
一
度
行
え
ば
そ
れ
で

終
わ
り
で
は
な
い
。
潮
受
堤
防
を
設
け
て

も
、
時
間
が
た
て
ば
そ
の
前
面
に
再
び
ガ

タ
土
が
堆
積
し
、
干
潟
が
形
成
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
再
度
干
拓
が
行
わ
れ
る
と

い
う
よ
う
に
、
過
去
か
ら
幾
度
と
な
く
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
。 

年
５
㎝
の
堆
積
と
す
れ
ば
数
十
年
も
す

る
と
２
、
３
ｍ
の
堆
積
と
な
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
数
十
年
に
一
回
程
度
の
干
拓
、

そ
し
て
干
潟
の
発
達
、
再
び
干
拓
と
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
、
地

元
で
は
「
１
世
代
１
干
拓
」
と
称
し
、
人

の
生
涯
に
わ
た
る
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
干

拓
事
業
を
受
け
継
い
で
き
た
。 

農
水
省
九
州
農
政
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
と
づ
い
て
、
江
戸
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
の
各
年
代
の
干
拓
の
概
況
を
示
せ
ば

図
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
有
明
海
の
総
面

積
は
約
１
７
０
０
㎢
だ
が
、
過
去
の
干
拓

の
総
面
積
は
約
２
．
７
万
㏊
で
あ
る
。
佐

賀
市
全
面
積
の
約
２
／
３
に
相
当
す
る
が
、

湾
奥
の
塩
田
川
か
ら
矢
部
川
ま
で
の
佐
賀
、

福
岡
両
県
沿
岸
域
に
か
け
て
干
潟
が
発
達

し
、
干
拓
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
情
況
が

理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
、
菊
池
川
や
白
川
、

緑
川
と
い
っ
た
有
明
海
東
よ
り
の
熊
本
県

側
河
口
部
に
も
干
拓
が
進
ん
で
い
る
。 

こ
れ
ら
に
対
し
、
西
寄
り
の
長
崎
県
側

は
、
諫
早
湾
に
面
し
窪
ん
だ
湾
地
形
を
な

す
本
明
川
河
口
部
に
干
潟
、
干
拓
が
み
ら

れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 
戦
後
に
限
れ
ば
、
有
明
干
拓
・
福
留
干

拓
（
佐
賀
県
白
石
町
、
１
９
３
８
～
１
９

７
８
年
）
が
あ
る
。
当
初
、
県
営
事
業
と

し
て
行
わ
れ
た
が
、
後
に
国
営
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
昭
代
干
拓
、

三
池
干
拓
・
大
和
干
拓
（
福
岡
県
大
牟
田

市
・
み
や
ま
市
・
柳
川
市
、
１
９
４
３
～

１
９
７
０
年
）
が
あ
り
、
基
本
的
に
は
国

営
事
業
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

次
の
参
考
で
述
べ
る
よ
う
に
、
１
９
８
９

～
２
０
０
７
年
に
、
国
営
事
業
と
し
て
実

図 2 有明海の干拓の歴史 

（図は、九州農政局ホームページ「有明海と諫早湾の 

干拓の歴史」を簡略化して作成した） 

 

熊
本

佐
賀

大
牟
田

諫
早

本明川

緑川

白川

矢部川

筑後川

嘉
瀬
川

六角川

塩田川

菊池川

干潟

江戸以前

江戸時代

明治～S10代

S20～S30代

S40～S50代

凡例

島
原

宇
土

柳
川

鹿
島

玉
名

福
岡
県

熊
本
県

佐賀県

長
崎
県

表 2 有明海における戦後の干拓事業 

堤防に守られた農地(有明海東部三池地区) 

1
有明工区 1933年　県営事業として着手

1946年　国営事業として再発足
福富工区、廻里江工区を追加

1979年　完成
2 有明海東部地区有明海東部地区有明海東部地区有明海東部地区有明海東部地区

昭代干拓（柳川市　120ha)
1943～1963年　農地開発営団により
　　着手し、1948年に県の代行事業

三池地区(みやま、大牟田市　541ha)　1952～1967年
大和地区(柳川市　331ha)　1958～1970年

3 諫早干拓（諫早市　3500ha,うち造成942ha,調整池2600ha)
1989～2007年

有明干拓(白石町　1708ha、うち農地1326ha)
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施
さ
れ
た
諫
早
干
拓
（
長
崎
県
諫
早
市
）

が
あ
る
。 

 

干
潟
の
保
存
か
、
干
拓
か 

  

す
べ
て
の
干
潟
が
干
拓
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
多
く
は
保
存
さ
れ
る
が
、
そ
の

効
果
と
し
て
つ
ぎ
の
こ
と
が
い
え
る
。 

○
干
潟
は
、
海
水
と
淡
水
が
入
り
混
じ
る

汽
水
域
で
あ
り
、
多
様
な
生
物
が
生
息

し
、
あ
る
い
は
集
ま
る
場
と
し
て
機
能

す
る
。
つ
ま
り
、
生
物
の
多
様
性
に
貢

献
す
る
。 

○
川
の
流
れ
が
あ
り
、
干
満
が
繰
り
返
さ

れ
る
な
ど
か
ら
水
質
浄
化
の
役
割
を
果

た
す
。 

○
緩
い
勾
配
で
波
を
消
す
効
果
が
あ
り
、

波
が
陸
域
に
押
し
寄
せ
る
力
を
い
さ
さ

か
な
り
と
も
弱
め
る
。 

○
潮
干
狩
り
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
、
人
々
に
貴
重
な
親
水
空
間
を
も
た

ら
す
。 

○
人
々
に
豊
か
な
海
の
産
物
を
も
た
ら
す
。 

 

そ
の
一
方
で
、
干
拓
も
ま
た
さ
ま
ざ
ま

な
便
益
が
期
待
で
き
る
。 

☆
陸
域
が
拡
大
し
、
肥
沃
な
土
壌
に
よ
り

農
業
生
産
の
増
大
に
大
き
く
寄
与
す
る
。 

☆
潮
受
堤
防
な
ど
が
、
台
風
時
な
ど
の
高

潮
を
防
止
す
る
効
果
が
あ
る
。 

☆
堤
防
内
の
水
位
を
さ
げ
、
あ
る
い
は
、

維
持
し
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

分
河
川
の
氾
濫
が
防
止
で
き
る
。 

 

干
潟
の
保
全
か
、
干
拓
か
は
、
こ
れ
ら

両
者
か
ら
の
便
益
を
ど
う
評
価
し
比
較
す

る
か
に
関
わ
る
。
ま
た
、
便
益
を
経
済
的

な
価
値
だ
け
で
な

く
、
文
化
的
価
値
を

も
含
め
て
、
市
民
の

総
合
的
な
意
識
を

ど
う
理
解
す
る
か

に
関
わ
る
。
自
然
と

の
共
生
を
め
ざ
す

干
潟
の
保
存
。
こ
れ

に
対
し
、
棚
田
と
同

様
に
、
文
化
的
、
風

土
的
価
値
を
持
つ

干
拓
が
あ
り
、
に
わ

か
に
は
判
断
で
き

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
様
々
な
角

度
か
ら
の
検
討
が

望
ま
れ
る
。 

 

そ
う
し
た
中
で
、

前
述
の
干
拓
事
業

の
一
方
で
、
干
潟
の

保
存
を
目
指
す
動

き
が
あ
り
、
そ
の
１

つ
が
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
で
あ
る
。 

ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
と
は
、
カ
ス
ピ
海

に
面
す
る
イ
ラ
ン

の
都
市
ラ
ム
サ
ー

ル
で
調
印
さ
れ
た

こ
と
に
由
来
す
る

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ

る
。
１
９
７
１
年
に

制
定
、
１
９
７
５
年
に
発
行
し
た
。
正
式

に
は
、「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際

的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
」
で
あ

り
、
そ
の
中
に
海
洋
沿
岸
域
の
湿
地
で
あ

る
干
潟
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

２
０
１
５
年
現
在
で
は
、
世

界
１
６
８
か
国
が
条
約
を
締
結

し
、
２
１
８
６
の
湿
地
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
５
０
か

所
の
登
録
だ
が
、
九
州
は
表
３

の
と
お
り
６
か
所
が
あ
る
。
そ

の
う
ち
の
３
つ
は
干
潟
で
あ

り
、
今
１
つ
が
そ
れ
に
類
す
る

砂
浜
で
あ
る
。 

干
潟
は
、
荒
尾
、
東
よ
か
、
肥

前
鹿
島
干
潟
で
あ
り
、
何
れ
も

有
明
海
に
面
す
る
。
そ
の
中
で
、

荒
尾
は
７
５
４
㏊
に
及
ぶ
指
定

で
あ
り
、
国
内
有
数
の
規
模
で

あ
る
（
図
３
）
。
海
岸
沿
い
に
松

並
木
が
あ
り
、
そ
の
前
面
の
干

潟
に
ゴ
カ
イ
類
、
貝
類
な
ど
の

多
様
な
生
き
物
が
生
息
し
、
干

潟
を
利
用
し
た
ノ
リ
の
養
殖
や

ア
サ
リ
漁
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

あ
る
い
は
、
シ
ギ
や
チ
ド
リ

な
ど
全
国
有
数
の
渡
り
鳥
の
飛

来
地
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
毎
年

夏
に
な
る
と
、
荒
尾
マ
ジ
ャ
ク

釣
り
大
会
の
催
し
が
あ
る
。
マ

ジ
ャ
ク
と
は
ア
ナ
ジ
ャ
コ
の
こ

と
で
、
毛
筆
を
用
い
て
釣
る
伝

統
漁
法
を
体
験
す
る
楽
し
い
大

会
で
あ
る
。 

ま
た
、
東
よ
か
、
肥
前
鹿
島
干
潟
は
、

と
も
に
佐
賀
県
の
有
明
海
湾
奥
の
干
拓
地

先
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
荒
尾
と
類

似
の
生
態
系
を
な
す
。 

さ
ら
に
、
屋
久
島
永
田
浜
は
島
内
最
長

の
海
浜
で
、
面
積
は
１
０
㏊
で
あ
る
。
永

田
川
河
口
を
挟
ん
で
２
つ
の
部
分
に
分
か

れ
、
南
側
に
延
長
約
１
㎞
、
北
側
に
約
２

㎞
の
範
囲
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ア
カ
ウ

ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
と
し
て
有
名
で
、
北
太

平
洋
で
最
も
多
く
上
陸
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。 

荒
尾
干
潟

大
牟
田
駅

荒
尾
駅

南
荒
尾
駅

三池港

荒

尾

市

有

明

海

荒

尾

干

潟

図３ ラムサール条約登録湿地“荒尾干潟” 

表 3 九州のラムサール登録地 

登録地 面積 所在地 登録年 内容
くじゅう坊ｶﾞﾂﾙ･ﾀﾃﾞ原湿原　91ha 大分県竹田市、九重町 2005 坊ガツル、タデ高原の中間湿原

藺牟田池 60ha 鹿児島県薩摩仙台市 2005 標高300mの火口湖。ベッコウトンボ生息地

屋久島永田浜 10ha 鹿児島県屋久島町 2005 永田川河口で、南1㎞、北2㎞。アカウミガメ産卵地

荒尾干潟 754ha 熊本県荒尾市 2012 有明海東部に位置。単一干潟として国内有数の広さ

東よか干潟 218ha 佐賀県佐賀市 2015 有明海北岸に位置。ムツゴロウ、ズグロカモメなど

肥前鹿島干潟 57ha 佐賀県鹿島市 2015 有明海北岸に位置。シギ、チドリ、ズグロカモメなど
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参
考 

平
成
の
諫
早
湾
干
拓
事
業 

  

諫
早
湾
は
、
有
明
海
の
湾
奥
で
、
島
原

半
島
の
付
け
根
に
窪
む
よ
う
に
入
り
こ
ん

で
い
る
（
本
文
図
２
）
。
そ
の
面
積
は
約
１

１
０
㎢
（
博
多
湾
１
３
３
㎢
の
約
０
．
８

倍
）
で
あ
り
、
有
明
海
の
総
面
積
１
７
０

０
㎢
（
東
京
湾
１
３
２
０
㎢
の
約
１
．
３

倍
、
）
か
ら
す
れ
ば
７
％
で
あ
る
。 

こ
の
諫
早
湾
に
あ
っ
て
、
長
崎
県
唯
一

の
一
級
河
川
・
本
明
川
と
、
そ
れ
に
加
わ

る
田
古
里
川
や
船
津
川
、
境
川
、
深
海
川
、

二
反
田
川
、
有
明
川
、
西
郷
川
、
神
代
川
、

土
黒
川
と
い
っ
た
小
河
川
の
河
口
部
に
発

達
し
て
い
る
の
が
諫
早
干
潟
で
あ
る
。
ガ

タ
土
は
泥
質
で
、
シ
チ
メ
ン
ソ
ウ
（
ミ
ル

マ
ツ
ナ
）
、
バ
イ
ガ
イ
、
タ
イ
ラ
ギ
、
シ
オ

マ
ネ
キ
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
な
ど
が
生
息
す
る
。 

 

諫
早
湾
も
、
佐
賀
や
福
岡
の
他
の
地
域

と
同
様
に
古
く
か
ら
干
拓
が
繰
り
返
さ
れ

て
き
た(

図)

。
過
去
６
０
０
年
の
間
に
、
い

わ
ゆ
る
地
先
干
拓
を
繰
り
返
し
、
３
５
０

０
㏊
の
干
拓
地
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
。
本

明
川
沿
い
の
地
域
か
ら
島
原
湾
全
域
へ
と

展
開
さ
れ
、
明
治
以
降
は
島
原
よ
り
の
森

山
、
愛
野
、
吾
妻
へ
と
広
が
り
を
見
せ
た
。 

 

そ
し
て
、
現
代
の
干
拓
で
あ
る
。
中
央

干
拓
地
、
小
江
干
拓
地
と
調
整
池
を
整
備

す
る
内
容
で
あ
る
。
当
初
、
諫
早
湾
全
域

を
締
め
切
り
、
農
地
の
確
保
は
も
と
よ
り
、

農
業
用
水
の
確
保
、
田
畑
の
冠
水
被
害(

塩

害)

の
防
止
と
い
う
一
石
三
鳥
の
構
想
が

発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
予
算
上
の
問
題

か
ら
事
業
規
模
は
約
１
／
３
、
有
明
海
の

２
％
に
縮
小
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
図
お
よ

び
そ
の
付
表
で
あ
る
。 

 

本
干
拓
は
、
む
ろ
ん
農
地
の
確
保
が
目

的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
る
問

題
点
は
、
本
明
川
の
延
長
が
極
め
て
短
く

（
約
２
８
㎞
）
、
か
つ
流
域
面
積
が
２
４
９

㎢
と
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
。
九
州
最
大
の

筑
後
川
か
ら
す
れ
ば
約
１
１
分
の
１
の
規

模
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
水
源
の
標
高

が
７
９
６
ｍ
と
高
い
。
こ
の
た
め
、
降
雨

が
あ
る
と
、
平
均
こ
う
配
１
／
３
５
を
一

気
に
流
れ
下
る
こ
と
と
な
る
。
河
川
氾
濫

の
防
止
と
と
も
に
、
農
業
用
水
の
確
保
が

地
域
の
悲
願
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
２
６
０

０
㏊
の
調
整
池
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
海
の
側
か
ら
は
台
風
時
の
高
潮

被
害
の
心
配
が
あ
る
。
昭
和
２
年
の
台
風

時
に
は
三
池
港
で
７
．
３
ｍ
の
最
高
潮
位

が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
島
原

大
変
肥
後
迷
惑
の
津
波
や
、
強
風
に
よ
る

風
浪
で
発
生
す
る
波
し
ぶ
き
が
あ
り
、
こ

れ
ら
に
よ
る
農
産
物
へ
の
塩
害
が
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、
当
然
な

が
ら
、
完
全
な
防
止
は
不
可
能
で
、
結
局

は
、
減
災
概
念
に
よ
る
対
策
が
求
め
ら
れ
、

潮
受
堤
防
（
７
ｍ
）
お
よ
び
内
側
の
護
岸

が
、
他
地
域
の
防
潮
堤
と
同
様
に
機
能
す

る
こ
と
と
な
る
。
幸
い
に
、
潮
受
堤
防
完

成
後
の
１
９
９
９
年
に
直
撃
し
た
台
風
１

８
号
で
は
、
八
代
湾
で
高
潮
被
害
が
発
生

し
た
も
の
の
、
湾
奥
の
た
め
、
よ
り
一
層

懸
念
さ
れ
た
諫
早

湾
で
の
被
害
は
免

れ
た
。 

 

他
方
、
干
拓
地
以

外
の
有
明
海
で
は

漁
業
へ
の
影
響
、
つ

ま
り
海
苔
の
色
落

ち
、
ア
サ
リ
や
タ
イ

ラ
ギ
漁
の
減
少
が

心
配
さ
れ
た
。
確
か

に
一
時
そ
う
し
た

現
象
も
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
、
タ
イ
ラ

ギ
に
な
お
問
題
が
残
る
も
の
の
、
海
苔
や

ア
サ
リ
は
回
復
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
漁
業
へ
の
影
響
は
諸
説
が
あ

る
。
干
拓
に
よ
る
締
切
り
説
（
諫
早
湾
の

水
質
や
底
質
変
化
、
水
流
の
変
化
な
ど
）
、

海
苔
の
酸
処
理
説
、
赤
潮
の
発
生
や
自
然

条
件
の
変
化
、
有
明
海
お
よ
び
そ
れ
と
か

か
わ
る
河
川
等
に
お
け
る
諸
工
事
の
影
響
、

さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
複
合
な
ど
。
そ
こ
で
、

原
因
を
探
る
た
め
に
、
一
度
締
め
切
っ
た

水
門
を
開
い
て
調
査
を
し
て
は
と
の
問
題

提
起
も
あ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
場
合
、
逆
に
干
拓
地
へ

の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
あ
る
い
は
現
在

の
漁
業
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
有
明
海
の
水
産
業
者
と
諫
早
湾
地
域

の
農
業
者
の
間
で
、
開
門
調
査
を
巡
る
対

立
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
裁
判
も
相
反

す
る
判
決
が
下
さ
れ
、
混
迷
し
て
い
る
。 

漁
獲
量
や
農
業
生
産
量
の
推
移
を
見
極

め
、
自
然
環
境
、
社
会
条
件
の
変
化
と
照

ら
し
合
わ
せ
た
総
合
的
な
判
断
が
大
切
で
、

早
期
解
決
が
期
待
さ
れ
る
。 

諌早湾干拓の堤防道路  ○ｗ 

昭和

明治・大正

文化文政～明治

元禄～文化文政

元禄以前

凡例

高
本
町

白
浜
町長

田
町小

豆
崎
町

福
田
町

小
野
町

森
山
町

吾
妻
町

愛
野
町

赤
崎
町

黒
崎
町

小江干拓地
(90㏊)

中央干拓地
(580㏊)

諫
早
市

ビオトープ

ビオトープ

図 諫早湾の干拓 

最終事業費　　2530億円（漁協、漁連への補償279億円）

流域面積　 　　249㎢　　締め切り面積　3542ha

かんがい面積   672ha(中央干拓地 581ha,小江干拓地 91ha)

道路,水路,宅地等 144ha 堤防用地　126ha

調整池  2600ha　(有効調整容量79000㎥）

工事概要 潮受堤防 延長　7050m　　天端標高　EL(+)7.0m

内部堤防 延長 11070m　　天端標高　EL(+) 3.5～4.0m

営農計画 露地野菜、施設野菜、施設花き、酪農、肉用牛

干拓事業の経緯 有明海関連の自然災害

1976 台風17号で横島干拓等稲作被害

1988 工事着手(潮受堤防、排水門) 1982 長崎水害による小野平野冠水

1990 雲仙普賢岳噴火

1997 潮受堤防締切（1999完成） 1991 再噴火、火砕流発生

2000 中央干拓地で営農試験開始 1995 噴火活動休止

2008 事業完成、営農開始 1999 台風18号通過（八代高潮被害）

注）長崎県ホームページ「諫早湾干拓事業」より作成
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新
し
い
社
会
資
本
〝
棚
田
〟
と
は 

  

最
近
に
な
っ
て
、
社
会
資
本
の
概
念
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
従
来
の
市
民
が
共
通

に
利
活
用
す
る
と
い
う
概
念
以
外
に
、
み

ん
な
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
、
多
様
な
価

値
観
や
生
き
が
い
な
ど
に
応
え
る
た
め
に
、

自
然
の
多
様
性
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
環
境
、

人
の
営
み
に
つ
い
て
市
民
の
関
心
の
高
ま

り
が
あ
る
。
文
化
や
歴
史
、
景
観
な
ど
へ

の
強
い
興
味
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

に
応
え
る
大
切
な
市
民
共
通
の
資
産
が
ま

た
社
会
資
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
う
し
た
中
で
、
普
遍
性
が
あ
り
、
そ

の
代
表
的
な
例
に
棚
田
が
あ
げ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
前
述
の
新
た
な
社
会
資
本
に
関

わ
る
認
識
の
い
ず
れ
の
観
点
も
が
こ
の
棚

田
に
当
て
は
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

と
こ
ろ
で
、
農
水
省
は
、
水
田
要
整
備

量
調
査
（
１
９
８
８
年
）
に
際
し
、
傾
斜

度
が
２
０
分
の
１
（
水
平
距
離
２
０
メ
ー

ト
ル
で
１
メ
ー
ト
ル
高
く
な
る
傾
き
）
以

上
の
田
を
棚
田
と
し
た
。
根
拠
は
不
明
確

だ
が
、
こ
れ
以
外
に
、
形
状
や
規
模
な
ど

に
関
し
、
公
式
か
つ
厳
格
に
棚
田
を
定
義

す
る
も
の
は
な
い
。
こ
の
た
め
一
般
に
は
、

急
な
斜
面
で
、
稲
作
の
た
め
、
等
高
線
に

沿
う
よ
う
に
階
段
状
に
形
成
さ
れ
た
小
さ

な
田
そ
の
も
の
、
お
よ
び
そ
の
集
合
体
を

棚
田
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た

田
の
集
積
を
見
渡
し
、
幾
重
に
も
重
な
る

姿
か
ら
し
て
「
千
枚
田
」
と
も
い
う
。
な

お
、
同
様
の
形
態
を
成
す
畑
の
場
合
は

「
段
々
畑
」
と
称
し
て
い
る
。 

 

わ
が
国
の
棚
田
の
歴
史
は
古
い
。
急
峻

な
地
形
で
あ
る
こ
と
や
、
稲
作
に
は
田
植

え
時
の
灌
漑
、
収
穫
時
の
排
水
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
早
い
段
階
か
ら
山
裾
や

中
山
間
地
な
ど
の
斜
面
を
利
用
し
た
水
田

が
発
達
し
た
。
高
野
山
文
書
（
高
野
山
金

剛
峯
寺
な
ら
び
に
山
内
の
各
子
院
に
伝
え

ら
れ
た
古
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
所
有
す
る

荘
園
に
関
連
し
、
１
３
３
８
年
の
検
注
帳

に
お
い
て
、「
棚
田
一
反
御
得
分
四
十
歩
ハ

余
田
」
と
の
記
述
が
あ
る
（
か
つ
ら
ぎ
町

史
編
集
委
員
会
編⋯

か
つ
ら
ぎ
町
史
―
古

代
・
中
世
資
料
編
）
。 

あ
る
い
は
、
高
野
山
領
紀
州
国
荒
川
荘

に
お
け
る
水
田
の
寄
進
状
（
１
４
０
６
年
）

の
中
に
、「
今
ハ
山
田
ニ
テ
棚
ニ
似
タ
ル
故

ニ
、
タ
ナ
田
ト
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
１

４
世
紀
に
は
棚
田
の
呼
び
名
が
あ
っ
た
と

い
え
る
。
あ
る
い
は
、
こ
う
し
た
呼
称
が

あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
棚
田
が
存

在
し
た
証
で
あ
る
。 

 

棚
田
は
稲
作
文
化
の
原
風
景 

  

こ
こ
で
写
真
１
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
は
中
国
雲
南
省
の
棚
田
で
あ
る
。
ま

さ
に
稲
作
文
化
の
原
風
景
で
あ
り
、
驚
く

ば
か
り
の
光
景
だ
。
水
田
の
輪
郭
や
幅
の

変
化
な
ど
見
事
な
曲
線
群
が
織
り
な
す
造

形
美
。
水
面
の
反
射
に
よ
り
生
み
出
さ
れ

る
多
彩
な
色
彩
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
。
他

で
は
到
底
ま
ね
が
で
き
な
い
光
景
で
あ
る
。

自
然
と
人
が
協
働
し
て
作
り
上
げ
た
世
界

に
た
ぐ
い
ま
れ
な
至
宝
で
あ
り
、
資
産
で

あ
る
。 

 
正
確
に
い
え
ば
、
中
国
南
西
部
の
紅
河

ハ
ニ
族
イ
族
自
治
州
に
お
け
る
雲
南
省
元

陽
県
の
棚
田
で
あ
る
。
本
地
域
で
は
気
候

が
稲
作
に
適
す
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ニ
族
、

イ
族
、
ミ
ャ
オ
族
、
タ
イ
族
な
ど
の
少
数

民
族
が
暮
ら
し
、
稲
作
文
化
を
発
展
さ
せ

て
き
た
。
標
高
１
４
０
０
～
２
０
０
０
ｍ
。

九
州
で
い
え
ば
九
重
連
山
や
霧
島
連
山
の

山
々
に
相
当
す
る
高
さ
の
大
地
に
、
唐

の
時
代
か
ら
１
３
０
０
年
に
わ
た
り

営
々
と
築
か
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

今
で
は
総
面
積
は
１
２
万
㏊
に
及
び
、

そ
の
中
の
「
紅
河
ハ
ニ
棚
田
」
が
写
真
で

あ
る
。 

面
積
約
５
４
０
０
０
㏊
と
世
界
最
大

規
模
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
「
現
存
す

る
文
化
的
伝
統
ま
た
は
文
明
の
、
唯
一

の
ま
た
は
少
な
く
と
も
稀
な
証
拠
」
、

「
あ
る
文
化
を
代
表
す
る
伝
統
的
集
落
」

と
す
る
基
準
を
満
足
し
、
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
（
２
０
１
３
）
。
ま
た
、

世
界
農
業
遺
産
で
も
あ
る
。「
ハ
ニ
族
の

雲
の
梯
子
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
い
ま
や

世
界
中
か
ら
多
く
の
人
々
が
見
学
に
訪

れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
も
中
国
か
ら
稲

作
文
化
が
伝
え
ら
れ
、
古
代
あ
る
い
は

中
世
か
ら
の
長
い
期
間
を
か
け
て
棚
田

が
構
築
さ
れ
て
き
た
。
雲
南
省
ほ
ど
に

規
模
は
大
き
く
な
く
、
ま
た
標
高
も
高

く
な
い
が
、
日
本
固
有
の
も
の
と
し
て
、

各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
を
な
し
、
風
景
や

景
観
と
な
り
、
文
明
を
築
く
も
の
で
あ
る
。 

同
じ
棚
田
で
も
、
一
枚
一
枚
の
田
の
形

の
多
様
さ
に
加
え
て
、
全
体
的
な
形
状
で

は
、
山
間
部
の
浅
い
谷
に
あ
っ
て
窪
み
を

な
す
迫
田
（
さ
こ
だ
）
が
あ
り
、
山
地
の

斜
面
に
突
き
出
す
山
田
が
あ
る
。
ま
た
、

緩
傾
斜
か
、
急
傾
斜
か
、
あ
る
い
は
、
不

成
形
か
、
整
形
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
棚
田
各
段
の
法
面
を
、
土

で
固
め
た
土
羽
（
ど
は
）
と
す
る
か
、
石

積
み
と
す
る
か
で
構
造
上
の
違
い
が
あ
る
。 

当
然
な
が
ら
、
一
般
に
、
規
模
が
大
き

写真１ 中国雲南省の棚田  ○ｗ 

重
要
な
地
域
資
産
・
棚
田 Ⓣ 
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け
れ
ば
迫
田
と
山
田
の
双
方
が
ま
じ
り
、

小
規
模
で
は
各
々
と
な
る
。
ま
た
、
土
羽

は
緩
傾
斜
地
で
み
ら
れ
、
一
段
一
段
の
高

さ
が
比
較
的
低
い
。
こ
れ
に
対
し
、
石
積

み
は
急
傾
斜
地
で
、
段
差
が
高
く
な
る
傾

向
に
あ
り
、
土
羽
に
比
較
し
一
枚
ご
と
の

田
の
面
積
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

棚
田
は
、
当
初
、
稲
作
の
た
め
の
田
を

構
築
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
観
察
し
て
み

る
と
、
そ
の
こ
と
以
外
に
も
い
く
つ
か
の

効
果
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

ら
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。 

同
じ
食
糧
生
産
で
も
上
質
米
を
収
穫

す
る
こ
と
が
で
き
、
付
加
価
値
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
水
源
の
涵
養
は
、
田
に

水
が
保
た
れ
る
結
果
、
そ
の
水
が
少
し
ず

つ
地
下
に
浸
透
し
、
地
下
水
が
涵
養
で
き

る
。
合
わ
せ
て
、
保
水
し
た
分
だ
け
集
中

的
な
豪
雨
の
流
出
緩
和
に
役
立
つ
と
と
も

に
、
逆
に
地
下
へ
の
大
量
の
浸
透
が
抑
え

ら
れ
、
地
す
べ
り
な
ど
の
土
砂
災
害
の
防

止
に
大
な
り
少
な
り
効
果
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
水
田
に
は
多
様
な
生
物
が
生
息

し
、
こ
の
こ
と
か
ら
自
然
の
生
態
系
や
環

境
の
維
持
に
優

れ
て
い
る
。
あ

る
い
は
、
厳
し

い
自
然
と
の
繋

が
り
か
ら
、
棚

田
を
巡
る
さ
ま

ざ
ま
な
伝
承
文

化
が
生
ま
れ
、

子
供
た
ち
の
農

業
体
験
に
好
都

合
で
あ
る
。 

 
他
方
、
難

点
と
し
て
、

一
枚
一
枚
の

田
が
小
規
模

で
あ
り
、
地

形
が
傾
斜
し

て
い
る
な
ど

か
ら
農
業
の
機
械
化
が
難
し
く
、
効
率
的

な
農
業
経
営
が
容
易
で
な
い
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
２
０
１
２
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で

明
ら
か
な
よ
う
に
、
棚
田
は
、
災
害
な
ど

で
壊
さ
れ
る
と
大
き
な
被
害
と
な
り
、
修

復
に
大
変
な
労
力
を
要
す
る
問
題
が
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
た
め
、
最
近
で
は
、
高
齢
化

が
進
ん
だ
多
く
の
地
区
の
棚
田
で
耕
作
放

棄
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
単
に

農
業
の
衰
退
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
自
然

環
境
に
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

 

登
録
さ
れ
た
九
州
の
棚
田
百
選 

わ
が
国
で
は
、
１
９
９
９
年
、
農
水
省

が
全
国
に
棚
田
百
選
の
登
録
を
呼
び
か
け

た
。
各
都
道
府
県
か
ら
全
部
で
１
３
１
市

町
村
、
１
４
９
地
区
の
推
薦
が
あ
っ
た
が
、

う
ち
１
１
７
市
町
村
１
３
４
地
区
が
認
定

さ
れ
た
（
表
２
）
。 

先
に
述
べ
た
傾
斜
度
２
０
分
の
１
以

上
の
土
地
に
お
け
る
水
田
を
棚
田
と
み
な

せ
ば
、
当
時
の
棚
田
総
面
積
は
２
２
万
㏊

で
あ
る
。
百
選
に
登
録
さ
れ
た
１
３
４
地

区
の
総
面
積
は
約
１
４
３
０
㏊
で
あ
り
、

０
．
６
％
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
中
で
、
九

州
か
ら
の
登
録
は
、
４
７
地
区
（
全
国
登

録
の
３
５
％
）
、
面
積
に
し
て
５
９
５
㏊

（
同
４
２
％
）
と
、
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
る
（
表
２
）
。
こ
れ
は
、
九
州
が
稲
作

伝
来
の
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地

が
多
い
地
形
条
件
や
、
早
く
か
ら
集
落
が

各
地
に
展
開
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
ま

た
、
１
地
区
あ
た
り
の
平
均
面
積
は
、
全

国
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
１
２
．
７
㏊
で
あ

り
、
田
一
枚
当
た
り
で
は
全
国
の
値
の
２
．

７
倍
、
４
１
６
㎡
で
あ
る
。 

要
す
る
に
、
棚
田
百
選
の
登
録
は
、
こ

と
の
ほ
か
九
州
に
多
く
、
加
え
て
全
国
的

に
見
て
も
地
区
の
規
模
や
田
１
枚
の
面
積

が
大
き
い
と
い
っ
た
特
色
が
あ
る
。 

 

表
３
は
、
棚
田
百
選
に
登
録
さ
れ
た
九

州
各
県
の
地
区
別
の
概
要
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
熊
本
、
宮
崎
県
に
そ
れ
ぞ
れ
１
１

表 2 棚田百選（1999）の概要 

総面積 地区当り 1枚当り
ha ha ㎡

全　国 134 91733 1428.9 10.7 156
九　州 47 14313 595.4 12.7 416

九州以外 87 77420 833.5 9.6 108

枚数
地区
数

地域

表３ 棚田百選に登録された九州の棚田地区の概要 

景観 生態系

八女市 広内・上原 200 5.9 1/3.6 石積 近世 ○ ○
うきは市 つづら 300 6 1/6.7 石積 近世 ○ ○ ○ ○
朝倉市 白川 40 2.3 1/8. 土・石 不明 ○
東峰村 竹 400 11 1/10. 石積 近世 ○ ○
唐津市 蕨野＊ 1050 40 1/4. 石積 近世 ○ ○
肥前町 大浦 1096 35.4 1/5. 石積 中世 ○
玄海町 浜野浦 283 11.5 1/7. 石積 近世 ○
有田町 岳 570 28.6 1/5. 石積 近世 ○ ○
小城市 江里山 592 16.4 1/5. 石積 中世 ○
佐賀市 西の谷 74 5 1/13. 石積 近世 ○ ○
波佐見町 鬼木 700 50 1/6. 石積 中世 ○ ○
松浦市 土谷 400 10 1/4. 石積 近代 ○
川棚町 日向 80 6 1/15. 石積 近代 ○ ○
長崎市 大中尾 300 6.5 1/20. 石積 近世 ○ ○
南島原市 谷水 230 4.5 1/5. 石積 近代 ○ ○
雲仙市 清水 260 10 1/5. 石積 近代 ○ ○
産山村 扇 17 2.1 1/10. 土羽 近世 ○ ○
八代市 日光 232 2 1/5. 石積 近世 ○ ○
八代市 天神木場 60 2 1/5. 土・石 近世 ○ ○
八代市 美生 52 1.3 1/10. 石積 近世 ○ ○
上天草市 大作山 110 9.5 1/7. 土羽 中世 ○ ○
山鹿市 番所 80 1.1 1/6.6 石積 近代 ○
球磨村 松谷 60 4 1/4. 石積 近代 ○ ○
球磨村 鬼の口 80 2 1/5. 石積 近代 ○ ○
水俣市 寒川 469 10 1/6. 石積 近代 ○
山都町 菅迫田 517 40.8 1/15. 土羽 近世 ○
山都町 峰 215 12.2 1/20. 土羽 近世 ○
由布市 由布川奥詰 87 4.5 1/4. 石積 近世 ○ ○ ○
別府市 内成 1000 41.7 1/10.4 石積 近世 ○ ○ ○
豊後大野市 軸丸北 1100 51.6 1/10.5 土羽 近世 ○ ○

玖珠町 山浦早水 120 6 1/5. 土・石 近代 ○ ○

宇佐市 両合 147 7 1/5. 石積 近世 ○ ○
中津市 羽高 70 4.9 1/10. 石積 近世 ○ ○
えびの市 真幸 33 0.8 1/8.5 石積 現代 ○
高千穂町 栃又 748 24.5 1/10. 土羽 近代 ○
高千穂町 尾戸の口 780 16.4 1/10. 土羽 近代 ○
高千穂町 徳別当 720 25.4 1/12. 土羽 現代 ○
日之影町 石垣村 178 6 1/4. 石積 近代 ○ ○ ○ ○
五ヶ瀬町 鳥の巣 49 2.1 1/12. 土羽 近代 ○ ○ ○
五ヶ瀬町 下の原 105 5.7 1/15. 土羽 近代 ○ ○ ○
五ヶ瀬町 日蔭 82 7.5 1/18. 土羽 近代 ○ ○ ○
日南市 坂元 120 3.5 1/5.7 石積 近代 ○ ○ ○
西米良村 向江 61 3.2 1/6. 石積 古代 ○
西米良村 春の平 67 3.6 1/10. 石積 近代 ○
薩摩川内市 内之尾 150 10.9 1/6. 石積 近世 ○
南九州市 佃 127 24 1/7. 土羽 現代 ○ ○ ○
湧水町 幸田 102 10 1/16. 石積 近世 ○ ○ ○

時代区分：古代=奈良、中世=平安～室町、近世=戦国～江戸、近代=明治～昭和20、

　　　　現代=昭和21年～.

＊　重要文化的景観（文化庁）としても選定されている。

資料は農林水産省構造改善局・農村環境整備センター（1999）日本の棚田百選による。

県 市町村 棚田名 枚数
面積
㏊

平均こう
配

法面 起源
—推薦理由—国土

保全

伝統

文化

宮
崎
県

鹿
児
島

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

大
分
県

熊
本
県

表１ 棚田の効用 

効  果 具体的な内容

食糧生産 上質米の生産

水源の涵養

保水機能

地すべりの防止

自然環境の保全 多様な生態系の保全

原風景の形成

社会文化 伝承文化の継承

農業体験

水源の涵養と保
水
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地
区
、
佐
賀
、
長
崎
、
大
分
の
各
県
に
６

地
区
、
福
岡
４
地
区
、
鹿
児
島
３
地
区
が

あ
る
。 

 

こ
れ
ら
百
選
に
登
録
さ
れ
た
も
の
に
限

れ
ば
、
棚
田
の
起
源
を
近
世
と
す
る
も
の

が
最
も
多
く
、
２
１
地
区
で
あ
る
。
つ
い

で
近
代
が
１
７
地
区
で
、
前
者
と
あ
わ
せ

て
８
割
を
占
め
る
。
ま
た
、
中
世
お
よ
び

現
代
は
と
も
に
３
地
区
で
あ
る
。 

県
別
で
は
、
宮
崎
県
以
外
の
棚
田
は
、

中
世
に
加
え
て
近
世
に
起
源
を
も
つ
も
の

が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
宮
崎
県

は
、
近
代
を
起
源
と
す
る
も
の
が
多
く
、

こ
れ
に
現
代
の
２
地
区
が
加
わ
る
。 

な
お
、
宮
崎
県
西
米
良
村
は
平
家
の
落

人
伝
説
が
あ
り
、
そ
の
向
江
（
む
か
え
）

地
区
の
棚
田
は
奈
良
時
代
を
起
源
に
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。 

各
地
区
の
平
均
こ
う
配
の
平
均
値
を

求
め
れ
ば
１
／
７
で
あ
る
が
、
棚
田
の
法

面
は
石
積
が
３
２
地
区
と
大
半
を
占
め
る
。

こ
れ
に
対
し
土
羽
は
１
２
地
区
で
あ
り
、

３
地
区
は
土
羽
と
石
積
が
入
り
混
じ
る
。 

 

棚
田
の
機
能
と
し
て
何
を
期
待
す
る
か

を
推
薦
理
由
か
ら
読
み
と
れ
ば
、
殆
ど
に

お
い
て
景
観
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

上
で
伝
統
文
化
の
維
持
や
国
土
の
保
全
が

あ
り
、
ま
た
一
部
に
生
態
系
の
保
存
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
４
内
容
と
良
質
の

食
糧
生
産
が
棚
田
の
主
要
な
役
割
で
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
、
九
州
の
棚
田
百
選
を
概
観
し
た

が
、
以
下
に
、
個
別
の
棚
田
に
つ
い
て
２
、

３
を
と
り
上
げ
、
紹
介
し
よ
う
。 

○
蕨
野
（
わ
ら
び
の
）
の
棚
田
（
唐
津
市
相

知
町
平
山
上
蕨
野
） 

 

八
幡
岳
（
７
６
４
ｍ
）
の
麓
に
人
が
住

み
着
い
た
の
は
戦
国
時
代
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
標
高
に
し
て
１
８
０

～
４
２
０
ｍ
の
斜
面
に
棚
田
が
開
か
れ
た
。

特
に
、
江
戸
時
代
末
期
、
明
治
～
大
正
・

昭
和
初
期
に
棚
田
の
開
墾
が
活
発
で
あ
っ

た
。
５
つ
の
小
さ
な
谷
川
か
ら
の
取
水
だ

け
で
な
く
、
溜
池
を
築
造
し
、
あ
る
い
は

横
構
水
路
を
整
備
し
て
水
の
融
通
・
確
保

を
は
か
り
、
棚
田
が
拡
張
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
表
３
に
示
す
よ
う
に
、
約
４

０
㏊
、
１
０
０
０
枚
を
超
え
る
棚
田
が
形

成
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

 

蕨
野
棚
田
の
特
色
は
、
平
均
傾
斜
１
／

４
と
極
め
て
急
な
こ
と
だ
。
こ
の
た
め
、

法
面
は
高
く
、
石
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

る
。
最
高
は
８
．
５
ｍ
で
、
日
本
一
で
あ

る
（
写
真
２
）
。
こ
う
し
た
高
い
法
面
を
、

地
域
に
堆
積
す
る
玄
武
岩
を
用
い
て
野
面

積
み
（
自
然
石
を
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ
る

方
法
）
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
１
０
年
の

完
成
で
あ
る
。
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
こ

と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。 

○
土
谷
（
ど
や
）
の
棚
田
（
松
浦
市
福
島
町

土
谷
免
） 

伊
万
里
湾
に
は
大
小
４
８
の
島
々
が

浮
か
ぶ
。
そ
れ
ら
を
「
い
ろ
は
島
」
と
称

す
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
福
島
が
あ
る
。

現
在
は
福
島
大
橋
が
架
か
り
、
九
州
本
土

と
陸
続
き
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
西
側

に
、
海
に
面
し
て
土
谷
の
棚
田
が
あ
る
。 

面
積
は
４
㏊
と
小
さ
く
、
ま
た
、
蕨
野

の
棚
田
と
同
様
に
平
均
勾
配
は
１
／
４
と

急
で
あ
る
。
標
高
は
１
２
０
ｍ
だ
が
、
海

に
直
接
面
し
、
流
れ
込
む
よ
う
に
広
が
っ

て
い
る
（
写
真
３
）
。
こ
の
た
め
、
夕
陽
に

映
え
る
棚
田
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
棚
田

が
海
に
溶
け
込
む
感
が
あ
る
。
最
近
で
は
、

年
に
一
度
（
秋
）
、
畦
道
に
灯
明
が
設
置
さ

れ
、
幻
想
的
な
「
土
谷
棚
田
火
祭
り
」
が

催
さ
れ
て
い
る
。 

○
真
幸
（
ま
さ
き
）
の
棚
田
（
宮
崎
県
え
び

の
市
西
内
竪
） 

 

え
び
の
市
の
滝
下
山
（
標
高
７
８
６
ｍ
）

の
中
腹
、
西
内
竪
集
落
に
あ
る
小
さ
な
棚

田
が
あ
る
。
面
積
０
．
８
㏊
は
百
選
の
中

で
最
小
で
あ
る
。
終
戦
直
後
に
復
員
し
て

き
た
一
家
族
の
手
で
開
墾
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
の
姿
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
こ

と
に
現
在
は
耕
作
放
棄
の
状
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
棚
田
が
こ
う
し
た
個

人
の
大
変
な
苦
労
に
よ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
ま
さ
に
棚
田
の
原
形
を
本
棚
田
で
見

て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

な
お
、
真
幸
地
区
は
地
す
べ
り
地
域
で
、

１
９
７
２
年
の
豪
雨
で
滑
り
崩
壊
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
本
棚
田
区
域
は
大
き
な
被

害
を
免
れ
た
。
棚
田
が
地
す
べ
り
防
止
の

効
果
を
持
つ
証
と
考
え
る
。 

九
州
に
は
百
選
以
外
に
も
多
く
の
棚

田
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
地
域
を

含
め
、
一
般
に
棚
田
地
区
は
高
齢
化
が
進

み
、
人
口
減
に
よ
る
過
疎
化
が
進
み
つ
つ

あ
る
。
こ
の
た
め
、
少
し
で
も
そ
の
歯
止

め
に
と
、
イ
ベ
ン
ト
や
棚
田
の
オ
ー
ナ
ー

制
度
、
行
政
に
よ
る
農
業
環
境
改
善
助
成

な
ど
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
棚
田
の
保
存
問
題
は
容
易
に
解
決
し

な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
新
し
い
社
会
資

本
に
位
置
づ
け
、
先
に
述
べ
る
５
つ
の
効

果
を
踏
ま
え
て
都
市
と
農
村
と
の
相
互
交

流
を
図
り
、
棚
田
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。 

 

写真 2 蕨野棚田の日本一高い石積（佐

賀県相生町：蕨野の棚田（2003）より） 

写真 3 夕陽に映える土谷の棚田（長崎県松浦

市のホームページより） 
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新
し
い
公
共
に
つ
い
て 

  

公
共
サ
ー
ビ
ス
と
い
え
ば
、
警
察
や
消

防
、
社
会
保
障
、
救
急
救
命
、
公
共
交
通
、

義
務
教
育
、
災
害
防
止
、
国
土
・
環
境
保

全
、
生
活
基
盤
の
整
備
と
利
活
用
な
ど
多

彩
な
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
自
治
体
な
ど
の
行
政
が
提

供
し
、
市
民
は
そ
れ
を
享
受
す
る
と
の
考

え
方
で
そ
の
仕
組
み
や
制
度
が
構
築
さ
れ

て
き
た
。
つ
ま
り
、
市
民
の
側
か
ら
サ
ー

ビ
ス
内
容
に
関
す
る
要
望
は
あ
っ
て
も
、

財
政
（
税
）
お
よ
び
実
施
・
提
供
の
権
限

と
責
務
に
つ
い
て
は
行
政
に
委
ね
ら
れ
、

そ
の
見
返
り
と
し
て
市
民
は
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
と
さ
れ
て
き
た
。 

 

し
か
し
、
本
項
に
述
べ
た
棚
田
問
題
な

ど
と
な
る
と
、
た
と
え
そ
れ
が
環
境
や
国

土
保
全
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
行
政
の

直
接
的
な
権
限
の
行
使
に
限
界
が
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
一
市
民
の
力
だ
け
で
環
境
、

国
土
保
全
の
責
務
を
負
う
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
人
々
が
感
動
す
る
景
観

や
風
景
の
形
成
、
地
域
の
活
性
化
と
な
れ

ば
、
地
元
だ
け
で
な
く
、
広
い
範
囲
か
ら

の
多
く
の
市
民
の
関
心
と
協
力
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
た
と
え

棚
田
を
守
る
、
活
用
す
る
に
し
て
も
、
行

政
だ
け
で
も
な
く
、
市
民
だ
け
で
も
な
い
。

両
者
の
協
働
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
が

必
要
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
課
題
は
棚
田
だ
け
で
な
い
。

福
祉
交
通
、
買
い
物
難
民
の
支
援
、
介
護
、

生
活
基
盤
の
整
備
や
維
持
、
災
害
時
の
避

難
や
救
援
活
動
と
い
っ
た
諸
問
題
も
あ
る
。

あ
る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
村
お
こ
し
や
ま

ち
づ
く
り
、
交
流
社
会
の
形
成
、
風
景
街

道
の
整
備
と
運
営
、
道
守
活
動
、
地
域
・

流
域
間
の
相
互
連
携
の
構
築
な
ど
、
公
と

私
の
狭
間
を
埋
め
、
協
調
す
る
多
様
な
内

容
が
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
に
対
し
、
か
つ
て
は
地
縁
、
血

縁
に
よ
る
社
会
が
あ
り
、
地
域
の
自
治
組

織
や
協
働
す
る
農
業
者
の
集
ま
り
、
青
年

団
、
婦
人
会
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
少
子
・
高
齢
社
会
が
進
み
、
過

疎
が
深
刻
化
す
る
中
で
は
、
そ
れ
ら
だ
け

で
十
分
で
な
い
。 

 
と
こ
ろ
で
、
前
述
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
へ
の
対
応
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
、
自
助
、

共
助
お
よ
び
公
助
の
３
助
と
な
る
。
自
助

は
市
民
自
ら
の
努
力
で
あ
り
、
家
族
の
助

け
合
い
を
含
む
。
共
助
は
市
民
相
互
で
助

け
合
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
公
助
は
国

や
自
治
体
に
よ
る
公
的
な
支
援
や
助
成
で

あ
る(

図
参
照)

。 

こ
れ
ら
３
助
は
、
実
は
江
戸
時
代
に
米

沢
藩
主
・
上
杉
鷹
山
が
既
に
提
唱
し
て
い

る
。
自
ら
助
け
る
自
助
、
近
隣
社
会
の
互

助
、
藩
政
に
よ
る
扶
助
と
。
し
か
し
、
３

助
の
中
で
、
自
助
、
公
助
は
従
来
と
本
質

的
に
変
わ
り
な
い
が
、
共
助
は
前
述
す
る

こ
と
か
ら
し
て
性
質
を
異
に
す
る
面
が
あ

る
。 つ

ま
り
現
代
で
は
、
新
た
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
社
会
貢
献
を
ベ
ー
ス
に
し
た

市
民
相
互
の
関
係
を
構
築
し
、
そ
し
て
市

民
や
企
業
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
シ
ス

テ
ム
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
近
隣
の
狭
い
地
域
に
限
る
の
で
な

く
、
あ
る
い
は
、
血
縁
で
も
な
い
。
よ
り

一
般
的
な
組
織
に
よ
る
共
助
の
仕
組
み
づ

く
り
で
あ
る
。
任
意
団
体
、
非
営
利
の
組

織
や
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
、
公
益
法
人
、
さ
ら

に
は
大
学
生
な
ど
若
者
の
社
会
貢
献
を
目

的
に
す
る
集
ま
り
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
利

害
が
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
、
知
り
合

い
ば
か
り
で
は
な
い
集
ま
り
や
組
織
の
共

助
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
新
し
い

公
共
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
の
新
し
い
公
共
は
、
企
業
や
行
政
体

の
よ
う
な
上
下
の
関
係
に
よ
る
組
織
で
な

い
点
に
特
徴
が
あ
る
。
互
い
が
対
等
と
の

立
場
で
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
を
持
ち
な
が

ら
助
け
合
う
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、

信
頼
や
道
徳
、
倫
理
を
含
め
た
規
範
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
性
格
を
持
つ
社
会

の
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
社
会

関
係
資
本
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）

そ
の
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
書
き
た
て
る
と
、
新
し
い
公
共
が

極
め
て
高
邁
な
社
会
組
織
で
あ
り
、
素
晴

ら
し
い
も
の
に
思
え
る
が
、
そ
う
で
な
く
、

課
題
も
あ
る
。 

そ
の
一
つ
は
責
任
体
制
の
問
題
で
あ

る
。
一
般
に
、
新
し
い
公
共
の
組
織
は
善

意
で
成
り
立
つ
こ
と
が
多
く
、
ま
た
資
金

力
も
十
分
で
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
事

故
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
で
の
補
償
が
十
分

で
な
い
、
組
織
の
永
続
性
が
公
的
機
関
の

よ
う
に
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
な
ど
が
あ

る
。 む

ろ
ん
、
こ
の
点
は
企
業
に
し
て
も
、

自
治
体
に
し
て
も
必
ず
し
も
万
全
で
な
い
。

企
業
の
破
産
も
あ
れ
ば
、
最
近
で
は
国
内

外
の
地
方
自
治
体
で
破
産
し
財
政
再
建
団

体
に
陥
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
か
ら
す
れ
ば
、
新
し
い
公
共
も
破
産
す

る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
え
る
。 

つ
ま
り
、
新
し
い
公
共
と
い
わ
れ
る
多

彩
な
組
織
の
中
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
組

織
ば
か
り
で
な
い
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
社
会
貢
献
、
あ
る
い
は
共
助
は
、

企
業
活
動
や
自
分
自
身
の
働
き
、
生
活
が

先
に
あ
り
、
そ
の
合
間
を
縫
っ
て
の
活
動

が
多
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
い

え
ば
義
務
で
も
な
い
。 

 

こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
新
し
い
公
共
の

役
割
も
万
全
で
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
で
や
れ
る
こ
と
と
、
そ
う
で
な
い

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
責
任
の
所
在
に
限

界
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え
、
時
と

場
合
、
場
所
を
明
確
に
し
て
、
共
助
を
ベ

ー
ス
に
活
動
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

 

資
金
面
は
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
地

方
自
治
体
に
よ
る
助
成
制
度
が
あ
る
。
ま

た
、
企
業
の
メ
セ
ナ
活
動
な
ど
を
通
じ
た

支
援
や
市
民
か
ら
の
協
賛
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
今
後
の
一
層
の
充
実
が
期
待

さ
れ
る
。 

新
し
い

公
共

市民行政 自助

共

助

公助

協働

自助・共助・公助の

仕組みと新しい公共 
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老
朽
と
災
害
に
よ
る
道
路
崩
壊 

  

近
年
、
社
会
資
本
に
関
る
２
つ
の
大
き

な
事
故
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
今
後
に

重
要
さ
が
増
す
社
会
資
本
の
維
持
管
理
に

関
し
抜
本
的
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
、

例
に
し
て
著
者
な
り
の
考
え
を
示
し
た
い
。 

事
故
の
一
つ
は
、
２
０
１
２
年
の
中
央

自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
（
大
月
Ｊ
Ｃ
Ｔ

～
勝
沼
Ｉ
Ｃ
間
）
上
り
線
の
事
故
だ
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
天
井
板
が
１
３
８
ｍ
に
わ

た
り
崩
落
、
寝
耳
に
水
だ
っ
た
。
重
さ
１
．

２
ト
ン
、
２
７
０
枚
の
落
下
事
故
で
あ
る
。

た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
３
台
の
車
が
下

敷
き
に
な
り
、
２
台
炎
上
、
９
人
死
亡
、

２
人
負
傷
の
大
惨
事
と
な
っ
た
。 

調
査
で
、
天
井
板
釣
り
金
具
の
緩
み
や

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
接
着
部
の
経
年
劣
化
が

原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
復
旧
に
２
ヶ
月
近

く
を
要
し
、
こ
の
間
、
迂
回
路
の
混
雑
や

移
動
時
間
の
大
幅
な
増
加
が
あ
り
、
社
会

的
に
大
き
な
損
失
を
被
っ
た
。 

 

も
う
一
つ
は
、
２
０
１
１
年
、
観
測
史

上
最
大
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
あ
る
。

そ
の
際
、
高
速
道
路
１
５
路
線
、
直
轄
国

道
６
９
路
線
が
被
災
し
、
橋
が
落
下
す
る

な
ど
、
４
１
９
８
箇
所
で
道
路
崩
壊
が
あ

っ
た
（
警
察
庁
調
べ
）
。 

こ
う
し
た
被
害
の
下
で
、
翌
日
に
は
緊

急
輸
送
路
と
し
て
東
北
自
動
車
道
、
国
道

４
号
線
が
確
保
さ
れ
た
。
４
日
目
は
こ
れ

ら
を
縦
軸
に
、
そ
の
直
角
方
向
の
道
路
が

櫛
の
歯
状
に
整
え
ら
れ
、
１
週
間
後
は
太

平
洋
沿
岸
域
を
走
る
国
道
４
５
号
が
通
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
緊
急
時
対

応
の
梯
子
状
道
路
網
の
構
築
が
で
き
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。 

同
じ
道
路
の
崩
壊
で
も
原
因
は
異
な

る
。
か
た
や
施
設
の
老
朽
化
、
か
た
や
自

然
災
害
だ
。
そ
し
て
、
従
来
、
ど
う
か
す

る
と
こ
れ
ら
を
別
々
に
捉
え
て
き
た
。 

す
な
わ
ち
、
報
告
書
の
書
き
ぶ
り
か
ら
、

前
者
の
事
故
は
、
管
理
瑕
疵
が
問
わ
れ
る

日
頃
の
維
持
管
理
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。 

他
方
後
者
は
、
救
急
救
命
活
動
は
も
と

よ
り
、
被
災
地
の
復
旧
復
興
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
道
路

の
維
持
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
な
く
も
な

い
。
そ
の
上
で
、
災
害
と
い
う
緊
急
事
態

に
対
し
、
費
用
を
別
に
し
て
、
破
壊
さ
れ

た
橋
や
崩
落
し
た
土
砂
を
緊
急
に
取
り
除

き
、
代
替
路
を
確
保
し
た
と
み
な
せ
る
。 

し
か
し
、
道
路
の
役
割
と
今
後
の
長
期

維
持
管
理
の
必
要
性
か
ら
す
れ
ば
、
日
頃

の
利
活
用
上
の
老
朽
化
に
加
え
、
非
日
常

の
災
害
に
ど
こ
ま
で
耐
え
る
よ
う
に
維
持

す
る
か
は
同
じ
土
俵
上
の
判
断
で
、
そ
れ

を
踏
ま
え
ど
こ
ま
で
丁
寧
に
維
持
管
理
す

る
か
が
問
わ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。 

災
害
へ
の
体
力
や
補
強
を
判
断
す
る

に
し
て
も
、
現
実
の
事
故
内
容
と
施
設
の

劣
化
を
踏
ま
え
、
共
に
強
靭
化
の
優
先
順

位
、
強
靭
化
の
レ
ベ
ル
を
評
価
し
、
減
災

に
備
え
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

む
ろ
ん
、
こ
の
点
は
、
鉄
道
や
空
港
、

港
湾
、
電
力
・
通
信
、
上
下
水
道
、
さ
ら

に
は
河
川
、
公
共
建
物
な
ど
、
社
会
資
本

の
全
て
に
共
通
で
あ
る
。 

社
会
資
本
は
市
民
共
通
の
資
産
で
あ

る
。
暮
ら
し
や
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る

重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

そ
の
利
用
に
適
し
た
維
持
管
理
を
行
い
、

公
共
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

そ
の
際
、
日
常
的
な
劣
化
だ
け
で
な
く
、

非
日
常
の
こ
と
と
し
て
の
災
害
に
も
最
低

限
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
、
合
わ
せ
た
も
の

が
減
災
配
慮
の
維
持
管
理
と
な
る
。 

 

国
土
強
靭
化
の
中
の
維
持
管
理
と
は 

  

と
こ
ろ
で
、
阪
神
淡
路
大
震
災
（
１
９

９
５
年
）
。
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
２
０
１
３
年
、
国
土
強
靭

化
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。「
わ
が
国
経
済

社
会
の
発
展
及
び
国
民
生
活
の
安
定
向
上

を
図
る
」
と
と
も
に
、「
今
後
長
期
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
国
家
機
能
及
び
日
本
社
会

の
構
築
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
国
土

の
強
靭
化
を
図
り
維
持
す
る
も
の
だ
。 

 

そ
の
中
で
、
強
靭
化
の
基
本
と
し
て
次

の
３
内
容
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

①
一
極
集
中
、
国
土
の
脆
弱
性
の
是
正
→

戦
後
の
国
土
や
経
済
政
策
に
も
と
づ

き
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
を
図
る
。 

②
地
域
間
交
流
・
連
携
の
促
進
、
固
有
の

文
化
、
自
然
条
件
を
生
か
し
た
地
域
振

興
、
地
域
の
活
性
化
・
定
住
化
促
進
→

経
済
の
停
滞
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、

人
口
減
少
等
の
課
題
解
決
、
国
土
の
保

全
や
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
。 

③
大
災
害
の
未
然
防
止
、
災
害
発
生
時
の

被
害
拡
大
防
止
、
国
家
及
び
社
会
の
諸

機
能
の
代
替
性
確
保
→
大
災
害
時
に

お
け
る
わ
が
国
の
政
治
、
経
済
及
び
社

会
の
活
動
を
持
続
可
能
に
す
る
。 

 

こ
の
３
点
を
踏
え
る
と
、
社
会
資
本
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
日
頃
の
利
活
用
に
配
慮

す
る
だ
け
で
な
く
、
国
土
の
強
靭
化
、
減

災
に
寄
与
す
る
維
持
管
理
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
応
え
る
に
は
、

国
民
の
理
解
が
大
切
で
、
適
切
な
管
理
と

予
算
の
確
保
が
望
ま
れ
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
で
、
１
９
８
０
年
代
に
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
の
た
め
の
莫
大
な
費
用
の
た

め
、
社
会
資
本
の
維
持
管
理
に
予
算
が
回

ら
ず
、
橋
の
落
下
事
故
が
相
次
い
だ
。
こ

う
し
た
状
態
を
報
告
し
た
の
が

P
a

t 

C
h

o
a

te
 &

 S
u

s
a

n
 W

a
lte

r

の
「
荒
廃
す

る
ア
メ
リ
カ
」
で
あ
る
。
維
持
管
理
を
怠

れ
ば
、
経
済
活
動
を
含
め
国
の
存
亡
に
か

か
わ
る
事
故
と
な
る
と
の
指
摘
だ
。 

要
す
る
に
、
維
持
管
理
は
国
の
存
亡
に

関
わ
る
が
、
そ
の
実
施
を
難
し
く
し
て
い

る
最
大
の
問
題
は
、
災
害
時
も
加
え
耐
久

性
や
機
能
性
の
上
で
、
ど
こ
ま
で
行
え
ば

よ
い
か
が
不
確
か
で
、
そ
の
効
果
が
国
民

に
直
接
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

一
般
に
道
路
の
新
設
で
は
そ
の
完
成

が
目
に
見
え
、
直
接
の
便
益
が
享
受
で
き

る
。
し
か
し
、
維
持
管
理
は
成
果
が
見
え

難
く
、
な
に
も
な
い
こ
と
が
当
た
り
前
だ
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
の

ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
兆
候
は
わ

が
国
で
も
最
近
の
厳
し
い
経
営
環
境
の
も

と
の
維
持
管
理
で
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。 

 

た
と
え
ば
、
２
０
１
３
年
の
Ｊ
Ｒ
北
海

道
に
お
け
る
貨
物
列
車
脱
線
事
故
は
、
線

路
の
維
持
管
理
に
お
け
る
点
検
不
備
や
不

社
会
資
本
の
維
持
管
理 

Ⓣ 
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具
合
の
放
置
、
点
検
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
な

ど
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
事

実
は
そ
の
通
り
だ
が
、
会
社
の
記
者
会
見

や
、
そ
の
前
後
で
明
ら
か
に
な
っ
た
い
く

つ
か
の
不
祥
事
を
み
る
と
、
鉄
道
事
業
の

経
営
合
理
化
が
背
景
に
あ
り
、
そ
の
中
で

維
持
管
理
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
面
が
垣
間
見
え
る
。 

ま
た
、
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
事
故
も
同
様

だ
。
５
年
に
１
度
の
詳
細
点
検
、
各
年
の

定
期
点
検
は
実
施
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

天
井
板
か
ら
ト
ン
ネ
ル
頂
部
ま
で
が
５
．

３
ｍ
と
高
い
こ
と
か
ら
、
目
視
検
査
は
あ

っ
た
が
、
打
音
検
査
は
実
施
さ
れ
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
維
持
管
理
の
手
抜
き
だ
が
、

そ
の
こ
と
の
大
切
さ
を
気
づ
か
ず
見
過
ご

し
た
会
社
の
体
質
に
踏
み
込
ま
ざ
る
を
得

な
い
。 

 

要
す
る
に
、
維
持
管
理
は
単
な
る
技
術

だ
け
の
問
題
で
な
い
。
会
社
の
経
営
と
も

関
連
し
、
ま
し
て
や
強
靭
化
法
を
も
と
に

す
る
災
害
に
踏
み
込
め
ば
、
自
治
体
や
国

の
社
会
資
本
の
あ
り
方
と
維
持
に
対
す
る

考
え
方
に
結
び
つ
く
課
題
で
あ
る
。 

 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
基
本
の
維
持
管
理 

  

ど
ん
な
社
会
資
本
も
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
、
そ
の
強
靭
性
、
耐
久
性
、
機
能

性
は
劣
え
る
。
し
か
も
、
劣
え
る
度
合
い

は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
大
き
く
な
り
、

あ
る
と
こ
ろ
で
災
害
は
お
ろ
か
通
常
の
使

用
に
も
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
の
概
念

が
図
１
の
実
線
で
、
点
１
は
更
新
限
界
、

つ
ま
り
利
活
用
上
の
寿
命
で
あ
る
。
こ
の

と
き
施
設
は
取
替
え
ま
た
は
破
棄
さ
れ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
強
靭
性
な
ど
の
更
新
限

界
に
至
る
前
に
補
修
等
を
行
え
ば
、
機
能

は
あ
る
程
度
回
復
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

適
当
な
間
隔
で
補
修
等
を
繰
り
返
せ
ば
、

図
中
の
点
線
を
た
ど
り
、
寿
命
を
時
点
２

ま
で
延
ば
せ
る
。
つ
ま
り
、
延
命
の
も
と

に
補
修
等
の
費
用
が
当
該
社
会
資
本
の
更

新
や
破
棄
で
、
災
害
の
緊
急
措
置
で
逸
失

す
る
便
益
よ
り
も
小
さ
け
れ
ば
、
そ
う
し

た
長
寿
命
化
策
は
社
会
に
と
っ
て
望
ま
し

い
。
し
か
し
、
災
害
の
不
確
か
さ
を
踏
ま

え
れ
ば
、
判
断
は
不
可
能
で
あ
る
。 

な
お
、
補
修
等
と
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

補
修
、
補
強
の
こ
と
で
あ
る
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
日
常
的
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
さ
び
止

め
や
ボ
ル
ト
締
め
、
清
掃
な
ど
）
や
軽
微

な
補
修
、
応
急
措
置
で
あ
る
。
補
修
は
損

傷
を
直
し
諸
能
力
の
回
復
を
は
か
る
こ
と

で
あ
り
、
補
強
は
も
と
の
状
態
ま
た
は
そ

れ
以
上
に
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
（
耐
震

補
強
、
災
害
防
止
力
な
ど
）
で
あ
る
。 

 

前
述
の
よ
う
に
、
社
会
資
本
の
点
検
・

補
修
等
で
は
、
費
用
対
効
果
は
容
易
に
把

握
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
先
の
事
例
か

ら
す
る
と
、
経
営
の
合
理
化
の
中
で
ま
ず

先
に
切
り
詰
め
る
の
が
維
持
管
理
費
だ
。

そ
れ
だ
け
に
、
用
意
周
到
な
計
画
に
も
と

づ
く
維
持
管
理
が
必
要
で
、
そ
の
手
法
が

劣
化
曲
線
と
そ
の
概
念
で
展
開
さ
れ
る
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
（
図
２
）
で
あ
る
。 

 

供
給
さ
れ
た
社
会
資
本
に
関
し
、
定
期

点
検
や
中
間
点
検
（
定
期
を
補
完
す
る
中

間
年
の
点
検
）
、
特
定
点
検
（
塩
害
な
ど
特

定
内
容
の
点
検
）
、
異
常
時
点
検
（
災
害
時

な
ど
大
事
故
時
の
点
検
）
を
行
い
、
そ
の

内
容
を
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
必
要
に

応
じ
て
軽
微
な
補
修
や
応
急
的
措
置
を
行

い
、
管
理
し
な
が
ら
、
補
修
・
補
強
計
画

を
た
て
、
必
要
に
応
じ
予
算
を
獲
得
し
実

施
す
る
。
そ
の
後
、
再
び
点
検
デ
ー
タ
の

分
析
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
補
修
・
補
強
計

画
、
修
繕
作
業
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
繰
り
返
す

こ
と
と
な
る
。 

 

こ
の
と
き
、
問
題
は
正
し
い
デ
ー
タ
―

が
き
ち
ん
と
蓄
積
さ
れ
、
活
用
・
判
断
さ

れ
た
か
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
Ｊ
Ｒ
北
海

道
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
の
ケ
ー
ス
は
、

会
社
の
考
え
方
と
も
関
係
し
こ
こ
に
大
き

な
落
と
し
穴
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

以
上
が
社
会
資
本
維
持
管
理
の
概
念
と

留
意
点
だ
が
、
そ
の
中
で
技
術
に
限
る
と

し
て
も
現
実
に
は
難
し
い
課
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
劣
化
曲
線
で
、
維
持
管
理
の
サ
イ

ク
ル
長
（
補
修
等
や
点
検
の
間
隔
な
ど
）
、

施
設
・
構
造
物
の
寿
命
、
補
修
等
に
よ
る

機
能
回
復
の
度
合
い
な
ど
の
評
価
は
、
こ

の
劣
化
曲
線
の
把
握
で
え
ら
れ
る
が
、
具

体
と
な
る
と
難
し
く
、
極
論
す
れ
ば
絵
に

描
い
た
餅
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
点
検
、
補
修
等
に
基
づ

く
デ
ー
タ
を
し
っ
か
り
蓄
え
、
そ
れ
を
統

計
的
に
分
析
し
、
検
討
す
る
以
外
に
方
法

が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
図
２
の
デ
ー

図 1 構造物の劣化曲線 
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・補
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図２ 維持管理の PDCA サイクル 
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Action

Check

日常的メンテナンス
応急措置

データベース
（DBカルテ）

補修補強計画

Plan

補修補強工事

Do

点検とその
データの分析

必要

Check

更新費＜補修補強費？

更新計画

YES NO

又は更新工事
又は破棄等工事

社会的必要性
無

有

破棄等
の計画

補修補強、更新の場合

表 1 国道直轄区間の橋(2012 年現在） 

材料別 箇所数 延長ｍ 構造別 箇所数 延長ｍ
鋼橋 792 74,945 床板橋 995 15,729

RC橋 712 9,380 桁橋 2,039 140,894

PC橋 1,600 78,510 トラス橋 7 988

石橋 13 80 アーチ橋 17 1,477

木橋 0 0 ラーメン橋 26 1,863

混合橋 89 18,820 斜張橋 1 517

その他 0 0 吊橋 0 0

合計 3,206 181,735 複数構造 101 20,047

ＲＣ：鉄筋コンクリート その他 20 220

ＰＣ：プレストレストコンクリート 合計 3,206 181,735

（九州地方整備局：橋梁の長寿命化修繕計画（2014）による）
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タ
―
ベ
ー
ス
の
構
築
と
分
析
、
お
よ
び
経

験
こ
そ
が
維
持
管
理
の
基
本
で
あ
る
こ
と

を
肝
に
銘
じ
る
必
要
が
あ
る
。 

 

道
路
橋
維
持
管
理
デ
ー
タ
の
分
析
例 

 

種
々
の
社
会
資
本
の
中
で
、
橋
は
、
鋼
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｒ
Ｃ
）
、
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｐ
Ｃ
）
と
さ
ま

ざ
ま
な
材
料
が
用
い
ら
れ
、
道
路
上
の
重

要
構
造
物
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ス
が

で
き
比
較
的
点
検
し
易
い
こ
と
、
数
が
限

ら
れ
る
な
ど
か
ら
、
デ
ー
タ
の
入
手
と
蓄

積
が
容
易
で
維
持
管
理
が
他
に
比
し
進
ん

で
い
る
。
そ
こ
で
、
国
管
理
の
国
道
に
架

か
る
橋
を
例
に
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た

社
会
資
本
維
持
管
理
の
技
術
課
題
の
一
、

二
を
述
べ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

九
州
地
方
整
備
局
が
管
理
す
る
国
道

は
、
直
轄
国
道
２
０
路
線
と
新
直
轄
国
道

２
路
線
が
あ
り
、
総
延
長
は
３
０
８
０
㎞

で
、
そ
の
中
に
長
さ
２
ｍ
以
上
の
橋
が
３

２
０
６
箇
所
あ
る
。
そ
の
材
料
別
、
構
造

別
の
内
訳
を
表
１
に
示
す
。
延
長
で
見
れ

ば
、
Ｐ
Ｃ
４
３
％
、
鋼
４
１
％
で
、
合
わ

せ
て
８
４
％
を
占
め
る
。
構
造
形
式
は
桁

橋
が
７
８
％
と
圧
倒
的
で
、
つ
い
で
複
数

構
造
か
ら
な
る
橋
が
１
１
％
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
橋
の
維
持
管
理
は
、
材
料
、
構

造
形
式
、
災
害
へ
の
備
え
の
重
要
性
、
気

象
・
気
候
、
利
用
実
態
、
地
元
住
民
の
意

識
に
影
響
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
管

理
者
は
、
定
期
、
非
定
期
の
点
検
と
そ
の

評
価
を
行
い
、
維
持
管
理
計
画
を
立
て
実

施
し
て
い
る
。 

❶
維
持
管
理
の
課
題
の
一
つ
は
、
橋
の

架
設
、
供
用
が
各
年
で
一
様
で
な
い
こ

と
だ
。
特
に
、
戦
災
復
興
後
の
高
度
経
済

成
長
過
程
で
一
斉
に
社
会
基
盤
が
整
備

さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
１
９
５
５
年
か
ら

７
３
年
に
か
け
て
年
に
６
４
本
と
多
く

の
橋
が
架
け
ら
れ
た
（
図
３
上
）
。
そ
の

後
、
安
定
期
、
バ
ブ
ル
期
、
失
わ
れ
た
２

０
年
が
あ
り
、
図
の
よ
う
に
変
動
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
予
算
制
約
と
高
齢
社
会

が
進
む
中
で
、
維
持
管
理
の
作
業
量
を

い
か
に
平
滑
化
す
る
か
を
問
う
も
の

だ
。
長
寿
命
化
が
可
能
な
も
の
を
明
ら

か
に
し
、
計
画
的
維
持
管
理
を
可
能
に

す
る
必
要
が
あ
る
。 

❷
も
う
一
つ
は
、
材
料
・
構
造
の
多
様
さ

に
加
え
、
あ
る
時
期
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
品
質
問
題
が
集
中
的
に
発
生
し
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
が
ア
ル
カ
リ
骨
材
反

応
だ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
ア
ル
カ
リ

性
水
溶
液
が
骨
材
中
の
特
定
の
鉱
物
と

反
応
し
、
異
常
な
膨
張
を
起
こ
し
て
ひ

び
割
れ
を
生
じ
さ
せ
る
現
象
で
あ
る
。
１

９
８
０
年
代
に
な
り
問
題
化
し
対
策
が
講

ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

１
９
７
０
～
８
０
年
頃
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
多
く
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。 図

３
下
は
各
年
度
に
供
用
さ
れ
た
橋

の
点
検
結
果
で
あ
る
。
健
全
割
合
は
、
各

年
度
に
供
用
さ
れ
た
橋
の
う
ち
、「
補
修
が

必
要
で
な
い
」
、
「
軽
微
な
補
修
で
よ
い
」

と
さ
れ
た
も
の
の
割
合
だ
。
図
中
の
楕
円

内
は
、
そ
の
割
合
が
特
に
小
さ
く
、
多
く

が
補
修
等
を
必
要
と
さ
れ
た
建
設
年
度
で
、

１
９
６
４
～
７
９
年
の
橋
で
あ
る
。
高
度

経
済
成
長
期
後
半
か
ら
、
そ
れ
に
続
く
年

代
で
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
が
問
題
と
な

っ
た
時
期
に
該
当
す
る
。 

❸
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
戦
後
を
、
１
９
５

０
～
６
３
、
１
９
６
４
～
７
９
、
１
９
８

０
年
以
降
に
分
け
、
こ
の
区
分
と
戦
前
で
、

現
存
す
る
橋
の
健
全
割
合
が
と
の
程
度
か

を
求
め
れ
ば
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

全
橋
で
は
、
１
９
６
４
～
７
９
年
供
用

の
健
全
割
合
が
そ
の
前
後
の
６
０
％
台
に

比
し
て
小
さ
く
、
４
８
％
に
過
ぎ
な
い
（
表

２
上
）
。 

材
料
別
で
、
あ
る
程
度
本
数
が
あ
り
、

統
計
上
意
味
あ
る
も
の
を
拾
え
ば
表
２
の

２
段
目
以
下
だ
。
Ｐ
Ｃ
が
全
体
の
半
分
を

占
め
、
そ
の
中
で
１
９
６
４
～
７
９
年
代

供
用
の
橋
の
健
全
割
合
が
４
９
％
と
低

い
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
鋼
橋
も
低
い

が
、
こ
れ
は
塩
害
や
腐
蝕
に
よ
る
。 

 

因
み
に
、
特
異
デ
ー
タ
を
除
く
意
味
で

１
９
８
０
年
以
降
の
デ
ー
タ
で
健
全
割

合
が
経
年
と
共
に
ど
う
低
下
す
る
か
を

分
析
す
れ
ば
図
４
お
よ
び
同
付
表
の
近

似
式
で
あ
る
。
経
年
変
化
で
、
健
全
と
判

断
さ
れ
る
割
合
が
、
当
初
は
年
々
小
さ
く

な
り
、
後
に
一
定
割
合
で
低
減
し
て
い
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
。 

以
上
、
道
路
橋
デ
ー
タ
の
簡
易
な
分
析

か
ら
、
〇
維
持
管
理
業
務
の
量
的
平
滑
化

が
必
要
、
〇
Ｐ
Ｃ
は
１
９
６
４
～
７
９
年

代
と
そ
れ
以
外
の
検
討
に
分
け
る
。
〇
そ

の
上
で
、
材
料
別
、
経
年
変
化
を
主
要
因

に
維
持
管
理
の
デ
ー
タ
に
よ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
、
な
ど
が
指
摘
で

き
る
。
加
え
て
、
最
近
、
災
害
が
深
刻
化

す
る
こ
と
へ
の
配
慮
が
重
要
で
あ
る
。 

全体 橋数 健全数 割合％

1950以前 236 128 54.2

1950～63 648 395 61.0

1964～79 957 455 47.5

1980～ 1364 949 69.6

計 3205 1927 60.1

ＰＣ 橋数 健全数 割合％

1950以前 30 19 63.3

1950～63 234 155 66.2

1964～79 483 237 49.1

1980～ 853 598 70.1

ＲＣ 橋数 健全数 割合％

1950以前 180 90 50.3

1950～63 350 220 62.9

1964～79 109 69 63.3

1980～ 72 58 80.6

鋼 橋数 健全数 割合％

1950以前 11 6 54.5

1950～63 55 17 30.9

1964～79 332 140 42.2

1980～ 394 270 68.5

表２ 各時代の

図 3 各年度の橋の供用と点検評価の健
全割合 
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移動平均（Ｎ＝5）

健全割合が低い

高度経済成長期
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0
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年度

失われた２０年

安定・バブル経済期戦災復興期 ３３/年

５３/年
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６/年

高度経済成長期

30.0

40.0

50.0

60.0
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80.0

90.0

100.0

0 5 10 15 20 25 30 35

健全割合％

全体

経過年数

α β Ｒ2

全体 92.22 -0.120 0.37

ＰＣ橋 87.70 -0.099 0.22

鋼橋 93.68 -0.165 0.14

y=αＴβ  （健全割合％, T：供用後の経過年数）

図４ 健全割合と経過年数との関係 



 

72 

 

参
考 

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト 

 

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
は 

 

本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
九
州
の
国
道

に
架
か
る
橋
と
し
て
Ｐ
Ｃ
橋
が
最
も
多
く
、

約
半
数
を
占
め
る
。
そ
こ
で
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て
述
べ
、

ま
た
、
そ
の
劣
化
と
対
策
を
紹
介
し
よ
う
。 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
圧
縮
に
強
く
引
張

り
に
弱
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
を
改

善
す
る
た
め
に
鉄
筋
を
埋
め
込
む
が
、
そ

れ
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（R

e
in

fo
r
c
e
d

 

C
o
n

c
r
e
te

、
Ｒ
Ｃ
）
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
の
鉄
筋
に
替
え
、
よ

り
張
力
の
強
い
鋼
材
（
Ｐ
Ｃ
鋼

材
）
を
用
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部

材
に
積
極
的
に
圧
縮
力
の
か
か

っ
た
状
態
を
つ
く
り
出
せ
ば
、
荷

重
を
受
け
た
時
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

内
に
引
張
り
が
発
生
し
な
い
よ

う
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
が
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
Ｐ
Ｃ
）
で
あ
る
。
Ｒ
Ｃ

に
比
べ
、
よ
り
合
理
的
な
設
計
が

可
能
で
、
引
張
応
力
に
よ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の

分
コ
ス
ト
高
に
な
る
。 

 

Ｐ
Ｃ
鋼
材
は
通
常
の
鉄
筋
の

５
、
６
倍
の
引
張
り
強
度
を
持

つ
。
こ
の
Ｐ
Ｃ
鋼
材
を
引
張
り
力

を
与
え
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
を

固
定
す
る
が
、
そ
の
方
式
に
２
通

り
あ
る
。
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

と
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
で
あ

る
（
図
）
。 

前
者
は
、
先
に
鋼
材
に
張
力
を
与
え
、

そ
こ
に
鉄
筋
を
組
み
、
型
枠
を
つ
く
っ
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
み
固
め
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
後
、
Ｐ
Ｃ
鋼
材
を
切
断
す

れ
ば
、
鋼
材
が
縮
む
力
で
圧
縮
力
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
内
に
導
入
さ
れ
る
。
プ
レ
テ
ン

シ
ョ
ン
は
鋼
材
を
先
に
引
っ
張
る
こ
と
に

由
来
す
る
呼
称
で
、
工
場
で
Ｐ
Ｃ
桁
な
ど

を
作
成
す
る
の
に
適
し
た
工
法
で
あ
る
。 

一
方
、
後
者
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
断
面

内
に
円
筒
状
の
シ
ー
ス
を
設
け
、
そ
の
中

に
Ｐ
Ｃ
鋼
棒
を
入
れ
埋
設
し
て
お
く
。
そ

の
上
で
、
配
筋
、
型
枠
、
コ
ン
ク
リ
ト
ー

ト
打
設
、
養
生
を
行

い
、
そ
の
の
ち
に
外

側
か
ら
踏
ん
張
る
よ

う
に
鋼
棒
を
ジ
ャ
ッ

キ
で
引
張
り
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
圧
縮
す
る

工
法
で
あ
る
。
現
場

施
工
に
適
し
て
い
る
。 

な
お
、
最
近
で
は
、

工
場
で
製
作
し
た
セ

グ
メ
ン
ト
を
現
地
で

連
結
し
て
Ｐ
Ｃ
鋼
材

で
緊
張
す
る
工
法
も

あ
る
（
Ｐ
Ｃ
コ
ン
ポ

橋
）
。 

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
桁
の

原
理
は
、
Ｐ
Ｃ
桁
橋

に
加
え
、
Ｐ
Ｃ
ラ
ー

メ
ン
橋
、
Ｐ
Ｃ
ア
ー

チ
橋
、
外
ケ
ー
ブ
ル

方
式
、
波
形
鋼
板
ウ

ェ
ブ
橋
、
エ
ク
ス
ト

ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
、
Ｐ
Ｃ
斜
張
橋
な
ど
多
彩

に
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

Ｐ
Ｃ
橋
の
劣
化
と
対
応
策 

 

Ｐ
Ｃ
橋
は
も
と
も
と
ひ
び
割
れ
を
防
ぐ

た
め
に
圧
縮
力
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
ひ
び
割
れ
が
見
つ
か
っ
た
と
き
は

耐
力
の
残
存
は
小
さ
い
と
み
な
す
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ｃ
の
劣
化
対
策
は
、

ひ
び
割
れ
を
見
つ
け
て
か
ら
で
な
く
、
事

前
に
予
測
し
予
防
す
る
こ
と
が
本
来
で
あ

る
。
あ
る
程
度
の
ひ
び
割
れ
が
見
つ
か
っ

た
と
き
は
直
ち
に
対
策
を
と
る
と
と
も
に
、

極
力
そ
う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
事
前
に

手
を
打
つ
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
た
め
、
点
検
で
は
、
わ
ず
か
な
変

状
も
い
ち
早
く
把
握
し
、
そ
れ
が
ひ
び
割

れ
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
、
鉄
筋
の
腐

食
、
Ｐ
Ｃ
鋼
棒
の
張
力
低
下
に
つ
な
が
る

か
ど
う
か
の
推
測
が
大
切
だ
。 

 

Ｐ
Ｃ
橋
の
変
状
点
検
で
実
際
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
を
羅
列
す
れ
ば
下
表
の
と
お

り
で
あ
る
。
は
く
離
や
漏
水
の
シ
ミ
、
不

連
続
面
や
空
洞
、
異
常
な
変
位
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
と
、
必
要
に
応
じ
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
化
学
的
性
質
や
力
学
的
性
質
の
変

化
な
ど
を
測
定
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄

筋
、
Ｐ
Ｃ
鋼
棒
の
劣
化
と
、
総
合
的
な
強

靭
性
を
判
断
し
、
そ
の
下
で
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。 

 
対
策
の
う
ち
補
修
に
は
、
ひ
び
割
れ
に

注
入
す
る
、
断
面
を
修
復
す
る
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
（
Ａ
Ｓ

Ｒ
）
の
抑
制
策
は
、
亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
水

溶
液
を
加
圧
注
入
す
る
な
ど
が
あ
る
。 

補
強
は
、
断
面
の
強
化
が
主
な
対
策
で

あ
る
。
外
ケ
ー
ブ
ル
で
補
強
す
る
、
ひ
び

割
れ
に
樹
脂
注
入
を
行
い
、
そ
の
上
で
炭

素
繊
維
緊
張
材
を
接
着
し
、
耐
荷
力
を
向

上
さ
せ
る
な
ど
が
あ
る
。 

劣
化
、
強
靭
性
の
低
下
が
大
き
い
場
合

は
、
当
然
な
が
ら
更
新
す
る
が
、
そ
れ
に

は
全
面
的
に
作
り
替
え
る
他
に
、
損
傷
が

ひ
ど
い
支
承
の
取
り
替
え
、
荷
重
が
直
接

載
る
床
板
を
う
ち
替
え
る
な
ど
も
あ
る
。 

維
持
管
理
時
代
に
入
り
、
そ
の
た
め
の

点
検
、
補
修
、
補
強
、
更
新
、
破
棄
処
分

の
技
術
開
発
が
活
発
で
あ
る
。
時
代
に
応

じ
十
分
に
調
査
を
行
い
、
最
新
の
技
術
で

経
済
的
、
効
果
的
な
維
持
管
理
を
行
う
努

力
が
大
切
で
あ
る
。 

反
力
台

ジャッキで引っ張る作業ベース

反
力
台

養生後ＰＣ鋼線を切断

配筋・型枠・打設・養生 可動

ジャッキで引っ張る

養生後、コンクリートで反力をとる

シース内のＰＣ鋼棒（周りは緊張後グラウト）
架設作業ベース

ポストテンション方式

プレテンション方式

ＰＣ桁作成の２つの工法 

表 ＰＣ橋に関する変状、劣化および対策事例 

劣化の内容
はく離、はく落、ふくらみ、 水の浸透 ひび割れ注入
鉄筋露出,遊離石灰、漏水 凍害 鉄筋防錆、断面修復
錆汁、変色,ひび割れ、 塩害 電気防蝕（脱塩）
コンクリート表面の劣化 中性化 はく落防止

アルカリ骨材反応抑制
下面の増厚、下部補強

化学的浸食 外ケーブル補強
部材損傷 炭素繊維プレート緊張

空洞、異常な音 耐荷力不足 架け替え
異常なたわみ、遊間の異常 異常変位 部分打ち替え
下部工の沈下、移動、傾き 支承の機能低下 床板取替え
下部工基礎の洗掘 支持の機能低下 支承の取り替え

ジャンカ（コンクリート打設不良
で空隙ができもろくなった状態）

コールドジョイント（コンクリート
打継で発生した不連続面）

観測される変状

補
強

補
修

対応策の例

アルカリ骨材反
応

更
新
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あ 

と 

が 

き 
 

 

昭
和
か
ら
平
成
へ
。
戦
後
も
早
や
７
０
年
が
過
ぎ
る
。
人
生
で
い
え
ば
還
暦
を
過

ぎ
て
古
希
を
迎
え
、
完
全
な
世
代
交
代
と
も
い
え
る
年
月
だ
。
こ
の
間
、
九
州
で
は
、

戦
後
の
混
乱
か
ら
這
い
上
が
り
な
が
ら
、
厳
し
い
自
然
環
境
の
も
と
で
の
地
域
づ
く

り
や
人
々
の
暮
ら
し
の
た
め
の
社
会
基
盤
の
整
備
に
邁
進
し
て
き
た
。
特
に
、
経
済

成
長
期
を
通
じ
て
、
欧
米
に
追
い
付
き
追
い
越
せ
と
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、

必
要
な
社
会
資
本
の
整
備
を
進
め
、
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
わ
が
国
の
西
南
端
で
、

戦
後
の
冷
戦
構
造
下
に
お
け
る
極
東
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
し
て
国
内
外
と
広
く
交
わ
り
、
様
々
な
産
業
を
展
開
し
、
生
活
を
築
き
、
そ
の

た
め
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。 

 

そ
し
て
、
今
後
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
年
月
が
経
過
し
、
気
候
変
化
の
せ
い
か

厳
し
さ
増
す
自
然
環
境
の
中
で
、
整
備
さ
れ
た
社
会
資
本
の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、

減
災
の
も
と
に
維
持
管
理
を
確
実
に
行
い
、
積
極
的
な
利
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
だ
。

そ
の
意
味
で
、
本
書
に
述
べ
た
社
会
資
本
整
備
の
概
観
が
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
見

つ
め
直
し
、
適
正
な
維
持
管
理
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
り
、
安
全
安
心
の
地
域
、

生
き
生
き
と
人
輝
く
地
域
の
礎
に
な
れ
ば
と
願
う
も
の
で
あ
る
。 

ま
と
め
に
当
た
っ
て
は
、
各
自
治
体
お
よ
び
関
係
機
関
の
工
事
記
録
や
各
事
業
評

価
委
員
会
の
資
料
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
参
照
し
た
。
ま
た
、（
一
社
）
九
州
地
域

づ
く
り
協
会
発
行
の
九
州
道
づ
く
り
道
路
事
業
年
表
、
九
州
川
づ
く
り
河
川
事
業
年

表
を
活
用
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

加
え
て
、
と
も
に
歩
ん
だ
道
守
九
州
会
議
や
（
一
社
）
日
本
風
景
街
道
九
州
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、（
一
社
）
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
の
会
員
諸
氏
に
は
、
幾
多
の
情
報
提
供

を
頂
き
、
教
え
を
賜
り
大
変
有
益
で
あ
っ
た
。
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。 

 
 

 
 

 

平
成
２
８
年
２
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著者：樗木 武 略歴  

 

1939 年生まれ。福岡県出身。1962 年九州大学工学部土木工学科卒業。日本国有鉄

道、九州大学助手、長崎大学助教授、九州大学助教授、教授。福岡アジア都市研究

所理事長。専門は都市計画、交通計画、ドンネル工学。都市計画審議会など各種委

員会、審議会の委員長、会長を歴任。  

主な著書に、トンネル力学、土木計画数学、交通計画学、都市計画、土木計画学、

ユニバーサルデザインのまちづくりなど多数。現在は道守九州会議代表世話人、九

州風景街道推進会議・マイスター、九州大学名誉教授。 
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 長崎県 宮崎県
長崎市 ながさきし　　 宮崎市 みやざきし　　

福岡県 佐世保市 させぼし　　 都城市 みやこのじょうし
北九州市 きたきゅうし　　 島原市 しまばらし　　 延岡市 のべおかし　　

福岡市 ふくおかし　　 諫早市 いさはやし　　 日南市 にちなんし
大牟田市 おおむたし　　 大村市 おおむらし　　 小林市 こばやしし　　

久留米市 くるめし　　 平戸市 ひらどし　　 日向市 ひゅうがし
直方市 のおがたし　　 松浦市 まつうらし　　 串間市 くしまし
飯塚市 いいづかし　　 対馬市 つしまし　　 西都市 さいとし
田川市 たがわし　　 壱岐市 いきし　　 えびの市 えびのし
柳川市 やながわし　　 五島市 ごとうし　　 北諸県郡 三股町 みまたちょう
嘉麻市 かまし　　 西海市 さいかいし　　 西諸県郡 高原町 たかはるちょう
朝倉市 あさくらし　　 雲仙市 うんぜんし　　 東諸県郡 国富町 くにとみちょう
八女市 やめし　　 南島原市 みなみしまばらし　　 綾町 あやちょう
筑後市 ちくごし　　 西彼杵郡 長与町 ながよちょう　　 児湯郡 高鍋町 たかなべちょう
大川市 おおかわし　　 時津町 とぎつちょう　　 新富町 しんとみちょう
行橋市 ゆくはしし　　 東彼杵郡 東彼杵町 ひがしそのぎちょう　　 西米良村 にしめらそん
豊前市 ぶぜんし　　 川棚町 かわたなちょう　　 木城町 きじょうちょう
中間市 なかまし　　 波佐見町 はさみちょう　　 川南町 かわなみちょう
小郡市 おごおりし　　 北松浦郡 小値賀町 おぢかちょう　　 　 都農町 つのちょう
筑紫野市 ちくしのし　　 佐々町 さざちょう　　 東臼杵郡 門川町 かどかわちょう
春日市 かすがし　　 南松浦郡 新上五島町 しんかみごとうちょう　　 美郷町 みさとちょう
大野城市 おおのじょうし　　 熊本県 諸塚村 もろつかそん
宗像市 むなかたし　 熊本市 くまもとし　　 椎葉村 しいばそん
太宰府市 だざいふし　　 八代市 やつしろし　　 西臼杵郡 高千穂町 たかちほちょう
糸島市 いとしまし　 人吉市 ひとよしし　　 日之影町 ひのかげちょう
古賀市 こがし　　 荒尾市 あらおし　　 五ヶ瀬町 ごかせちょう
福津市 ふくつし　　 水俣市 みなまたし　　 鹿児島県

うきは市 うきはし　　 玉名市 たまなし　　 鹿児島市 かごしまし
宮若市 みやわかし　　 山鹿市 やまがし　　 鹿屋市 かのやし
みやま市 みやまし　　 菊池市 きくちし　　 枕崎市 まくらざきし

筑紫郡 那珂川町 なかがわまち　　 宇土市 うとし　　 阿久根市 あくねし
糟屋郡 宇美町 うみまち　　 上天草市 かみあまくさし　　 出水市 でみずし

篠栗町 ささぐりまち　　 宇城市 うきし　　 指宿市 いぶすきし
志免町 しめまち　　 阿蘇市 あそし　　 西之表市 にしのおもてし
須恵町 すえまち　　 天草市 あまくさし　　 垂水市 たるみずし
新宮町 しんぐうまち　　 合志市 こうしし　　 薩摩川内市 さつませんだいし
久山町 ひさやままち　　 下益城郡 美里町 みさとまち　　 日置市 ひおきし
粕屋町 かすやまち　　 玉名郡 玉東町 ぎょくとうまち　　 曽於市 そおし

遠賀郡 芦屋町 あしやまち　　 南関町 なんかんまち　　 霧島市 きりしまし
水巻町 みずまきまち　　 長洲町 ながすまち　　 いちき串木野 いちきくしきのし
岡垣町 おかがきまち　　 和水町 なごみまち　　 南さつま市 みなみさつまし
遠賀町 おんがちょう　　 菊池郡 大津町 おおづまち　　 志布志市 しぶしし

鞍手郡 小竹町 こたけまち　　 菊陽町 きくようまち　　 奄美市 あまみし
鞍手町 くらてまち　　 阿蘇郡 南小国町 みなみおぐにまち　　 南九州市 みなみきゅうしゅうし

嘉穂郡 桂川町 けいせんまち　　 小国町 おぐにまち　　 伊佐市 いさし
朝倉郡 筑前町 ちくぜんまち　　 産山村 うぶやまむら　　 姶良市 あいらし

東峰村 とうほうむら　　 高森町 たかもりまち　　 鹿児島郡 三島村 みしまむら
三井郡 大刀洗町 たちあらいまち　　 西原村 にしはらむら　　 十島村 としまむら
三潴郡 大木町 おおきまち　　 南阿蘇村 みなみあそむら　　 薩摩郡 さつま町 さつまちょう
八女郡 広川町 ひろかわまち　　 上益城郡 御船町 みふねまち 　　 出水郡 長島町 ながしまちょう
田川郡 香春町 かわらまち　　 嘉島町 かしままち　　 姶良郡 湧水町 ゆうすいちょう

添田町 そえだまち　　 益城町 ましきまち　　 曽於郡 大崎町 おおさきちょう
福智町 ふくちまち　　 甲佐町 こうさまち　　 肝属郡 東串良町 ひがしくしらちょう
糸田町 いとだまち　　 山都町 やまとちょう　　 錦江町 きんこうちょう
川崎町 かわさきまち　　 八代郡 氷川町 ひかわちょう　　 南大隅町 みなみおおすみちょう
大任町 おおとうまち　　 葦北郡 芦北町 あしきたまち　　 肝付町 きもつきちょう
赤村 あかむら　　 津奈木町 つなぎまち　　 熊毛郡 中種子町 なかたねちょう

京都郡 苅田町 かんだまち　　 球磨郡 錦町 にしきまち　　 南種子町 みなみたねちょう
みやこ町 みやこまち　　 多良木町 たらぎまち　　 屋久島町 やくしまちょう

築上郡 築上町 ちくじょうまち　　 湯前町 ゆのまえまち　　 大島郡 大和村 やまとそん
吉富町 よしとみまち　　 水上村 みずかみむら　　 宇検村 うけんそん
上毛町 こうげまち　　 相良村 さがらむら　　 瀬戸内町 せとうちちょう

佐賀県 五木村 いつきむら　　 龍郷町 たつごうちょう
佐賀市 さがし 山江村 やまえむら　　 喜界町 きかいちょう
唐津市 からつし　　 球磨村 くまむら　　 徳之島町 とくのしまちょう
鳥栖市 とすし　　 あさぎり町 あさぎりちょう　　 天城町 あまぎちょう
多久市 たくし　　 天草郡 苓北町 れいほくまち　　 伊仙町 いせんちょう
伊万里市 いまりし　　 大分県 和泊町 わどまりちょう
武雄市 たけおし　　 大分市 おおいたし 知名町 ちなちょう
鹿島市 かしまし　　 別府市 べっぷし 与論町 よろんちょう
小城市 おぎし　　 中津市 なかつし
神崎市 かんざきし　　 日田市 ひたし
嬉野市 うれしのし　　 佐伯市 さいきし 107市、108町、18村

神埼郡 吉野ヶ里町 よしのがりちょう　　 臼杵市 うすきし
三養基郡 基山町 きやまちょう　　 津久見市 つくみし 3市

上峰町 かみみねちょう　　 竹田市 たけたし 5市

みやき町 みやきちょう　　 豊後高田市 ぶんごたかだし 2市

東松浦郡 玄海町 げんかいちょう　　 杵築市 きつきし
西松浦郡 有田町 ありたちょう　　 宇佐市 うさし 34市、70町村

杵島郡 大町町 おおまちちょう　　 豊後大野市 ぶんごおおのし 5市、3町村

江北町 こうほくまち　　 由布市 ゆふし 27市、0町村

白石町 しろいしちょう　　 国東市 くにさきし
藤津郡 太良町 たらちょう　　 東国東郡 姫島村 ひめしまむら

速見郡 日出町 ひじまち
玖珠郡 九重町 ここのえまち

玖珠町 くすまち

過疎のある市町村

九州の市町村（20１4年４月１日）

  　　網掛けは県庁所在都市

９市、１４町、３村

　　九州全体の市町村数　　233

　　　　　　　　　　（2013年4月現在）

２０市、３０町、２村

１０市、１０町、０村

１４市、３町、１村

１９市、２０町、４村

１４市、２３町、８村

１３市、８町、０村

政令市
中核市
特例市

過疎地域市町村
過疎みなし市町村
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